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この度、下記要覧を刊行いたしましたのでお送りします。御活用いただければ幸いに存
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埋蔵文化財は、わが国の歴史・ 文化等の正 しい理解のため欠 くことのできないもの

であり、祖先が営々と築いてきた文化遺産です。このことを深 く自覚 し、埋蔵文化財

の保護・ 保存を図るとともに、文化的活用に努めることは、現代に生きる私たちの責

務であります。そ して、各地で実施されている発掘調査の状況や成果を的確に把握し、

その情報を広 く提供 していくことは、埋蔵文化財保護行政を進めていく上での基本的

な取り組みであると考えます。

長野県埋蔵文化財発掘調査要覧 (そ の 6)は、昭和 62年度～平成元年度までの 3

年間1こ 行われた県内の発掘調査の概要、遺跡発見届一覧及び県内考古学関係の文献目

録などを集成 したものであります。

この 3年間に実施された発掘調査は650件を超え、様々な成果が得 られた反面、数

多 くの遺跡が失われました。道路建設や農業基盤整備などの開発事業は年とともに増

加 し、埋蔵文化財保護行政にとつてはますます厳 しい状況が生まれてきています。 こ

のような中で、関係者をはじめ県民の方々の理解と協力及び国、県、市町村の緊密な

連携が一層必要 となってきています。

本書刊行に際 しては、市町村教育委員会をはじめとする関係各位に資料を提供 して

いただきました。 ここに感謝申し上げるとともに、 この要覧が広 く活用され、埋蔵文

化財の保護思想の普及に役立つことを願 うものであります。

平成 8年 3月

長野県教育委員会教育長

佐藤 善虎



1 本書は、昭和62年度から平成元年度までの 3ヶ 年の間に長野県内で実施された埋蔵文

化財包蔵地 (遺跡)発掘調査の概要をまとめたものである。

2 本書は、遺跡の調査概要、発見届 (通知)一覧、立会調査一覧及び文献目録で構成 し

た。

(1) 調査概要

ア 文化財保護法第57条第 1項 または第98条 の 2第 1項の規定により発掘届 (通り

が提出されたものを掲載 した。

イ 原則として発掘年度は、発掘届 (通知)を県教育委員会が受付けた年度に所属

させた。

ウ 記載項目名は次のとおり○囲みの数字で表わ した。

① 遺跡所在地  ② 遺跡の時代  ③ 調査期間  ④ 調査主体

⑤ 調査担当者  ⑥ 調査の原因 。目的  ⑦ 調査面積  ③ 検出遺構

⑨ 出土遺物  ⑩ 所見・ 特記事項 ⑪ 調査報告書名 ※ その他の事項

工 遺跡名については、発掘届の受け付け時点の遺跡名を [ ]書 きとし、その後

変更された遺跡名をゴシックで示 した。

オ ③及び⑨については、下記のようになるべく記載方法を統一するように心掛け

た。

③ ゆ 遺構名・ 遺構数 (時 代)   ⑨ ゆ 遺物名 (時 代)

(時 代)に ついては、詳細な表現はなるべ く省略するよう心掛けた。

力 ⑩については、原則として発掘調査主体者の記載内容を尊重するように努めた。

キ 発掘調査地点については、発掘届に添付されている位置図を参考にして、国土

地理院発行 5万分の 1地形図にその地点を落 した。

(2) 工事立会

ア 文化財保護法第57条 の 2第 1項及び第57条の 3第 1項の規定により発掘届 (通

知)が提出されたもののうち、工事立会として処理 したものを掲載 した。

(3) 文献目録

ア 調査報告書及びそれ以外のもので、昭和62年度～平成元年度の間に発表された

ものを掲載 した。

イ 主として、『 日本考古学年報 (40～ 42号 )』 、『信濃 (39～ 42巻 )』 、『埋蔵

文化財ニュース (75～ 77)』 及び県が作成 した報告書台帳から抜粋・ 整理 してま

とめた。

3 本書の執筆・ 編集は長野県教育委員会事務局文化課で実施 した。このうち、遺跡の概

要は発掘主体者へ「発掘調査要覧台帳」の作成を依頼 し、その台帳に基づき編集 した。

*「本書に掲載 した地図は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の 5万分の 1

地形図を複製 したものである。 (承認番号 平 8関複、第 249号 )」
・
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埋蔵文化財保護の現状

(1)長野県における発掘調査件数 (表 102参 照)

昭和62年度に県教育委員会が受理 した発掘調査届・ 通知 (法第57条・ 第98条の 2)は初めて

200件を超え、その後 も依然として増加傾向にある。なお、昭和63年度の227件の中には、県

教育委員会が高速道路建設に先立って行 った13件の試掘調査が含まれている。

この傾向は、土木工事等の発掘届 (法第57条 の 2・ 3)の増加 と軌を―にしたものであり、

開発事業に伴 う緊急発掘調査の増加を意味 している。それは、確認 。試掘調査を含む学術調査

等が20件前後 とほとんど変化がないことか らも窺える事実である。

昭和62年度か ら平成元年度までの 3年間に提出された法第57条の届出は60件を数えるが、そ

のうち75%に 当たる45件 は (財)長野県埋蔵文化財センターか ら提出されたものであ り、長野

道及び上信越道の建設 に係る発掘調査が大 きなウェー トを占めている。『長野県埋蔵文化財発

掘調査要覧 (そ の 5)』 でも指摘されているが、高速道路の建設はその周辺における開発事業

を増大させる傾向にあり、この新 しい交通網の建設着手が全県的な発掘調査件数の増加の一因

となっていることは否めない。

(2)開発事業種類別件数 (表 3参照)

昭和62年度か ら平成元年度までの 3年間に提出された発掘調査届・ 通知は計654件を数える

が、その内道路建設を原因とする緊急発掘調査は188件 (約 28%)、 農業基盤整備等農業関連

事業を原因とす るものが140件 (約21%)であり、この両者を合わせて328件 (約50%)に の

ぼっている。 これを、『要覧 (そ の 5)』 において集計された昭和58年度から昭和61年度まで

の332件 (約 54%)と 比べてみると、若干の割合の低下はみ られるが、道路建設 と農業関連事

表 1 年度別発掘調査件数

Ｔ
■

24

(単位名

2

□開発事業関係等

陶学術調査等

３０
脚

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

*原則として昭和51年度までは発掘調査実施年度、昭和52年以降は発掘調査届 (通知)提出年度である。
翫
職

の
る
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表 2 埋蔵文化財に関する諸届出 (通知)件数

表 3 開発事業種類別発掘調査件数

業が緊急発掘調査の二大原因となっている状況に変化はない。昭和40年代から制度化 され本格

的に始まった県営農業基盤整備事業と、長野道及び上信越 自動車道の北上 とその周辺のアクセ

ス道路建設は、今後 も緊急発掘調査の大きな原因となり続けるものと予想される。

なお、住宅建設及び宅地造成工事 と、統計上は「その他の建物」に分類される店舗建設が増

加傾向にあり、新たな動きとして注目される。また、工場団地や流通業務団地 0ゴルフ場など

1件の開発規模が極めて大 きな事業が少 しずつ増加 し、埋蔵文化財担当者にとって厳 しい状況

が生まれていることも見逃せない。

(3)緊急発掘調査費用 (表 4参照)

平成元年度の緊急発掘調査費用は県内全体で約26億円となっている。昭和55年 には 2億 6千
万円であったか ら、 この約10年 ほどの間に10倍 に膨脹 している。その負担者別の内訳をみたと

き、道路公団 0住宅公団関係が約 17億 円で全体の約64%を 占め、事業規模の大きさを推測させ

る。 この17億 円という額は、国内では群馬県に次 ぐ2番 目の数字であり、高速交通網整備事業
の集中地域であることを裏付けている。

(4)埋蔵文化財担当専門職員数 (表 5参照)

埋蔵文化財の保護 と調査を支える担当専門職員 も、増加する開発事業に対応するため増員 さ

れている。 しか し、実際には嘱託職員の増員が目立つ状況にあり、それも膨大な事業量を抱え

る市部に偏 る傾向にあることが推察される。また、平成元年度の段階で専門職員が配置されて

いるのは40市町村に過ぎず、市町村において担当者を配置・ 増員することが難 しい実情はある

にしても、県内の埋蔵文化財の保護・ 調査体制の一層の充実が望まれる。

以上のような状況の中で、大規模な発掘調査による資料は飛躍的に増加 した。 (財 )長野県埋蔵

文化財センターは、長野道建設に伴 う松本平の緊急発掘調査報告書を続々と刊行 し、古代～中世を

了
遺 跡 発 見 届 0通 知
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木

掘
土

発
＜ 発 掘 調 査 届・ 通 知 文

認
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財
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出
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定

57-5 57-6 計 57-2 57-3 計 98-2 計
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63年度
ｎ
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ｎ
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組合等 個人 0民間企業
省庁

表4 平成元年度緊急発掘調査費用の負担者別割合 表 5 埋蔵文化財担当専門職員数

(地方公共団体)

公社 0公団

( )内は財団法人及び嘱託等を示す外数である。

計 2,605,977(千 円)

中心 とする遺構・ 遺物の詳細な観察に基づいて、律令体制下における古代村落の解体 と中世的秩序
への移行の在 り方を解明 した。 この分析は、以後の県内の研究の指標 となるものと思われる。 この

長野道建設に伴 う北村遺跡 (明科町)の発掘調査では、地下 7mに埋没する縄文集落、300体にの

ぼる縄文人骨が発見され貴重な資料を提供 した。また、上信越自動車道に係る下茂内遺跡 (佐久市

の調査では、黒色で緻密な安山岩原産地を背景 とした、先土器時代か ら縄文時代草創期の槍先形尖

頭器製作跡が検出され、膨大な接合資料か ら石器製作工程が復元された。松本平及び佐久平か ら北

上 した高速道路関係の発掘調査は、昭和63年度か ら善光寺平の沖積地において本格的に実施される

ようになり、次第に、石川条里 0篠ノ井・ 榎田・ 松原遺跡などで大規模な水田址や集落址が検出さ

れていった。

また、市町村においても、農業基盤整備事業以外に工業団地や流通業務団地などの造成に伴って、

開発面積 1万～ 8万 nf、 検出された竪穴住居址100件～400件規模の発掘調査が行われている。松

本市の三間沢川左岸遺跡 (臨空工業団地)、 佐久市の聖原遺跡 (佐久流通業務団地)。 中金井遺跡

群 (小 田井工業団地)な どはその例である。こうした中で、長野市は多 くの調査事業に対応するた

め、市埋蔵文化財センタTを発足させた。

一方、学術調査等は、恒川遺跡群 (飯 田市)、 高梨氏城跡 (中野市)、 湯倉洞窟 (高山村)、 大

室古墳群 (長野市)、 森将軍塚古墳 (更埴市)な どで継続的に行われている。 こうした調査は、主

として大学の重点研究や実習、遺跡の範囲確認、保存整備などの目的で実施されているが、これ ら

のほかに、市町村史誌編纂のための資料収集、地質 0古環境調査、有志の研究会グループによる調

査なども行われており、調査主体・ 調査目的にも多様性が表れている。

こうした中で、県は昭和63年度からスター トした『第二次長野県総合 5か年計画』の中で埋文セ

ンターと公文書館の設立を明 らかにし、基本構想策定のための調査がスタニ トした。平成元年、考

古資料、文献史料、総合情報の二部門か らなる複合施設 として「県立歴史館 (仮称)」 を更埴市に

建設することが明らかにされ、関係者の関心と期待が高まった。

平成元年 4月 22日 、静岡市 と民間企業との間で発掘調査費用の原因者負担をめぐって争われた上

の山遺跡訴訟事件が和解 した。 この件に関 し、同年開催された文化庁の記念物保護行政担当者会議

では、『埋蔵文化財の保護 と発掘調査の円滑化について』 (昭和60年 12月 20日 庁保記第102号 )を
十分に検討することが求め られた。この通知は、埋蔵文化財についての基本的事項 (埋蔵文化財の

保護についての理解等)、 開発事業との調整 (調整経過の記録、協定書等)、 発掘調査の実施 (迅

速化等)、 発掘調査の経費 (積算根拠の説明、経費の節減等)、 調査体制の充実等について一層の

改善を求めたものであるが、以後の情勢は、これ らの課題が依然 として大きな、否ますます大きな

ものとなりつつあることを示 している。増加する一方の開発事業の中にあって、埋蔵文化財の意義

や重要性及びその所在地等 について機会を求めて広 く周知 し、将来の文化の創造のためにこれ らの

文化財を保存、活用 し、次の世代に引き継いで行 く責務を遂行するために、関係者の相互理解 と協

力、そ して創意工夫がより強 く求められているのである。

県 市 町 村 計

62年度 4 (65) 61 (10) 65 (75)

63年度 4 (66) 60 (18) 64 (84)

元年度 4 (63) 78 (86)
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Ⅱ 遺 跡 の 調 査 概 要

昭 和 6

2460 櫨蒔遺跡群殿屋敷遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字北殿屋敷3139他

②弥生・ 奈良～中世 ③昭和62年 4月 20日 ～6月 5日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥道路師 道)改良 ⑦900ポ

③竪穴住居址22(弥生後期20奈良5・ 平安15)、 溝8(奈

良2・ 平安30中世2・ 不明1)、 井戸20(中世以降)、

土坑32(平安9・ 中世50不明18)

⑨弥生土器(後期)、 土師器・須恵器(奈良～平安)、 カ

ワラケ 0内耳土器 (中世)、 鉄斧・鉄鎌(平安)

⑩調査範囲内で、自然堤防を横断する形の低地 (浄信

寺川流路)の存在が確認され、旧来より居住域を分

断する地形的変換点にあった可能性が指摘される。

⑪長野市教育委員会『塩崎遺跡群V殿屋敷遺跡』1987

2461 殿島城跡

①伊那市大字東春近7404他

②中世 ③昭和62年 4月 2日 ～4月 20日    `
④伊那市教育委員会 ⑤友野良一 ⑥宅地造成(試掘)

⑦2,000ポ ③～①2530を参照

2462 宮の上遺跡群湯の上遺跡

①佐久市大字横和字湯の上330他、字赤石244-3他

②古墳～中世 ③昭和62年 3月 12日 ～3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤林幸彦

⑥道路拡幅改良 ⑦300ぽ ③なし ⑨なし

⑩路肩部分のため、平面的な調査は不可能であった。

2463 岩村田遺跡群菅田遺跡Ⅲ

①佐久市大字岩村田字今宿546

②平安～近世 ③昭和62年 3月 12日 ～3月 20日

④佐久市教育委員会 ⑤Jヽ山岳夫

⑥都市計画街路事業 ⑦195ぽ

③なし ⑨土師器、内耳土器、近世陶磁器 ⑩なし

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『岩村田遺跡群菅田Ⅲ。新町Ⅲ、宮の上遺跡群宮の

上、栗毛坂遺跡群中曽根 0藤塚』1988

2464 北中遺跡

①松本市大字島内字古堂5677ほか

②中世～近世 ③昭和62年 4月 6日 ～4月 20日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦895nf

③土墳31(中世40近世～近代27)、 火葬墓1(中世)

⑨内耳土器、中近世・近代陶磁器、銭貨(北宋銭等)

⑩前年度の調査と合わせ、中世の墓域・生産域、近世
～近代の居住域としての性格がとらえられた。大日

2年 度

堂との関係も考えられる。

⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 10-松本市内その70豊
科町内一』1989

2465 北村遺跡

①東筑摩郡明科町大字光北村341番地ほか

②縄文・弥生・古墳・奈良・ 平安

③昭和62年4月 6日 ～63年 3月 11日 、63年 4月 8日 ～7月 28

日、同9月 5日 ～26日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一、笹沢浩

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦21,530nf

③縄文時代 竪穴住居址58(内柄鏡形敷石住居26)、 墓

坑469、 屋外埋設土器13こ 配石遺構26、 土

坑352、 ピット群5、 遺物集中区6

弥生時代 竪穴住居址1

古代以降 住居址20、 掘立柱建物址 10、 柵6t溝 29、

井戸1、 馬墓1、 遺物集中区2、 土坑等42■

⑨土器・陶器等(縄文中期末葉～後期中葉・弥生後期・

土師器・須恵器・灰釉陶器)、 石器 (石鏃・磨石・ 凹̈

石・打製石斧・ 敲石・多孔石・ 石皿 0台石・石錐_0

磨製石斧・ 刃器・ 砥石 0石錘・ 石剣・ 石棒)、 IL製

品(土錘 0土偶 0小形土器・蓋・ 匙 0玉・土鈴・ 耳

飾り等)、 骨角牙製品(腕輪・垂れ飾り・ かんざし?

等)、 石製品(玉)、 人骨300体、獣骨、炭化材、円面‐

硯片、土器片円板、有子L土器片

⑩地下 7mに埋没する縄文集落が確認された。300体

の人骨の形質分析 `同位体食性分析等は、内陸山間

部に居住する北村人の生活史・社会組織の解明に貴

重な資料を提供した。

⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 11-明科町内一(北村遺

膨ホ)』  1993

2466 野占遺跡   |
①東筑摩郡麻績村字入田1053ほか

②縄文・平安。中～近世 ③昭和62年 7月 8日～10月 13日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦2,087ぽ

③平安時代 竪穴住居址2、 火葬墓1、 土坑1、 炭焼窯状
遺構1

⑨土器・ 陶磁器(縄文後期・土師器・ 須恵器・灰釉臼

器・中近世陶器)、 骨粉、鉄滓、羽日、石器(石鏃→

磨石・スクレイパー)

⑩2号住居址からはオンドル様床下暖房施設を検出6
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鉄滓を廃棄した土坑・炭焼窯状遺構は、山問集落の

生活復元に貴重な資料を提供 した。

⑪日本道路公団名古屋建設局 0長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 12-東筑摩郡坂北村・ 麻

績村内一』1993

2467 古司遺跡

①東筑摩郡麻績村字さいくわん4472-1ほ か

②弥生・ 中世 ③昭和62年 4月 20日 ～5月 11日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇■

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦280ピ

③なし ⑨打製石斧、内耳土器、銭貨など少量 ⑩なし

⑪日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 12-東筑摩郡坂北村・麻

績村内一』1993

2468 子尾入遺跡

①東筑摩郡麻績村字子尾入5422ほ か

②縄文・ 中～近世 ③昭和62年 4月 23日 ～5月 27日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇―

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦l,2"子

③なし ⑨打製石斧、剥片、内耳土器、中 0近世陶器

など少量 ⑩なし

⑪日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 12-東筑摩郡坂北村 0麻

績村内一』1993

2469 皆粽L跡
①佐久市大字香坂字裏林1054ほか

②縄文・平安 ③昭和62年 9月 1日～9月 8日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇―

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦2,400ぽ

③なし ⑨縄文時代土器(中期後葉)、 黒耀石小片、灰

釉陶器 ⑩なし            _
①日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その2-』 1991

2470 干草場遺跡

①佐久市大字香坂字干草場1659ほか

②縄文・平安 0近世 ③昭和62年 9月 7日 ～10月 8日、

同11月 17日～20日

④(財)長野県埋蔵文イE財ゼンタf~⑤樋口昇一

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦l,700ぽ

③平安時代土坑1、 近世墳墓1

⑨土器 0陶器(縄文中期後葉・須恵器・土師器・灰釉

陶器)、 石器(石鏃 0石錐 0石匙)、 寛永通費、ガラ

ス玉

⑩基壇状に配石をなした近世墳墓から、寛永通費14
枚とガラス玉が出±。付近の岩屋や閃伽流山との関

係が考えられる。
｀

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『止信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書2-佐久市内その2-』 1991

2471 搬Ъ苗遺跡
①佐久市大字香坂字干車場1633ほか

②縄文・弥生0平安以降 ③昭和62年9月 10日 ～10月 5日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦700ポ

③道路址1(近世以降)

⑨土器(縄文早期～後期中葉・弥生後期 0土師器・内

耳)、 石器(石鏃・打製石器)⑩なし

①日本道路公団東京第二建設局 0長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『止信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その2-』 1991

2472 東祢ぶた遺跡

①佐久市大字香坂字東祢ぶた1790ほか

②縄文・平安 ③昭和62年 8月 17日 ～10月 5日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦7,400nf

③縄文時代 住居址2(中期後葉)、 屋外埋甕1、 遺物集

中箇所3、 焼土址2、 土坑1

平安時代 住居址2、 土坑3

⑨土器・ 陶器(縄文早・ 中～後期・弥生・土師器・須

恵器・灰釉陶器)、 石器(石鏃・打製石斧 0磨石類・

磨製石斧 0ス クレイパー・石核 0剥片・原石等)

⑩縄文時代中期後葉の住居址には敷石が認められた。

縄文早期のキャンプ地、平安時代の山間集落として

の性格がうかがえた。

①日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書2-佐久市内その2-』 1991

2473 西祢ぶた遺跡

①佐久市大字香坂字西祢ぶた1828番地ほか

②縄文・平安 ③昭和62年8月 17日 ～10月 13日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一

⑥止信越自動車道建設工事 ⑦2,500ぽ

③平安時代 住居址6、 掘立柱建物址1、 土坑3

⑨土器 0陶器(縄文早期前葉・ 中期後葉・土師器・須

恵器・灰釉陶器・緑釉陶器)、 石器(打製石斧・磨石

・石鏃等)、 刀子、鉄鏃

⑩平安時代(10世紀代)における山間部の小規模集落。

①日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書2-佐久市内その2-』 1991

2474 大星尻古墳群

①佐久市大字下平尾字大星尻2776番地ほか

②縄文・弥生・奈良。近世 ③昭和63年4月 18日 ～9月 14日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩
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⑥上信越自動車道建設工事 ⑦20,000ピ

③縄文時代 焼土址 1、 土坑27  弥生時代 土坑1

奈良時代 古墳1  近世 墳墓2

⑨土器 (縄文中期初頭～前葉・弥生後期・ 須恵器)、 石

器 (打製石斧 0石鏃・ 石錐・ 磨石・ スクレイパー・

ピエス・エスキーユ・ 剥片類)、 土製品(土偶・ 土製

円板)、 鉄鏃、伏鉦、数珠、キセル、銭貨、人骨

⑩古墳は横穴式石室を主体とする径 9m程のだヽ円墳で

あり、 8世紀中葉の築造と思われる。人骨が出土 し

た近世墳墓の内 1基は、無縫塔を造立させた石積み

墳墓であり、僧侶墓と考えられる。

①日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2475 丸山古墳群・丸山Ⅱ遺跡

①佐久市大字上平尾字丸山2713番地ほか

②縄文・弥生～古墳 ③昭和62年 9月 28日 ～11月 30日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦5,200ぽ

③弥生後期～古墳前期の住居址2t時期不明の土坑9

⑨土器 (縄文前期末～中期初頭・弥生後期後半～古墳

前期初頭)、 石器(石鏃・ 打製石斧)⑩ なし

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2476 西大久保遺跡群

①佐久市大字上平尾字西大久保724-1番地ほか

②縄文・平安～中世 ③昭和62年9月 21日 ～10月 8日 、

11月 26日 ～12月 9日、昭和63年 12月 1日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一、笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦6,400ポ

③なし ⑨土器・ 陶磁器 (縄文中期末葉～後期前葉・

須恵器・ 土師器 。内耳土器・ 中世陶器)、 銭貨 (洪武

通費・寛永通費)⑩ なし

①日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2477 濃暮遺跡
①佐久市大字上平尾字腰巻426、 436番地ほか

②縄文・古墳～近世 ③昭和62年9月 24日 ～12月 5日 、

昭和63年 10月 14日 ～12月 12日

④O長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一、笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦5,300ぽ

③縄文時代    陥し穴3、 土坑13

古墳時代前期  竪穴住居址8、 焼土址1、 土坑34

古墳後期～平安 畑址

平安時代 竪穴住居址2   中世以降 溝址5

⑨土器 (縄文早期及び中期～晩期・ 土師器・羽釜等)、

石器 (石鏃・ 石錐・ 打製石斧・磨石 0石皿・ スクレ

イパー・ ピエス・エスキーユ等)、 不明土製品、、紡

錘車片、寛永通費

⑩古墳時代前期と平安時代後半において、低位段丘立

地の小規模集落が営まれた。佐久地方の古式土師器

編年研究に貴重な資料を提供した。

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『止信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2478 西赤座遺跡

①佐久市大字岩村田字大馬久保129-2番地ほか

②平安。中世。近世以降 ③昭和62年4月 13日～6月 25日 、

昭和63年 10月 13日 ～26日、11月 22日 ～12月 5日

④O長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇一、笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦6,700ポ

③掘立柱建物址1、 土坑35、 溝址31(流路群含む)、 耕

地整理址1(以上時期不明)

⑨土師器、須恵器、中世陶磁器、打製石斧、銭貨

⑩耕地整理址の調査によって、近・現代の土地開発と

農業土木技術の一例が示された。

⑪日本道路公団東京第二建設局 0長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2479 マツバリ遺跡

①木曽郡日義村4021ほか

②縄文～弥生・平安 ③昭和62年 4月 17日 ～5月 17日

④日義村教育委員会 ⑤山下生六

⑥ほ場整備事業 ⑦2,800r

③竪穴住居址5(縄文3・ 弥生10平安1)、 土墳 1、 用水

路遺構2

⑨土器・ 陶器 (縄文中期 0弥生中期 0灰釉陶器)、 打製

石斧、磨製石斧、石皿、石剣

⑩前年秋の一次調査分と合わせて、縄文時代の住居跡

30数軒を中心とする複合址であり、木曽地方最大
の遺跡となった。弥生中期の住居址の検出は木曽地

方で初めてである。

⑪日義村教育委員会『マツバ リ遺跡一木曽谷の縄文中

期拠点集落―』1995

2480 豊原古墳

①上田市緑ケ丘2-7-13

②古墳 ③昭和62年3月 28日 ～5月 1日

④上田市教育委員会 ⑤り|1上元

⑥下水道工事 ⑦4nf

③横穴式古墳l ⑨直刀5、 人骨 ⑩なし

⑪上田市教育委員会『豊原古墳』1988

2481 和手遺跡

①塩尻市大字広丘高出1536ほか

②旧石器・ 弥生～平安 ③昭和62年4月 14日 ～6月 8日

④塩尻市教育委員会 ⑤伊東直登

⑥‐般国道 20号 (塩尻バイパス)改築 ⑦2,600ぽ

③住居址24(古墳末～奈良初頭70奈良前葉～中葉6・
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奈良末～平安初頭80平安中期20不明1)、 溝址2、

建物址3、 方形周溝墓1、 小竪穴11

⑨旧石器時代尖頭器、土師器、須恵器、灰釉陶器、刀

子、砥石

⑩遺構密度から、周辺に弥生～中世の大集落の展開が

予想される。中挟遺跡との関連性も考えられる。

⑪塩尻市教育委員会『一般国道20号 (塩尻ノヾイパス)

改築工事埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』1988

2482 粟佐遺跡群五輪堂遺跡

①更埴市大字屋代2104

②古墳～平安 ③昭和62年 4月 8日 ～4月 15日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥屋代南高等学校倉庫等建設 ⑦120ぽ

③住居址5(古墳40奈良平安1)

⑨古墳～平安時代の土器

⑩今回の第 5次調査までで166棟の住居址が検出され

た。弥生時代から古墳時代への移行期究明の手掛か

りとなる遺物群や屋代郷との関係が考えられる奈良

平安時代の住居址群・掘立柱建物址群などが注目さ

れる。

①更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『五輪堂遺跡
V』  1988

かまぶち

2483 釜渕遺跡

①飯山市大字寿字江下825

②縄文・弥生。平安・中世 ③昭和62年 5月 11日 ～6月 18日

④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂、望月静雄

⑥ほ場整備事業顔戸地区 ⑦l,500ぷ

③竪穴住居址1(弥生中期)、 掘立柱建物址6(中世)、 土

墳7(縄文後期20平安10中世4)

⑨土器 (縄文・弥生・ 土師器)、 中世陶磁器、中世木製

品(鳥形・ 木簡・漆椀・ 柱痕等)

⑩永仁 4年と銘のある呪符木簡をはじめ鳥形・漆椀な

どの木製品が出土。中世の村落内における祭祀形態

の一端が判明。

⑪飯山市教育委員会『釜渕・北顔戸遺跡』1988

2484 北顔戸遺跡 [顔戸第 5遺跡]

①飯山市大字寿字小原1233-1ほ か

②弥生・平安 ③昭和62年 5月 10日 ～6月 10日

④飯山市教育委員会 ⑤望月静雄、高橋桂

⑥ほ場整備事業顔戸地区 ⑦500ポ ③なし

⑨土器(弥生中期～後期・土師器・須恵器)⑩なし

⑪飯山市教育委員会『釜渕 0北顔戸遺跡』1988

2485 榎垣外遺跡

①岡谷市長地2351-5

②平安 ③昭和62年 4月 8日 ～6月 6日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥個人住宅建設 ⑦486」

③平安時代後期住居址2

⑨土器・陶器(土師器・須恵器0灰釉陶器)、 砥石、鉄釘

⑩調査地点は、当遺跡の最西端部に位置し、横湖 ||の

後背湿地との接点に近く、当時の集落構成を知る上

で貴重な手掛かりが得られた。

2486 勝間原遺跡 [原遺跡]

①南佐久郡自田町大字下小田切字勝間494ほか

②弥生 ③昭和62年4月 6日 ～4月 13日

④臼田町教育委員会 ⑤井出正義

⑥中部電力鉄塔工事 ⑦90ぽ

③弥生時代後期後半 住居址2、 溝1

⑨弥生時代後期後半土器、敲石、磨石

⑩南佐久郡下における弥生時代の住居址検出は本遺跡

が初見である。弥生時代後期後半における箱清水文

化圏の南限集落址として貴重な資料である。

①臼田町教育委員会 0い中部電力長野支店『勝間原遺

Lホ』 1987

わ で

248了 和手遺跡

①塩尻市大字広丘高出1538番地ほか

②弥生 0平安 ③昭和62年 4月 13日 ～4月 24日

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

⑥市道い日手北線)建設 ⑦470ぽ

③竪穴住居址11(弥生30平安8)、 方形周溝墓2(弥生)

⑨土器 (弥生土器・土師器・ 須恵器)、 石器 (石鏃)、 鉄

製紡錘車、砥石

⑩国道 20号バイパスの調査(2481参照)と併せて、弥

生～平安の大規模な集落の存在がうかがえる。

①塩尻市教育委員会『和手遺跡一塩尻市市道北線道路

新設改良工事埋蔵文化財発掘調査報告書―』1988

2488 鋳師屋遺跡群根岸遺跡

①北佐久郡御代田町大字御代田2283ほか

②奈良～平安・近世 ③昭和62年4月 3日～6月 20日

④御代田町教育委員会 ⑤堤隆

⑥県営ほ場整備事業(小田井・ 御影)⑦ 10,000ぽ

③竪穴住居址12、 掘立柱建物址28、 溝4

⑨平安時代土器 ⑩なし

①御代田町教育委員会『根岸遺跡』1989

2489 恒川遺跡群

①飯田市座光寺4599-1

②縄文～中世 ③昭和62年 3月 1日 ～3月 31日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥範囲確認調査 ⑦225ポ

③竪穴住居址9(弥生10古墳7・ 奈良～平安1)、 掘立柱

建物址1、 柱穴列1(平安)、 溝址1(不明)

⑨土器 0陶器 (弥生土器・土師器・ 須恵器・灰釉陶器)

、石器、円面硯

⑩掘立柱建物址のうち既調査箇所で検出されたものと

規模・形態 0方向の共通するものがあり、一画が奈

良時代郡衛域の中で規格的に建物配置された可能性

が強いといえる。

①飯田市教育委員会『昭和61年度範囲確認調査概報一
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恒川遺跡群―』1987

2490 日影林遺跡

①下伊那郡上郷町黒田3738ほか

②縄文・平安 ③昭和62年 2月 28日 ～4月 8日

④上郷町教育委員会 ⑤今村善興

⑥道路 0宅地関連 ⑦617ぽ

③竪穴住居址3(縄文後期20平安1)、 配石1(不明)、

集石3(縄文後期)、 土坑

⑨土器・陶器(縄文中～晩期・弥生後期・土師器・灰

釉陶器)、 石器(石鏃・打製石斧 0磨製石斧)

⑩縄文後期の良好な資料が出土。

⑪上郷町教育委員会『上黒田平林地区住宅団地造成に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一日影林遺跡―』1989

2491 大明神原遺跡

①下伊那郡上郷町黒田2400-1ほ か

②縄文～平安 ③昭和62年 6月 22日～6月 24日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥町道58号線(通称上中線)新設 ⑦370ピ

③竪穴住居址1(平安)

⑨縄文土器片少量、土師器、須恵器

⑩南西側の湿地帯に面する緩斜面で住居址を調査。単

独もしくは小規模集落と考えられる。   ′

⑪上郷町教育委員会『土地改良総合整備事業大明神地

区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一大明神原遺跡

Ⅲ―』 1990

2492 準罰質遺跡
①下伊那郡上郷町飯沼3171

②縄文～弥生・平安～中世・他 ③昭和62年 8月 10日

④上郷町教育委員会 ⑤岡田正彦

⑥道路(試掘)⑦ 32ポ ③～⑩なし

2493 釜ノロ遺跡

①下伊那郡上郷町飯沼1644ほか

②奈良～平安 ③昭和62年 6月 15日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥道路 ⑦20ポ ③なし ⑨なし ⑩なし

2494 1笠れ
｀
遺跡

①岡谷市長地6207-1ほか

②縄文 0平安 ③昭和62年 5月 14日 ～7月 10日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥個人住宅建設 ⑦l,133ぽ

③縄文時代中期後葉住居址4、 小竪穴24

⑨縄文時代中期土器、石器(石鏃・石匙・凹石・打製

石斧・磨製石斧・石皿・石錐・石錘 0石棒)、 土偶

⑩調査地点は従来の遺跡範囲から200mも南下し、遺

跡範囲再確認の良好な資料となった。

2495 横由遺跡群贅霊書遺跡

①長野市篠ノ井横田字富士宮430-1

②古墳・平安 ③昭和62年4月 11日 ～4月 20日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥中部電力鉄塔建設 ⑦225ピ

⑧竪穴住居址5(古墳1・ 平安4)、 井戸6(中世以降)、 土

坑4(古墳10平安3)

⑨土師器、須恵器、鉄鎌

⑩横田遺跡群における初めての発掘調査。

⑪長野市教育委員会・帥中部電力長野支店『横田遺跡

群富士宮遺跡』1987

2496 黒部遺跡

①上高井郡高山村大字高井字前原

②縄文 ③昭和62年 5月 4日～8月 9日

④高山村教育委員会 ⑤関孝一

⑥県営ほ場整備事業 ⑦2,536ピ

③竪穴状遺構1(縄文)

⑨土器(縄文時代押型文土器・土師器)、 石器(石鏃 0

小形剥片石器 。スクレイパー・打製石斧・磨石 0凹

石 。敲石・スタンプ形石器)⑩なし

①高山村教育委員会『黒部遺跡』1988

2497 ツルサシ遺跡

①下伊那郡上郷町黒田2275-3ほか

②縄文～奈良・近世 ③昭和62年4月 27日 ～10月 5日

④上郷町教育委員会 ⑤今村善興、山下誠一

⑥小規模排水対策特別事業 ⑦l,674ピ

③竪穴住居址5(弥生後期30古墳前期10奈良1)、 方形

周溝墓4(古墳前期)、 掘立柱建物址1(中世 ?)、 竪穴

状遺構2(不明1・ 近世以降1)、 溝址・溝状遺構(近世

10不明2・ 方形周溝墓周溝 ?1)、 土坑5(縄文)

⑨縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、鉄器、水晶

⑩方形周溝墓から完形の布留甕が出±。

⑪上郷町教育委員会『小規模排水対策特別事業下黒田

中部地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一ツルサ

シ・ ミカド・増田・垣外遺跡―』1989

2498 ミカド遺跡

①下伊那郡上郷町黒田1504-1ほか

②縄文～弥生・中世～近世 ③昭和62年 5月 2日～9月 14日

④上郷町教育委員会 ⑤今村善興、山下誠一

⑥小規模排水対策特別事業 ⑦3,954ぽ

③竪穴住居址1(弥生後期)、 方形周溝墓7(弥生後期)、

円形周溝墓2(弥生後期)、 土坑18(縄文10弥生後期3

0中世以降10不明13)、 溝址・溝状遺構8(弥生後期

2・ 中世2・ 中世以降4)、 竪穴状遺構(不明)、 掘立柱

建物址1(中世以降)、 ピット多数

⑨土器(縄文・弥生)、 中近世陶磁器、石器(打製石斧
0横刃型石器・磨製石斧)、 鉄器

⑩弥生後期の方形周溝墓を主体とする墓域を調査。主

体部の埋葬施設が木棺であることが確認できた。

⑪上郷町教育委員会『小規模排水対策特別事業下黒田

中部地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一ツルサ

シ・ ミカド・増田0垣外遺跡一』1989
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③昭和62年4月 21日 ～5月 30日2499 増田遺跡                    ②奈良～中世

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎①下伊那郡上郷町黒田1343

②縄文～弥生・中世 ③昭和62年 8月 13日 ～9月 18日     ⑥県道新田松本線改良工事 ⑦900ポ

④上郷町教育委員会 ⑤今村善興、山下誠一       ③奈良～平安後期の住居跡14、 同時期の小竪穴3、 奈

⑥小規模排水対策特別事業 ⑦l,100ぽ           良～中世のピット215(内建物址2)、 時期不明の溝4

⑧竪穴住居址13(縄文中期初頭1・ 同中葉3・ 同後半13    ⑨土師器、須恵器、鉄器

ぅピット多数(一    ⑩北側部では遺構・遺物が検出できず、遺構の北限が・弥生後期前半 1)、 土坑8∝縄文)、

把握できたと考える。部中世)、 集石炉1(縄文)

⑨縄文土器、弥生土器、土製品、石器(打製石斧・横   ⑪松本市教育委員会『松本市島立条里的遺構』1988

刃型石器・石錘・石錐・石匙・凹石・石Il・ 磨製石      げんなみ  。指被古墳斧 ,敲打器・石鏃)、 石製耳飾、石棒         2503 源波遺跡

⑩縄文時代中期集落の一部を調査。台地縁辺部に住居    ①上伊那郡箕輪町大字東箕輪82番地ほか

②縄文・古墳・平安 ③昭和62年5月 11日～6月 23日、その内側が土坑となる。

⑪上郷町教育委員会『小規模排水対策特別事業下黒田    ④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

中部地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―ツルサ    ⑥箕輪ダム記念公園造成工事 ⑦2,400ぽ

シ 0ミ カド・増田・垣外遺跡一』1989          ③住居址2(平安)、 集石炉1(縄文中期)、 古墳1

⑨土器・陶器(縄文中期初・土師器・須恵器・灰釉陶

2500 垣外遺跡                       器)、 鉄器・鉄製品等(直刀・鉄鏃・刀子 0金環 。辻

金具・雲珠・鍔 0轡・尾錠 0銅釧・飾り金具・鞘金①下伊那郡上郷町黒田1747-1ほ か

②縄文ん弥生。奈良・中世 ③昭和62年9月 21日～12月 8日     具等)、 石器(打製石斧・磨製石斧・石匙・磨石・敲

④上郷町教育委員会 ⑤今村善興、山下誠一         石)、 珠類(勾玉・ガラス玉)⑩なし

⑥小規模排水対策特別事業 ⑦5,535ぽ          ①箕輪町教育委員会 F源波古墳J1988 ※古墳移転復元

蹄 饉 獣 Ψ 蟄 包累鑑麓鳥農藝量堪 霊搬 ≧属  
““

蓬猫遺跡

土坑106(縄文ほ    ①上伊那郡辰野町大字樋口2450ほか0近世1・ 不明7)、 柱穴列1(不明)、

③昭和62年4月 20日～63年 3月 20日か)t建物址7(不明)、 溝状遺構3(不明)、 集石炉1(   ②縄文・平安

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一縄文)

⑨縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、中近世陶磁    ⑥団体営土地改良総合整備事業(試掘)⑦ 70ぽ

③～⑪2998参照器、石器、土製品、石製品

⑩
督I井物告種量2重藻爺歌告言堂ι寛某異露督「箕   2505 施首

=震
由遺跡

を使った弥生時代の埋葬施設として類例が少なく、    ①上伊那郡辰野町大字樋口2183ほか

③昭和62年4月 20日 ～63年 3月 20日移転保存され、現在飯田市上郷考古博物館で展示さ    ②縄文・平安

れている。飯田市有形文化財に指定された。       ④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑪上郷町教育委員会『小規模リト水対策特別事業下黒田    ⑥団体営土地改良総合整備事業(試掘)⑦ 370ぽ

中部地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―ツルサ    ③～⑩なし

シ・ ミカド・増田・垣外遺跡
T』

1989  `     2506 
需輝在実贅遺跡

2501 谷田遺跡                      ①上伊那郡辰野町大字樋口2193ほか

③昭和62年4月 20日 ～63年 3月 20日②縄文・平安①上伊那郡中川村大草2533-1ほ か

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一②縄文 ③昭和62年 5月 8日 ～7月 10日

⑥団体営土地改良総合整備事業(試掘)⑦ 170nf④中川村教育委員会 ⑤友野良一

③～⑪2999参照⑥団体営ほ場整備事業 ⑦450ぽ

③縄文中期住居址3、 土坑3、 土器捨て場遺構1         こぅじんやま
⑨縄文土器、石器(横刃型石器・打製石斧・敲石・磨   2507 荒神山おんまわし遺跡

①上伊那郡辰野町大字樋口2161ほか製石斧 0石匙・石鏃)

⑩縄文中期の井戸尻期が上限で、曽利 I式～Ⅳ式に至    ②平安 ③昭和62年4月 20日～63年3月 20日

る時期と後期の堀ノ内期を主体とすることが判明。    ④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑪中川村教育委員会『団体営土地改良事業緊急発掘調    ⑥団体営土地改良総合整備事業(試掘)⑦ 800nf

③～⑪2997参照査報告書一谷田遺跡一』1987

たんぼ

2502 島立条里的遺構                  2508 丹保遺跡

①下伊那郡上郷町飯沼1176①松本市大字島立2880イ 号ほか
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②弥生～古墳・平安～近世

③昭和62年4月 21日～6月 1日 ④上郷町教育委員会

⑤今村善興 ⑥宅地造成工事 ⑦160ぽ

③住居址10(弥生中期20同後期8)、 柱穴群1(弥生)、

祭祀址 [祭器群列]1(弥生後期)、 、土壊3(弥生)、 溝

址2(弥生 ?)、 暗渠排水路3(近代)

⑨土器・ 陶器 (弥生中～後期土器・平安時代土器・灰

釉陶器・ 中世陶器)、 炭化米、石器 (磨製石器・ 磨製

石鏃)

⑩弥生時代中期～後期の大集落の一部を調査。

⑪飯田市・後藤新三 0上郷町教育委員会『上郷町埋蔵

文化財発掘調査報告書第 18集―丹保遺跡一』1989

2509 菖蒲平窯跡群

①南安曇郡豊科町大字田沢8071ほか

②平安 ③昭和62年 4月 1日 ～11月 27日

④豊科町東山遺跡調査会 ⑤田辺昭三

⑥ゴルフ場建設 ⑦3,750ぽ

③竪穴住居址1(平安)、 土師器焼成遺構(平安)、 炭窯

⑨石器(石鏃等)、 須恵器、土師器、灰釉陶器、瓦、鉄

器 0鉄製品

⑩長野県内有数の窯業生産遺跡。上ノ山窯跡群からの

展開がうかがえる。

うえのやま

2510 上ノ山窯跡群

①南安曇郡豊科町大字田沢8071ほか

②奈良・平安 ③昭和62年 4月 1日 ～11月 27日

④豊科町東山遺跡調査会 ⑤田辺昭三

⑥ゴルフ場建設 ⑦7,000ぽ

③須恵器窯跡17(奈良・平安)、 土師器焼成遺構(平安)、

竪穴住居址25(平安)、 炭窯

⑨縄文土器、石器(石鏃)、 鉄器・鉄製品、須恵器、土

師器、灰釉陶器、硯、瓦

⑩長野県内有数の窯業生産遺跡とその関係集落が把握

された。須恵器生産から土師器生産への展開が明ら

かになった。

2511 鮎沢大塚遺跡

①岡谷市川岸3丁目9211-3

②縄文 ③昭和62年 4月 23日 ～7月 10日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥確認調査 ⑦174ぽ

③縄文中期後葉住居址2、 同期小竪穴1

⑨縄文中期土器、石器(石鏃・石匙・凹石)

⑩調査地点は当遺跡の中央付近であり、重複する住居

址や豊富な遺物から、扇状地中央にかなり密度の高
い集落が構成されていたと予想される。

2512 日切 。榎垣外 0清水田遺跡

①岡谷市長地4253の イほか

②縄文～平安 ③昭和62年 5月 12日 ～63年3月 31日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥区画整理事業(試掘)⑦ 748nf

⑧住居址16(縄文6・ 奈良平安10)、 小竪穴11

⑨土器(縄文中期初頭・同中葉・灰釉陶器等)、 刀子、

石器(打製石斧・凹石・石鏃等)⑩なし

2513 屋代遺跡群北中原遺跡

①更埴市大字屋代字北中原

②平安 ③昭和62年 5月 21日～6月 13日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥市営住宅屋代団地建設工事 ⑦600ポ

③畦畔3(平安)、 水田址

⑨土師器、須恵器

⑩昨年度に続く調査であり、隣接する馬口遺跡の調査

結果と合わせて「更埴条里水田址」の解明に新たな

成果があげられた。遺構は10世紀を前後する時期
に、厚い砂層によリー時的に埋没した水田址である0

⑪更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『屋代遺跡群
北中原遺跡Ⅱ』1988

2514 榎垣外遺跡

①岡谷市長地3685■ 8

②縄文～弥生 。平安 ③昭和62年 6月 24日 ～7月 31日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥個人住宅建設 ⑦198ゴ

③掘立柱建物址1(平安)、 溝状遺構1(平安)

⑨縄文土器、弥生土器、平安時代土器・灰釉陶器、打

製石斧

⑩建物址群は更に広範囲に検出される可能性がある。

2515 宮場間様十二塚遺跡

①伊那市大字東春近中殿島7441-1ほか

②中世～近世 ③昭和62年5月 18日 ～6月 6日

④伊那市教育委員会 ⑤友野良一

⑥住宅団地造成 ⑦l,200ポ

③墳丘10(中世2・ 近世8)、 火葬墓6(中世30近世3)

⑨人骨多数、鉄製品(脇差・小柄・角釘)、 銅製品(弟 J

刀・煙管)、 古銭57枚 (中世・近世)、 近世有田焼仏

花器、中世のガラス玉、近世髪刺

⑩殿島城跡に関係した武将の墓と推察される中世の墳
墓、6枚の寛永通宝を持たせた近世の墳墓等が検出
された。

①伊那市教育委員会 0長野県住宅供給公社『殿島城跡
・宮場間様十三塚遺跡一殿島団地造成事業緊急発掘
調査報告―』1987

2516 ジャコッパラNO.1遺跡

①諏訪市大字四賀字霧ケ峰7718-39

②旧石器～縄文 ③昭和62年6月 22日～8月 15日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥創価学会研修道場建設 ⑦4,500nf

③陥穴14(縄文)⑨石鏃、剥片、炭化物

⑩陥穴底部より炭化物多数が検出され、注目される。
①諏訪市教育委員会『長野県諏訪市ジャコッパラ遺跡

第1次調査報告書』1988
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2517 大明神原遺跡                    ⑨縄文土器、土師器、
｀
石鏃、古銭 ⑩なし

①下伊那郡上郷町黒日2009-2ほ か             ⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財12-開慮沢遺

②縄文～弥生 ③昭和62年6月 22日 ～8月 8日         跡(林道改良工事に伴う緊急発掘調査報告書)』 1989

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一
たかなし

⑥土地改良総合整備事業 ⑦l,383ご          2521 高梨氏城跡(県史跡)

③竪穴住居址16(縄文中期前半10同後半 15)、 方形周    ①中野市小舘1069-1

溝墓7(弥生後期)、 土坑70(大半は縄文中期)、 溝址。    ②中世 ③昭和62年4月 27日～昭和63年 3月 31日

溝状遺構3(縄文中期)、 ピット多数           ④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑨縄文土器、弥生土器、土製品、石器 (打製石斧・ 横    ⑥学術研究 (確認調査)⑦ 6,180ぽ

刃型石器・石錘・ 石匙・凹石・ 石皿・ 磨製石斧・石    ③庭園、主殿跡、水路、倉庫跡、中世土器集中地点

鏃・敲打器)                     ◎陶磁器片、佐波理銃、かわらけ、羽日、鉄製品、

⑩縄文時代中期の大集落の一部を調査し、その広がり     穀物、炭化米、古銭 ⑩なし

を把握できた。弥生時代の墓域も調査する。       ⑩中野市教育委員会『高梨氏城館跡発掘調査棚 報)』

⑪上郷町教育委員会『土地改良総合整備事業大明神地     1990
区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1990

ひろはた

2522 広畑遺跡

2518 平畑・八幡原遺跡                  ①北佐久郡御代田町大字塩野字広畑292-1ほ か

①下伊那郡上郷町黒田3408ほか              ②縄文・ 平安 ③昭和62年6月 15日～7月 31日

②縄文～弥生・古墳・平安～中世 ③昭和62年 6月 2日    ④御代田町教育委員会 ⑤堤隆

～8月 20日 ④上郷町教育委員会 ⑤今村善興      ⑥広域営農団地農道整備事業 ⑦l,000ぽ

⑥農村基盤総合整備事業上黒田東部地区 ⑦730ポ     ③竪穴住居址2、 土坑22

③住居址(縄文中期後葉20弥生後期2)、 土器集中地1(    ⑨土器(縄文中期後半・平安)、 馬鈴 (銅)2、 銅製品1

縄文後期)、 土坑74(縄文中・後期ほか)、 溝址・溝状    ⑩縄文の遺構は中期後半。平安時代には御牧「塩野牧」

遺構6(弥生後期ほか)、 近世建物址の一部         の中心部にあたり、検出住居は馬具の検出とあいま

⑨土器・陶器(縄文中期・同後期・弥生後期・土師器 。     って、牧関係の人々の居住も想定される。

灰釉陶器 0山茶碗・常滑陶器・ 天目茶碗・近世陶磁    ⑪御代田町教育委員会『広畑遺跡』1989

器)、 石棒、石器

⑩縄文時代中期・弥生時代後期の集落の一部を調査。   2523 稲荷境遺跡

縄文中期の竪穴住居址から大形の埋甕が出±。      ①下高井郡木島平村大字穂高字稲荷境

⑪上郷町教育委員会 0上郷町役場産業課『上郷町埋蔵    ②縄文・平安 ③昭和62年6月 15日 ～6月 17日

文化財発掘調査報告書第11集一平畑遺跡・八幡原    ④木島平村教育委員会 ⑤檀原長則

遺跡一』1988                     ⑥下高井農林高校運動場造成(試掘)⑦ 4,000ぶ

③土墳、ピット ⑨縄文土器、土師器 ⑩なし

2519 浅川扇状地遺跡群浅川端遺跡
8、るじょうみなみ

①長野市吉田2丁目289-2ほか(字浅川端)        2524 古城南遺跡

②縄文～平安 ③昭和62年6月 4日 ～7月 6日         ①駒ヶ根市中沢2901ほか

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良             ②縄文・奈良～平安・中世・近世

⑥宅地造成 ⑦630ポ            `     ③昭和62年 6月 25日 ～7月 28日

③竪穴住居址18(縄文前期1・ 弥生中期30弥生後期10    ④駒ヶ根市教育委員会 ⑤林茂樹、気賀沢進

古墳80奈良2)、 掘立柱建物址3(奈良)、 土坑(縄文    ⑥県営ほ場整備事業 ⑦3,800ポ

前期1・ 平安1・ 不明2)、 溝1(弥生中期)、 円形周溝l    ③竪穴住居址2(奈良～平安)、 土坑11(縄文20中世4・

(弥生中期)                      時期不明5)、 柱穴群9(中世4・ 近世5)、 掘立柱建物

⑨土器・陶器(縄文早期末～前期初・弥生中期 。同後    址9(中世40近世5)、 溝5(近世)

期 0土師器・須恵器)、 石臼              ⑨土器・ 陶磁器等(縄文中期及び後期・土師器・須恵

⑩浅川扇状地(扇央部)における縄文期遺構の検出。      器・ 中世及び近世陶磁器)、 石器(石錘等)、 砥石、

⑪長野市教育委員会『浅川扇状地遺跡群浅川端遺跡』     鉄鏃、鉄釘、古銭

1988                         ⑩奈良時代後半から平安時代初頭と思われる竪穴住居

址内から、編物用錘石がまとまって出土(1号住24

2520 開鷹沢遺跡                      個・ 2号住13個 )。

①諏訪郡原村6658-2                   ⑪駒ヶ根市教育委員会『古城南遺跡』1988

②縄文 ③昭和62年 9月 9日 ～12日

④原村教育委員会 ⑤平出一治             2525 普斧貿窯跡

⑥村道改良事業 ⑦約36ポ ③なし            ①塩尻市大字片丘字新林9683
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②奈良～平安 ③昭和62年 5月 9日 ～5月 19日

④塩尻市教育委員会 ⑤小林康男

⑥県営塩尻インター林間工業団地造成工事 ⑦100〆

③窯跡 [登 り窯]1(奈良後半)、 竪穴住居址1(奈良後半)

、墓墳1(平安末)

⑨須恵器、灰釉陶器、瓦塔、鰐口

⑩登り窯は松本平南半域では初めての出土であり、工

房址と対で発見された例は珍しい。住居址内で出土

した瓦塔、冨J葬品として出土した県内2例目の鰐口

は当地の古代史の貴重な新資料となった。

①塩尻市教育委員会 F菖蒲沢窯跡発掘調査報告書J1991

2526 赤木山遺跡

①松本市大字寿小赤2078ほか

②縄文・平安～中世 ③昭和62年5月 6日 ～6月 25日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二良F

⑥赤木山ハビテーションゾーン開発 ⑦3,210ぽ

③竪穴住居址17(平安)、 掘立柱建物址2(平安)、 土墳

102(縄文20平安及び中世100)、 ピット200(平安及

び中世以降)、 溝3(平安以降)

⑨土器・ 陶器 (縄文・土師器 。須恵器・ 灰釉陶器・ 緑

釉陶器)、 石鏃、石斧、石製錯帯

⑩赤木山の東斜面に位置し、平安時代を中心とした集

落址と中世の墓址が確認された。     ′

2527 果栞画請城跡
①松本市大字寿小赤1913

②中世 ③昭和62年5月 26日 ～6月 25日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥赤木山ハビテーションゾーン開発 ⑦l,420ポ

③山城の空堀、山城三の丸とそれに伴う溝(以上中世)

⑨中世の素焼土器、線刻のある石、石臼、古銭(永楽

通つ 、米・大麦等の炭化物

⑩現地表面から-4。 5m、 幅4mの空堀を完掘した。

2528 L諭贅11差掌遺跡
①松本市大字和田7437～7470

②平安 ③昭和62年5月 30日 ～7月 18日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥臨空工業団地造成 ⑦7,000ポ

③竪穴住居址133、 掘立柱建物址9、 溝5

⑨土器類 (土師器 0須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器等)、

石器類 (砥石等)、 鉄器類 (斧・刀子・ 紡錘車・火打

金具)、 帯金具、古銭(富寿神宝)、 佐波理銃、 ノ` 稜

鏡、海獣葡萄鏡、長良私印

⑩住居址の配置の規則性、緑釉陶器や銅製品の出土量

が注目される。「長良私印」や銅製品からは藤原氏の

荘園との関係、中央政権との結び付きが想起される。

①松本市教育委員会『三間沢川左岸遺跡(I)』 1988

2529 恒川遺跡群

①飯田市座光寺4601番地

②縄文～平安 ③昭和62年4月 25日 ～6月 18日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥ガソリンスタンド ⑦約400ピ

③竪穴住居址50、 掘立柱建物址14、 土坑31、 方形周溝

墓3、 小竪穴6、 溝址10、 集石5、 柵列 1、 杭列1

⑨土器 ｀陶器 (弥生土器・土師器・須恵器・灰釉陶器)、

石器(有肩扇状・敲打器等)、 金属器(刀子等)

⑩美濃の刻印を有する不の破片が出±。

⑪飯田市教育委員会『恒川遺跡 (田 中・ 倉垣外地籍}―

店舗等建設に先立つ埋蔵文化財緊急発掘調査報告書_
―』 1988

とのじま

2530 殿島城跡

①伊那市大字東春近中殿島7404ほか

②縄文～中世 ③昭和62年6月 13日 ～7月 31日

④伊那市教育委員会 ⑤友野良一

⑥住宅団地造成 ⑦5,000ざ

⑧竪穴住居址14(縄文10弥生5・ 古墳10奈良20平安4

・ 中世 1)、 掘立柱址4(中世)、 古墳の周溝 1、 溝址2

(中世)、 竪穴20(中世)、 堀址3(中世)

⑨土器・陶器(縄文中期 。同後期 0弥生後期・ 土師器・

須恵器 0灰釉陶器・内耳土器・古瀬戸系陶器等)、

石器 (石皿・打製石斧・ 棒状石器・砥石 0磨製石斧

・横刃型石器等)、 鉄製品 (刀子・ 分銅・ 紡錘車)、

銅製品(刀の切刃)、 員製品(三味線の撥)、 古銭

⑩付近の古墳との関係、古代の「福智郷」の範囲把握に

役立つ新知見が得られた。城は非常時に使用したも

のと考えられ、住居・柱穴群・竪穴 (倉庫)の存在が

が注目される。

⑪伊那市教育委員会 0長野県住宅供給公社『殿島城跡・

宮場間様十三塚遺跡一殿島団地造成事業緊急発掘調

査報告書―』1987

2531 藤塚遺跡

①南安曇郡穂高町大字穂高2404-5ほ か

②古墳 ③昭和62年 6月 10日 ～6月 30日

④穂高町教育委員会 ⑤山下泰永

⑥店舗建設 (試掘)⑦ 890」 ③機し

⑨土師器、須恵器 ⑩なし ※本調査2540を参照

2532留夢弊挿長遺跡
①南安曇郡堀金村大字三田田多井

②縄文 ③昭和62年 7月 18日 ～7月 28日

④堀金村教育委員会 ⑤山田瑞穂

⑥普通林道開設事業 ⑦約190ぽ

③なし ⑨縄文後期中葉～後葉 0晩期の土器

⑩調査区域の南端で遺物包含層が確認され、従前の調

査と合わせて遺跡の時期が明確になった。

⑪堀金村教育委員会『神沢遺跡 0田多井古城下遺跡・

そり表遺跡』堀金村埋蔵文化財第 1集 1988

2533 反目南遺跡

①駒ヶ根市東伊那97ほか

②縄文・弥生・古墳・奈良～平安
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③昭和62年 7月 29日 ～9月 5日 2537笛量詢税遺跡
④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進       ①飯山市大字蓮字北原213-1

⑥県営ほ場整備事業 ⑦490nf ②縄文・平安 ③昭和62年6月 25日 ～9月 5日

③竪穴住居址12(弥生後期2・ 古墳20奈良～平安8)、     ④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂

方形周溝墓3(弥生後期)、 壺棺墓1(弥生後期)、 掘立    ⑥店舗建設 ⑦150ピ

柱建物址1(奈良～平安)、 焼土址7(奈良～平安)、 溝    ③掘立柱建物址1(平安)

状遺構2(奈良～平安)、 土墳1(奈良～平安)       ⑨縄文土器 (前期後半)、 土師器(古墳中期・平安)

⑨土器・ 陶器 (縄文早期土器・弥生土器・ 土師器・須    ⑩遺跡の中心より離れた地点のため、遺構・ 遺物とも

恵器・灰釉陶器)、 石器、砥石、編物用錘石、羽口     に稀少であった。

⑩遺構を伴わないが、縄文早期遺物 (樋沢式土器に先    ⑪飯山市教育委員会『田草川尻遺跡V』 1988

行する土器群)が集中して出±。古墳時代中期 6世

紀前後の朱彩土器が多量に出土した住居址(2軒 )、   2538 湯倉洞窟遺跡

奈良～平安時代の礎石を有する住居址(3軒)な ども    ①上高井郡高山村大字牧字湯沢滝沢番外1の 90

遺跡の性格を考える上で注目される。全体に墓域な    ②縄文 ③昭和62年 7月 24日 ん8月 9日

いし祭祀的な場としての性格がうかがえる。       ④高山村教育委員会 ⑤関孝一

⑪駒ヶ根市教育委員会『反目南遺跡』1988         ⑥第 13次学術調査 ⑦40ポ

③なし ⑨縄文土器 ⑩なし

2539 契鳩城跡
②縄文・中世 ③昭和62年 6月 20日 ～7月 20日        ①北佐久郡浅科村大字矢島字城平624ほか

④駒ケ根市教育委員会 ⑤林茂樹、気賀沢進        ②中世 ③昭和62年 7月 19日 ～9月 10日

2534 古城遺跡

①駒ヶ根市中沢2997-1ほ か10筆

⑥事前試掘調査 ⑦250ぽ ③～⑩なし

2535 菟面遺跡
①飯田市白山町 3丁目東6657-1ほ か

工区羽場一丸山遺跡―』1988

2536 有尾遺跡

①飯山市大字飯山3567

④浅科村教育委員会 ⑤上代純一

⑥第 3次学術調査 ⑦l,400ぽ

③竪穴遺構2、 掘立柱建物址1、 溝状遺構10、 柱穴295

⑨かわらけ、土鍋、青磁碗、常滑系捏鉢・甕、石臼

飾、砂岩製砥石、蛇紋岩製紡錘車
`     ⑩穂高町西山山麓にある穂高町古墳群と関係すると思

われる7世紀前半を中心とする集落跡である。地元

産と思われる須恵器の量の多さ、 1間 ×5間、2間

2542 浜津ケ池遺跡

②弥生～古墳 ③昭和62年 6月 3日 ～12月 25日        ⑩中世特有の根小屋式城郭の公算が大きい。

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春 ⑪浅科村教育委員会『矢嶋城跡―第2曲輪部の建築遺

⑥丸山地区区画整理に伴う都市計画道路 ⑦800nf      構―』浅科村文化財調査報告第4集 1988

③竪穴住居址8(弥生2・ 古墳6)、 土坑64(弥生後期70      ふじづか
古墳前期60古墳後期10不明50)、 溝址1(古墳前期)  2540 藤塚遺跡

⑨弥生土器、土師器、須恵器、石器 ①南安曇郡穂高町大字穂高字白金2404-5ほ か

⑩弥生時代から古墳時代を中心とする集落であり、該    ②古墳 ③昭和62年 7月 3日

期の住居の構造に関する知見及び生活用具の良好な    ④穂高町教育委員会 ⑤山下泰永

セットが得られた。遺跡は検出された住居址群の東    ⑥穂高ショッピングセンター建設 ⑦約3,000nf

西両側に拡がるものと考えられる。 ③竪穴住居址30(古墳)、 掘立柱建物址5(古墳)

⑪飯田市教育委員会『羽場丸山地区区画整理事業第l    ⑨須恵器、土師器、鉄製品(刀子・馬具等)、 青銅製耳

②縄文。古墳・平安～近世 ③昭和62年 7月 4日 ～9月 5日     ×5間の横長の掘立柱建物址が注目される。

④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂 ⑪『穂高町郷土資料館報第10号』1988、 『穂高町の

⑥飯山市農業共同組合本所建設 ⑦l,000ポ          古墳群とその人々』1989

③竪穴住居址1(古墳)、 掘立柱建物址25(平安40中世     ぁらたのひら
120近世9)、 溝址4(古墳30近世1)、 井戸址5(近世)  2541 新田平遺跡

、溝状土坑 (Tピ ット)16(縄文中期)、 土坑12(縄文    ①諏訪郡富士見町境字滝坂7288

中期80近世4)、 鍛冶遺構1(平安) ②縄文 ③昭和62年 7月 1日 ～12月 10日

⑨土器・陶磁器(縄文中期前葉・土師器・須恵器 0中    ④富士見町教育委員会 ⑤武藤雄六、小林公明

近世陶磁器)、 石器(旧石器)、 土錘(古墳)、 鉄滓(平    ⑥宅地造成 ⑦145ぽ

安)、 木製品(近世)、 漆椀 (近世) ③掘立柱建物址1、 墓坑5、 ほかに小穴多数

⑩縄文前期有尾式の標識遺跡であるが、今回の調査地    ⑨縄文時代中期末の土器と石器 ⑩なし

点からは出土しなかった。

⑪飯山市教育委員会『有尾遺跡』1992
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①中野市大字栗林873ほか

②旧石器・平安 ③昭和63年 7月 13日～31日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥県営畑地帯総合土地改良事業 ⑦226nf以上

③土墳、柱穴、溝状遺構 ⑨石器(旧石器)⑩なし

⑪中野市教育委員会『栗林Ⅷ・ 浜津ケ池一中野市埋蔵

文化財緊急発掘調査報告書一』1988

2543 琵琶塚遺跡

①上田市大字小泉字琵琶塚～字町裏

②弥生～古墳 0平安 ③昭和62年 7月 6日～11月 8日

④上田市教育委員会 ⑤塩入秀敏

⑥小泉地区県営ほ場整備事業 ⑦600nf

③竪穴式住居跡139(弥生22・ 古墳430平安4・ 不明70)

、掘立柱住居跡2、 溝址2、 土墳20、 ピット50

⑨弥生土器、土師器、須恵器、石器

⑩弥生～古墳時代の大集落。近畿系、東海系、日本海

系の遺物が混在している。

⑪上田市教育委員会『琵琶塚Ⅱ』1989

2544 小貫条里水田跡遺跡

①上田市大字小泉字桜町～字藤ノ木

②平安 ③昭和62年 7月 6日 ～11月 8日

④上田市教育委員会 ⑤塩入秀敏     ′

⑥小泉地区県営ほ場整備事業 ⑦300ぽ ③～⑩なし

2545 読亜識業遺跡
①小県郡丸子町大字東内字裏4157-口 ほか

②縄文・中世～近世 ③昭和62年 7月 26日 ～7月 30日

④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、竹内一徳

⑥県営ほ場整備事業東内地区 ⑦200ポ

③柱穴群、土坑、土坑墓

⑨縄文土器(前期)、 陶器(志野・織部・灰釉・天目茶

碗等)、 土師器系土器(内耳鍋等)、 漆器、中国銭、

刀の一部、石鏃、黒耀石片、炭

⑩遺跡の存続期は極めて限定される。丸子町寺開土遺

跡と同様、骨蔵器に転用したものと考えられる小形

内耳土器がみられた。

⑪丸子町教育委員会『長野県イヽ県郡丸子町虚空蔵東遺

跡発掘調査報告書』1988

2546 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井ニツ柳字南善司坊ほか

②平安 ③昭和62年 7月 6日 ～7月 13日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥団体営ほ場整備事業(り |1柳地区)第 6年次調査

⑦470ピ ③水田遺構(平安)⑨～⑩なし

⑪長野市教育委員会『石川条里遺跡(4)』 1989

2547 小馬背遺跡

①木曽郡開田村大字西野2623

②縄文 ③昭和62年 9月 7日 ～9月 20日

④國學院大学文学部 ⑤小林達雄

⑥開田高原における縄文草創期文化の研究

⑦100nf ③なし

⑨有舌尖頭器2点、石鏃7点ほか1175点 (剥片類含)、 石

質(チ ャート98%、 黒耀石1。 0%、 破璃質安山岩0。 5%)

⑩遺物は槍先形尖頭器が多いが、粗雑な加工を特徴と

するものであり、未製品の疑いが持たれる。そのほ

か、有舌尖頭器や片刃打製石斧、スクレイパーなど
の石器と若干の無文土器が出土している。

⑪國學院大学考古学研究室『小馬背酬 1988

2548 大室古墳群(第22202230224・ 230号墳)

①長野市松代町大字大室字大石

②古墳 ③昭和62年 7月 29日 ～8月 21日

④明治大学文学部考古学研究室 ⑤大塚初重

⑥(学)明治大学人文研重点研究 ⑦約500nf ③略

⑨222号墳―土器片、鉄鏃

223号墳一土器片、大刀金具片、刀子

224号墳一土器片、各種玉類、鉄鏃、刀子、馬具片、

大刀金具片、銀環
230号墳―土器片、大刀金具片、刀子

⑩なし ※昭和59年開始の明治大学による第4次調査

2549 鋳師屋遺跡群前田遺跡

①佐久市大字小田井311ほか

②古墳～中世 ③昭和62年4月 15日～平成元年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤林幸彦、羽毛田卓也

⑥農業関連 ⑦20,100nf

③竪穴住居址85(古墳後期30、 奈良平安45他 )、 掘立柱

建物址106、 井戸12、 土坑187、 竪穴状遺構5、 溝5

⑨縄文土器(中期後半・後期)、 土師器(墨書「長倉□□

等)、 須恵器(円面硯等)、 緑釉陶器、唐三彩陶枕、

中近世陶磁器、縄文石器(石鏃・打製石斧・磨製石

斧)、 石製品等(軽石馬頭石製品 0紡錘車・砥石・石
臼0石錘 0磨石 0台石・敲石・玉類・五輪塔・石摺

鉢・掲き臼)、 鉄器・鉄製品等(圭頭柄頭・佼具・巡

方・苧引金具・隧鉄・手抜き型・鋤鍬先・古銭・刀

子 0鎌・鉄鏃 0紡錘車・角釘)、 サル骨、馬骨、ウ

シ骨、シカ骨、人骨、鍛冶関係(羽口・鉄滓)、 和同

開称 ⑩なし

⑪佐久市教育委員会『長野県佐久市鋳師屋遺跡群前田

遺跡発掘調査報告書』1989

2550 栗毛坂遺跡群中曽根遺跡

①佐久市大字岩村田字中曽根10-1-5ほ か

②古墳～中世 ③昭和62年9月 1日～10月 28日

④佐久市教育委員会 ⑤高村博文

⑥店舗造成工事 ⑦480nf ③～⑩なし

⑪佐久市教育委員会 0佐久埋蔵文化財調査センター

『栗毛坂遺跡群中曽根遺跡』1987

2551 島潜農遺跡
①小県郡東部町大字和8548ほか

②縄文～近世 ③昭和62年5月 20日 ～11月 9日
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④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、堀田雄二

⑥農業基盤整備事業 ⑦2,750ポ

③竪穴住居址9(縄文30弥生2・ 奈良～平安3)、 土墳 (

縄文400弥生1・ 奈良～平安20その他不明多数)、

集石2(縄文1・ 不明1)

⑨縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、鉄

滓・鉄塊

⑩縄文早期押型文・撚糸文土器(破片)が多数出土した。

縄文前期諸磯期の遺物(完形品)を埋めた土墳が数基

検出された。

①東部町教育委員会『鍛冶屋遺跡―緊急発掘調査報告

雇罫……』 1988

な ら お

2552 奈良尾遺跡

①伊那市大字富県奈良尾2654

②近世 ③昭和62年 8月 1日 ～8月 13日

④伊那市教育委員会 ⑤飯塚政美

⑥県営ほ場整備事業 ⑦500ぽ

③なし ⑨近世陶器、瀬戸天目茶碗、瀬戸鉄釉摺鉢

⑩奈良尾遺跡は大部分が湿地帯であった為にわずかに

近世の陶器片が出土したのみであった。

①伊那市教育委員会・上伊那地方事務所『奈良尾・宮
の原遺跡緊急発掘調査報告書』1988

2553 宮の原遺跡

①伊那市大字富県上新山1294-2

②縄文・平安 ③昭和62年 8月 19田～9月 1日

④伊那市教育委員会 ⑤飯塚政美

⑥県営ほ場整備事業 ⑦500ぽ

③竪穴住居址2(縄文10平安1)

⑨縄文中期土器(カロ曽利E式 0井戸尻式)、 縄文後期土

器(堀の内式 0加曽利 B式)、 平安時代灰釉陶器、石

器(打製石斧・ 磨製石斧 0石錘・横刃型石器・凹石

・石鏃 0掻器)

⑩宮の原遺跡は山麓扇状地の扇頂に位置している。

⑪伊那市教育委員会・上伊那地方事務所『奈良尾・宮
の原遺跡緊急発掘調査報告書』1988

2554 劇跡曇ヾ 撃叢古墳
①更埴市大字森字大穴山3122-28ほ か

②古墳 ③昭和62年 7月 31日 ～9月 4日

④更埴市教育委員会 ⑤岩崎卓也

⑥史跡森将軍塚古墳保存整備事業 ⑦400nf

③円墳2(9号一径15m、 10号-12m)

⑨土器(土師器・須恵器)、 金属器(刀剣 0鏃・刀子・

轡)、 玉類(管玉・小玉)

⑩両古墳とも盗掘を受け、石室も破壊されていた。

⑪更埴市教育委員会『森将軍塚古墳一保存整備事業第

7年次発掘調査概報一』1987 ※史跡現状変更

2555 恩膳遺跡

①諏訪郡原村4144ほか

②縄文・平安 ③昭和62年6月 17日～7月 6日

④原村教育委員会 ⑤戸沢充則

⑥詳細分布調査 ⑦7,000nf

③竪穴住居址数軒(縄文中・後期)、 小竪穴数基(縄文

中・後期)、 焼±2(縄文中・後期)、 配石遺構1(縄文

後期)

⑨土器等(縄文早・中・後期・灰釉陶器)、 土製品、石器

⑩縄文中期から後期の大集落遺跡であることを確乱

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財10-恩膳遺跡
一昭和62年度詳細分布調査報告書』1988

2556 判の木東遺跡

①諏訪郡原村14355ほか4筆

②縄文 ③昭和62年8月 6日 ～13日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥県営畑地帯総合土地改良事業御射山地区 ⑦128nf

③なし ⑨縄文土器、石器 ⑩なし

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財9-判の木東遺

跡―御射山地区県営畑地帯総合土地改良事業に伴う

緊急発掘調査報告書』1988

2557 懲繕皆遺跡
①諏訪郡原村八ツ手7024ほか

②縄文 ③昭和62年 7月 27日～30日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥確認調査 ⑦20nf ③なし

③縄文早期土器、同期黒耀石剥片

⑨縄文時代早期の小規模遺跡(遺物散布地)であること

が確認できた。

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財小報1-恩膳西

遺跡発掘調査概報一』1987、 『原村の埋蔵文化財13

-恩膳西遺跡(第 1次・第2匁遺跡確認とライスセ

ンター建設に伴う緊急発掘調査報告書―』1989

2558 1[業遺跡
①松本市島立3298

②古墳・平安～中世 ③昭和62年 7月 17日～8月 12日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥島立小学校グランド造成 ⑦l,000ピ

③住居址7(古墳4・ 平安3)、 ピット(古墳～中世)、 建

物址9(古墳5。 平安4)、 溝3、 土坑13(古墳20中世11)

⑨～⑩なし

2559 線置腰L跡
①松本市大字里山辺5643

②縄文 0平安 ③昭和62年 8月 7日 ～9月 30日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥山辺地区県営ほ場整備事業 ⑦300ご

③竪穴住居址6(縄文4・ 平安2)、 竪穴状遺構2、 土坑・

ピット150、 建物址1、 集石1

⑨土器(縄文・土師器・須恵器)、 石器(石斧・石鏃 0

石匙・ 凹石・石皿・石棒)、 土製品(土偶他)

⑩松本平では少ない中期初頭の良好な遺構・遺物を得

た。後期の柄鏡式敷石住居も中信では初めてはっき
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り確認された。 ⑥宅地造成 ⑦約3,500nf

⑪松本市教育委員会『松本市林山腰遺跡』1988       ③古墳5(古墳時代後期)

2560 重亀遺跡
①上伊那郡箕輪町大字中箕輪111鰤番地1ほか

②縄文・平安 ③昭和62年8月 19日 ～9月 18日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥県道沢尻・箕輪線建設工事 ⑦700nf

跡・中道遺跡』1989

2561 薪断脈Li[遺跡
①上伊那郡辰野町大字伊那富449番地ほか

⑨土器 (縄文・ 土師器・ 須恵器 0土師質土器)、 石器 (

石鏃・ 打製石斧)、 鉄器 0鉄製品(直刀・ガヽ刀・轡・

刀子 :鉄鏃・釘)、 玉類 (臼玉・ 丸玉 0管玉・ 勾玉・

切子玉)、 耳環、人骨、獣骨、古銭 ⑩なし

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『長峰古墳群』1988

④佐久市教育委員会 ⑤小山岳夫

⑥宅地造成 ⑦2,720ピ

③竪穴状遺構1、 土坑9(内弥生中期1)、 溝1

⑨弥生土器、中世陶磁器、古銭 ⑩なし

2568 西大久保遺跡群西大久保・腰巻遺跡

①佐久市大字上平尾字腰巻・西大久保 0高内642ほか

②弥生～中世 ③昭和62年 8月 3日 ～昭和63年 3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤小山岳夫

③竪穴住居址7(弥生後期10古墳前期4・ 平安2)、 竪穴

遺構1(古墳前期)、 溝4、 土坑4

⑨土器・ 陶磁器(縄文中期後半 0弥生後期・ 土師器・

須恵器・ 中世陶磁器)、 刀子、佐波理鈍 ⑩なし

⑪佐久市教育委員会 0佐久埋蔵文化財調査センター

『腰巻・西大久保Ⅱ・ 曲尾Ⅱ』1988

2569 春宮境内遺跡

①諏訪郡下諏訪町193-1

②奈良～近世他 ③昭和62年 8月 20日 ～31日

④下諏訪町教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥重要文化財防災工事 ⑨約360ポ ③なし

⑨かわらけ、古銭、石器

⑩かわらけが大量に出土

くりげ ざか     あかざがしら

2570 栗毛坂遺跡群赤座頭遺跡

①佐久市大字岩村田3776-1ほ か

②縄文～近世 ③昭和62年3月 16日 ～31日

④佐久市教育委員会 ⑤林幸彦

⑥道路 ⑦l,100ポ ③ピット6 ⑨～⑩なし

2571 西祢ぶた遺跡

①佐久市大字香坂1822ほか

②縄文～弥生・奈良～平安 ③昭和62年 2月 19日 ～3月 20日

④佐久市教育委員会 ⑤高村博文

⑥市道改良 ⑦l,400ポ

③竪穴住居址1(平安)、 土坑2(馬埋葬墓 1)

⑨縄文土器(前期 `中期)、 土師器、須恵器、近世陶磁

器、鉄器(鎌 )、 土製品(円板)⑩なし

③住居址5(奈良4・ 平安1)、 掘立柱建物址1(平安)
なかはら      なし  き

⑨縄文土器(前期・中期初)、 土師器、須恵器、鉄器・   2567 中原遺跡群梨ノ木遺跡 I

鉄製品(刀子)⑩ なし ①佐久市大字中込3765ほか

①箕輪町教育委員会・長野県伊那建設事務所『堂地遺    ②弥生～中世 ③昭和62年 8月 19日 ～8月 29日

②縄文・平安 ③昭和62年5月 25日 ～昭和63年 7月 20日    ⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥新町ほ場整備事業(試掘)⑦ l,200ぽ

③竪穴住居址1(平安)⑨須恵器、土師器 ⑩なし

2562 新町原田南遺跡

①上伊那郡辰野町大字伊那富4556番地ほか

『中原遺跡群梨ノ木』1987

②縄文・ 平安 ③昭和62年5月 25日 ～昭和63年 7月 20日    ⑥市道改良 ⑦4,100nf

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥新町ほ場整備事業 (試掘)⑦ l,040nf

③～⑪本調査2834を参照

2563 新町大原遺跡

①上伊那郡辰野町大字伊那富4447番地ほか

②平安～近世 ③昭和62年5月 25日 ～昭和63年 7月 20日
はるみやけいだい

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥新町ほ場整備事業(試掘)⑦ l,760ぽ

⑧～⑩本調査2767を参照

2564 清水遺跡

①上伊那郡辰野町今村105番地ほか

②縄文 ③昭和62年8月 5日 ～9月 1日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥土地改良総合整備事業今村地区 ⑦300ぽ

③なし ⑨縄文土器、陶磁器、石器 ⑩なし

2565 今村東遺跡

①上伊那郡辰野町今村170■番地ほか

②縄文・平安 ③昭和62年8月 5日 ～9月 1日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥土地改良総合整備事業今村地区 ⑦160ぽ

③なし ⑨縄文土器 ⑩なし

2566 長峰古墳群

①佐久市大字内山字長峰6689ほか

②古墳 ③昭和62年3月 23日～7月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤三石宗一
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⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『西祢ぶた』1987・

2572 七瀬 5号古墳

①中野市大字七瀬字北原1272-1

②古墳 ③昭和62年 8月 17日～9月 30日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥七瀬住宅団地造成事業 ⑦400ぽ ③円墳、周溝

⑨須恵器、土師器、自玉、櫛(竹製)、 直刀、短剣

⑩古墳規模は東西18m×南北20m、 高さ1。 7m～ 2。 5m
⑪中野市教育委員会『七瀬古墳群・ 田麦中畝古墳群』

1989

おおぎかい

2573 大境遺跡

①更埴市大字大境1326

②古墳～平安 ③昭和62年 9月 14日 ～9月 22日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥中部電力送電用鉄塔建設 ⑦120ぽ

③平安時代の溝址3、 土墳墓1、 柱穴群1、 水田址

⑨土師器、須恵器、人骨

⑩調査区が自然堤防のゴヒ端となるため、集落址の北限

から水田址への移行部分が究明できると想定された

が、住居址の検出はなかった。

⑪更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『大境遺跡一

輸中部電力鉄塔建設に伴う発掘調査報告書』1988

2574 栗林遺跡(県史跡一部指定外)

①中野市大字栗林476ほか

②弥生・平安～中世 ③昭和62年 9月 28日 ～12月 15日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥農業関連 ⑦870ぽ ③なし

⑨弥生土器、磨製石斧、石庖丁、石丈、凹石、五輪塔

⑩なし ⑪中野市教育委員会『栗林Ⅷ・浜津ケ池―中

野市埋蔵文化財緊急発掘調査報告書一』1988

2575 盟芝羨遺跡
①上伊那郡箕輪町大字東箕輪1847番地ほか

②縄文(早 。前・中期)・ 平安        `
③昭和62年 9月 22日～10月 29日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥箕輪ダム建設に伴う土砂処分場 ⑦2,100ぽ

⑧住居址7(平安)、 掘立柱建物址1(平安)、 土坑34(縄

文中期ほか)

⑨土器 0陶器(縄文早期 。同前期・同中期初・土師器

・須恵器・灰釉陶器)、 石器(石鏃・ スクレイパー・

打製石斧・凹石・敲石)、 鉄器・鉄製品(鎌 0刀子・

鉄鏃・器種不明鉄片)⑩なし

⑪箕輪町教育委員会 F一之沢遺跡発掘調査報告書J1989

2576 飯田城跡

①飯田市追手町655-6

②中世～近世 ③昭和62年 9月 21日 ～10月 10日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥美術博物館附属施設建設 ⑦400nf

③土坑40と 竪穴20、 石組竪穴1(近世)、 溝址2(近世)、

建物址2(門を含む)⑨陶磁器

⑩近世飯田城跡の本丸入日付近に当たる箇所を発掘調

査し、本丸御門に関連する石組貯水施設を発見した0

遺構の残存状態は良好ある。

2577筒
ι
柑遺跡

①松本市大字中山4928ほか

②縄文ん古墳・近世 ③昭和62年8月 17日 ～12月 23日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥中山地区県営ほ場整備事業 ⑦l,500〆

③古墳1、 竪穴住居址27(縄文中期・古墳前期)、 竪穴

状遺構3、 溝15、 土坑550(縄文～近世)

⑨土器(縄文・弥生・土師器・須恵器)、 石器、銭貨、

鉄製品

⑩古墳時代前期の大集落の一部を確認した。縄文時代

から近世に至る墓域の一部を確認した。

⑪松本市教育委員会『松本市向畑遺跡 I』 1988、 『松

本市向畑遺跡Ⅱ』1989

2578 樋口遺跡

①塩尻市大字長畝717-1ほか

②縄文～平安 ③昭和62年8月 27日～9月 19日

④塩尻市教育委員会 ⑤小林康男

⑥一般国道20号 (塩尻バイパス)改築 ⑦2,200nf

③平安時代住居址1、 小竪穴8 ⑨縄文土器、土師器、

灰釉陶器、打製石斧、石鏃、石棒 ⑩なし

⑪塩尻市教育委員会 :一般国道 20号 (塩尻バイパス)

改築工事埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書11988

2579 ヨケ遺跡

①塩尻市大字長畝623-5ほか

②縄文・平安 ③昭和62年8月 24日 ～10月 2日

④塩尻市教育委員会 ⑤伊東直登

⑥一般国道 20号 (塩尻バイパス)改築 ⑦l,800ピ

③小竪穴4(時期不明)

⑨縄文土器、土師器、打製石斧、石鏃 ⑩なし

⑪塩尻市教育委員会『一般国道20号 (塩尻バイパス)

改築工事埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』1988

2580 画
'鵠

遺跡
①塩尻市大字片丘南熊井

②縄文 ③昭和62年 10月 3日 ～15日

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

⑥県営農道(片丘山麓線)整備事業 ⑦860ぽ

③縄文時代F隠穴5、 ピット10

⑨縄文土器、打製石斧、凹石、石鏃 ⑩なし

①塩尻市教育委員会『山ノ神遺跡』1988

2581 1話薦遺跡
①佐久市大字野沢449-2

②古墳～平安 ③昭和62年9月 4日 ～9月 29日
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④佐久市教育委員会 ⑤高村博文             ⑪諏訪市教育委員会 陶 幣平A遺跡試掘調査報告11987
⑥学校(野沢北高校)関係工事 ⑦400nf

③竪穴住居址7(奈良～平安)、 土坑4(平安他)、 ピット9   2586 山の田遺跡
⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器 (刀子・鎌)⑩ なし    ①伊那市大字手良沢岡2240ほか
⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター     ②縄文・弥生・ 平安 ③昭和62年 10月 13日 ～10月 23日

『莉沢・ 蔦石』1988                  ④伊那市教育委員会 ⑤飯塚政美

⑥県営ほ場整備事業 ⑦200nf
てらかいど

2582 寺開土遺跡                     ③竪穴住居址1(平安)、 竪穴2(縄文中期1・ 弥生前期1)

①小県郡丸子町大字腰越340-4番地            ⑨縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、
②縄文 0中世～近世 ③昭和62年 10月 10日 ～11日       石器 (石鏃・掻器・磨石 。砥石)

④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、竹内一徳         ⑩山の田遺跡は山麓扇状地上に位置し、北から南への

⑥県道(上田茅野線)改良工事 ⑦174ぽ ③なし       傾斜が急であった。
⑨縄文土器片、黒耀石片、中国銭、漆器皮膜、陶磁器    ⑪伊那市教育委員会・上伊那地方事務所『山の田遺跡
⑩過去に古瀬戸四耳壺、古瀬戸水注など良質な遺物が     緊急発掘調査報告書』1988

出土したが、撹舌Lに より遺構の検出ができなかった。
おもて

①丸子町教育委員会『長野県小県郡丸子町寺開土遺跡   2587 そり表 。なかじま遺跡
発掘調査報告書』1988                 ①南安曇郡堀金村大字三田

②縄文・弥生・奈良平安 ③昭和62年 7月 11日～10月 24日かしわばら

2583 柏原 C遺跡                    ④堀金村教育委員会 ⑤山田瑞穂
①下伊那郡上郷町別府2839番地ほか            ⑥三田地区県営ほ場整備事業(試掘)⑦ 約200ぽ

②縄文・平安・近世他 ③昭和62年 9月 28日 ～10月 3日    ③縄文時代の住居址・ 埋甕、弥生時代の遺構
④上郷町教育委員会 ⑤今村善興             ⑨土器・ 陶磁器 (縄文中期・ 同後期・ 弥生中期・土師
⑥道路 ⑦48nf ③なし ⑨縄文中期土器、近世陶器     器・須恵器・灰釉陶器・陶磁器)、 石器 (打製石斧・
⑩遺構は認められず、集落範囲外と考えられる。 ′     磨製石斧 0滑石製石製品・ 有溝砥石)

①上郷町・上郷町教育委員会『昭和62年度町道柏原9    ⑩堀金村で最も広範囲で密度の濃い遺跡である。弥生
号線・辻幹線・ 喬木線改良工事に伴う埋蔵文化財発     時代では松本平で最も古い遺構・土器が発見された。
掘調査報告書』1990                  ⑪堀金村教育委員会『神沢遺跡・ 田多井古城下遺跡・

そり表遺跡』堀金村埋蔵文化財第 1集 1988びわ ざか

2584 枇杷坂遺跡群
はじづめ

①佐久市大字岩村田字上久保向251-1、 2番地ほか     2588 橋爪遺跡

②平安 ③昭和62年 10月 5日 ～11月 19日 、昭和63年10    ①下伊那上郷町飯沼1072-1番地ほか

月8日 ～25日 、同年11月 4日 ～30日            ②弥生 0中世～近世 ③昭和62年 10月 5日 ～10月 29日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤樋口昇ず、笹沢浩    ④上郷町教育委員会 ⑤今村善興 ⑥道路 ⑦89ポ

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦16,000ぷ          ③建物址1(近世)、 溝状遺構1(中世以降)

③平安時代の住居址3、 掘立柱建物址5、 土坑7、 溝址4    ⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中世・近世
⑨土師器、須恵器、かわらけ、石鏃、刀子、鑓状鉄器     ・近代陶器、弥生石器
⑩栗毛坂遺跡群と結びつきを持って集落を形成 してい    ⑩弥生後期の遺物が出土 した箇所は竪穴住居址の可能

たと考えられる。                     性がある。
⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会 .(財)   ⑪上郷町・ 上郷町教育委員会『昭和62年度町道柏原 9

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋     号線 0辻幹線・喬木線改良工事に伴う埋蔵文化財発
蔵文化財発掘調査報告書 12-東筑摩郡坂北村・麻     掘調査報告書』1990

積村内一』1993
おおむら

2589 大村遺跡おんぺだいら

2585 御幣平A遺跡                    ①松本市大字浅間温泉430-1ほか
①諏訪市清水1-10-1(諏訪清陵高等学校)         ②平安 ③昭和62年 10月 5日 ～10月 19日

②縄文・古墳以降 ③昭和62年9月 24日 ～11月 10日      ④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎
④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭             ⑥庭球公園建設 ⑦400nf ③竪穴住居址1、 土坑3

⑥範囲確認のための試掘調査 ⑦350nf          ⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、青銅製品(帯金具)

③集石遺構3、 小竪穴状遺構2、 水路状遺構1、 石垣状遺構    ⑩今次調査においても寺院址に関わる遺構は発見され
⑨縄文土器、土師器、陶磁器(中世以降)、 石鏃、黒耀     なかった。

石剥片類、円盤状石製品

⑩集石遺構及び円盤形石製品という祭祀的性格の強い   2590 宮の原遺跡
遺構・遺物が検出されたことが注目される。       ①木曽郡日義村2230-1ほ か
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②縄文・ 中世 ③昭和62年 11月 1日 ～11月 28日

④日義村教育委員会 ⑤山下生六

⑥工場建設 ⑦2,457nf ③なし

⑨縄文土器 (前 。中期)、 灰釉陶器、打製石斧 ⑩なし

⑪日義村教育委員会 F日 義村宮の原遺跡(B地点)一 日義

村誘致工場建設予定地事前調査発掘報告書-11987

2591 島立条里的遺構

①松本市島立1916ほか

②奈良～中世 ③昭和62年 9月 1日 ～翌年1月 9日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥島立地区県営ほ場整備事業 ⑦2,000ポ

③竪穴住居址24、 掘立柱建物址5、 土坑50、 溝3、 ピッ

ト436、  主主フJ6

⑨土器(土師器 0須恵器・ 灰釉陶器・ 磁器・土師質土

器)、 石器 (石臼・ 茶臼・ 砥石・ 凹石)、 銅銭、青銅

製品(刀装具他)、 鉄器(釘他)、 炭化米 0炭化物

⑩調査地点の「元屋敷」。「永田屋敷」の地名と地下遺構

との関連、中世の屋敷の構造を知る上で良好な資料

が得られた。

⑪松本市教育委員会『松本市島立条里的遺構Ⅲ』1989

2592 上の山遺跡(第 2次)

①上伊那郡辰野町大字伊那富3644-2

②縄文 0中世 ③昭和62年 11月 9日～12月 30日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一、赤羽義洋

⑥校舎建築 ⑦940ピ ③炉址2、 小竪穴5、 腰曲輪1

⑨縄文土器 (早期 )、 陶磁器 (中世末)、 石器 (石鏃 0石

斧 。磨石)

⑩縄文早期(鵜ケ島台式)土器を出土する月ヽ竪穴、中世

の腰曲輪が検出された。

⑪辰野町教育委員会『上の山遺跡Ⅱ一長野県辰野高等

学校校舎改築に伴う第 2次・ 第 3次埋蔵文化財発掘

調査報告書』1988

2593 中原遺跡

①南佐久郡小海町大字千代里1554・ 1

②縄文前期 ③昭和62年 10月 15日 ～30日     `
④小海町教育委員会 ⑤井出正義、島田恵子

⑥学術調査 (第 1次)⑦ 200nf

③竪穴住居址1(縄文前期中葉)

⑨縄文土器 (前期諸磯 b式期)、 石器(石鏃・石鍬・ 磨

製石斧 0石匙・ 石錐 0凹石・ 磨石・ 石皿)、 装身具

(映状耳飾り・ 骨製ペンダント)

⑩ l棟の住居址ではあるが、鳥浜貝塚のゴミ捨場と同

じように、おびただしい量の上器、石器、装身具、

動物の骨、炭化 した木の実など諸磯 b式期のみの文

化がぎっしりつまっていた。

2594 県町遺跡

①松本市県2-1-1

②弥生～平安 ③昭和62年9月 7日 ～10月 14日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥県ケ丘高校改築 ⑦750nf

③竪穴住居址27(弥生中期末2・ 古墳後期40奈良～平安

初70平安14)、 ピット約60(奈良～平安)、 溝2(弥生

中期末)、 集石4(平安)

⑨土器 。陶器 (弥生土器・ 土師器・ 須恵器・灰釉陶器

・緑粕陶器)、 石鏃、扁平片刃石斧、鉄器(平安)

⑩当遺跡の第 5次調査。弥生中期の遺構分布の北東限

を確認。初めて古墳時代の遺構を発見した。

⑪松本市教育委員会・ 長野県松本県ケ丘高等学校『松

本市県町遺跡一緊急発掘調査報告書一』1990

2595 田多井氏居館跡

①南安曇郡堀金村大字三田2384周辺

②中世 ③昭和62年 10月 3日 ～10月 18日

④堀金村教育委員会 ⑤山田瑞穂

⑥農業関連(基盤ほ場整備)⑦ 400ぽ

③竪穴住居址3(平安)、 掘立柱建物址 (時期不明)、 土

坑5(中世10不明4)、 溝址(堀跡か)、 ピ

'ト⑨土器・ 陶器 (土師器・須恵器 0黒色土器・ 灰釉陶器

・ かわらけ・ 内耳土器・ 陶器片・青磁)、 刀子、鉄

片、銅銭(北宋銭)、 炭化した析の実

⑩調査により「田多井氏居館跡」の伝承が裏付けられ

た。溝は「との畑」の地字が残る畑の畦畔と一致する。

⑪堀金村教育委員会『神沢遺跡・ 田多井古城下遺跡 0

そり表遺跡』堀金村埋蔵文化財第 1集 1988

2596鴨
t描

遺跡
①松本市大字中山4958

②縄文～古墳・近世 ③昭和62年 8月 27日 ～12月 25日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥中山県道付替工事 ⑦l,300ぽ

③竪穴住居址20(弥生後期末～古墳前期)、 溝5、 古墳2

(円墳)、 土坑410(縄文～近世)、 竪穴状遺構3

⑨土器 (縄文・ 弥生・ 土師器・ 須恵器)、 鉄器類、石器

・石製品(石鏃・石庖丁・ 管玉)、 銭貨

⑩古墳時代前期の大集落の一部を確認した。縄文時代

中期初頭～近世に至る墓域の一部を確認した。

①松本市教育委員会『松本市向畑遺跡 I』 1988

2597 竹ノ花遺跡

①塩尻市大字片丘北熊井

②縄文～弥生 。中世 ③昭和62年6月 29日 ～8月 5日

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

⑥塩尻市北熊井南地区土地改良事業 ⑦2,140ぽ

③ロームマウンド5(縄文)、 溝状遺構1(中世 ?)、 ピッ

ト27(中世 ?)、 中世城跡空堀1

⑨土器 (縄文前期・ 同中期 。弥生中期・かわらけ)、 石

器(石鏃・ 打製石斧 0石匙・ スクレイパー・磨石)

⑩なし ⑪塩尻市教育委員会『竹ノ花遺跡』1988

2598 中 条 遺跡

①長野市松代町大字西条字中条4065

②弥生～古墳・平安 ③昭和62年 10月 5日 ～11月 2日
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④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥松代高校体育館建設 ⑦800ポ

③竪穴住居址25(弥生後期7。 古墳8・ 平安40不明6)、

土坑4(弥生後期1・ 平安3)、 溝1(弥生後期)

⑨土器 0陶器(弥生後期 0土師器・須恵器・灰釉陶器

・ 緑釉陶器)、 円筒埴輪

⑩関屋川扇状地における集落遺跡。古墳時代住居址上

層からの円筒埴輪破片50点の出土は注目される。

⑪長野市教育委員会『中条遺跡』1989

2599 省蒔遺跡
①長野市若穂保科上和田

②縄文～弥生・平安 ③昭和62年 10月 26日 ～12月 14日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥長原地区団体営土地改良総合事業 ⑦l,000ぽ

③石棺墓7(縄文後期)、 土坑墓11(縄文晩期)、 埋甕2(

縄文晩期)

⑨土器(縄文中期～後期・ 弥生後期 0土師器)、 獣骨、

骨角製品、土製耳飾、石器各種

⑩昭和60年度に続いての第 2次調査で、当該遺跡の規

模をほぼ把握しえた。鹿角製鈷頭、魚骨製耳飾など

内陸部遺跡での検出が稀少な骨角製品が出±。

⑪長野市教育委員会『宮崎遺跡』1988

おんぜんにし

2600 恩膳西遺跡

①諏訪郡原村7024ほか4筆
②縄文 ③昭和62年 10月 13日 ～20日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥ライスセンター建設事業 ⑦92ぽ ③なし

⑨縄文土器(早期・前期)、 石器(打製石斧等)⑩ なし

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財小報 3-恩膳西

遺跡発掘調査概報 (第 2次発掘調査)一』1987、 『原

村の埋蔵文化財13-恩膳西遺跡 (第 1次 。第 2次)

遺跡確認とライスセンター建設に伴う緊急発掘調査

報告書一』1989

2601 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井大字塩崎字神田ほか

②平安・古墳 ③昭和62年 10月 8日 ～9日、11月 20日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥団体営ほ場整備事業(平久保地区)⑦ 350ポ

⑧水田遺構(平安)

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、木製品(田下駄)

⑩平久保地区ほ場整備に伴 う第 3年次調査。水田遺構

に伴う木製品(田下駄)が出±。

⑪長野市教育委員会『石川条里遺跡(4)』 1989

2602 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井大字塩崎字龍子田ほか

②弥生～近世 ③昭和62年 11月 4日 ～11月 17日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥県営ほ場整備事業 (篠 ノ井西部地区)⑦ 500ぽ

③水田遺構(平安)

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、木製品(田下駄・鍬柄)

⑩篠ノ井西部地区ほ場整備に伴う第1年次調査。平安

時代水田遺構に伴う木製農具類と牛足跡が出土。

⑪長野市教育委員会『石川条里遺跡(6)』 1992

た い ざ

2603 田井座遺跡

①飯田市鼎一色

②縄文・ 弥生 ③昭和62年 9月 21日 ～10月 14日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥市道知久町中村線建設 ⑦l,100nf

③住居址8(縄文前期50弥生後期3)、 方形周溝墓2(弥

生後期)、 土坑1(弥生後期)

⑨土器(縄文早期終末～前期初頭 0弥生後期)、 石器

⑩縄文早期最終末から前期初頭にかかる遺構は該期の

数少ない貴重な資料である。

⑪飯田市教育委員会『田井座遺跡一都市計画道路知久

町中村線建設に係る発掘調査報告書―』1988

2604屋敷遺跡

①北安曇郡白馬村大字神城26927

②平安後期(12世紀)③ 昭和62年 11月 18日

④白馬村教育委員会 ⑤篠崎健一郎

⑥県営ほ場整備事業 ⑦40ポ ③～③なし

⑩飯森地区北西方の山麓のイヽテラスで平り|1扇状地の扇

頂に近い地点である。

2605 鶴面遺跡群
①小県郡長門町大字大門鷹山

②旧石器 0縄文 ③昭和62年 11月 2日～63年 3月 31日

④長門町教育委員会 ⑤安蒜政雄

⑥学術研究(詳細分布調査)⑦ 665,000ポ

③ ll遺跡、4分布地点を確認

⑨旧石器時代の石器(砕片・剥片・石核・ ナイフ形石

器・槍先形尖頭器 0削器・彫器・掻器・ ドリル)、

縄文時代の土器・石器(石鏃)

⑩旧石器時代の原産地直下の遺跡群として、生活の場
と石器製作址が密集し重複して存在すること、縄文

時代には季節的な狩猟の場としての性格を有するこ

とが明らかになった。
⑪長門町教育委員会・鷹山遺跡群調査団『鷹山遺跡群

I』 1989

なかうね

2606 中畝古墳 1号・ 2号

①中野市大字田麦字中畝1236-ヨ ほか

②古墳 ③昭和62年 10月 23日 ～11月 30日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥河川・農業関連 ⑦500ポ

③円墳1(主体部は撹乱で不明)⑨土師器 ⑩なし

⑪中野市教育委員会『七瀬古墳群・田麦中畝古墳群』
1989

2607 業の呆雫遺跡
①南安曇郡三郷村大字温字下長尾栗の木下

―-20-―



2608 宮の下遺跡

①松本市内田1971

②奈良～平安 ③昭和62年 11月 1日            ⑪佐久市教育委員会 。.佐久埋蔵文化財調査センタ■

④三郷村教育委員会・⑤山田瑞穂              『荒田・上金井 。東赤座Ⅱ』1989

⑥区画整理事業(試掘)⑦ 5,000nf
こ しば み

③竪穴住居址3(平安)⑨土師器、須恵器、灰釉陶器   2613 小柴見城跡

⑩小田井堰の東方に広がる集落の西限を把握できた。    ①長野市大字平柴字夏目原162-12ほか

②中世 ③昭和62年 10月 26日 ～11月 4日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥夏ロケ原浄水場拡張工事 ⑦100nf

②縄文・ 中世 ③昭和62年 10月 1日 ～21日         ③城郭の堀 (中世)⑨ 石自(中世)

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥内田地区県営ほ場整備事業 ⑦500nf

2609 巴松遺跡

①木曽郡日義村4898-37

⑨縄文土器(前期)、 剥片石器

⑩出土遺物は流入と思われる。

2610 宮の上遺跡群宮の上遺跡 I

①佐久市大字横和434-1ほ か

③土坑、ピット、ロームマウンド
しまうち たかまつ

⑨縄文土器、内耳土器、中世陶器、古銭 ⑩なし     2614 島内(高松)遺跡
⑪松本市教育委員会『松本市宮の下遺跡』1988       ①松本市島内1371ほか

⑩堀は、尾根先端の主郭部を区画するもの。
⑪長野市教育委員会『小柴見城跡』1988

②平安～中世 ③昭和62年 10月 29日 ～12月 12日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎
⑥県営ほ場整備事業 ⑦500nf ③～⑩略

①佐久市大字岩村田1248-1

②弥生～平安 ③昭和62年 11月 9日 ～25日

④佐久市教育委員会 ⑤小山岳夫

⑥岩村田高校電子機械科棟建設工事 ⑦350nf

③土坑2(弥生後期前半の壺棺墓1)

②縄文 ③昭和62年 10月 28日 ～11月 28日          ⑪松本市教育委員会 F松本市島内遺跡群高松遺跡J1989

④日義村教育委員会 ⑤山下生六

⑥木曽文化公園建設(歩道新設)⑦ 500ぽ ③なし    2615 円正坊遺跡群蔦石遺跡

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『岩村田遺跡群菅田Ⅲ・新町Ⅲ、宮の上遺跡群宮の 2616 矢崎遺跡

上、栗毛坂遺跡群中曽根・ 藤塚』1988          ①下伊那郡上郷町別府1188-2ほか

②縄文～弥生・ 奈良～平安 0中世～近世まがりお

2611 曲尾遺跡Ⅱ                     ③昭和62年 10月 30日～63年1月 20日

①佐久市大字香坂649-1ほ か               ④上郷町教育委員会 ⑤今村善興
②縄文・古墳～平安 ③昭和62年 10月 16日 ん11月 9日    ⑥地域農業拠点整備事業下河原地区 ⑦950nf

④佐久市教育委員会 ⑤高村博文             ⑧住居址28(奈良。平安)、 鍛冶工房址2以上(平安)、 土
⑥道路 ⑦2,000ピ ③土坑9        `      器集中区2以上(縄文晩期)、 溝状遺構1(奈良・平安)

⑨縄文土器(早期・中期後半・後期)、 石器(打製石斧   ⑨土器 0陶器等(縄文中期 。同晩期・弥生後期・土師
・凹石)、 土師器 ⑩なし                器・須恵器・灰釉陶器 0中近世陶器)、 石器(打製石

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター      器・磨製石器・石鏃・ 黒耀石剥片・石核)、 土製円
『腰巻・西大久保ⅡO曲尾Ⅱ』1988            板、羽日、鉄器・鉄滓

⑩縄文時代晩期の土器集中地の検出は下伊那における
なかかない     あらた  かみかない

2612 中金井遺跡群荒田 。上金井遺跡            貴重な資料となる。奈良・平安期の大集落の存在は、

①佐久市大字小田井863ほか                古代東山道通過地の検討に寄与すると考えられる。

②古墳～中世 ③昭和62年 10月 20日 ～63年3月 31日     ⑪上郷町教育委員会・上郷町役場産業課『上郷町埋蔵

④佐久市教育委員会 ⑤三石宗一              文化財発掘調査報告書第12集一矢崎遺跡一地域農

⑥道路 ⑦2,110nf                    農業拠点整備事業下河原地区に伴う埋蔵文化財発掘

③溝状遺構3(中世以降)、 土坑1(時期不明)         調査報告書』1988

⑨縄文土器、土師質土器、鉄釉陶器
かねだ

⑩Ml号溝状遺構は、その後調査が実施された金井城   2617 兼田遺跡

跡の堀の中で最も外側に配置されるM36と接続する    ①下伊那郡上郷町別府347ほか
ことが判明した。                   ②縄文～中世 ③昭和62年11月 24日 ～12月 28日

②弥生～近世 ③昭和62年 10月 15日 ～24日         ⑨弥生土器、土師器、須恵器、中世～現代陶磁器、石
④佐久市教育委員会 ⑤小山岳夫 ⑥道路 ⑦150ぽ     器(砥石)⑩なし

③竪穴住居址2(平安)、 溝2、 土坑1 ⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、土鍋、刀子 ⑩なし      『莉沢 。蔦石』1988
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④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥地域農業拠点整備事業小手抜地区 ⑦l,910ポ

③竪穴住居址9(弥生後期5・ 古墳前期3・ 平安1)、 柱穴

群(中世)、 溝址2(平安以降)

⑨土器・ 陶器等(縄文前期終末・弥生・土師器・須恵

器・灰釉陶器・中近世陶器)、 石器(弥生～古墳)

⑩天竜川の氾濫原に近い段丘上に形成された弥生～平

安時代の集落の一部を調査。 1号住居址からは弥生

時代後期前半の膨大な土器・石器が出土した。

①上郷町教育委員会・上郷町役場産業課『上郷町埋蔵

文化財発掘調査報告書第13集一兼田遺跡一地域農

農業拠点整備事業小手抜地区に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書』1988

2618 広畑遺跡

①岡谷市川岸1566-イ

②縄文 ③昭和62年 11月 10日 ～12月 13日

④岡谷市教育委員会 ⑤長崎元廣

⑥農作物作付変更による農地深耕 ⑦160ポ

③住居址2(縄文中期中葉10同後葉1)、 ガヽ竪穴9

⑨縄文中期土器、石器(石鏃・凹石・磨石 0石皿・打

製石斧・磨製石斧・石錐・玉石・敲石等)

⑩大形の打製石斧が顕著に見られ、市内でも数少ない

縄文中期中葉の文化様相を持つ遺跡である。′

2619 木下遺跡

①松本市寿小赤1762

②縄文 ③昭和62年 10月 29日 ～11月 9日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥寿小赤地区県営ほ場整備事業 ⑦300ポ

③竪穴住居址3、 土坑17 ⑨縄文土器、石器

⑩遺物の出土量が大変多く、台地全体に濃密な遺構の

存在が予測される。

⑪長野県中信土地改良事務所・松本市教育委員会『松

本市前田木下遺跡』1988

2620 装首王遺跡
①上田市大字芳田字訳口上

②縄文 0奈良～平安 ③昭和62年11月 10日 ～28日

④上田市教育委員会 ⑤五十嵐幹雄

⑥下吉田地区ほ場整備事業 ⑦300ぽ

③竪穴住居址1(奈良)、 掘立柱建物跡4、 土墳1(縄文)

⑨縄文土器、土師器、須恵器 ⑩なし

⑪長野県神川沿岸土地改良区・上田市教育委員会『訳
口上遺跡』1988

2621 馬口遺跡

①更埴市大字屋代1000

②平安 ③昭和62年 10月 12日 ～11月 16日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥屋代高等学校プール等建設工事 ⑦l,400ぽ

③平安時代水田址(畦畔7、 水路1)

⑨土師器、須恵器、刀子

⑩前 2回の調査と合わせ、当遺跡における条里水田址
の地割が明かになった。

①更埴市教育委員会・ 更埴市遺跡調査会『屋代遺跡群

馬口遺跡Ⅲ―長野県屋代高等学校プール等建設に伴

う発掘調査報告書―』1988

2622 塩川遺跡

①須坂市大字塩川字長者654-1、 652-1

②弥生～古墳 0平安 ③昭和62年 11月 1日 ～30日

④須坂市教育委員会 ⑤小林宇壱

⑥レス トラン新築工事 ⑦l,232ポ ③住居址1

⑨土師器 (古墳中期)、 滑石製管玉、滑石製双孔円板

⑩住居内から石製模造品(双孔円板)が出土。特に壺内

からの出土であるため注目される。高杯が多く、壺

・甕が少ない点からも、祭祀に係わる住居址か。

2623 赤須城跡

①駒ヶ根市下平512-1

②中世 ③昭和63年 1月 8日 ～22日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

⑥道路改修 ⑦744ピ

③ 5段のテラス状遺構

⑨中国陶磁 (青磁・ 白磁・ 天目茶碗)、 瀬戸美濃系天目

茶碗、合子蓋、鉄釉小杯、灰釉陶器、常滑系大壺、

橋鉢、内耳、土師質土器、鉄器、鉄滓、青銅品、編

物用錘石、砥石

⑩城郭本郭東側の一部を発掘。遺物は13～14世紀のも
のが多い。

⑪駒ヶ根市教育委員会『赤須城跡 (第 2次調査)』 1989

2624 硯岩遺跡

①大町市大字常盤西山131-2ほか

②縄文～弥生・平安 ③昭和62年 11月 25日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤南県営ほ場整備(試掘)⑦ 20ぽ ③～⑩なし

⑪大町市教育委員会朋 岩遺跡発掘 (試掘)調査報告書J

1987

どう力ttヽ と

2625 道海戸遺跡

①大町市大字常盤清水1814ほか

②平安～近世 ③昭和62年11月 26日 ～27日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤西県営ほ場整備(試掘)⑦ 40ポ ③～⑩なし

⑪大町市教育委員会『道海戸遺跡発掘(試掘)調査報告

雇罫』 1987

こがもヽと

2626 小海戸遺跡

①大町市大字常盤清水2779ほか

②平安～中世 ③昭和62年 11月 27日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤西県営ほ場整備(試掘)⑦ 8ぽ ③なし

⑨打製石斧 ⑩なし

⑪大町市教育委員会『小海戸遺跡発掘(試掘)調査報告
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⑥範囲確認調査 ⑦530nf書』1987 ※2824参照
③溝状遺構1(縄文早期)

2627 清水郷倉跡                    ⑨縄文土器(早期)、 石器類(石鏃・磨石 `剥片 0石核

・原石)①大町市大字常盤清水1734-2

⑩遺跡の北への広がり(科ノ木A)と、南側に新たな分②近世 ③昭和62年11月 25日

布(科ノ木B)が確認された。④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤西県営ほ場整備(試掘)⑦ 40ぽ ⑧～⑩なし

    2633 中原遺□ト⑪大町市教育委員会『清水郷倉跡(試掘)調査報告書』

①小諸市大字市字中原824-3ほか1987 ※郷倉周辺を調査、郷倉跡は現状保存。

②古墳～奈良 ③昭和62年10月 15日 ～12月 9日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘
しみず

2628 清水氏居館跡
⑥佐久地区養護学校建設事業 ⑦27,733ぽ①大町市大字常盤清水356ほか

③竪穴住居址9(古墳80奈良1)③昭和62年 11月 25日 ～26日②中世～近世
                     ⑨土器 (古墳後期～奈良)、 石製品(石鏃 0打製石斧 0④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

砥石 0編物石)、 自然遺物(員殻)⑩なし⑥常盤西県営ほ場整備(試掘)⑦ 20ピ ③なし

⑪小諸市教育委員会『中原』1988⑨内耳鍋 ⑩中世居館跡の存在が確認された。

⑪大町市教育委員会『清水居館跡発掘(試掘)調査報告
   2634 東番場通[跡書』1987                       

①長野市大字栗田字東番場532ほか

②古墳～平安 ③昭和62年10月 7日 ～12日2629 福与大原遺跡(福原地勧
④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良①上伊那郡箕輪町大字三日町1196番地173ほか

⑦256ぽ⑥宅地造成②縄文 ③昭和62年 11月 11日

③竪穴住居4(古墳2・ 不明2)、 土墳18(古墳5・ 奈良40④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫
不明9)⑨土師器、須恵器⑥現状変更箇所の試掘調査 ⑦2,800ぽ ③～⑨なし

⑩裾初 II扇状地における集落遺跡⑩山林及び白土採掘跡地であるため、遺構・遺物は検

⑪長野市教育委員会『東番場遺跡』1988出されなかった。

⑪箕輪町教育委員会隔原地籍一確認調査報告書11989

2635八幡遺跡群宮川遺跡

①更埴市八幡35622番地2630 -丁田遺跡
②弥生～平安 ③昭和62年11月 19日 ～26日①下伊那郡上郷町飯沼3469番地ほか

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之③昭和63年 1月 6日 ～20日

                         ⑦約20ピ
②平安～中世

                      ⑥県道族捨停車場線建設(試掘)④上郷町教育委員会 ⑤今村善興
③落ち込み2ケ所 ⑨土器(弥生～平安)⑩なし⑦247ぽ⑥土地改良総合整備事業南条地区
⑪更埴市教育委員会『宮川・峯遺跡一県道族捨停車場③溝址・溝状遺構5(平安1・ 中世10中世以降10不明2)

線建設に伴う試掘調査報告書一』1987 ※2670参照、石器(打製石斧・⑨土師器、須恵器、中近世陶磁器
・横刃型石器)、 木器(杭・木材)              みね打製石庖丁
                    2636 八幡遺跡群峯遺跡⑩低湿地を調査し、用水路とそれに伴う杭列等を検出0

①更埴市八幡4451-1番地ほか①上郷町役場産業課・上郷町教育委員会『土地改良総

②古墳～平安 ③昭和62年11月 26日合整備事業南条地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之書―一丁田 0ヒ エ田遺跡』1989                            
⑦約20ぽ ③なし⑥県道娘捨停車場線建設(試掘)おおむろ

                        ⑨遺物包含層確認 ⑩なし2631 大室第224号墳
⑪更埴市教育委員会『宮川 。峯遺跡―県道娘捨停車場①長野市松代町大室字大石
線建設に伴う試掘調査報告書―』1987 ※2670参照②古墳 ③昭和62年 11月 1日 ～5日

④明治大学考古学研究室 ⑤大塚初重
2637 謡将遺跡⑥学術調査 ⑦約150ぽ ③略

①諏訪郡下諏訪町高木⑨須恵器、玉類 (勾玉・ 小玉・丸玉)、 鉄器 (鉄鏃・ 刀

②縄文～弥生・奈良～平安子・飾金具)、 骨片 ※2548の補足調査

③昭和62年 12月 8日 ～28日、昭和63年 3月 3日 ～5月 11日

④下諏訪町教育委員会、殿村遺跡調査会 ⑤宮坂光昭2632 科ノ木遺跡

⑥高木地区土地区画整理事業 ⑦l,360ぽ①諏訪市大字上諏訪字科ノ木13338-7ほ か

③竪穴住居址10(縄文中期40弥生20奈良平安3・ 中世②旧石器 0縄文 ③昭和62年 11月 16日 ～30日

1)、 竪穴状遺構2(奈良平安1・ 中世1)、 土坑28(弥生④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭
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2・ 奈良平安6・ 中世120近世20不明6)、 柱穴(奈良   2642 岡海道遺跡
平安 0中世)、 溝状遺構3、 方形石組遺構1、 員塚、    ①北安曇郡松川村板取813ほか

礎石建物址2、 配水址1、 礫敷遺構1、 集石土墳墓(以    ②平安 ③昭和62年 11月 12日

上中世)、 石垣(不明) ④松川村教育委員会 ⑤篠崎健一郎
⑨土器・陶磁器(縄文 0弥生・土師器・須恵器・灰釉    ⑥松川村南部地区県営ほ場整備事業(試掘)⑦ 210nf

陶器・ 中世陶磁器・青磁・ 白磁・青白磁・かわらけ    ③なし ⑨須恵器 ⑩なし
・内耳土器)、 石器(石鏃 。打製石斧・磨製石斧・凹    ⑪松川村教育委員会「岡海道遺跡確認調査報告書J1987

石・石皿・石匙等)、 鉄器・鉄製品(釘 0鎌等)、 土
しもはら

製紡錘車、土錘、古銭、写経石、人骨 2643 下原遺跡

⑩伝承にあった中世廃寺跡と考えられる遺構を検出。    ①飯田市殿岡435-1ほ か

この寺院存続期のものと思われる集石土墳墓群から    ②縄文～弥生 ③昭和62年 12月 8日 ～12月 27日

は、写経石や青磁蓮弁文碗の完形品などが出±。     ④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑪下諏訪町教育委員会『殿村・東照寺址―発掘調査報    ⑥平和時計m新工場建設 ⑦2,800ぽ

告書一』1990

2638 辻沢北遺跡

①駒ヶ根市赤穂14-318

②縄文 ③昭和62年 12月 20日 ～63年 2月 20日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤気賀沢進

⑥工場建設 ⑦100ポ ③～⑩なし

やわた      しらいし  いしはら    みね

2639 八幡遺跡群白石・石原A・ 峯遺跡

①更埴市大字八幡字石原・ 白石・ 峯

②古墳～平安 ③昭和62年 11月 16日～30日  `     ①下伊那郡上郷町飯沼2763-2ほか
④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之 ②縄文～近世 ③昭和62年 12月 25日 ～28日

⑥県営八幡工業団地建設(試掘)⑦ 60ピ ③なし      ④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑨土器片 ⑩昭和63年、平成元年に本調査 ⑥町道建設 ⑦72nf

⑪更埴市教育委員会 0更埴市遺跡調査会『長野県更埴    ③竪穴住居址2(縄文10古墳1)

市白石 0石原A・ 峯遺跡―県営工業団地建設に伴う    ⑨縄文土器、土師器、中近世陶磁器、石器 ⑩なし

確認調査報告書』1988 ※2804、 2966参照

2645 ツルサシ遺跡

①下伊那郡上郷町黒田2271番地2

②縄文～古墳・平安～近世他 ③昭和62年 12月 22日～24日
②縄文・奈良～平安 ③昭和62年 11月 27日～63年 1月 13日    ④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

2640 北栗遺跡

①松本市島立4012ほか

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥島立地区県営ほ場整備事業 ⑦900nf

③住居址13(縄文中期12・ 弥生後期1)、 土坑39(縄文中
期320不明7)

⑨縄文時代土器・石器、弥生時代土器

⑩天龍川左岸の中位段丘上に立地する、縄文時代中期
中葉から末葉にかけての伊那谷屈指の大集落である
と予想される。

⑪飯田市教育委員会『い平和時計製作所の工場建設に

先立つ発掘調査報告書一下原遺跡―』1989

2644 皆蒲遺跡

⑥町道建設 ⑦76nf ③溝址1(不明)、 柱穴3(不明)

⑨石器、近世陶器

ひ ぐちごたんだ

2646 樋口五反田遺跡

③竪穴住居址3(奈良・平安)、 竪穴状遺構3、 土坑20、     ⑩旧河道と考えられる溝址の一部を調査した。
建物址1、 ピット134、 溝4、 自然流路

⑨縄文土器、土師器、須恵器、炭化材ほか

2641 成立遺跡

①小県郡東部町大字滋野乙成立

②縄文 ③昭和62年 11月 7日 ～12月 10日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏
⑥県道拡幅工事 ⑦800nf

⑩北栗遺跡が奈良井川の西岸段丘縁辺までのびること    ①上伊那郡辰野町大字樋口2189番地の1

が確認できた。 ②縄文・平安 ③昭和62年6月 1日～7月 10日

⑪松本市教育委員会『松本市島立北栗遺跡Ⅲ』1988     ④辰野町教育委員会 ⑤友野良一 ⑥道路 ⑦280nf

③竪穴住居址1(弥生)、 溝状遺構(弥生)、 土坑

⑨縄文土器(早期条痕文)、 弥生土器、土師器、須恵器
、石器(石鏃 0石斧・磨石)⑩なし

⑪辰野町教育委員会『樋口五反田遺跡一昭和62年度緊
急地方道整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』
1988

③竪穴住居址31(縄文中期)、 敷石住居址1(縄文)、 土      ゎせだ
坑79(縄文)                     2647 早稲田遺跡

⑨縄文時代の土器、石器 ①下伊那郡阿南町西条2064ほか
⑩縄文時代中期後半を中心とした大集落でヽ保存状態    ②縄文晩期～現代

は全般に良好である。
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④阿南町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥国道151号線改良工事 ⑦l,010ポ

③土墳100以上(縄文中期45以上 0同晩期38以上・ 弥生

後期4以上・ 時期不詳10以上)、 溝2(縄文中期1・ 同

晩期1)、 石組遺構1(縄文晩期)、 一配石遺構1(中世)、

竪穴1(弥生後期)、 石組2(中世)、 屋敷跡1(近世以降

江戸時代 ?―柱列跡・ 溝跡・集石跡等が付随)、 柱穴

跡1(中世 ?)、 集石土墳1(近世)、 道路跡2(近世以後
―溝跡・石列を含む )、 石垣2(江戸～現代)、 石段1(

江戸～現代)、 礎石跡1(現代)

⑨土器 0陶磁器等 (縄文中期 0同晩期・弥生中期・ 同

後期・須恵器 0灰釉陶器・ 中世以降の灰釉・ 天目・

瀬戸系陶磁器)、 土偶 (縄文中期)、 日形耳飾り(縄文

晩期)、 石器 (石鏃・打製石斧・弥生後期剥片石器)

、鉄製品(近世以後)、 ガラス片(近世以後)、 古銭 (

寛永通費)

⑩早稲田神社参道前から南西の森下地籍にかけての一

帯の調査。縄文時代晩期の遺物量が多い。

①阿南町教育委員会『早稲田遺跡発掘調査概報 (森下

・早稲田神社地区)』 1988、 阿南町教育委員会・飯

田建設事務所『早稲田遺跡 (久保田地籍)一国道151号

線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査概判 1989

2648 栗毛坂遺跡群業界筐遺跡

①佐久市大字岩村田字東赤座3769-1ほ か

②古墳～平安 ③昭和62年 11月 27日 ～12月 15日

④佐久市教育委員会 ⑤高村博文

⑥道路 ⑦3,585ピ

③土坑l ⑨時期不明陶器 ⑩なし

①佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『中金井遺跡群荒田・上金井、栗毛坂遺跡群東赤座

Ⅱ』 1989

2649 芝省遺跡群雫芝省遺跡I

①佐久市大字長土呂字下芝宮812-4ほか

②古墳～中世 ③昭和62年 12月 3日 ～15日

④佐久市教育委員会 ⑤羽毛田卓也

⑥道路改良(国道141号バイパス)⑦ l,170」

③竪穴住居址2(古墳中期1・ 後期1)、 ピット群3、 溝5

、土坑7 ⑨須恵器、土師器、玉類 ⑩なし

①佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『国道 141号関係遺跡』1992

2650 町川田遺跡

①長野市大字川田字古町上2682-4番地先ほか

②弥生・平安 ③昭和62年 12月 14日 ～昭和63年 1月 7日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥道路(市道)改良 ⑦300nf

③竪穴住居址9(弥生中期1・ 同後期6・ 平安10不明1)

、土坑14(弥生後期6・ 平安20不明6)、 土器棺墓1(

弥生後期)、 溝5(平安20不明3)

⑨弥生土器(中期・後期)、 土師器、須恵器、扁平片刃

石斧、石庖丁、砥石

⑩千曲川右岸自然堤防上の集落:弥生後期北陸系土器

の出±。

⑪長野市教育委員会『町川田遺跡』1988

2651 琴将遺跡
①下伊那郡上郷町黒田962番地ほか

②縄文～弥生 ③昭和63年 1月 8日～14日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥道路新設 ⑦279ポ

③竪穴住居址2(弥生)、 溝址2(弥生)、 小溝址3(弥生)

⑨縄文土器、弥牛十器、石器

⑩弥生時代後期集落の一部を調査し、竪穴住居址 1軒

から後期前半の良好な資料が出土した。

2652 -丁 田遺跡

①下伊那郡上郷町飯沼1911番地ほか

②縄文～弥生・平安～中世 ③昭和63年1月 20日～31日

④上郷町教育委員会 ⑤今村善興

⑥道路新設 ⑦80nf ③溝址2(中世1・ 不明1)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中世陶磁器

、弥生石器

⑩ほぼ全面湿地帯で、用水路の可能性がある溝址が認

められた。遺物の主体は平安～中世であった。

2653 田井座遺跡

①飯田市鼎一色

②縄文中期・後期。中世 ③昭和63年 1月 8日 ～2月 29日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥一般国道153号飯田バイパス建設 ⑦2,400nf

③住居址20(縄文中期2・ 弥生後期18)、 集石炉1(不明)

、建物址12(弥生3・ 中世2・ 不明7)、 方形周溝墓6(

弥生)、 方形竪穴4(中世)、 竪穴2(不明)、 土坑13(縄

文後期1・ 中世1・ 不明9)、 溝26(不明)、 墓墳8(近代

2・ 不明6)

⑨縄文時代土器・石器〈弥生時代土器・石器、中世～

近代陶磁器等

⑩当遺跡は、自然災害を受けにくい尾根上に立地し、

水利条件にも恵まれている。縄文時代前期初頭、弥

生時代後期、中世の3時期に集落が展開している。

⑪飯田市教育委員会『一般国道153号飯田バイパス発

掘調査報告書一田井座 。一色・名古熊下遺跡』1991

2654 恒川遺跡群薬1師垣外遺跡

①飯田市座光寺4687番地

②縄文～平安 ③昭和63年2月 1日 ～29日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥学術研究(範囲確認調査)⑦ 823nf

⑧竪穴住居址9(弥生後期1・ 古墳後期6・ 奈良10平安1

)、 掘立柱建物址 1、 溝址2、 方形周溝墓2、 土坑4

⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、

天目茶碗、土鍋、管玉、日玉、貨銭

⑩古墳時代後期の住居址は濃密に分布し、集落北側を

区画する位置から溝址が検出された。該期の集落の
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広がりが具体的に把握されたことは、古代伊那郡衝
成立のプロセスを解明し、官衛プロックを抽出する

上で大きな手掛かりとなりそうである。
⑪飯田市教育委員会『恒川遺跡群一昭和62年度範囲確
認調査概報』1988

2655 福島遺跡

①下伊那郡上郷町黒田1301-1ほ か

②平安・その他(不明)③昭和63年2月 1日 ～3月 16日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥町道11号工事 ⑦47ポ

③土坑1(不明)、 溝址1(不明)

⑨縄文土器、石器 ⑩なし

2656 万代屋敷・茜毅等鏃0磐管0畢譲響猫・編猛遺跡
①下伊那郡松川町元大島815-6ほ か

②縄文～弥生・ 平安～近世 ③昭和63年 1月 25日～2月 1日

④松川町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥広域営農団地伊那南部 2期地区(試掘)⑦ 250ぽ

[万代屋敷]③なし ⑨縄文土器、石器 (打製石斧・磨

石斧・ 横刃型石器・石匙・ 石錘)、 土製円板

⑩なし ※本調査2974参照

[西教寺跡]③住居跡 ?(縄文)、 配石墓墳 ?(中世?)、

集石(時期不明)⑨ 縄文土器、白資、中近世陶

器 ⑩なし ※用地に接して室町期の宝筐印塔
3基 (西教寺旧墓地)あ り。 ※本調査2975参照

[若宮]③集石(時期不明)⑨縄文土器、須恵器、白
甕、中近世陶器 ⑩なし ※本調査2976参照

[華厳寺畑]③住居跡?(平安 ?)、 配石墓墳?(時期不

明)⑨土師器、須恵器、白甕、石斧 ⑩なし

※本調査2977参照

[鴨涸 ③土墳 0集石(時期不明)⑨縄文土器、弥生
土器、須恵器、自甕、中近世陶器、打石斧、横
刃型石器 ⑩なし ※本調査2978参照

2657 寺屋敷遺跡

①下伊那郡松川町元大島5072-1

②縄文～弥生・平安 ③昭和62年2月 1日 ～3月 2日

④松川町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥広域営農団地伊那南部2期地区 ⑦230ポ

③土墳(縄文10時期不明3以上)、 溝状遺構1(弥生?)
⑨縄文時代土器、平安時代土器、打石斧、横刃型石器
⑩検出されたL字状の溝状遺構は方形周溝墓の東隅部

とみられる。
⑪松川町教育委員会『寺屋敷遺跡発掘調査報告書一県
営広域営農団地農道整備事業伊刀F南部第2期地区一

』 1988

2658 揺
'■

遺跡
①更埴市大字屋代字城ノ内1340番地

②古墳～平安 ③昭和63年2月 5日 ～26日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥千代田製作所屋代工場建設 ⑦約200ぽ

③住居址18(古墳～平安)

⑨土器(古墳～平安)⑩古墳時代が主体をなす。
⑪更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『城ノ内遺跡

Ⅱ・大境遺跡Ⅲ』1988

うえ  やま

2659 上の山遺跡 (第 3次 )

①上伊那郡辰野町大字伊那富3644

②縄文 ③昭和63年 2月 22日 ～4月 20日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一、赤羽義洋

⑥辰野高校昇降口棟他建設工事 ⑦683ぽ

③竪穴住居跡2(縄文中期)、 小竪穴1(縄文)、 土坑19(

縄文前期20同中期40不明13)、 ロームマウンド2(

縄文)

⑨縄文土器 (早期・前期・ 中期)、 石器 (石鏃・ 石錐・

石斧 0磨石)、 土偶(縄文中期)

⑩遺構外ではあるが、縄文早期の土器片、前期末の一

括資料が出土した。

⑪辰野町教育委員会『上の山遺跡Ⅱ―長野県辰野高等

学校校舎改築に伴う第 2次 0第 3次埋蔵文化財発掘
調査報告書二』1988

2660 -津遺跡

①大町市大字平13354ほか

②旧石器～縄文・平安～中世 ③昭和63年 5月 6日 ～9月 1日

④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎

⑥農業基盤総合整備事業海の口地区 ⑦980ぽ

③住居跡7(平安)、 土墳4(縄文早期3・ 平安 1)、 竪穴 1

(縄文)、 焼±2(縄文早期)、 集石(縄文)、 ロームマ

ウンド3(縄文前期)

⑨縄文土器(早期～晩期)、 土師器、灰釉陶器、中近世
土器・陶器、石器、石製品(装飾品)、 鉄器

⑩ B地区において、昨年同様に玉造りを思わせる遺物
が出土し、今回の調査区外に工房跡が存在すること

が予想される。当遺跡全体では、おそらく縄文時代
を通して玉造りが行われていたと思われる。

①大町市教育委員会『一津遺跡第二次発掘調査概判
1989

おおざかい

2661 大境遺跡

①更埴市大字屋代1291

②奈良～平安 ③昭和63年3月 1日 ～26日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥オリオン機械工業建設 ⑦350nf

③住居址12(平安)、 水田址

⑨土器(平安～中世)⑩集落址から水田址への接点
①更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『城ノ内遺跡

Ⅱ・大境遺跡Ⅲ』1988

2662 新林遺跡

①穂高町大字牧1865～ほか

②縄文 ③昭和63年 3月 1日～24日

④穂高町教育委員会 ⑤山下泰永
⑥工場建設(試掘)⑦3,200ぷ以上
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③なし ⑨縄文土器(中期)、 打製石斧 ⑩なし

※調査結果により、建設位置変更

2663 本郷小学校遺跡

①松本市大字浅間温泉128

②奈良～平安 ③昭和62年 6月 8日 ～24日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥本抑 lヽ学校改築(試掘)⑦ 632ポ

③溝3 ⑨縄文土器 ⑩なし

⑪松本市教育委員会『松本市杵坂遺跡、松本市本郷小

学校敷地遺跡』1988

2664 杵坂遺跡

①松本市原1085-2

②縄文 ③昭和63年6月 11日 ～23日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥女鳥羽中学校改築工事 ⑦l,437ご

③土墳4(時期不明)⑨縄文土器 ⑩なし

⑪松本市教育委員会『松本市杵坂遺跡、松本市本郷小

学校敷地遺跡』1988

2665 千鹿頭1遺跡

①松本市大字里山辺5085

②古墳～平安 ③昭和62年6月 25日 ～8月 31日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥山辺地区県営ほ場整備事業 ⑦950nf

③竪穴住居址66(古墳前期5・ 古墳後期48・ 奈良～平安

13)、 掘立柱建物址6(古墳後期)、 溝4(古墳後期3・

平安1)、 ピット約200、 流路3(古墳以降)

⑨土器等(土師器・須恵器 0灰釉陶器)、 土製品(紡錘

車・手捏ね)、 石器・石製品(紡錘車・磨製石庖丁)

、鉄器・鉄製品(鎌・釘・刀子)、 炭化材

⑩ 4世糸己、 7世糸己(一部 8世紀初)、  9t量糸己後半から11

世紀という3時期に分かれる。古墳時代後期後半 (

7世紀)の 48軒という密集ぶりは松本市内初であり

、古墳時代の東山山麓開発の拠点となる貴重な発見

である。 ~
⑪松本市教育委員会『松本市千鹿頭北遺跡』1989
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2 昭 和 63年 度

2666 笠候笠遺跡                    2670 管;10撃遺跡
①北佐久郡望月町大字協和字上吹上3014ほか        ①更埴市大字八幡字宮川・ 峯

②縄文・古墳～近世 ③昭和63年5月 7日 ～翌年3月 31日    ②弥生～平安 ③昭和63年4月 12日 ～9月 13日

④望月町教育委員会 ⑤福島邦男             ④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥望月町農村基盤総合整備事業 ⑦2,500ぽ         ⑥県道族捨停車場線 ⑦l,000nf

③竪穴住居址7(縄文)、 ピット及び土坑125(縄文)、 集    ③ [宮川]:住居址14(弥生10奈良～平安13)、 壷棺 1、

石11(時期不詳)                        (弥 生)、 井戸1(弥生 ?)

⑨縄文土器(早・前 。中・後期)、 土師器、須恵器、灰     [峯 ]:住居址1(古墳)

釉陶器、山茶碗、橋鉢、内耳土器、中近世陶磁器、    ⑨土器(弥生・奈良平安)、 石斧(弥生)

石器 (石鏃・ 掻器・ 削器・両極石器・ 凹石 0横刃型    ⑩川西地区での弥生時代の住居址の検出は六反田遺跡

石器・磨石・ 打製石斧・磨製石斧・敲石 0石錐・紡     に次ぐもの。壷棺の検出は初めて。

錘車・石核)、 円面硯、中近世古銭           ⑪更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『宮川・峯遺

⑩縄文時代中期初頭と中期後半期が主体の遺跡である     跡―県道族捨停車場線工事に伴う発掘調査報告書』

が、円面硯・ 山茶碗・灰釉陶器など古墳時代以降の     1988
遺物も出±。 しびら

⑪望月町教育委員会『上吹上―緊急発掘調査報告書―』   2671 志平遺跡

望月町文化財調査報告集第 18集 1990         ①岡谷市川岸東2丁目9886-4

②縄文 0平安 ③昭和63年 4月 18日 ～5月 8日

2667 中金井遺跡群金井城跡・中金井遺跡         ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

①佐久市大字小田井字中金井ほか             ⑥住宅建設 ⑦89ポ

②中世 ③昭和63年 3月 28日 ～平成3年3月 30日 ・      ③住居跡2(縄文1・ 平安1)、 小竪穴8(縄文)

④佐久市教育委員会 ⑤高村博文             ⑨縄文土器、土師器、須恵器、石器 (石鏃 0石匙・打

⑥小田井工場団地造成(県営)⑦ 80,000ぽ           製石斧 。凹石 0石槍・ 石錘・ 磨製石斧)、 鉄製品

③竪穴建物址603、 掘立柱建物址53、 堀・溝31条、土    ⑩志平遺跡が平安時代においても生活地として活用さ

坑723、 ほか大方が中世城郭関連施設           れていたことが、今回初めて確認された。

⑨内耳土器、かわらけ、陶磁器、鉄器、石臼、茶日、    ①岡谷市教育委員会『榎垣外・ 志平・ 清水田遺跡発掘

石鉢、砥石等大方が中世城郭関連遺物           調査報告書棚 報)一昭和63年度榎垣外遺跡ほか分布

⑩中世城郭の全容を露呈した希有な調査。          調査報告書一』1989

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター『 かみやしき

長野県佐久市ガヽ田井金井城跡発掘調査報告書』1991   2672 上屋敷遺跡

①岡谷市長地横川5265-8ほか
ごん が

2668 恒川遺跡群                     ②縄文 ③昭和63年4月 19日 ～20日

①飯田市座光寺3709-1ほ か                ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

②弥生～平安 ③昭和63年 4月 18日 ～30日         ⑥住宅建設 ⑦56nf

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春             ③小竪穴2 ⑨縄文土器、石臼、石片 ⑩なし

⑥平安堂ナイスデイ店舗建設(試掘)⑦ 3,369〆
にしがいと

③～⑩なし                      2673 西垣外遺跡

①岡谷市り|1岸 3丁目3258-3
まつおみなみ  はら

2669 松尾南の原遺跡                   ②縄文 ③昭和63年 4月 21日 ～22日

①飯田市松尾1213                    ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

②縄文・中世 ③昭和63年 12月 12日 ～翌年1月 7日      ⑥住宅建設 ⑦298ぽ

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春             ③なし ⑨縄文土器、凹石、石片 ⑩なし

⑥工場の敷地造成 ⑦15,000ぽ
えのきがいと

③方形竪穴2(中世)、 溝址1(中世)、 柱穴10(中世)    2674 榎垣外遺跡

⑨縄文土器、天目茶碗、摺鉢、石器(石錐・打製石斧    ①岡谷市長地東堀2291-2(柿垣外地籍)

。有肩扇状形石器)                  ②平安 ③昭和63年 4月 21日～8月 9日

⑩197201974年に実施された調査結果と総合し、微地    ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

形を勘案することで、城郭縁辺部分の諸施設とその    ⑥住宅建設 ⑦101nf

果たした役割がある程度解明されたといえる。      ③住居跡1(平安)、 小竪穴2

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、土錘、フイゴ破片、砥
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石、青銅鏡、鉄製品(紡錘車、バックル、海老錠等)   ④飯田市教育委員会
｀
⑤小林正春

⑩鉄製海老錠と二面の青銅鏡(「八花鏡」と「方鏡」)   ⑥竜斤保育園改築工事 ⑦840ピ

の出土は特筆される。火災家屋からはバラエティに    ③竪穴住居址6(古墳後期)、 掘立柱建物址4(不明)、 竪

富んだ好資料が得られた。                穴1(古墳後期)、 土坑10(縄文中期10不明9)、 柱穴

①岡谷市教育委員会『榎垣外・ 志平・ 清水田遺跡発掘     列2(不明)、 集石1(平安)

調査報告書(概報)一 昭和63年度榎垣外遺跡ほか分布    ⑨縄文時代中期の土器・石器、古墳時代後期～平安時

調査報告書一』1989                   代の土師器 0須恵器

⑩周辺に濃密に分布する古墳群と密接な関連をもつ古

2675 日切遺跡                       墳時代後期の集落。一辺1lmの超大形竪穴住居、 2

①岡谷市長地中屋3820-1ほ か                本ずつ一定間隔で検出された柱穴等が注目される。

②縄文 ③昭和63年 5月 19日 ～26日             ⑪飯田市教育委員会『飯田市竜丘保育園移転工事に伴

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進               う発掘調査報告書一前の原遺跡―』1990

⑥住宅建設 ⑦340nf ③なし ⑨土器片、石錘等

⑩調査区は湿地であり、当時は居住できなかったもの   2681 内山遺跡

と推定される。当遺跡の水源地付近の状況が判明。    ①飯田市桐林1036-1ほ か

②弥生～古墳 ③昭和63年 4月 18日 ～28日

2676 榎垣外遺跡                     ④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

①岡谷市長地東堀2793(上 の原地籍)           ⑥銀行建物 ⑦l,253ピ ③～⑩なし

②奈良～平安 ③昭和63年 6月 4日
いだいら

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進             2682 居平遺跡

⑥住宅建設 ⑦152ポ ③～⑩なし            ①諏訪郡富士見町落合字居平4430-2

②縄文 ③昭和63年 4月 20日 ～8月 31日

2677 榎垣外遺跡                     ④富士見町教育委員会 ⑤小林公明

①岡谷市長地東堀2803-6(上 の原地籍)          ⑥一般住宅建設 ⑦528ピ

②縄文・奈良～平安 ③昭和63年 5月 27日         ③竪穴住居址1(縄文中期)、 土坑10余 (縄文中期)

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進              ⑨縄文中期の土器・ 石器 ⑩なし

⑥駐車場建設 ⑦185nf

③なし ⑨土師器片、石片 ⑩なし           2683 中城原遺跡

①大町市大字社5901-2ほ か

2678 榎垣外遺跡                     ②弥生～古墳 ③昭和63年4月 12日

①岡谷市長地東堀2803-2(上 の原地籍)          ④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

②平安 ③昭和63年 5月 14日 ～6月 8日           ⑥県営住宅建て替え工事(試掘)⑦ 40ぽ

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進              ③古墳周溝2 ⑨土師器 ⑩古墳跡が確認された。

⑥駐車場建設 ⑦90ぽ ③住居跡2(平安)         ⑪大町市教育委員会『中城原遺跡発掘(試掘)調査報告

⑨土師器(墨書土器2)、 須恵器、鉄製刀子、砥石等      書』1988 ※本調査2801参照         :
⑩上の原地籍は榎垣外遺跡の西端に位置する。平安時

なかみち

代中期の住居跡から「十」の墨書土器が出±。     2684 中道遺跡

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・志平・清水田遺跡発掘    ①上伊那郡箕輪町大字中箕輪2,362番地1ほか

調査報告書(概報)一 昭和63年度榎垣外遺跡ほか分布    ②縄文(中期初)・ 古墳・奈良・ 中世

調査報告書―』1989                  ③昭和63年 4月 12日 ～6月 14日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

2679 横川上ノ原遺跡                   ⑥県道沢尻箕輪線建設工事 ⑦3,100ぽ

①岡谷市長地横川5844-10                 ③竪穴住居址14(縄文中期1・ 古墳後期10奈良12)、 掘

②縄文 ③昭和63年 5月 13日 ～14日             立柱建物址2(奈良)、 土坑115(縄文中期初)、 土坑墓

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進               (中 世)、 集石2(縄文)

⑥住宅建設 ⑦248ポ ③なし              ⑨土器(縄文・ 土師器・須恵器 。内耳)、 鉄器・鉄製品

⑨縄文中期土器片、穀磨石、砥石、古銭           (刀 子・紡錘車・鎌)、 石器(石鏃・ 石匙 0凹石・打

⑩調査地は集落域から外れ、当時は湿地であったと推     製石斧・磨製石斧)、 古銭 ⑩なし

定される。                      ⑪箕輪町教育委員会・長野県伊那建設事務所『堂地遺

跡・ 中道遺跡』1989

2680 前の原遺跡

①飯田市桐林378                   2685 六反畑遺跡

②縄文・古墳。平安 ③昭和63年 12月 5日 ～翌年1月 20日    ①飯田市鼎上山4053ほか
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②縄文 。古墳・ 中世 ③昭和63年 5月 25日 ～6月 18日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥店舗建設 ⑦500ポ

③竪穴住居址2(古墳後期10不明1)、 土坑68(縄文後期
150同晩期6・ 不明47)

③土器・陶器等(縄文中期～晩期土器、土師器、中近

世陶磁器)、 石器

⑩縄文時代の集落の縁辺に位置し、遺物の廃棄に伴う

多数の土坑が検出された。殊に縄文後期から晩期に

かけての良好な資料が出土 した。

①飯田市教育委員会『六反畑遺跡』1989

2686 北山寺遺跡・橋ケ窪遺跡

①佐久市大字下平尾字北山寺2613-1ほ か

②弥生～中世 ③昭和63年 9月 20日 ～平成元年3月 31日

④佐久市教育委員会

⑤林幸彦、羽毛田卓也、佐々木宗昭

⑥道路 ⑦6,800ぷ ③土坑2 ⑨～⑩なし

2687 史跡森将軍塚古墳
―
①更埴市大字森字大穴山3122-28ほ か

②古墳 ③昭和63年8月 1日 ～9月 10日

④更埴市教育委員会 ⑤岩崎卓也

⑥史跡保存整備事業一周辺部小古墳の調査 ⑦約300ピ

③古墳時代円墳4基

(li言磐{響糧輯骨奮捉
)i5彗

暑亀屋窮樫鶏)

古墳時代組合式箱形石棺2基、

4号集石(中世の一辺5m方形墳墓)

⑨金属器(蝉・ 鏃・ 刀貪J・ 耳環・刀子・釘 0古銭)、 土

師器、須恵器、玉類(ガラス小玉・管玉 0滑石製品)

⑩尾根部に小古墳群が形成されていることが明かにな

った。 5～ 7世紀代と古墳時代を通じて築かれた。

⑪更埴市教育委員会『森将軍塚古墳一保存整備事業第

8年次発掘調査概報―』1988 ※史跡現状変更

2688 宮上遺跡

①南佐久郡小海町大字千代里1000-1ほか

②縄文・平安 ③昭和63年 5月 1日 ～15日

④小海町教育委員会 ⑤井出正義

⑥中部電力帥電柱仮設 ⑦20nf ③～⑩なし

2689 反目遺跡

①駒ヶ根市東伊那2288ほか

②縄文～近世 ③昭和63年 5月 24日 ～11月 12日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

⑥県営ほ場整備事業 ⑦20,000ポ

③竪穴住居址135(縄文590弥生170古墳1・ 奈良～平

安54・ 不明4)、 掘立柱建物址3、 土墳69、 竪穴址1、

ロームマウンド2、 単独埋甕遺構 1、 溝状遺構 1、 方

形溝状遺構3

⑨土器 。陶器等 (縄文・ 弥生・土師器・須恵器 0灰釉

陶器 0陶磁器)、 石器(縄文・弥生)、 鉄器

⑩東側湿地帯を挟んだ遊光遺跡と一体となる一大集落
遺跡。占地を変えながら縄文時代から近世に至る。

⑪上伊那地方事務所・駒ヶ根市教育委員会『反目0遊

光・殿村・小林遺珈 1990

にし  はら

2690 西の原遺跡

①大町市大字常盤7,179ほか

②縄文 。中世 ③昭和63年4月 20日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男
⑥県道大町有明線拡張工事(試掘)⑦ 16nf

③～⑩なし

2691 ノJJII的場遺跡

①下伊那郡喬木村7,609番地2

②縄文～弥生 ③昭和63年4月 27日 ～5月 20日

④喬木村教育委員会 ⑤佐藤甦信
⑥宅地造成 ⑦12,100ピ ③～⑩なし

⑪喬木村教育委員会『小川的場遺跡一確認・立会調査

幸長響彗』 1988

いち   かま

2692 -の釜遺跡

①諏訪郡下諏訪町社7,330-4ほか

②縄文 ③昭和63年 5月 25日～9月 30日

④下諏訪町教育委員会 ⑤宮坂光昭
⑥福沢川砂防ダム付替工事 ⑦約1,200nf

③竪穴住居址1(縄文前期末～中期初頭)、 溝状遺構1(

不明)、 土坑94(縄文93・ 不明1)、 配石列1(不明)

⑨縄文土器、土師器、かわらけ、石器(石鏃・石匙・
打製石斧・磨石 0凹石・石皿等)、 黒耀石原石

⑩縄文時代前期末～中期初頭の土坑群を検出。第55号

土坑からは、黒耀石原石25点が細長い袋状のものに

収納されていた様な状態で出±。
⑪下諏訪町教育委員会『一の釜遺跡発掘調査報告書』

1989

みやうえ

2693 宮上遺跡

①南佐久郡小海町大字千代里字丸山1072=2

②縄文・平安 ③昭和63年6月 1日 ～15日

④小海町教育委員会 ⑤井出正義
⑥中部電力い鉄塔建設 ⑦36nf ③～⑩なし

2694 講椰L跡
①更埴市大字杭瀬下84番地

②古墳～平安 ③昭和63年5月 21日

④更埴市教育委員会 ⑤矢島宏雄
⑥市庁舎建設(試掘)⑦約20nf

③水田址3面 (詳細不明)⑨～⑩なし

2695 名古熊下遺跡 [下伊那農業高校遺囲
①飯田市鼎名古熊2366-4

②縄文 ③昭和63年 5月 9日～5月 31日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥農業機械実習棟工事(試掘)⑦468nf ③～⑩なし
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2696 芝省遺跡群雫芝省遺跡
①佐久市大字長土呂下芝宮812-4番地ほか

②縄文～中世 ③昭和63年5月 20日 ～平成2年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤羽毛田卓也、林幸彦
⑥国道141号線長土呂区間改良 ⑦l,500nf

③住居址9(古墳7・ 平安2)、 掘立址6、 溝13、 土坑13

⑨土師器・須恵器(古墳後期～平安)、 玉類、陶器
⑩焼失住居より琢セット(初期須恵器)出±。
⑪佐久埋蔵文化財報告書第 9集『国道141号線関係遺

膨ホ』 1991

2697 買主亀遺跡群笠笑森L跡
①佐久市大字長土呂字上大林167番地ほか

②縄文～中世 ③昭和63年 5月 20日 ～平成2年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤羽毛田卓也

⑥国道141号線長土呂区間改良 ⑦l,680ポ

③住居址2(古墳1・ 奈良1)、 土坑143(陥 し穴を含む)、

掘立址1(古墳)、 風倒木址

⑨須恵器、土師器、陶器 ⑩なし

①佐久埋蔵文化財報告書第 9集『国道141号線関係遺

Lホ』 1991

2698 買主色遺跡群雫壁端L跡
①佐久市大字長土呂字下聖端185番地ほか

②縄文～中世 ③昭和63年5月 20日 ～平成2年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤羽毛田卓也

⑥国道141号線長土呂区間改良 ⑦9,800nf

③住居址60(弥生4・ 古墳380奈良1・ 平安150不明2)、

掘立址18、 土坑97、 ピット群31、 溝11、 風倒木址

⑨弥生土器、須恵器、土師器、金属製品(巡方・ 皇朝

銭等)、 臼玉、勾玉、石製模造品、紡錘車、有舌尖

頭器、凹石、砥石、墨書土器

⑩初期須恵器 (十数点)、 籠目圧痕跡文土器、玉類 (500

個)、 炭化種子 (米・ 麦・ 稗・ 粟・ プ ドウ等多量)な

どが出±。焼失住居多数。

①佐久埋蔵文化財報告書第9集『国道141号線関係遺
Lホ』 1991

2699 量管遺跡群請笠革芦1言十撃錯L跡
①佐久市大字長土呂字南下中原759-2番地ほか

②縄文～中世 ③昭和63年5月 16日 ～平成2年3月 31日
・④佐久市教育委員会 ⑤三石宗一

⑥市道1-1号線 (仙禄湖線南)道路改良 ⑦7,600ポ以上

③竪穴住居址11(古墳後期60平安5)、 竪穴遺構3(平安

末)、 掘立柱建物址3、 土坑16、 溝状遺構6

⑨土師器、須恵器、土師質土器、磁器、石器(砥石)、

鉄器・鉄製品(鉄鏃・刀子・紡錘車)⑩ なし

①佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『南上中原・南下中原遺跡』1993

2700 買主L遺跡群笠壁端L跡
①佐久市大字長土呂字上聖端147-1番地ほか

②古墳～中世 ③昭和63年5月 16日 ～10月 10日

④佐久市教育委員会
｀
⑤高村博文、須藤隆司

⑥市道1-1号線 (仙禄湖線南)道路改良 ⑦5,000nf

③竪穴住居址44(古墳後期140奈良～平安30)、 掘立柱
建物址21、 竪穴状遺構2、 土坑2、 溝12

⑨土師器、須恵器、枕形土製品、石器・石製品(紡錘

車 0編物石・砥石 0凹石・ 石鏃・ 打製石斧 )、 鉄器

(鉄鏃・ 刀子・鑓・ 鉄ノミ)、 玉類 ⑩なし

①佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『長土呂遺跡群上聖端遺跡』1993

2701 ボ翻穀遺跡群
①小県郡東部町大字滋野乙4,582番地ほか

②縄文～弥生・平安～中世 ③昭和63年 7月 1日～8月 21日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、堀田雄二

⑥農業関連 ⑦l,600〆 (内850ポで平面調査)

③竪穴住居址5(縄文前期末1・ 同中期4)、 土坑189(縄

文中期が大半、わずかに中世等を含む)、 墓址11(中

世)、 溝状遺構4(不明)

⑨縄文土器 (早期・前期・ 中期・ 後期)、 弥生土器(後

期)、 土師器、土師質土器、青磁、土偶、石器(石鏃
0石錐・石匙 。打製石斧・石皿)、 鉄製品

⑩当地方ではあまり発見例のない縄文時代中期中葉の

土器がまとまって出土した。また、中世墓址もまと

まって検出された。

⑪東部町教育委員会『久保在家遺跡一不動坂遺跡群Ⅲ
。前村下り遺跡 0古屋敷遺跡群Ⅲ・加賀田遺跡群緊
急発掘調査報告書一』1992

2702 古屋敷遺跡群

①小県郡東部町大字新張

②縄文～中世 ③昭和63年 7月 31日 ～9月 25日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、堀田雄二

⑥農業関連 ⑦2,600ポ (内 1,930どで平面調査)

③竪穴住居址8(縄文前期10同中期50同後期2)、 屋外

埋甕、石棺墓3(縄文後期)、 土坑151(縄文中期 。同

後期)、 伏甕1(縄文後期)

⑨縄文土器 (早期～後期)、 弥生土器(後期)、 土師器、

須恵器、灰釉陶器、土師質土器、青白磁 0白磁、土

偶、 ミニチュア土器、鉄製品、古銭、人骨、獣骨、

員、骨角製品

⑩墓址が中Jい となる地点である。時期不明ながら人骨
・獣骨・ 貝類 0骨角製品がまとまって発見された。

⑪東部町教育委員会『久保在家遺跡一不動坂遺跡群Ⅲ

・前村下り遺跡・古屋敷遺跡群Ⅲ・加賀田遺跡群緊

急発掘調査報告書―』1992

2703 五輪堂遺跡

①塩尻市大字金井332-2ほか

②縄文～弥生 ③昭和63年5月 13日 ～6月 29日

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

⑥県営ほ場整備事業塩尻東地区 ⑦2,000nf

③住居址14(縄文前期末2・ 同中期初100弥生前期末)、

小竪穴220(縄文前期・弥生 0中世)
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⑨縄文土器(早期・前期・ 中期・晩期)、 弥生土器(前    ②縄文 ③昭和62年 5月 11日～6月 30日

期)、 石器(石鏃 0打製石斧・磨製石斧・ 石匙・凹石    ④松り|1町教育委員会 ⑤酒井幸則
・磨石 。スクレイパー・石皿・土偶)⑩なし      ⑥宅地造成 ⑦l,500nf

①塩尻市教育委員会『五輪堂遺跡』1989          ③住居跡9(縄文中期後半)、 土墳1(縄文中期後半)

⑨縄文主器 (中期初頭・ 同中葉・同後半)、 石器(打製
なまに

2704 生仁遺跡                       石斧・横刃型石器・磨製石斧・ 磨石・石錘・ 石鏃・

①更埴市大字雨宮字生仁1490-4ほ か             粗製石匙・ 凹石・ 石刀・ スクレイパー・ 石皿・ 多孔

②弥生～中世 ③昭和63年 5月 31日 ～12月 8日         石 0砥石)、 土偶、三角柱状土製品・ 土製円板

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之             ⑩縄文時代中期後半の集落跡である。南に隣接する塚

⑥県営雨宮湛水防除事業 ⑦2,000ぽ             屋遺跡と同一集落とみられる。

③住居址67(弥生80古墳410奈良～平安100不明8)、     ⑪松川町教育委員会『長野県下伊那郡松川町上片桐一

祭址1(古墳)、 堀1(中世)、 井戸20(中世)         中平遺跡一』1989

⑨土器片(弥生～中世)、 骨、木製品(中世)

⑩弥生・古墳時代の 卜骨他多数の骨角器出土。犬・馬   2708 千鹿頭社遺跡

の骨を持つ祭址遺構検出。中世生仁館と思われる堀    ①諏訪市大字豊田3972ほか

検出。                        ②縄文 0平安 ③昭和63年5月 17日 ～6月 11日

①更埴市教育委員会・更埴市遺跡調査会『生仁遺跡Ⅲ    ④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭 ⑥道路 ⑦60ぽ

―県営雨宮地区湛水防除事業に伴う発掘調査報告書    ③落ち込み・焼土址 (縄文・平安ほか)

一』1989                      ⑨土器 (縄文・ 土師器・須恵器 0灰釉陶器)、 石器類 (

石鏃・磨石 0凹石)⑩ なし
たかの

2705 高野遺跡
ちかとう しゃ

①飯田市山本字久米                  2709 千鹿頭社遺跡

②縄文～古墳 。平安 0中世                ①諏訪市大字豊田3962-1

③昭和63年 5月 18日 ～平成元年1月 6日     ′     ②縄文・ 古墳・平安 ③昭和63年5月 17日 ～6月 23日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春             ④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥農村基盤総合整備事業久米地区 ⑦3,200ピ        ⑥個人住宅建設 ⑦150ぷ

③竪穴住居址3(古墳前期10平安1・ 不明1)、 掘立柱建    ③住居跡10(縄文前期5。 同中期40平安 1)、 ガヽ竪穴10

物址6(平安20中世 1・ 不明3)、 溝址7(古墳10不明    (時 期不明)

6)、 小竪穴1(平安)、 土坑21(縄文中期4・ 平安3・ 不    ⑨縄文時代土器・石器類(縄文前期～中期)⑩ なし

明14)、 溝状址5(平安1・ 不明4)
みまざわがわさがん

⑨縄文時代土器・石器等、弥生時代土器・石器等、灰   2710 三間沢川左岸遺跡

釉陶器、天目茶碗等                  ①松本市大字和田字西原

⑩平安時代初頭に比定される製鉄関連の遺構及び遺物    ②平安 ③昭和63年 4月 21日 ん8月 1日

が出±。鉄滓の分析から鉄鉱石を素材とした製鉄が    ④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

行われた可育旨性が指摘され、県内最古の製鉄工房址    ⑥臨空工業団地造成 ⑦10,000nf

と考えられる。                    ③竪穴住居址142、 掘立柱建物址3、 土坑13、 溝8

⑪飯田市教育委員会『高野遺跡一農村基盤総合整備事    ⑨土器・ 陶器等(土師器・ 須恵器 。灰釉陶器・ 緑釉陶

業一』1989                       器)、 石器・ 石製品(紡錘車・巡方・石鏃・ 打製石斧
・ 凹石)、 鉄器 0鉄製品(紡錘車・刀子・鎌 0鉄鏃・

えのきがtヽ と

2706 榎垣外遺跡                      帯金具)、 鋼製品(鈍片・巡方・海獣葡萄鏡片)

①岡谷市長地2883-2(金 山東地籍)            ⑩昨年に引き続く平安(9～ 10世紀)大集落の調査。
②奈良 ③昭和63年 6月 7日～7月 4日             集落と溝との関係が明瞭となる。銅製品 0緑釉陶器
④岡谷市教育委員会 ⑤会田進               等多数の貴重品の出土は昨年と同様。
⑥工場建設 ⑦170ポ ③住居跡5(奈良)

⑨土師器(墨書有り)、 須恵器、刀子、鉄製紡錘車等    2711 二の宮遺跡

⑩榎垣外遺跡の中でも比較的古い奈良時代の集落域と    ①松本市大字島立3298-2

考えられる。                     ②古墳～中世 ③昭和63年4月 22日 ～6月 15日

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・志平・清水田遺跡発掘    ④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎
調査報告書(概報)一昭和63年度榎垣外遺跡ほか分布    ⑥島立出張所 0公民館・児童館建設
調査報告書―』1989                  ③住居址7(古墳後期3・ 奈良前半1・ 平安後期2・ 時期

不明1)、 竪穴状遺構1(中世)、 土坑34、 ビット29、
なかだいら

2707 中平遺跡                     溝1(古墳～現代)、 墓址1(中世)⑨略 ⑩なし

①下伊那郡松川町上片桐4320-3ほか            ⑪松本市教育委員会『松本市島立三の宮遺跡Ⅲ』1989

―-32-―



2712 笑将遺跡
①松本市大字浅間温泉字細田430-1

②平安 ③昭和63年 5月 16日～7月 16日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥浅間南住宅団地建設 ⑦2,700ぽ

⑧竪穴住居址24、 竪穴状遺構2、 溝1、 ピット、土坑17

⑨土師器、須恵器、緑釉陶器、古銭(寛永通費)、 布目

瓦(丸瓦・平瓦等)

⑩ 5軒の竪穴住居址から瓦が出土。特に18号住居址の

床面真上から数多く出土しており、注目される。

⑪松本市教育委員会『大村遺跡―古瓦を出土する平安

時代集落址の発掘調査概判 1989

2713 筒哭王遺跡
①東筑摩郡坂北村字向六工5846ほか

②縄文・平安・中世

③昭和63年 4月 26日～28日、平成元年4月 18日～9月 13日 、

平成2年4月 5日 ～20日、同7月 24日～9月 17日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦14,500ポ

③縄文時代 竪穴住居址5、 焼土址8、 集石5、 土坑7

平安時代 竪穴住居址19

中世  掘立柱建物址11、 竪穴建物址1、 集石6、

竪穴状遺構2、 柵址2、 焼土址34、 土坑1、

井戸址1、 性格不明遺構3

その他 掘立柱建物址1、 柵址1、 火葬施設1、 家屋

址1、 野溜4

⑨土器0陶磁器(縄文早期・同中期・同後期・弥生・土

師器・須恵器・灰釉陶器 0瀬戸美濃系陶器・青白磁

・内耳・近世陶磁器)、 石器(原石・石核・石槍・石

鏃・石錘・打製石斧・磨石・台石 0石匙・石錐・磨

製石斧・水晶原石・有子L磨製石鏃・砥石)、 土製品(

土錘・羽口・培塙)、 鉄器・鉄製品(鉄鏃・刀子・鑓

飽状工具・釘・火箸・鋸)、 石製品(石鉢・摺鉢・石

臼・温石)、 銭貨(永楽通費他)

⑩縄文時代の遺構は早期後葉の条痕文系土器群の時期

が中心となる。苦代の集落は9世紀後半の50年足

らずの間に営まれたものと考えられる。中世では、

主屋・納屋・ 倉庫 0作業小屋・ 柵で構成される3群
の生活単位が想定され、鍛冶を生業の下つにしてい

た様子も推定された。

⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 12-東筑摩郡坂北村・麻

積村内一』1993

2714 十二遺跡

①東筑摩郡坂北村字十二3264ほか

②縄文 0近世 ③昭和63年 4月 14日 ～28日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥中央自動車道長野線建設工事 (試掘)⑦ l,500耐

③なし ⑨打製石斧、特殊磨石、内耳質土器、瀬戸美

濃系御深井釉・ 鉄釉陶器、染付など少量 ⑩なし

⑪日本道路公団名古屋建設局0長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター F中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書12-東筑摩郡坂北村・麻

積村内一』1993

2715 鶉 ヲネ遺跡

①佐久市大字香坂字鶉ヲネ611雇射也ほか

②縄文 ③昭和63年4月 18日 ～6月 22日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥止信越自動車道建設工事 ⑦2,400nf

③土坑8(縄文)

⑨土器(縄文早期～後期)、 石器(有舌尖頭器・石鏃・ ス

クレイパー・打製石斧・磨石)⑩なし

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その2-』 1991

2716 釜蓋遺跡

①東筑摩郡明科町大字中川手1219-3

②平安 ③昭和63年 7月 29日、同8月 12日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認(試掘)⑦ 140ご ③～⑩なし

2717 丸山遺跡

①佐久市大字下平尾字丸山2327番地ほか

②縄文・平安 ③昭和63年 7月 27日 ～10月 28日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥止信越自動車道建設工事 ⑦25,300nf

③竪穴住居址3(縄文10平安2)、 土坑17(縄文)

⑨土器(縄文前期末～中期初頭・土師器・須恵器)、 石

器(石鏃・石錐・ スクレイパー0石皿・磨石・ 打製

石斧・石核・ ピエス0エ スキーユ)、 土製円板、刀子

⑩山間部の傾斜面に立地する小規模集落である。

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター F上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その2-』 1991

2718 笠竿嬌遺跡
①佐久市大字香坂字仙太郎36瞬射也ほか

②縄文 ③昭和63年6月 9日 ～21日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥止信越自動車道建設工事 ⑦l,700ぽ ③なし

⑨土器 (縄文早期末・ 中期後葉)、 剥片石器 ⑩なし

⑪日本道路公団東京第二建設局・ 長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2719 吹付遺跡

①佐久市大字香坂字曲尾311雇辞也ほか ②縄文

③昭和63年6月 23日 ～11月 15日、平成2年3月 7日 ～31日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤性沢浩、ガヽ林秀夫

⑥止信越自動車道建設工事 ⑦10,400nf

③縄文時代竪穴住居址12(中期後葉)、 ピット群 1、 屋
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外埋甕1、 焼土址4、 遺物集中出土区2、 土坑85(早期

陥し穴4を含む)、 配石・ 配石土坑2、 配石状遺構1

⑨土器 (縄文早期・ 中期後葉～後期前葉)、 石器 (磨製

石斧・石鏃・打製石斧・ 石錐・ 磨石・ ピエス・エス

キーユ・ 石棒・ 多孔石・ 石核・ 石皿・ 石匙)、 土製

円板、管状土製品

⑩遺構には、縄文早期の陥し穴 4基・ 中期後葉の柄鏡

形敷石住居 2軒が含まれる。出土した加曽利 E系・

佐久系・ 曽利系の土器群は、佐久地方の地域性を考

える上で重要な資料である。

⑪日本道路公団東京第二建設局・ 長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2720 木戸平A遺跡

①佐久市大字香坂字曲尾312番地ほか

②縄文 ③昭和63年 8月 17日 ～9月 30日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦3,000ぽ

③土坑6(縄文)⑨ 土器(縄文後期前葉堀之内式)

⑩検出された「陥し穴」群は、隣接する吹付遺跡の状

況から、縄文時代早期後葉の所産と考えられる。

⑪日本道路公団東京第二建設局・ 長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2721 下茂内遺跡

①佐久市大字香坂字下茂内34-1ほか

②先土器時代末～近世

③昭和63年 4月 18日 ～平成元年1月 26日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦27,000nf

③先土器末～縄文草創期の遺物集中ブロック57・ 炭化

物集中区30焼土址 1、 縄文時代の土坑158(含陥し穴

46)・ 焼土址2・ 石棺墓1、 古墳時代の竪穴住居址 1、

平安時代以降の竪穴住居址4・ 掘立柱建物址5・ 焼土

址10土坑450溝址170畝状遺構5

⑨土器・陶磁器 (縄文草創期～晩期・弥生中期～後期・

土師器・ 須恵器 。内耳鍋・ 近世以降の陶磁器)、 石

器(槍先形尖頭器 0掻器・ 削器・ 石核・ ノッチ ドス

クレイパー・礫器・剥片 。砕片 。石鏃・ 打製石斧 。

磨製石斧・ 石匙・ 石錐・ 磨石・凹石等)、 刀子、煙

管、銭貨

⑩黒色緻密な安山岩原産地を背景とした、先土器時代

末から縄文時代草創期の槍先形尖頭器製作跡が検出

された。膨大な接合資料から製作工程が復元され、

第 IO第 Ⅱ文化層の製作技術の相違点が判明した。

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 1-佐久市内その1(下茂内

遺跡)―』1992 ※翌年継続調査2919参照

2722 中久保田遺跡

①佐久市大字岩村田字中久保田

②平安 ③昭和63年 10月 13日・ 26日、11月 14日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦7,800ポ ③～⑨なし

⑩調査対象地は田切り地形凹部にあたる。

⑪日本道路公団東京第二建設局 0長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『止信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2723 篠ノ井遺跡群

①長野市篠ノ井塩崎字宗旨坊ほか

②縄文～中世 ③平成元年4月 10日 ～平成2年1月 12日、

平成2年4月 4日 ～10月 5日 、平成3年4月 4日 ～6月 26日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥長野自動車道建設工事 ⑦18,830ポ

③竪穴住居跡806(弥生中期以前7・ 弥生後期1520古墳

前期15807C以降489)、 掘立柱建物跡49(弥生後期

50古墳前期15。 7C以降29)、 土墳・井戸等2356(弥

生中期以前800弥生後期345・ 古墳後期70207C以
降11960不明33)、 溝跡140(弥生中期以前13・ 弥生

後期160古墳前期2807C以降83)、 墓38(弥生中期

30古墳前期13・ 7C以降22)、 柵跡16(弥生後期40
古墳前期607C以降6)、 水田・畑跡4(7C以降)、

道跡1(古墳前期)、 火床跡4(7C以降)、 洪水砂跡、

地震(噴砂)跡、ほか不明遺構11

⑨縄文土器、弥生土器(前期～後期)、 7C～古代の土

器(内墨書・ 刻書土器約600点 )、 木器(黒漆製品・ 木

製高杯等)、 石器、鉄器、皇朝十二銭「承和昌宝」他

⑩弥生中期の墓から出土した人骨、弥生後期の環濠集

落などは信州弥生人の起源とその集落形成を考える

好資料。古墳時代の土墳墓(木棺墓)や周溝墓、土墳
への古墳同様の埋葬も興味深い。 7C～古代の村の

性格や、地震(噴砂)跡・ 洪水砂から古代の災害の状

況と人々の対応をさぐる分析も注目される。

2724 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井塩崎3845-1ほ か

②縄文前期～近世 ③昭和63年 6月 20日 ～12月 26日、

元年4月 10日 ～12月 23日 、2年9月 14日 ～12月 7日、

平成3年4月 4日 ～5月 30日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥長野自動車道建設工事 ⑦70,170ポ

③竪穴住居址5(縄文3・ 弥生2)、 竪穴状遺構1(古墳)、

掘立柱建物址 (古墳1以上・ 中世多数)、 土坑972(縄

文14・ 弥生190古墳258・ 奈良ん平安370中近世364

・ 不明350)、 溝138(弥生50古墳230奈良～平安31

・ 中近世75・ 不明4)、 杭列41(弥生12・ 古墳260平
安2・ 中世1)、 水田遺構 (弥生・古墳・ 平安・ 中世・

近世)、 遺物集中区21(古墳)、 土器棺(弥生)、 井戸

⑨縄文土器 (前期初頭 0同晩期)、 弥生土器(中・後期)

、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、内耳、か

わらけ、瓦質土器、山茶碗、青磁、白磁、染付、古

瀬戸、常滑、珠洲、伊万里等、石器(石鏃・ 石匙・
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石皿・磨石・磨製石斧・石庖丁・蛤刃石斧・凹石・

石鉢・石臼・砥石等)、 石製品(滑石映状耳飾、石釧
・車輪石・紡錘車型石製品・筒型石製品・五輪塔)

、玉類(勾玉 0管玉 。臼玉・ ガラス小玉)、 金属製品

(銅鏡・銅鏃・八稜鏡・釘・ 銅銭・鋳物耕作具・鉄

滓)、 土製品(ミ ニチュア土器・支脚 0羽口・土錘 0

土製模造具 0土製円板)、 骨製品(骨鏃・未製品)、

木製品(鋤・鍬・砧・建築材・カゴ・曲物・漆器)、

種子、漆付着土器、ベンガラ塊等

⑩弥生中期～近世にわたる水田遺構が検出され、多量

の木製品が出土。弥生時代では、溝区画を持たない

土器棺・土墳墓が散在。古墳時代では、土器を多量

に出土した土墳群を取り巻いて大溝が巡る特異な遺

構群を発見。出土遺物から首長層の関わりも推定さ

れ、祭祀関係の遺跡ではないかと思われる。中世で

は、2重の堀で区画され、内部に多数の井戸を持つ

館を検出。近世の水田拡大の様子もうかがえた。

2725 鶴前遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字鶴前1583番地ほか

②縄文～中世 ③昭和63年 4月 18日 ～8月 2日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥中央自動車道建設工事 ⑦5,900nf

③竪穴住居址39(縄文1・ 弥生後期～古墳前期220奈良
～平安16)、 土坑3(弥生後期～古墳前期1・ 奈良～平

安2)、 掘立柱建物址5(奈良～平安4・ 中世以降1)、

土坑3(弥生後期～古墳前期10奈良～平安2)、 土器

集中箇所3(弥生後期～古墳前期)、 溝7(奈良～平安)

⑨土器・陶器(縄文前期 0弥生後期・土師器・須恵器

・灰釉陶器・緑釉陶器・内耳・瀬戸・ 山茶碗)、 石

器(石鏃・石斧 0石匙・剥片等)、 鉄・青銅製品(刀

子・銅釧・銭貨)、 石製品(管玉・ 石棒)、 ガラス玉

、人骨 ⑩なし

①日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター F中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書14-長野市内その2(鶴

前遺跡)=』 1994 ※翌年継続調査2937参照

2726■林遺跡
①更埴市大字八幡町字堂林151-1

②縄文～平安 ③昭和63年 5月 13日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査 ⑦80ぽ ③～⑩なし

2727 東大久保遺跡

①佐久市大字上平尾字東大久保745-1ほか

②縄文・平安～中世 ③昭和63年4月 7日 ～5月 6日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦8,700ポ

③土坑1、 溝1

⑨土器 0陶磁器(縄文後期・土師器・須恵器・ 内耳・

青磁)、 石器(打製石斧・有肩石斧・石鍬・石錘)、

鉄鏃 ⑩なし

⑪日本道路公団東京第二建設局 0長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『止信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書2-佐久市内その2-』 1991

2728曝衝計遺跡
①佐久市大字香坂字東山神946番地ほか

②縄文 ③昭和63年 5月 9日 ～6月 20日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦7,900ぽ ③なし

⑨土器(縄文早期後葉・ 内耳)、 打製石斧 ⑩なし

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 2-佐久市内その 2-』 1991

2729 ][画等遺跡
①佐久市大字下平尾字北山寺2572番地ほか

②縄文・平安～中世 ③昭和63年4月 25日 ～8月 23日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦5,100♂

③竪穴住居址13(平安70中世6)、 火葬墓1(中世)、 掘

立柱建物址1(中世)、 溝3(平安)、 土坑52(平安2・ 中

世50)

⑨土器・陶器(縄文後期 。土師器・須恵器・灰釉陶器・

内耳土器・カワラケ)、 鉄器(鉄鏃・苧引金具 0刀子
・太刀金具)、 石器(石鏃・砥石・石臼)、 銭貨

⑩平安時代の集落は9世紀終わり頃から12世紀初め

頃のものであり、ほぼ直行する溝によって区画され

る。中世の竪穴状遺構の中には、壁沿いに小口積み
の石積みをしたものがある。

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書2-佐久市内その 2-』 1991

2730長田県営苗圃遺跡

①上伊那郡箕輪町大字中箕輪2134番地33ほか

②縄文 0平安 ③昭和63年 4月 3日 ～7日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥上伊那広域水道企業団箕輪浄水場建設(確認調査)

⑦25,800ご ③～⑩なし

⑪箕輪町教育委員会『箕輪浄水場予定地確認調査報告

是事』 1989

2731 地量旨遺跡
①飯田市鼎

②縄文・中世 ③昭和63年 6月 1日～平成元年3月 31日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥一般国道153号飯田バイパスエ事(試掘)⑦ l,200ぽ

③～⑩なし

2732 湯川遺跡 。山田遺跡

①飯田市山本

②縄文・中世 ③昭和63年 6月 1日 ～6月 30日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春
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⑥一般国道153号駒場(第4工区)⑦ 80nf ③～⑩なし    ②中世 ③昭和63年 7月 21日 ～8月 10日

④浅科村教育委員会 ⑤上代純一
だいみょうしんばら

2733 大明神原遺跡                   ⑥学術研究 (主郭部の遺構調査)⑦ 240ポ

①下伊那郡上郷町黒田2474-24ほ か            ③土塁、虎日、柱穴痕複数、円礫多数
②縄文～弥生・近代 ③昭和63年 4月 18日 ～8月 24日     ⑨かわらけ、土鍋、大甕、磁器
④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一             ⑩虎口と推定された主郭東部分には土塁が開日してい
⑥土地改良総合整備事業 ⑦955nf             ると判明。15世紀代を中心とし、出土 した常滑系甕
③方形周溝墓1(弥生後期)、 イヽ竪穴1(不明)、 土坑5(縄     から16世紀半ば頃に廃城となったと推定される。

文中期10近代4)、 ピット               ⑪浅科村教育委員会『矢嶋城跡―主郭部の試掘調査―』
⑨縄文土器、弥生土器、近代陶磁器、打製石斧、磨製     1991

石斧、打製石錘、石匙

⑩集落の中心地域からはずれ、その周辺部を調査。    2738 堂垣外遺跡
⑪上郷町教育委員会『土地改良総合整備事業大明神地    ①下伊刃F郡上郷町飯沼1067-1

区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1990        ②縄文～中世ほか ③昭和63年6月 15日 ～17日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦19nfえのきがtヽ と

2734 榎垣外遺跡                     ③溝址1(不明)、 穴2(不明)

①岡谷市長地字山道端2349-l               ⑨弥生土器、土師器、近世 。近代陶器、石器
②奈良～平安 ③昭和63年 6月 28日 ～9月 30日        ⑩自然の旧河道と考えられる溝址の一部を調査した。
④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦350nf                  2739 丸山遺跡
③住居跡7(奈良～平安)、 特殊遺構l            ①飯田市今宮町2-6155、 6158

⑨土師器、須恵器、短刀、砥石、土錘、凹石、石皿、    ②縄文～古墳・中世 ③昭和63年6月 13日 ～30日

銅製品                        ④飯田市教育委員会 ⑤小林正春
⑩一軒の住居址から「A/1」 と墨書された土器が棚に並    ⑥学校 ⑦約400ポ ③～⑩なし
べられた状態で出±。一辺1lmを測る大形住居も
注目される。                    2740 小馬背遺跡

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外 0志平・清水田遺跡発掘    ①木曽郡開田村大字西野2623番地
｀

調査報告書(概報)一昭和63年度榎垣外遺跡ほか分布    ②縄文 ③昭和63年 9月 4日 ～20日

調査報告書一』1989                  ④國學院大学 ⑤小林達雄
⑥開田高原における縄文草創期文化の研究 ⑦100ぽさoう しゃてきじょうにし

2735 旧射的場西遺跡                 ③なし ⑨縄文草創期の槍先形尖頭器3点 (破璃質安山
①松本市沢村 2丁目                    岩・ チャート製)、 スクレイパー1点 (チ ャート製)等
②古墳～平安 ③昭和63年 6月 1日～9月 1日          石器・剥片類657点

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎            ⑩昭和43年の調査では、有舌尖頭器などの石器群に伴
⑥変電所 ⑦600ポ                    って、4点の土器片が出土した。いずれも縄文時代
③住居址10(7世紀末～9世紀前葉)、 建物址1(平安)、      草創期の隆起線文系土器と考えられる。
土坑70・ ピット58(縄文・弥生後期・古墳前期

´
・奈   :⑪國學院大学文学部考古学実習報告第17集『小馬背

良・平安)、 火葬墓1(中世)、 焼土坑1(8世紀前葉)     遺跡』1989

⑨土器(縄文早期末～前期初頭が主体)、 石鏃 ⑩なし
⑪松本市教育委員会「松本市沢村旧射的場西遺跡J1989   2741 長窪城跡

①小県郡長門町大字古町字深山いでがわみなみ

2736 出川南遺跡                    ②中世 ③昭和63年 5月 15日 ～8月 31日

①松本市芳野4番                     ④長窪城跡保存整備協賛会 ⑤竜野八郎
②弥生～平安 ③昭和63年 5月 23日 ～7月 7日        ⑥遺跡整備(公園)⑦ ～⑩略
④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥南部(公民館)体育館建設 ⑦420ぽ          2742 宮沢遺跡
③住居址1(奈良)、 溝1(古墳)、 小竪穴1・ 土壌26・ ピ    ①小県郡武石村大字下武石1636

ット57(以上奈良～平安)               ②縄文・ 平安 ③昭和63年 6月 21日 ～30日

⑨土師器、須恵器 ⑩なし                ④武石村教育委員会 ⑤塩入秀敏 ⑥道路
⑪松本市教育委員会『松本市出川南B遺跡』1989      ⑦l,380nf ③～⑩略

2737 晏哺城跡                     2743 西遺跡
①北佐久郡浅科村大字矢島字城平635番          ①下伊那郡下條村睦沢
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⑩更埴条里水田址の理没時期は、これまでの調査によ②平安・近世 ③昭和63年 6月 1日～30日

り、9世紀後半から10世紀中葉の年代が想定される。④下條村教育委員会 ⑤今村善興

馬口遺跡の水田址は畔折型 に区画されている。⑥その他の建物 ⑦700ぽ

                ⑪更埴市教育委員会 0更埴市遺跡調査会『馬口遺跡Ⅳ③旧遊林寺本堂跡、庫裏跡、囲炉裏跡(石組)3、 外便
一長野県屋代高等学校合宿所建設に伴う発掘調査報現本堂礎石所跡1、 火床1、 石垣、水路、参道石段、

告書―』1989、池

                            ′ばら⑨縄文時代石器、古墳時代土器、中近世陶器(摺鉢 。

   2749 八幡原遺跡茶碗等)、 近代陶器、鉄鉢、鉄剣、開元通宝、寛永

①下伊那郡上郷町黒田3380-1番地ほか通宝、明治銅銭 ⑩なし

                ②縄文～弥生・平安・近世⑪下條村教育委員会 F東光山遊林寺跡(下條村西遺跡)J

③昭和63年 6月 20日～6月 29日1989                         
④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦260ぽ

③竪穴住居址4(縄文3・ 平安1)、 土坑18(縄文)

いんげ

2744 院下遺跡

                      ⑨縄文土器、土師器、灰釉陶器、近代陶器、石器①下伊那郡上郷町飯沼2674-1番地ほか

⑩縄文中期後半の集落の一部を調査した。②平安・近世他 ③昭和63年6月 15日 ～16日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦30nf       ぃしか
1条里遺跡2750 石川③溝址2(不明)⑨近世 。近代陶器、石器

①長野市篠ノ井塩崎字大田、石川字下沖ほか、上からの押し出しが深く⑩段丘崖下に立地するため、

               ②弥生～近世堆積していた。
                    ③昭和63年 7月 4日 ～8月 31日、11月 1日～12月 3日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良
な力くばたけ

2745 長畑遺跡

                      ⑥篠ノ井西部地区県営ほ場整備事業 ⑦3,400ぽ①大RI市大字常盤948-2ほ

糞月8日、7月 131 ③水田遺構(中世・近世)⑨陶磁器(中世・近世)ヨ②縄文～弥生 ③昭和63年{               
⑩篠ノ井西部地区ほ場整備に伴う第2年次調査。近世④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

水田遺構に伴う稲株痕、耕起痕を検出。⑥常盤地区県営ほ場整備事業(試掘)⑦ 64ポ

⑪長野市教育委員会『石川条里遺跡(6)』 1992③住居跡1(弥生後期)

③土器(縄文晩期・弥生後期 0土師器・灰釉陶器)、 黒

2751 ツルサシ遺跡耀石、チャート ⑩なし

                ①下伊那郡上郷町黒田2219-1番地ほか⑪大町市教育委員会「長畑遺跡発掘(試掘)調査報告書J

②縄文～中世、他 ③昭和63年6月 28日～29日1988 ※本調査2951参照

                ④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦73ポ

③溝址1(不明)⑨近世。近代陶器、石器2746 寺海戸遺跡

                     ⑩昭和62年度に調査した旧河道を検出した。①大町市大字常盤541-1ほ か

②平安～中世 ③昭和63年 6月 10日              ゃゎたした
2752 八幡下遺跡④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

①飯田市八幡町2033-2⑥常盤西県営ほ場整備(試掘)⑦ 20ぽ ③～⑩なし

③昭和64年 1月 5日～平成元年1月 21日②古墳⑪大町市教育委員会『寺海戸遺跡発掘(試掘)調査報告`     
④飯田市教育委員会 ⑤小林正春書』1988                       
⑥公会堂建設 ⑦420nf

③円墳1(古墳時代後期)

鉄製品(以上古金銅環、鍔、

2747 道海戸遺跡

                         、管玉、臼玉、⑨切子玉①大町市大字常盤1850-9ほ か

墳)、 陶磁器(中世)②平安～近世 ③昭和63年 6月 10日

⑩幅1.6m、 長さ6mの横穴式石室を中心とする直径10④大町市教育委員会 ⑤島田哲男
mを超える円墳が調査され、人骨・副葬品が出土し⑥常盤南県営ほ場整備(試掘)⑦ 8ぽ ③～⑩なし

た。市街地から古墳が確認された点に意義がある。⑪大町市教育委員会『道海戸遺跡発掘(試掘)調査報告

2753 ぼ猫遺跡
雇罫』 1988

①岡谷市り|1岸上四丁目1612-1
ば ぐち

2748 馬口遺跡

                      ②縄文 ③昭和63年 7月 8日 ～26日①更埴市大字屋代1000                  
④岡谷市教育委員会 ⑤会田進②平安 ③昭和63年 6月 18日 ～28日

⑥住宅建設 ⑦487だ④更埴市教育委員会 ⑤山根洋子

③住居跡1(縄文中期)⑨土器(縄文中期)、 石鏃⑥屋代高等学校合宿所建設

                ⑩遺跡全体の中で南西の限界が明かになった。

⑦l15nf

③水田畦畔1(平安)⑨土師器、須恵器
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2754 貫ノ木遺跡

①上水内郡信濃町柏原字岡実1205ほか

②旧石器・縄文 ③昭和63年 7月 31日 ～8月 9日

④野尻湖発掘調査団(信州大学理学部地質学教室)

⑤小野昭、麻生優 ⑥学術調査 ⑦81ぽ

③礫群8(旧石器)、 配石5(旧石器)

⑨ナイフ形石器、彫器、スクレイパー、石刃、くさび

形石器、たたき石、台石、尖頭器、石鏃、ノッチ、

石核、剥片類

⑩第 5回野尻湖陸上発掘。調査の結果、この遺跡は約

3万年前以降を中心とする後期旧石器文化の複合遺

跡であり、この地域の拠点的な遺跡としての性格を

持つことがうかがえた。

⑪野尻湖人類考古グループ『野尻湖遺跡群の旧石器・

縄文文化2(1987～ 1989)』 1990、 『野尻湖の発掘 5

』地団研専報37

2755 穴場遺跡

①諏訪市大字上諏訪北百姓地6294-1

②縄文・近世 ③昭和63年 6月 27日 ～7月 1日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥住宅建設 ⑦175ぽ

③小竪穴2(時代不明)、 積石1(近世～近代?)

⑨縄文土器(中・後期)、 石器類 ⑩なし   ,

2756 笠L顧遺跡
①岡谷市長地横川小字上屋敷5214-3

②縄文 ③昭和63年6月 29日 ～7月 1日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥道路(耕作用通路)設置 ⑦97ぽ

③なし ⑨縄文土器(早期末)、 打製石斧 ⑩なし

2757 宮渕本村遺跡

①松本市宮渕本村8番1号

②弥生～古墳 ③昭和63年 7月 20日 ～10月 12日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥宮渕下水処理場建設 ⑦1600ぷ

③竪穴住居址26(弥生250古墳後期1)、 溝1(不明)、 土

墳20(弥生18・ 古墳2)、 ピット約50(弥生)、 竪穴状

遺構1(不明)

⑨土器(弥生中期～後期 .・ 古墳後期)、 石器(偏平片刃

石斧 0太型蛤刃石斧・磨製石鏃 。同未製品・石庖丁

・砥石・打製石斧・打製石鏃)、 石製品(管玉 0飾 り

石)、 人骨(弥生 ?)

⑩弥生時代(中期栗林期～後期吉田期)の良好な集落。

土墳は、底部に小丸礫を敷いて遺骸を寝かせ、その

上に人頭大礫を並べ、更にその上で火を焚くという

特異なもの。時期の特定が難しいが、弥生時代の可

能性あり。

⑪松本市教育委員会『松本市宮渕本村遺跡Ⅲ』1989

2758 古免遺跡

①小県郡丸子町大字塩川字古免578、 579

②縄文 0平安 0中世 ③昭和63年 7月 24日 ～8月 1日

④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬一

⑥県営ほ場整備塩川沖地区 ⑦650ぽ (2759と の合計)

③竪穴住居址1(平安時代)、 ピット群 1、 ピット6、 土

墳21
⑨縄文土器 (中期)、 弥生土器 (後期)、 土師器・ 須恵器

・灰釉陶器(平安時代)、 石器、刀子、陶器 ⑩なし

⑪丸子町教育委員会『古免遺跡・ 芝宮遺跡』1989

2759 芝宮遺跡

①小県郡丸子町大字塩川字芝宮693

②縄文・平安・ 中世 ③昭和63年 7月 24日 ～8月 1日

④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬一

⑥県営ほ場整備塩川沖地区 ⑦650ぽ (2758と の合計)

③溝1、 土塁1(中世)⑨ 内耳鍋(中世)⑩ なし

⑪丸子町教育委員会『古免遺跡・ 芝宮遺跡』1989

2760 鍛冶垣外遺跡

①伊那市大字手良沢岡37、 45、 49番地

②縄文・平安・ 中世 ③昭和63年 7月 12日 ～7月 30日

④伊那市教育委員会 ⑤友野良一

⑥県営ほ場整備事業 ⑦300ぽ

③竪穴住居址6(平安)、 堀2(中世)、 溝状遺構1(不明)

⑨縄文中期土器、弥生後期土器、土師器、須恵器、灰

釉陶器、中世陶磁器 (青磁 0灰釉・鉄釉)、 古銭 (寛

永通費)

⑩鍛冶垣外遺跡は瀬沢川段丘上に広がり、川の氾濫に

より流出された部分も多い。縄文から平安時代中葉

頃までの複合遺跡と考えられる。

①伊那地方事務所・ 伊那市教育委員会『鍛冶垣外遺跡
―埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』1989

2761 堂河原遺跡

①更埴市大字杭瀬下762番地2

②近世 ③昭和63年 5月 16日

④更埴市教育委員会 ⑤矢島宏雄

⑥文化会館建設に伴う試掘調査 ⑦50ぷ

③なし ⑨石塔台石1

⑩当該地は、現勝徳寺の末寺が寛保 2(1742)年の水害

により流出したところにあたり、出土した石塔は勝

徳寺に関係のあるものと考えられる。

2762 史跡佐野遺跡

①下高井郡山ノ内町大字佐野字谷地614-2

②縄文 ③昭和63年 8月 11日 ～31日

④山ノ内町教育委員会 ⑤永峯光一 ⑥学術 ⑦55ぽ

③縄文時代晩期のピット8、 集石土墳2

⑨縄文土器、石鏃、石斧片、人骨片

⑩調査地は遺跡の中心部近くにあたる。無文の土器片

約700点が出土し、検出された遺構(並列ピット群な

ど)と共に佐野遺跡の文化内容を究明するうえで貴

重な資料である。

⑪山ノ内町教育委員会『佐野遺跡 (第 8次)』 1989
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2763 ほうろく屋敷遺跡                 ③中世の城館跡に関係すると思われる溝状遺構2、 土

①東地筑摩郡明科町大字南陸郷               坑2、 土手状遺構 1

②縄文・弥生 。平安・ 中世               ⑨石器 (石鏃・ 磨石斧・打石斧・粗形石匙・ 敲打磨石

③昭和63年 7月 13日 ～平成元年3月 31日            剥片)、 陶磁器、金属器 (煙管吸口)

④明科町教育委員会 ⑤大澤哲              ⑩中世城館跡「本城」に関係すると見られる遺構が検出

⑥川西地区県営ほ場整備事業 ⑦5,000ぽ           された。周辺の微地形から見ても、本調査区が本城

③竪穴住居址48(縄文前期1・ 同中期35・ 同後期30平     の三の曲輪に相当する可能性が大きい。

安9)、 敷石住居址7(縄文中期40同後期3)、 土器棺    ⑪豊丘村教育委員会『長野県下伊那郡書斤村河野勝負

再葬墓3群12基 (弥生中期初頭)、 配石遺構、土墳      平遺跡発掘調査報告書一広域営農団地農道整備事業

⑨縄文土器(早期末 。前期中葉～後期中葉)、 弥生土器     伊那南部 2期地区―』1988

(中期初頭)、 土師器、須恵器、灰釉陶器、中近世陶
しんまちおおはら

器、石器 (打製石斧・ 磨製石斧・ 石鏃 0横刃・ 石匙   2767 新町大原遺跡

・石錐・ スクレイパー 0石皿・ 凹石 0磨石・ 石棒)   ①上伊那郡辰野町大字伊那富4447ほか

、石製品 (玉類・玉砥石 0垂飾・ 石剣)、 土製品(土    ②縄文・平安 ③昭和63年9月 28日 ～11月 19日

偶・土製円板・ 土製スプーン・ スタンプ型土製品・    ④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

有孔球状土製品・ 板状土製品・三角濤形土製品、耳    ⑥新町地区ほ場整備事業 ⑦2,800ぽ

飾)、 鉄製品(刀子・鎌・ 鉄鏃・紡錘車)        ③竪穴住居址15(縄文中期中葉14・ 同末葉 1)、 掘立柱

⑩縄文中期～後期の拠点的な集落址。遺物は極めて多     建物址約10(平安)、 土坑30(縄文)

種多様にわたっている。同時期の北村遺跡とは様相    ⑨縄文土器 (中期)、 縄文石器、土偶

が異なる。弥生中期初頭の再葬墓は、上部に配石遺    ⑩縄文時代中期中葉を中心とした集落が発見された。

構が伴う。

①明科町教育委員会『り|1西地区県営ほ場整備事業に伴   2768 小泉遺跡

う緊急発掘調査報告書』1991              ①飯山市常盤字長峰越1211-1ほか

②旧石器・弥生 ③昭和63年 7月 13日 ～12月 10日
ごんが

2764 恒川遺跡群                     ④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂

①飯田市座光寺4741-1ほ か                ⑥工場団地造成 ⑦12,100ぽ

②縄文～平安 ③昭和63年 7月 15日 ～8月 31日        ③竪穴住居26(弥生中期8・ 同後期18)、 掘立柱建物25

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春              (弥 生)、 土墳10(弥生)

⑥遊技場 ⑦306ざ                   ⑨旧石器、弥生土器(中期・後期)、 流水紋のある木製

③竪穴住居址16(弥生30古墳後期120不明1)、 掘立柱     品(弥生)、 勾玉、管玉

建物址l                       ⑩約15,000ぽ の調査により弥生時代の集落環境がほぼ

⑨弥生土器、土師器、須恵器、石器             復元できた。住居跡より出土した流水紋様のある炭

⑩古代伊那郡衛と推定される地区に近く、なんらかの     化木製品は、ほとんど類例がなく貴重である。

関係を有すると思われる大きな掘り方の建物址がl    ⑪飯山市教育委員会『小泉遺跡群調査概要』1989

棟確認された。                     飯山市教育委員会『小泉弥生時代遺跡』1995

2765.恒川遺跡                     2769 屋株遺跡

①飯田市座光寺4614             `     ①飯山市大字瑞穂字北原4840ほか

②古墳～平安 ③昭和63年 8月 18日 ～12月 1日        ②旧石器・縄文 0平安 ③昭和63年 8月 18日 ～9月 30日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春             ④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂

⑥店舗建設 ⑦286ぽ                  ⑥国道バイパス建設 ⑦l,200ぽ

③竪穴住居址27(古墳後期・奈良・平安)、 掘立柱建物    ③旧石器時代ユニット1、 落とし穴8(縄文)、 焼土墳2

址2、 小竪穴3、 溝址l ⑨土師器、須恵器         (平 安)、 竪穴住居1(平安)

⑩調査区は推定古代伊那郡衛の官衛ブロックが存在す    ⑨縄文土器(前期)、 土師器、須恵器、石器(旧石器時

る可能性の高い地点に隣接。奈良時代の1辺12mの     代尖頭器・石鏃 0石匙)

石敷住居址ほか多数の遺構、銅製帯金具等多数の遺    ⑩舌状台地に存在する小規模な集落と考えられる。

物が検出された。 
｀
                ⑪飯山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘

調査報告 I』 1989
しょうぶだいら

2766 勝負平遺跡

①下伊那郡豊丘村大字河野2246            2770 大倉崎館跡

②縄文・中世 ③昭和63年 7月 28日 ～8月 11日        ①飯山市大字常盤字外和柳3921-27ほ か

④豊丘村教育委員会 ⑤今村正次             ②平安・中世 ③昭和63年9月 28日 ～11月 22日

⑥広域営農団地伊那南部2期地区 ⑦400ぽ        ④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂
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⑥国道バイパス建設 ⑦l,000ポ

③土墳墓1(中世)、 館1(中世)

⑨土師器、陶磁器(珠洲焼・越前焼・瀬戸美濃 。中国
陶磁)、 瓦質土器、輸入銭貨、小札、釘、硯、石臼

、茶自、石鉢

⑩30× 100mの郭と幅10m×深さ5mの雄大な空堀に囲
まれ、一方は千曲川の断崖に接する。14～15世紀の

居館跡であり、その中央部分の約1/3の調査である

⑪飯山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘

調査報告 I』 1989

2771 Ъ疑遺跡
①飯山市大字瑞穂豊字南原1170-3ほか

②旧石器 ③昭和63年 7月 12日 ～8月 12日

④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂

⑥国道バイパス建設 ⑦l,700ぷ

③旧石器時代ユニット6

⑨旧石器時代石器 (ナ イフ形石器 。掻器・削器・ 尖頭

器・ 石核・ 剥片等)

⑩掻器を多出する黒耀石・安山岩石器群

①飯山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘

調査報告 I』 1989

2772 大室古墳群第19601970198号 古墳    ゛

①長野市松代町大室字大石

②古墳 ③昭和63年 7月 26日 ～8月 11日

④明治大学考古学研究室 ⑤大塚初重

⑥私学振興財団学術研究 ⑦約300ポ

③196号 合掌形石室?  197号 横穴式石室

198号 横穴式石室

⑨196号 短甲、馬具、珠文鏡、鉄鏃、刀子、鉄剣、

各種玉類、土師器、須恵器

197号 土師器、須恵器、刀子、鉄鏃、耳環、餃具

198号 土師器、須恵器、鉄鏃、轡、刀子、弓飾

⑩昭和59年度開始の明治大学考古学研究室による第5

年次調査。

2773 旧御射山遺跡

①諏訪郡下諏訪町東俣10618番地

②旧石器・ 中世 ③昭和63年 8月 22日 ～29日

④下諏訪町教育委員会 ⑤宮坂清

⑥山小屋の改築工事 ⑦約100ぽ ③焼土址2(中世)

⑨旧石器時代のナイフ形石器・ スクレイパー・ 石刃・

剥片、かわらけ、古銭、砥石

⑩旧石器の出±。中世の大祭祀場の一部で焼土址を発

見。

①下諏訪町教育委員会『旧御射山遺跡発掘調査報告書』

1989

いしかわ

2774 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井ニツ柳字長塚
②平安 ③昭和63年8月 10日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥団体営ほ場整備 (り ‖柳地区)⑦ 60ぽ ③～⑩なし

⑪長野市教育委員会『石川条里遺跡(4)』 1989

※川柳地区ほ場整備に伴う第 7年次調査(最終年度)

2775 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字中田

②平安 ③昭和63年 7月 19日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥団体営ほ場整備(平久保沖)⑦ 200ピ ③～⑩なし

⑪長野市教育委員会『石川条里遺跡(4)』 1989

※平久保地区ほ場整備に伴う第4年次調査(最終年度)

2776 捨栞L遺跡
①岡谷市長地中村字清水田4302-2ほ か

②縄文・ 古墳 0平安 ③昭和63年 9月 28日 ～10月 22日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦127ぽ

③住居跡7(縄文中期初頭5・ 平安中期2)、 小竪穴3

⑨縄文土器、弥生土器、土師器(刻書土器)、 須恵器、

石器 (石鏃・ 打製石斧・ 凹石 0石棒・ 磨石類・ 石皿

・砥石)、 刀子、玉類

⑩調査区は遺跡の西側のはずれに位置する。縄文時代
の住居跡は5軒重なって検出された。小竪穴 3基の

うち1つ は弥生時代の土坑墓であると推察される。

平安時代の住居から「十」の刻書土器出±。

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・志平・清水田遺跡発掘

調査報告書(概報)一昭和63年度榎垣外遺跡ほか分布

調査報告書―』1989

2777 福島古窯跡(第 2次分)

①木曽郡木曽福島町4654-1

②近世 ③昭和63年 7月 25日 ～平成元年2月 25日

④木曽福島町教育委員会 ⑤神村透

⑥学術研究 (窯の年代確認)⑦ 30ポ

③19世紀前半の窯跡 1ケ所(第 1焼成室)

⑨近世陶器 (鉢・皿等)、 窯材料、道具等

⑩全長5。 2m(最大幅2。 9m、 焚き口幅55cm。 遺物量 e

窯床の具合から短期間で廃業されたと考えられる。

⑪木曽福島町教育委員会『福島古窯跡―第 2次発掘調

査概報一』1988

2778 今村遺跡

①下伊那郡上郷町黒田953-1番地ほか

②縄文～弥生・奈良～平安他 ③昭和63年 8月 22日 ～24日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥道路 ⑦32nf ③穴8(不明)⑨ ～⑩なし

2779 南原遺跡

①下伊那郡上郷町飯沼3,212-1番地

②縄文～弥生。平安。近世他 ③昭和63年 7月 18日 ～19日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥住宅 ⑦291ぽ

③土坑1(不明)、 穴1(不明)、 ロームマウンド1(不明)

⑨近世・ 近代陶器片、石器 ⑩なし
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⑪塩尻市教育委員会『吉田向井・千本原』19892786 景首遇遺跡
①小県郡青木村大字奈良本字峠2473-2             ょしだむ力ヽヽ

.跡2785 吉田向井i②奈良～平安 ③昭和63年6月 14日 ～11月 6日

①塩尻市大字広丘吉田2793-1ほ か④青木村教育委員会 ⑤黒坂周平

                    ③昭和63年 8月 22日 ～9月 3日②縄文・ 平安⑥学術研究 ⑦100nf

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦③道路遺構 1、 道路敷に並べられた平板な石の列

⑥市道改良工事 ⑦150nf⑨土師器
                        ③住居址2(平安)、 土墳1(平安)、 集石1(不明)⑩発掘箇所は推定東山道と江戸期の道 (保福寺街道)の

⑨縄文土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、重複している所である。上記石列や少ない出土遺物

石鏃・ 打製石斧・磨製石斧・ 凹石 ⑩なしからは東山道遺跡とは断定しにくい。

⑪塩尻市教育委員会『吉田向井遺跡』1989さかた

                       2786 脈のTA遺跡
2781 坂田遺跡

①須坂市大字坂田字古屋敷142-2ほか

①下伊那郡上郷町黒田1055-1ほ か②古墳・ 平安 ③昭和63年 7月 25日 ～平成元年2月 28日

②縄文～弥生・近世 ③昭和63年 8月 18日 ～21日④須坂市教育委員会 ⑤小林宇壱

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一⑥住宅・ 農業関連 ⑦58,442ピ

⑥農村基盤総合整備原の城支線 1号改良 ⑦129nf③平安時代住居址2、 土墳 1、 柱穴3

③竪穴住居址1(弥生後期)、 溝址1(近世)、 ピット6(不平安時代の土器⑨古墳時代後期、

                     明)表採で古墳時代⑩低湿地を背景とした集落址の一部。

③縄文土器、弥生土器、近世陶磁器、石器 (打製石斧前期～後期の資料が確認できる。
0有肩扇状形石器)①須坂市教育委員会『坂田遺跡緊急発掘調査報告書』

                   )溝 址から江戸時代⑩弥生時代後期集落の一部を調査く1989                          
末頃の陶磁器が出±。

⑪上郷町役場産業課・上郷町教育委員会 上郷町埋蔵
わかまつ

2782 若松城跡
                       文化財発掘調査報告書第16集『原の城A遺囲 1989①北安曇郡池田町大字池田2109-2ほ カ

②近世 ③昭和63年9月 14日 ～16日

           2787 酒屋前遺跡④池田町教育委員会 ⑤篠崎健一郎

①飯田市大瀬木201ほか⑥学術研究 ⑦985nf                          
③昭和63年 11月 7日 ～30日②縄文・ 弥生③若松城内濠跡1(幅7m前後、深さ85叩前後)、 積石(6

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春m× 5m前後、崩壊したと思われる形状)⑨ なし

⑥市道改良工事 ⑦500nf⑩若松城は、江戸時代初期(元和年間)11年間の工事の

                   も土坑9 ⑨～⑩なし③方形周溝墓1(弥生後期)、 溝址5、ノき地点の範囲・末、未完に終わった。その内濠らL

規模・ 形状等を明かにできた。
            2788 林之郷遺跡⑪池田町教育委員会『若松城内濠跡―埋蔵文化財包蔵

①上田市大字林之郷地学術調査発掘報告書一』1989                    
③昭和63年8月 1日 ～10月 31日②奈良～平安

④上田市教育委員会 ⑤川上元2783 普L筒弊遺跡
′     ⑥県営ほ場整備事業殿城地区 ⑦l,800nf①塩尻市大字広丘吉田2574ほか

③竪穴住居址15(奈良～平安)、 掘立柱建物址2、 ピッ②縄文 。平安・ 中世 ③昭和63年 7月 30日 ～9月 8日

卜117、 溝址1、 土墳15④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

⑨土師器、須恵器⑥県道(長野道側道)改良工事 ⑦720nf

⑩調査区は林之郷遺跡の東端、神川第二段丘東半の後③住居址4(平安 1・ 中世3)、 土墳12(中世)、 竪穴状遺

背湿地に接する部分に位置する

費会『林之郷遺跡緊
構1(時代不明)                    

⑪上小地方事務所・上田市教育委」⑨縄文土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中世土器、

急発掘調査報告書』1989石鏃、打製石斧 ⑩なし

①塩尻市教育委員会『吉田向井・ 千本原』1989

2789 習菖株遺跡
①小県郡東部町常田822番地ほか

せんぼんばら

2784 千本原遺跡
                     ②縄文・ 古墳 0平安 ③昭和63年8月 3日 ～11月 19日

、西沢浩
①塩尻市大字広丘高出1355-3ほか

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、②平安 ③昭和63年 8月 11日

⑥農業関連 ⑦3,150nf④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

③竪穴住居址45(縄文前期30弥生8・ 古墳300奈良4)⑥県道(長野道側道)改良工事 ⑦120nf ③～⑨なし

、掘立柱建物址3(奈良)、 溝状遺構1(不明)、 土墳17⑩調査地は氾濫性の砂礫地であった。
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(縄文前期3・ 弥生3・ 古墳70不明4)

⑨縄文土器 (早期・ 前期 0中期・ 後期)、 弥生土器 (後

期)、 土師器、須恵器、石器(石鏃・ 打製石斧・ 石錐

・ 凹石・ 敲石・映状耳飾り・ 磨製石鏃・打製載切具

・砥石)、 石製模造品、日玉、土製紡錘車、 ミニチ

ュア土器

⑩古墳時代の全時期の竪穴住居が集中して検出され、

編年案を示すことができた。 SB-37か らは、高

不29・ 小型丸底50醜 2・ 増50壷 2・ 不23・ 甕3・ 鉢1

(図化し得たもの)がまとまって出土しており、祭祀

遺構と考えられる。

⑪東部町教育委員会『高呂添遺跡・ 井高遺跡一緊急発

掘調査報告書―』1989

2790 落合 B遺跡

①上伊刃F郡箕輪町大字東箕輪2052番地ほか

②縄文 ③昭和63年8月 31日 ～9月 14日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥箕輪ダム建設 ⑦400ぽ

③集石1(縄文前期)、 土坑3

⑨縄文土器 (早期 。前期・ 中期)、 石器 (石鏃・剥片石

器 ,・ 凹石・ 敲石)⑩ なし

①箕輪町教育委員会『長岡新田関係遺跡 (第 5次)―落

合B・ 羽場垣外発掘調査報告書』1989  ′

2791 羽場垣外遺跡

①上伊那郡箕輪町大字東箕輪2007番地ほか

②縄文 ③昭和63年8月 31日 ～9月 14日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥箕輪ダム建設 ⑦l,200ぽ

③集石2(縄文前期)、 溝状遺構1(時期不明)

⑨縄文土器 (早期・前期)、 石器 (石鏃等)⑩ なし

⑪箕輪町教育委員会『長岡新田関係遺跡 (第 5次)一落

合B・ 羽場垣外発掘調査報告書』1989

2792 遊光遺跡

①駒ヶ根市東伊那22ほか

②弥生～中世 ③昭和63年 9月 17日 ～10月 11日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

⑥県営ほ場整備事業 ⑦4,600ピ

③竪穴住居址10(弥生1・ 古墳40奈良～平安30中世10

不明1)、 土墳18、 建物址1

⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、石器(石斧

・石庖丁・敲打器・磨石・編物用錘石・ 凹石)

⑩西側の湿地帯をはさんで存在する反目遺跡と一体と

なる遺跡と考えられる。1400年代のすり鉢と内耳土

器を伴出した竪穴住居址は、規模3m× 4mで、内部
より炭化した上屋材が良好な状態で検出されており

、「陸屋根刻 の住居と考えられる。

①上伊那地方事務所・駒ヶ根市教育委員会『反日・ 遊

光・ 殿村 。小林遺跡』1990

①駒ヶ根市中沢11929ほか

②縄文・ 中世～近世 ③昭和63年 10月 11日 ～11月 10日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤林茂樹、気賀沢進

⑥県営ほ場整備事業 ⑦440ぽ

③配石址(縄文中期初頭)、 土墳1

⑨縄文土器(前期末・中期初頭・ 同後葉・ 晩期)、 灰釉

陶器、青磁、中世陶器、石器 (横刃・ 石斧・ 敲打器
・磨石・ 石錘・ 石皿 0凹石 0石棒・砥石)

⑩遺跡は河岸段丘上のガヽテラスに位置する。住居址は

配石とはわずかに距離を持ちt配石址は2帯の配石

列を持つ。

⑪上伊那地方事務所・駒ヶ根市教育委員会『反目・ 遊

光・ 殿村・小林遺跡』1990

2794 殿村遺跡

①駒ヶ根市東伊那926-1ほか

②縄文～弥生・奈良～中世

③昭和63年 10月 7日 ～11月 16日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

⑥県営ほ場整備事業 ⑦4,200ぽ

③竪穴住居址39(縄文21・ 弥生3・ 奈良～平安15)、 方

形周溝墓1、 小竪穴址24、 土墳11

⑨縄文土器 (早・ 前 0中期後葉)、 弥生土器(後期)、 土

師器、須恵器、灰釉陶器、中世陶器、石器 (編物用
錘石・石斧・敲打器・環石 。磨製石鏃等)、 鉄鏃

⑩殿村遺跡は、東伊那遺跡群 (山田・ 丸山 0狐 くぼ 0

殿村)の内、最も低位段丘上に位置しており、縄文

時代の遺跡としては認識されていなかった。縄文早

期末の土器、縄文前期初頭～前葉の12棟の住居址等
は、上伊那における良好な資料として注目される。

⑪上伊那地方事務所・駒ヶ根市教育委員会『反目0遊

光・ 殿村 0小林遺跡』1990

2795 榎垣外遺跡

①岡谷市長地小字榎海戸4023-1

②縄文～平安 ③昭和63年 8月 22日 ～24日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥駐車場建設 ⑦216nf

③焼石炉1、 小穴 1、 土坑墓l ⑨弥生時代土器

⑩調査区は官衛跡の範囲から外れることが分かった。

2796 和田原・鎌田原遺跡

①小諸市大字御影新田字和田原2717ほか

②縄文～平安 ③昭和63年 8月 25日 ～10月 17日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥国道141号バイパス建設 ⑦7,500ポ

③竪穴住居址5(弥生末～古墳初)、 掘立柱建物址1、 古

墳1、 溝1、 土墳8、 ピット4

⑨土師器、須恵器、石器等 (砥石・ 磨石・編み物石 。

ピエス。エスキーユ・黒耀石原石等)、 滑石製勾玉、

鉄鏃、不明鉄製品、炭化材、赤色顔料 ⑩なし

⑪月ヽ諸市教育委員会『和田原遺跡群・ 中原遺跡群鎌田

涙R』  1989                  ι
こばやし

2793 小林遺跡
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2797 向畑遺跡

①松本市大字中山5276ほか

②縄文・ 古墳・ 中近世 ③昭和63年 7月 11日 ～12月 8日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥中山地区県営ほ場整備事業 ⑦15,000ぽ

③竪穴住居址28(縄文8・ 古墳20)、 竪穴状遺構6、 溝状

遺構 12、 古墳 5、 土坑約1,000(縄文・古墳・ 中世)、

ピット多数 ⑨略

⑩昨年に続 く調査 (2577参照)で、縄文時代の住居址 0

中世の土坑群が確認できた。

⑪松本市教育委員会『松本市向畑遺跡Ⅲ』1990

2798ギ多鴨遺跡
①松本市大字中山5329ほか

②縄文 ③昭和63年 8月 2日 ～12月 24日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥中山地区県営ほ場整備事業 ⑦3,000ぽ

③竪穴住居址25(縄文前期末～中期初頭2・ 中期後葉7・

後期16)、 土坑約900(中世10近世20他は縄文)、 配

石2(縄文後期)、 土器捨て場

⑨土器(縄文早期末葉～後期中葉)、 石器(石鏃 。打製

石斧)、 石製品(装身具・石棒・石刀・海浜石)、 土

製品(土偶等)

⑩市内有数の規模の縄文集落であり、その全容が明ら

かになった。遺物量も膨大である。

⑪松本市教育委員会『松本市坪ノ内遺跡』1990

2799 高松原遺跡

①下伊那郡上郷町黒田450番地

②縄文～古墳・平安～近代 ③昭和63年 9月 16日～27日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥学校 ⑦165ポ

③土坑1(不明)、 掘立柱建物址1(近代)

⑨近世陶磁器 ⑩なし

⑪上郷町教育委員会『長野県飯田高等学校部室建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一高松原遺跡Ⅳ―』
1989

お しま

2800 小島遺跡               ′

①更埴市大字小島         :
②弥生～平安 ③昭和63年8月 22日 ～9月 6日

④更埴市教育委員会 ⑤矢島宏雄

⑥昭和63年度都市計画道路駅前線 ⑦700ポ

③住居址6(平安)、 溝3(古墳1=周溝墓?・ 不明2)

⑨弥生土器(中期)、 土師器、須恵器、打製石斧、石庖丁

⑩古墳時代の周溝墓の可能性が高い溝址を検出。弥生

時代の遺物の出土から周辺に住居址、水田址が存在

する可能性が指摘される。

⑪更埴市教育委員会『小島遺跡―都市計画道路駅前線
t工

事に伴う発掘調査報告書―』1989

2801竿T質遺跡
①大町市大字社5901-9ほか

②縄文～近世 ③昭和63年 10月 3日 ～11月 1日

④大町市教育委員会
｀
⑤篠崎健一郎

⑥県営住宅社団地建替工事

③住居跡4(弥生中期1・ 平安3)、 古墳3(古墳中期)、 周

溝墓5(弥生後期)、 土墳7(弥生後期30古墳中期10

中世3)、 柱穴129(中世)、 溝7(弥生中期1・ 弥生後期
2・ 中世4)

⑨縄文土器(後期)、 弥生土器(中・後期)、 土師器、土

師質土器(中世)、 石器(磨製石斧・打製石斧・打製
石鏃)、 鉄釧kガラス小玉、管玉

⑩木棺墓 0周溝墓の構築された時期の住居跡は、滝の

沢をへだてた対岸の古城遺跡で検出されておりt沢
を挟んだ集落域と墓域との関係が暗示される。

⑪大町市教育委員会『大町市埋蔵文化財調査報告書第
20集一中城原―』1992

2802 Jヒ 栗遺跡

①松本市大字島立3852-イ

②古墳～中世 ③昭和63年 11月 28.日 ～平成元年2月 15日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎
⑥島立地区県営ほ場整備事業 ⑦2,300ポ

③竪穴住居址42(古墳後半～奈良6・ 平安前半～中頃21

・平安中頃～後半20中世1)、 竪穴状遺構1、 掘立柱
建物址1、 土坑23、 溝址7、 焼土址2

⑨土器、石器、土製品、鉄器、銅製品

⑩東側に遺構が集中する傾向があり、更に周辺への展

開が予想される。金環・銅鈍 0帯金具などが住居址
から出土し注目される。

⑪松本市教育委員会『松本市北栗遺跡Ⅳ一V』 1990

2803 赤沢城跡

①長野市篠ノ井塩崎字越54瞬辞也ほか

②縄文～近世 ③昭和63年 9月 12日 ～10月 14日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦5,925ぽ

③堀、土塁

⑨弥生土器(後期)、 土師器、内耳土器、瀬戸 0美濃系

陶器、青磁、石鉢

⑩調査に先立つ縄張り把握と併せ、竪堀の規模と構造
の複雑さ・構築状況と廃棄プロセスが解明された。

⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書13-更埴市内・長野市内
その1-』 1994

2804 石原A。 白石・峯遺跡

①更埴市大字八幡字白石ほか

②縄文 0古墳～平安 ③昭和63年 9月 14日 ～12月 22日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥県営八幡工業団地建設 ⑦l,000ポ

③木棺墓1(中世)、 ピット群1(平安)、 土器集中区1(縄

文後期)

⑨土器(縄文後期～中世)、 木製椀・櫛(中世)

⑩沖積地より縄文後期の土器が集中して出±。
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⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

2805 七瀬 3号古墳

①中野市大字七瀬字前山1254-1

②古墳 ③昭和63年 7月 26日 ～9月 28日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥七瀬住宅団地造成 ⑦l,600ぽ

③主体部3、 周溝1、 土墳1(中世以後)

⑨弥生土器、古墳時代土器、玉類、刀子、紡錘車、鉄

鏃、銅釧、鉄釧、櫛、頭蓋骨片、歯

⑩古墳の規模は径18,6m、 高さ2.5m。

①中野市教育委員会『七瀬古墳群・ 田麦中畝古墳群』

1989

ななせ

2806 七瀬 4号古墳

①中野市大字七瀬字北原1272-3

②中世以後 ③昭和63年 7月 26日 ～9月 28日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥七瀬住宅団地造成 ⑦l,000ご

③集石土墳2(中世以後)⑨ 石鏃 ⑩なし

⑪中野市教育委員会『七瀬古墳群 0田麦中畝古墳群』

1989

あんげんじ

2807 安源寺遺跡

①中野市大字安源寺572(ガ 内ヽ八幡神社内)

②旧石器～近世 ③昭和63年 9月 8日 ～27日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥防火貯水槽建設 ⑦30ぽ

③住居址1(弥生)、 柱穴、土墳

⑨弥生土器、石斧、鉄鏃 ⑩なし

2808ぶ色。輸T遺跡群竿模遺跡
①長野市大字柳原字上過上木2244ほか

②弥生～古墳 ③昭和63年 9月 12日 ～19日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥土地区画整理事業(中俣地区)⑦ 450ぽ

③竪穴住居5(弥生中期10弥生後期30古墳 1)、 溝4(弥

生中期10弥生後期1・ 古墳10不明1)、 土坑27(弥生

中期90弥生後期40古墳10不明13)

⑨弥生土器 (中期～後期)、 土師器

⑩区画整理事業に伴う第 1年次調査。

①長野市教育委員会『小島・柳原遺跡群中俣遺跡、浅

川扇状地遺跡群押鐘遺跡、壇田遺跡』1991

2809 小丸山古墳

①諏訪市大字豊田字小丸山4486-1ほ か

②縄文～古墳 0近世 ③昭和63年 9月 1日 ～30日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭 ⑥工場 ⑦730ポ

③小竪穴11(縄文1・ 弥生1・ 近世6・ 不明1)

⑨土器(縄文、弥生、土師器、須恵器)、 銅鈴(古墳)、

キセル雁首

⑩小竪穴より弥生中期の壺形および甕形土器のセット

が出土。

2810 金芳遺跡 [前沢遺跡]

①諏訪郡原村1822ほか2筆

②縄文・平安 ③昭和63年 8月 23日 ～9月 9日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥県営ほ場整備弓振地区 ⑦252nf

③竪穴住居址1(平安)

⑨縄文土器、土師器、灰釉陶器、石鏃等 ⑩なし

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財 14 金芳遺跡
一昭和63年度県営ほ場整備事業弓振地区に伴う緊急

発掘調査報告書―』1989

2811 中道遺跡

①上伊那郡箕輪町大字中箕輪3272番地1ほか

②縄文・奈良～平安 ③昭和63年 9月 21日 ～10月 2日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥住宅建設 ⑦300ぽ

③竪穴住居址2(奈良)、 土坑2(時期不明)

⑨土師器、土製品(紡錘車)、 金属器(銅製帯金具2)、

石器(紡錘車)

⑩極めて大型の住居址であり、出土遺物も特別な内容

であった。

①箕輪町教育委員会『中道遺跡発掘調査概測 1989

2812 普済寺遺跡

①上伊那郡箕輪町大字東箕輪3634番地2ほか

②縄文・中世 ③昭和63年 10月 4日 ～20日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥箕輪ダム記念公園(テニスコー ト建設)⑦ 900nf

③土坑32(縄文中期初230中世9)、 集石1(縄文)、 配石

1(中世)

⑨縄文土器、内耳土器、陶器、土師系土器、土製品 (

耳栓)、 石器(石鏃・ 打製石斧・ 磨製石斧・磨石・ 凹

石・ 石鉢・ 石日)、 古銭 ⑩なし

⑪箕輪町教育委員会「普済寺遺跡発掘調査報告書11989

2813 中原遺跡

①南佐久郡小海町大字千代里1546ほか

②縄文 ③昭和63年 10月 1日 ～20日

④小海町教育委員会 ⑤井出正義、島田恵子

⑥学術研究 (第 2次調査)⑦ 800nf

③竪穴住居址3(縄文前期中葉)、 土坑22

⑨縄文土器 (前期)、 石器 (石鏃・石鍬 0磨製石斧・ 石

匙・ 石錐・ 磨石・ 凹石等)、 装身具(管玉 0日玉)

⑩前期諸磯 b式期の単一集落址と思われる。 J2号住

居址は火災にあったため、土器の中に炭化食物が残
っていた。関西系の土器(小海町の土で作っている)

もあり、移住してきた可能性が高い。住居址の中に

基が作られており、赤色塗彩の土器 0管玉・ 自玉が

墓から出土した。

2814 八幡下遺跡
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たかなし

①飯田市八幡町2098-2                 2819 高梨氏城跡

②弥庄戸古墳・ 中世 ③昭和63年 9月 10日 ～30日      ①中野市小館1069-1

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春             ②中世 ③昭和63年 10月 31日 ～翌年3月 31日

⑥銀行建物 ③～⑩なし                 ④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥学術研究 (重要遺跡確認)⑦ 6,180ぽ

2815 麗ツ撮遺跡                     ③柱穴建物址 ⑨かわらけ、陶磁器、古銭 ⑩なし

①諏訪郡原村姥ケ原10801ほか              ⑪中野市教育委員会『高梨氏城館跡発掘調査(概報)』

②縄文 ③昭和63年 10月 21日 ～11月 22日           1990
④原村教育委員会 ⑤平出一治 おおむろ

⑥諏訪南インターエ業団地 (確認調査)⑦ 約385ぽ     2820 大室第197・ 198号墳

③なし ⑨縄文土器く石器 (石鏃・ 打製石斧等)      ①長野市松代町大室字大石3898

⑩出土遺物から縄文時代中期末葉から後期初頭の集落    ②古墳 ③昭和63年 10月 29日 ～11月 2日

跡と思われる。新たに2遺跡が発見された。       ④明治大学考古学研究室 ⑤大塚初重

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財小報 5 原村工    ⑥私学振興財団学術研究 ⑦約200ぽ

業団地内遺跡確認調査概報一姥ケ原遺跡の範囲確認    ③～⑩略 ※2772の補足調査

と下原山南遺跡 0下原山北遺跡の発見―』1988、
つるまえ

『原村の埋蔵文化財15 姥ケ原・下原山南・下原   2821 鶴前遺跡

山北遺跡一諏訪南インター原村工業団地内遺跡確認    ①長野市篠ノ井塩崎字鶴前1593-3

調査報告書一』1989                  ②平安 ③昭和63年 10月 7日～18日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

2816 雁1頭沢遺跡                    ⑥送電用鉄塔建設 ⑦169ぽ

①諏訪郡原村室内                    ③竪穴住居1(平安)、 土坑1(平安)

②縄文 ③昭和63年 10月 13日 ～11月 17日          ⑨土師器、須恵器、灰釉陶器

④原村教育委員会 ⑤平出一治              ⑩崖錐地形の緩斜面に立地する平安末の集落遺跡。

⑥住宅団地造成 ⑦932ポ                ⑪長野市教育委員会『鶴前遺跡・塩崎城跡』1989

③縄文時代中期中葉の竪穴住居址6、 小竪穴82、 単独

土器1、 堰址2(時代不詳)              2822 浅川扇状地遺跡群

⑨縄文土器(中期中葉)、 石器(打製石斧・凹石・磨製    ①長野市大字稲田字稲添ほか、大字徳間字三反田ほか

石斧・石匙・横刃形石器等)              ②弥生～中世 ③昭和63年 10月 24日～平成元年3月 31日

⑩住居址と小竪穴の位置関係から典型的な環状集落跡    ④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

と思われる。出土遺物も多く、良好な資料を得た。    ⑥土地区画整理事業、河川改修事業 ⑦7,000nf

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財16 雁頭沢遺    ③竪穴住居18(弥生中期1・ 同後期80古墳30奈良20

跡(第 3次)―住宅団地造成に伴う緊急発掘調査概報     不明4)、 掘立柱建物2(不明)、 土墳53(弥生中期4・

一』1989                       同後期50古墳30奈良10平安7・ 中世100不明23)

、溝53(弥生中期1・ 同後期6・ 古墳30奈良3・ 平安

2817 大安寺遺跡                      120中 世1・ 不明27)

①諏訪市湖南北真志野                  ⑨弥生土器(中期・後期)、 土師器・須恵器・灰釉陶器

②縄文0平安 ③昭和63年9月 20日      `      帖 墳～平安)、 陶磁器(中世)、 瓦塔(平安)

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭             ⑩稲田徳間区画整理に伴う第 1年次調査。稲添遺跡に

⑥農道建設 ⑦60ぽ ③小竪穴4(時代不明)         おいて瓦塔の出土があり、仏教関連の遺構の存在が

⑨縄文土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、石器 ⑩なし      予想される。

①諏訪市教育委員会『大安寺遺跡および鋳揚げ遺跡試    ⑪長野市教育委員会『浅川扇状地遺跡群ニツ宮遺跡・

掘調査報告』1989                    本堀遺跡・柳田遺跡・稲添遺跡』1992

2818 石川条里遺跡                   2823 藤内遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字鍵田1663-5ほか           ①諏訪郡富士見町落合字藤内3722-24ほ か

②弥生～平安 ③平成元年2月 9110014020日 、3月 11日    ②縄文 ③昭和63年 11月 15日 ～平成元年5月 13日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良             ④富士見町教育委員会 ⑤小林公明

⑥中部電力鉄塔建て替え ⑦120ぽ            ⑥町道改良工事 ⑦l,600ぽ

③埋没水田層(平安)⑨～⑩なし             ③住居址1(縄文中期)、 土墳50余 (縄文中期)

①長野市教育委員会『中部電力(株)坂北一北信線JR    ⑨縄文中期の土器・石器 ⑩なし

稲荷山分岐線建て替え事業に伴う埋蔵文化財立会調
こ 力ttヽ と

査概要書』1989                   2824 小海戸遺跡
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①大町市常盤2683ほか

②縄文・弥生。中世～近世 ③昭和63年 11月 7日～12月 5日

④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎

⑥常盤西県営ほ場整備事業 ⑦略

③住居跡1(縄文晩期)、 建物跡3(中世)、 柱穴40(中近

世)、 竪穴1(中近世)、 柵列1(中近世)、 土墳7(縄文1

0中世50近世1)、 溝跡3(縄文～弥生10中世1・ 不

明1)、 河川跡1(中近世)

⑨土器(縄文晩期)、 内耳鍋、青磁、中近世陶器、石器

⑩中世の屋敷跡を調査。

⑪大町市教育委員会『大町市埋蔵文化財調査報告書第

15集一小海戸一』1989

2825 三嶽西遺跡

①塩尻市大字中西条283-婢辞也ほか

②縄文・平安～中世 ③昭和63年 9月 27日 ～10月 21日

④塩尻市教育委員会 ⑤小林康男

⑥塩尻市中西条土地改良事業 ⑦300ぽ

③住居址14(縄文中期7・ 平安7)

⑨土器(縄文・土師器 0須恵器)、 石器(石鏃・打製石

斧 0磨製石斧・凹石・砥石)⑩なし

⑪塩尻市教育委員会『三嶽西遺跡』1989

2826 大妻兼澄居館跡            ′

①南安曇郡梓川村大字倭767～ 775

②中世 ③昭和63年 11月 1日～平成元年3月 31日

④梓川村教育委員会 ⑤山田瑞穂

⑥学術研究(梓川村誌編纂資料収集)⑦ 300ポ

③住居跡 ?(中世?)⑨磁器(江戸中期)

⑩館跡については、時代・規模等を特定できず。

2827 大塚古墳

①松本市大字里山辺

②古墳 ③昭和63年 9月 1日 ～11月 7日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥県営ほ場整備事業(山辺地区)⑦ 150ぽ ③略

⑨土器、ガラス小玉、勾玉、鉄鏃、鈍、釘、古銭

⑩平地部に残る数少ない積石塚古墳の調査。破壊が進

行し、主体部・規模・形状は不明。

⑪松本市教育委員会『松本市大塚古墳・南方古墳 。南

方遺跡』1990

2828 城遺跡

①飯田市松尾城399-3ほか

②弥生～古墳・中世 ③平成元年4月 5日 ～5月 31日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥松尾公民館建設 ⑦2,645ピ

③住居址11(弥生2・ 古墳9)、 建物址1(中世)、 方形竪

穴1(中世)、 方形周溝墓2(弥生)、 土坑9(古墳50中
世4)、 溝址2(時期不明)

⑨土器(縄文・弥生・土師器)、 陶磁器、石器(打製石

斧・横刃型石器等)

⑩松尾地区中位段丘上の大規模集落遺跡。弥生、古墳

時代の集落が更に周辺に広がるものと予想される。

⑪飯田市教育委員会『飯田市松尾公民館新築移転に先

立つ発掘調査―城遺跡一』1991

2829 蒜田古墳

①飯田市桐林2472番地

②古墳 ③昭和63年 12月 1日 ～翌年1月 7日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥治水対策関連事業 ⑦100ぽ

③方墳 1、 墳丘墓1、 溝址2、 土坑1

⑨土師器、須恵器、鉄製品

⑩調査結果から、伊那谷では最古の4世紀代に築造さ

れた可能性が高い。隣接する尾根で以前に確認され

た方形台状墓と、下位段丘に築造された 5世紀以降
の古墳群との間に位置づくものとして注目される。

2830 山寺遺跡

①茅野市豊平1813-2

②中世～近世 ③昭和63年 10月 19日 ～11月 1日

④茅野市教育委員会 ⑤鵜飼幸雄、守矢昌文

⑥国道299号線道路改良 ⑦300ゴ

③掘立柱建物址8(中世4・ 不明4)、 溝 7(中世40近世1

0不明2)、 井戸址2(中世)、 暗渠1(近世)、 土墳9(中

世20不明7)、 竪穴状遺構1(中世)

⑨土器・ 陶磁器 (土師器・ 須恵器・灰釉陶器・ かわら

け 0内耳・青磁 0国産陶磁器)、 石器・ 石製品等(石

臼・ 石橘鉢 。大凹石・砥石・ 編物石・ 軽石製石碗・

石英塊・ 黒耀石)、 硯、ガラス小玉、銭貨、錫杖、

鉄釘、半月形鉄器、土製方形板

⑩掘立柱建物址は納屋と思われるものが 5基、住宅と

思われるものが 2基、馬屋と思われるものが 1基あ

る。住宅のうち 1基は4間×5間の大型のもので、

庶民の住宅とは思われない。八ケ岳山麓の中世遺跡
の類例が少ない中で注目される発見である。

⑪茅野市教育委員会『山寺遺跡』1989

2831 新屋敷遺跡

①飯田市座光寺4737ほか

②縄文～中世 ③平成元年5月 10日 ～10月 12日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥工場建設 ⑦3,500ポ

③竪穴住居址66(弥生中期2・ 古墳後期590平安5)、 掘

立柱建物址28(古墳後期～平安前期)、 土坑4、 小竪

穴3、 集石6、 柱列址1、 溝址 0溝状址7、 火葬墓2

⑨土器・ 陶磁器 (縄文・弥生・土師器・ 須恵器 。陶磁

器)、 石器 (打製石斧・石鏃)、 金属製品(刀子・鎌・

紡錘車)、 玉類、貨銭

⑩確認された溝址 0柱列址の申には区画施設としての

役割を備えたものがあり、当地にあったとされる伊

那郡衛成立期において、官衛域の何らかの境界に位

置したものと考えられる。

①飯田市教育委員会『飯田ディーゼル株式会社工場建

設に伴う埋蔵文化財包蔵地緊急発掘調査報告書一恒
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川遺跡群新屋敷遺跡』1991

2832 オシバ遺跡

①下伊那郡下條村陽皐1581-3、 1602-1

②近世 ③昭和63年 11月 10日 ～20日

④下條村教育委員会 ⑤今村善興

⑥ゴルフ場開発 ⑦500ぽ以内 ③～⑩なし

⑪下條村教育委員会『足畑山狼煙岳砦跡』1990

2833 塩崎城跡

①長野市篠ノ井塩崎字白助881-7ほ か

②中世 ③昭和63年 9月 28日 ～10月 7日

④長野市教育委員会 ⑦矢口忠良

⑥送電用鉄塔建設 ⑦144ポ

③郭の可能注をもつ平坦面地形3段 ⑨なし

⑩塩崎城跡の連郭最下段に該当する可能性がある。

①長野市教育委員会『鶴前遺跡・ 塩崎城跡』1989

2834 新町原田南遺跡

①上伊那郡辰野町大字伊那富4556番地

②縄文・平安～中世 ③昭和63年 5月 19日 ～10月 7日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥新町地区ほ場整備事業 ⑦6,500ポ

③竪穴住居址5(縄文中期3・ 平安1・ 中世1)、 掘立柱建

物址5(中世)、 ロームマウンド4(縄文)、 土坑35(縄

文200中世15)、 堀1(中世)

⑨縄文土器 (中期・後期)、 土師器、陶磁器、石器 (石

斧・ 石鏃・ 石錐)、 鉄器 (鉄鏃・紡錘車 0火打金具)

、古銭

⑩中世の土坑墓多数、伝承にない中世の居館跡を発見。

①辰野町教育委員会『新町原田南遺跡一昭和63年度団

体営ほ場整備事業新町地区に伴う発掘調査報告書』

1995

あかず

2835 赤須城跡

①駒ヶ根市下平512-1

②中世 ③平成元年1月 9日 ～11日   ハ   .
④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

・

⑥道路 ⑦300ポ ③土塁 (土層断面調査)⑨ なし

⑩埋土中の焼土・ 灰の存在、埋土下の遺構の存在から

郭が拡張されていたことが判明した。

⑪駒ヶ根市教育委員会『赤須城跡 (第 2次調査)』 1989

2836 辻沢南遺跡

①駒ヶ根市赤穂14-401、 406

②縄文 ③平成元年1月 17日 ～2月 2日

④駒ケ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

⑥工場 ⑦4,000ぶ

③竪穴住居址7(縄文中期後葉)、 土坑19(縄文中期後葉)

⑨縄文土器、石器 (石斧 。石錘・敲打器 0石匙 。凹石)

⑩遺跡の竪穴住居址数は第 1次調査分と合わせて107

軒となり、集落の西限が明らかになった。

⑪駒ヶ根市土地開発公社・駒ヶ根市教育委員会『辻沢

南遺跡 (第 2次調査)』 1989

2837 鋳揚げ遺跡

①諏訪市大字豊田有賀4199ほか

②縄文・平安・近世 ③昭和63年 10月 23日 ～翌年3月 10日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥農業構造改善 (試掘)⑦ 30ポ ⑧小竪穴1(不明)

⑨土師器、橋鉢、磁器、キセル吸口 ⑩なし

⑪諏訪市教育委員会『大安寺遺跡および鋳揚げ遺跡試

掘調査報告』1989

2838普甘∬遺跡
①諏訪市双葉ケ丘6286-1

②縄文 ③昭和63年 10月 13日 ん22日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥農業構造改善(試掘)⑦ 270ポ

③配石遺構1(縄文中期後半以降?)、 土器集中遺構(縄

文中期後半～末葉)

⑨縄文土器(中期～後期)、 石器(石鏃・石錘 0凹石)

⑩隣接する穴場遺跡との関連が注目される。

2839 大安寺遺跡

①諏訪市湖南6973-1

②縄文～古墳・平安 ③昭和63年 11月 4日～翌年1月 13日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥個人住宅建設 ⑦460nf

③住居跡7(縄文中期4・ 同後期3)、 土墳14(縄文後期)

、配石2(縄文中期?)

⑨縄文土器(中～後期)、 石器(石鏃 0磨製石錘・石棒)

⑩後期住居址からは獣骨片が多数出±。後期敷石住居
2基。後期人面付土器(人面部)出±。

2840踏T遺跡
①小諸市大字塩野字上大宮1-205、 1-207

②縄文 ③昭和63年 10月 18日 ～29日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥広域農道建設 ⑦l,940nf ③なし

⑨縄文土器、石器 ⑩なし

⑪小諸市教育委員会『西城遺跡』1989

2j41 実農笛遺跡
①更埴市大字八幡2339-1、 2、 7

②弥生～平安 ③昭和63年 11月 9日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥宅地造成(試掘)⑦ 2,157ピの内60ゴ

⑧焼±l ⑨土器(平安)⑩なし

2842 膳霧正遺跡
①諏訪郡下諏訪町3119番地

②旧石器～縄文 ③昭和63年 11月 21日～30日

④下諏訪町教育委員会 ⑤宮坂清

⑥採石採取(試掘)⑦約550〆

③土坑4(時期不明)、 ピット8(時期不明)⑨なし
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⑩周知の焙烙遺跡に接する地域で新遺跡を発見。      ③昭和63年 12月 2日 ～3日

⑪下諏訪町教育委員会『焙烙上遺跡試掘調査概要報告    ④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥住宅 ⑦24ぽ

書』1988                       ③溝址1(不明)⑨縄文土器、石器
⑩溝址から流れ込みによる縄文土器が比較的多く出土たなかおき

2843 田中沖遺跡                      し、
1周

辺に集落の広がりが予想される。
①長野市稲里町田牧字南大下1085ほか、篠ノ井西寺尾

かわらばやし  ちょくとうばら

字上碇 ②古墳～中世 ③昭和63年 11月 17日 ～12月   2849 河原林・直刀原遺跡

28日 ④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良         ①飯田市北方3454-1ほ か

⑥(長野市神明広田)土地区画整理事業 ⑦l,800ポ      ②縄文・弥生 ③平成元年7月 26日 ～8月 11日

③竪穴住居47(古墳16・ 奈良20平安280不明1)、 土墳    ④飯田市教育委員会 ⑤小林正春
5(古墳1・ 平安4)、 溝7(古墳20平安40不明1)      ⑥農道建設 (試掘)⑦ 19,239ポ

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器 ⑩なし           ③竪穴住居址1(不明)、 土坑1(不明)

⑪長野市教育委員会『田中沖遺跡Ⅱ』1991         ⑨縄文早期～中期の土器・石器 ⑩なし

※区画整理事業に伴う第 1次調査。            ※本調査は平成 3年度に実施。

2844 伊久間原遺跡 (下原面)              2850 下神遺跡

①下伊那郡喬木村16913-2ほ か12筆            ①松本市大字神林

②縄文～弥生 ③昭和63年 12月 1日 ～25日         ②平安～中世 ③昭和63年 10月 18日 ～11月 22日

④喬木村教育委員会 ⑤佐藤甦信             ④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥精神薄弱者総合援護施設 (試掘)⑦ 12,939ピ       ⑥神林地区県営ほ場整備事業 ⑦l,000nf以上

③なし ⑨縄文土器、土師器 ⑩なし           ③竪穴住居址 1、 土墳67(中世)、 ピット約20(中世)、

溝1(中世)、 竪穴状遺構1(中世)えのき力ttヽ と

2845 榎垣外遺跡                     ⑨縄文土器、土師器、須恵器、石器、古銭、鉄器

①岡谷市長地字上の原2802(上の原地籍)         ⑩本調査地は下神遺跡の西限。中世の遺構群は更に西
②奈良～平安 ③昭和63年 11月 8日 ～平成元年1月 31日     へ延び、現集落と重なると思われる。

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進              ①松本市教育委員会『松本市下神遺跡』1989

⑥駐車場建設 ⑦776nf ③なし ⑨土師器
さん  みや

⑩榎垣外遺跡の西限を知る上で貴重な所見を得た。    2851 三の宮遺跡

①松本市島立三の宮
えのき力ttヽ と

2846 榎垣外遺跡                     ②近世～近代 ③昭和63年 11月 14日 ～翌年1月 26日

①岡谷市長地字古屋敷4076-8               ④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎
②奈良～平安 ③昭和63年 11月 8日 ～平成元年1月 31日    ⑥島立地区県営ほ場整備事業 ⑦l,520ポ

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進              ③礎石4、 土墳34、 溝址11、 掘立柱建物址2、 柵列2、

⑥駐車場建設 ⑦262ポ ③住居跡2(平安)⑨土師器     井戸址1、 ピット約120

⑩榎垣外遺跡の北限を知る上で貴重な所見を得た。     ⑨近世・近代の陶磁器

⑩本調査地は、信濃三の宮の別当寺普明院の所在した
2847 ヒエ田遺跡                      場所である。
①下伊那郡上郷町2213-31ほ か              ⑪松本市教育委員会『松本市三の宮遺跡Ⅳ』1990

②弥生～平安 ③昭和63年 11年21日 ～12月 28日
みなみなかじま

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠-            2852 南中島遺跡
⑥土地改良総合事業南条地区 ⑦2,050ポ         ①松本市中山
③溝址5(弥生1・ 古墳1・ 平安10不明2)、 杭列1(弥生)   ②縄文・平安 ③昭和63年 12月 7日 ～24日

⑨土器(弥生・土師器・須恵器)、 中・近世陶磁器、石    ④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎
器、木杭、木器、種子類                ⑥中山地区県営ほ場整備事業 ⑦l,000nf以上

⑩調査対象地が湿地帯で、水田址の存在を予想させる    ③竪穴住居址1(平安)、 土墳約30(縄文)、 竪穴状遺構4

遺物等が出土したが、確証は得られなかった。       (中 世以降)、 ピット、不明遺構1(墓址又は経塚)

⑪上郷町役場産業課 0上郷町教育委員会『土地改良総    ⑨土器(縄文 0平安)、 陶磁器(中世以降)、 鉄器(中世
合整備事業南条地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告     以降)、 銭 ⑩なし

書一一丁田・ ヒエ田遺跡』1989             ①松本市教育委員会『松本市南中島遺跡』1991

2848 栗屋元遺跡                    2853 南方遺跡
①下伊那郡上郷町黒田30-1、 31-l             ①松本市大字入山辺
②縄文～弥生・平安～近世他               ②縄文0平安～中世 ③昭和63年11月 25日 ～翌年1月 27日
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④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥県営ほ場整備事業(山辺地区)⑦ 800ピ

③竪穴住居址6(平安～中世)、 竪穴状遺構2(縄文)、 土

墳(縄文10数基・ 平安～中世50数基)、 溝2(平安～中

世)、 ピット20数基

⑨縄文土器、陶器・磁器、石器 (石皿・ 石鏃 0凹石)、

鉄器(鎌・ 鉄鏃・ 釘)、 古銭 ⑩なし

⑪松本市教育委員会『松本市大塚古墳・ 南方古墳 0南

方遺跡』1990

ご しゃじんじゃ

2858 五社神社跡

①大町市大字常盤2534-2ほ か

②近世 ③昭和63年 12月 1日～2日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤南県営ほ場整備(試掘)⑦ 12ぽ ③～⑩なし

⑪大町市教育委員会『試掘調査概報一西山遺跡・西山

居館跡・五社神社跡』1988

2859 西山居館跡

①大町市大字常盤204-1ほか

②中世～近世 ③昭和63年 12月 1日 ～2日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤南県営ほ場整備(試掘)⑦ 16ぽ

③柱穴1・ 堀跡1(中世)⑨砥石(時期不明)、 近世陶器

⑩中世居館跡の一部を確認。

⑪大町市教育委員会『試掘調査概報一西山遺跡・西山

居館跡・五社神社跡』1988

みなみがた

2854 南方古墳

①松本市大字入山辺

②古墳 ③平成元年2月 14日～7月 6日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥県営ほ場整備事業(山辺地区)⑦～③略

⑨玉類(勾玉・管玉 0切子玉 0棗玉・ガラス玉)、 土器

(須恵器等)、 金環、銀環、餃具、辻金具、鐙、杏葉

、直刀、鉄鏃、銅鈍、承盤 ⑩なし

⑪松本市教育委員会『松本市大塚古墳・南方古墳・南

方遺跡』1990

2855 県町遺跡

①松本市県1丁目1-1

②奈良～平安 ③昭和63年 12月 2日 ～7日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥松本県ケ丘高校校舎改築 ⑦120nf

③竪穴住居址2(奈良～平安初1・ 平安後期1)、 土坑2、

ピシト6 ⑨土師器、須恵器

⑩流路より南1/3は遺構なし。

⑪松本市教育委員会・松本県ケ丘高等学校『松本市県

町遺跡一緊急発掘調査報告書一』1990

2856 神田遺跡

①松本市大字神田

②縄文～弥生 0奈良～平安

③昭和63年 11月 22日 ～翌年1月 19日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎 :
⑥団体営ほ場整備(神田地区)⑦ l,200ぽ以上 `
③竪穴住居址10(奈良4・ 平安4他 )、 建物址5、 土墳 0

ピット219、 竪穴状遺構2、 暗渠2、 溝7

⑨土器(縄文・弥生・土師器・須恵器)、 石器等(打製

石斧・磨石・凹石 0黒耀石剥片類・ ヒスイ原石・砥

石)、 鉄器(刀子 0鎌・紡錘車)、 土製紡錘車

⑩縄文～平安時代の複合遺跡であることが判明。

①松本市教育委員会『松本市神田遺跡』1989

2857 皆面遺跡
①大町市大字常盤187ほ か

②平安～近世 ③昭和63年 12月 1日～2｀日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥常盤南県営ほ場整備(試掘)⑦ 40nf ③～⑩なし

⑪大町市教育委員会『試掘調査概報一西山遺跡・西山

居館跡・五社神社跡』1988

かま    はか

2860 構えの墓館跡

①南安曇郡豊科町大字豊科4274-4ほ か

②中世から近世 ③昭和63年 12月 9日 ～12日

④豊科町教育委員会 ⑤山田真一

⑥道路 ⑦34ぽ ③～⑨なし

⑩館跡、堀想定部分の調査。若干の落ち込みと上層の

人為的な埋め戻しが確認されたが、規模等から堀と

は断定し難い。

⑪豊科町教育委員会『構えの墓館跡発掘調査報告書』

1989

2861 1[梁差城遺跡
①大町市大字平1777-1ほか

②縄文・奈良～近世 ③昭和63年 11月 2日～4日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男

⑥大町西部二期県営ほ場整備(試掘)⑦ 64nf

③住居跡2(縄文中期)、 土墳8(年代不明)

⑨土器(縄文中～後期)、 石器(打製石斧等)⑩なし

⑪大町市教育委員会 :北条屋敷遺跡試掘調査概報J1988

2862 伊勢原遺跡

①小県郡東部町大字常田字伊勢原244-2ほか

②縄文・古墳～平安 ③昭和63年 11月 7日～翌年11月 4日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、西沢浩

⑥住宅 ⑦l,500ぽ

③竪穴住居址47(縄文7・ 弥生1・ 古墳110奈良～平安10
0不明18)、 土墳51(縄文32・ 古墳20平安1・ 不明16

)、 ピット、集石、配石、小鍛冶址、水路址、溝址

⑨縄文土器(前期・ 中期・後期)、 弥生土器(後期)、 土

師器、須恵器

⑩縄文時代前期の住居址から中葉の好資料がまとまっ

て出±。土師器(平安)の中に多くの墨書土器(判読

不能の記号状のものを含む)があり、注目される。

⑪東部町教育委員会『伊勢原遺跡・伊勢原 2号古墳・

薬師遺跡緊急発掘調査報告書』1990
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2863 西浦遺跡・塚田古墳

①下伊那郡上郷町飯沼2760ほ か

②縄文～弥生 ③昭和63年 12月 26日 ～平成元年1月 9日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦140ポ

③竪穴住居址1(縄文)、 方形周溝墓3(弥生)、 土坑6(縄

文)⑨縄文土器、弥生土器、石器

⑩縄文早期の住居は類例が少なく貴重な資料である。
塚田古墳は今次調査範囲内では確認できなかった。

2864 千鹿頭社遺跡

①諏訪市大字豊田3972ほか

②縄文～近世 ③昭和63年 12月 11日～平成元年4月 28日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥農道整備事業 ⑦450ぽ

③住居址22(縄文前期100平安12)、 小竪穴70(縄文他)

⑨縄文土器(前期～中期)、 土師器、須恵器、陶磁器、
石器類、炭化材、鉄製品、キセル吸口 ⑩なし

2865 榎垣外遺跡

①岡谷市長地字小田野汐下3164-1他 (小田野汐下地籍)

②奈良～平安 ③昭和63年 11月 8日 ～平成元年1月 31日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥駐車場建設 ⑦212ポ ③なし ⑨土師器
⑩遺跡東側を調査、範囲を知る上で重要な成果を得た。

2866 上屋敷遺跡

①岡谷市長地5534-1、 2

②縄文～平安 ③昭和63年 12月 19日 ～平成元年1月 31日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進 ⑥資材置場(試掘)

⑦980ぽ ③なし ⑨縄文土器 ⑩なし

2867 垣外遺跡

①下伊那郡上郷町黒田1837-2ほ か

②弥生・奈良～中世 ③平成元年1月 7日～1月 21日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦350ポ

③竪穴住居址1(弥生)、 竪穴状遺構1(奈良)、 溝址2(奈

良10中世1)、 土坑・穴多数(不明)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、近世～近代
陶器、石器

⑩垣外遺跡の弥生集落範囲の東端を調査した。

2868 北垣外遺跡

①下伊那郡上郷町別府267-3番地ほか

②縄文・中世～近世他 ③平成元年1月 10日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥アパート ⑦20ポ ③～⑩なし

2869 梨久保遺跡

①岡谷市長地4588-15

②縄文～平安 ③昭和63年 12月 19日 ～翌年1月 31日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進
⑥個人住宅建設 ⑦446ぽ

③小竪穴l ⑨縄文中期土器、石器

⑩遺跡の西南部を調査し、範囲を知る上で貴重な成果
を得た。

2870 川底遺跡

①下伊那郡上郷町別府2481-1番地ほか

②縄文～弥生・奈良～中世他 ③平成元年2月 23日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥道路 ⑦40ぽ

③なし ⑨近代陶器、石器、鉄滓
⑩野底川の押し出しによる砂層を認めた。

2871 古町遺跡

①大町市大字社5834-1ほ か

②縄文～近世 ③昭和63年 12月 16日

④大町市教育委員会 ⑤島田哲男
⑥本田農業確立小規模排水対策[館の内地区](試掘)

⑦8ぽ ③住居跡1(平安)、 柱穴1(中世)

⑨土器(弥生・平安)⑩なし

⑪大町市教育委員会『試掘調査概報一古町遺跡―』1988

2872 下原遺跡

①飯田市下殿岡454-10ほか

②縄文～弥生 ③平成元年2月 1日 ～平成3年3月 31日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春
⑥倉庫 ⑦3,300ぽ

③竪穴住居址23(縄文中期)、 方形柱列址3(縄文)、 竪
穴3(縄文)、 方形周溝墓1(弥生)、 土坑484(縄文)

⑨縄文中期後半土器・石器、弥生時代土器 。石器
⑩縄文時代中期後半の環状集落の一部分と考えられ、
居住域と方形柱列址 0土坑からなる広場の一部が確
認された。

2873 八幡原遺跡 0物見塚古墳
①飯田市鼎2657番地ほか

②弥生～古墳 ③平成元年9月 18日～12月 19日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春
⑥病院 ⑦74,500ポ

③方形周溝墓1(弥生)、 古墳1

⑨土器(須恵器・土師器)、 鉄製品霰J・ 短剣 0馬具・
鉄滓)、 漆被膜、竪櫛、馬の歯

⑩ 5世紀中頃の径36mの大円墳を調査。未盗掘の古墳
で、割竹形木棺を竪穴式土墳に直葬した後に墳丘が
盛られており、古墳築造技術研究上で貴重である。

①飯田市教育委員会『飯田市立病院移転新築工事に伴
う緊急発掘調査報告書―八幡原遺跡・物見塚古墳』
1992

ごん が

2874 恒川遺跡

①飯田市座光寺4600-1

②弥生～中世 ③平成元年1月 17日 ～3月 31日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春 ⑥店舗 ⑦300ぽ

③竪穴住居址18(古墳120奈良10平安5)、 土坑4(弥生
10古墳10奈良1他)、 集石2(不明)、 溝址1(奈良)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、石器
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⑩古代伊那郡街址に直接結びつく遺構・遺物は確認さ     中世)、 溝址3(不明)、 墓墳2(中世1・ 近世1)

れなかったが、平安時代の竪穴住居址の重複した状    ⑨土器・ 陶器(縄文・弥生 0土師器・須恵器 0灰釉陶

況から、官衝と関係ある居住域と考えられる。       器・天目茶碗)、 土製紡錘車、鉄滓、ガラス玉、自
玉、古銭等

2875 篠ノ井遺跡群(市道山崎唐猫線地点)         ⑩官衛域の中心部tも しくは官衛に直結した居住域と

①長野市篠ノ井塩崎字浄光5850ほか             推定して調査したが、奈良時代の遺物も少なく、予

②縄文～中世 ③平成元年1月 26日 ～3月 4日         想の裏付けは得られなかった。

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良             ⑪飯田市教育委員会『昭和63年度範囲確認調査概報―

⑥道路(市道)改良 ⑦l,200ぽ               恒川遺跡群―』1989

⑧竪穴住居址17(弥生後期3・ 古墳50奈良10平安6・
ひ なた だ

不明2)、 土坑 [井戸を含む]23(弥生後期30奈良10   2880 日向田遺跡

平安5・ 不明14)、 溝6(弥生後期10奈良1・ 平安10    ①飯田市鼎切石3817-1ほか4筆

不明3)                       ②縄文～弥生 。平安～中世 ③平成元年4月 3日 ～5月 8日

⑨土器(縄文前期 0弥生前期～後期・土師器 。須恵器   ④飯田市教育委員会 ⑤小林正春
・灰釉陶器 0内耳)、 石器 0石製品、鉄製品、馬骨    ⑥店舗 ⑦l,285nf

⑩弥生後期の環濠の存在を確認。平安時代の円面硯、    ③竪穴住居址5(弥生後期2・ 平安20中世1)、 囲溝址1(不

墨書土器多数と朱墨の痕跡等を発見。平安時代と考     明)、 土坑14(不明)、 火葬墓2(不明)、 集石3(不明)

えられる馬骨 1頭分が良好な状態で出±。        ⑨土器・ 陶器(縄文 0弥生 0土師器 0須恵器・ 中世陶

⑪長野市教育委員会『篠ノ井遺跡群Ⅱ』1989         器)、 石器

⑩天竜川支流に沿った低位段丘における集落経営の一
たんぼ

2876 丹保遺跡                       端が明らかになった。平安時代末の灰釉陶器は、尾

①下伊那郡上郷町飯沼1154-1ほ か              張・美濃とのつながりを想定させ、注目される。
②弥生～中世他 ③平成元年1月 25日 ～27日        ⑪飯田市教育委員会『飯田信用金庫新築に伴う発掘調

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一              査報告書一日向田遺跡Ⅱ―』1990

⑥道路 ⑦48ポ ③なし
にしじょう  いわら、ね

⑨弥生土器、土師器、須恵器、近世 。近代陶器     2881 西条・岩船遺跡群

⑩調査地区は湿地帯となり、集落範囲外である。      ①中野市大字西条1006=                          
②縄文～弥生・平安 ③平成元年2月 19日

えのきがいと

2877 榎垣外遺跡                     ④中野市教育委員会 ⑤関孝一

①岡谷市長地字向田4714-1、 -8(向 田地籍)        ⑥都市計画事業、中野駅南土地区画整理(試掘)

②縄文～平安 ③平成元年1月 17日～2月 2日        ⑦150ぽ ③なし ③弥生土器、土師器 ⑩なし

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進
ふ じせんげん

⑥中村区公会所及び駐車場 ⑦l,039ポ          2882 富士浅間遺跡

⑧住居跡1(平安)⑨土師器               ①上伊那郡辰野町大字樋口矢沢原406-2

⑩遺跡の北部で住居跡を検出し、遺跡範囲を把握する    ②縄文・古墳・平安 ③平成元年2月 1日

上で大きな成果を得た。                ④辰野町教育委員会 ⑤福島永 ⑥住宅団地(試掘)

①20ぽ ③なし ⑨縄文土器 ⑩なし
かしがいと

2878 梶垣外遺跡              `     ⑪辰野町教育委員会『辰野町富士浅間遺跡』1989

①下伊那郡上郷町黒田1656-1

②縄文 0古墳・平安～近世他
③平成元年3月 15日～5月 31日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥宅地造成 ⑦350ぽ ③土坑 0穴 13(不明)

2879 恒川遺跡

①飯田市座光寺4609-1

②弥生～中世 ③平成元年2月 6日 ～5月 8日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

⑥学術研究(範囲確認調査)⑦ 200ご

はんへいぞう

2883 半平蔵遺跡

①上伊那郡辰野町大字平出2192ほか10筆

②縄文～平安 ③平成元年2月 4日 ～3月 25日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑨弥生土器、須恵器、内耳、中世陶器、石器、鉄器     ⑥昭和63年度特定交通安全整備歩道工事 ⑦30nf

⑩遺構 0遺物ともわずかで、集落範囲外と考えられる。    ③なし ⑨縄文土器(中期)⑩なし

⑪辰野町教育委員会「半平蔵遺跡発掘調査報告書J1989

2884嬌間ギ遺跡
①上伊那郡辰野町大字伊那富字後山扇平5966-1

②縄文 ③平成元年2月 28日 ～5月 15日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

③竪穴住居址16(弥生後期20弥生末～古墳前30古墳    ⑥西ケ丘団地造成工事 ⑦2,000ぽ

中期～後期8・ 平安10中世1・ 他1)、 礎石建物址1(    ③小竪穴2、 土坑35 ⑨縄文土器、石器(石鏃・石斧)
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⑩縄文時代前期を中心とした土坑群が発見された。

ともだいら

2885 お供平遺跡

①上水内郡信州新町大字下市場60-1ほか

②縄文 ③平成元年3月 6日 ～9月 30日

④信州新町教育委員会 ⑤松永満夫

⑥県立犀峡高等学校グランド造成 ⑦3,000ポ

③竪穴住居址20(縄文前期)、 土墳110(縄文前期)、 井

戸様遺構5(中世)、 炭焼窯様遺構3(中世)

⑨縄文土器、中近世陶磁器、石器(打製石斧・神子柴

型尖頭器・磨製石斧・凹石・石皿・石鏃 0石匙・石

錘・石槍・赤色凸レンズ状礫・短剣形石器・横刃型

石器・石核状石器・有扶研磨石器)、 映状耳飾、管

玉・臼玉、石臼・茶日、砥石、安山岩製片口鉢

⑩関東・関西系土器、東北系石器の存在。打製石斧が

ほとんどなく、石鏃・石匙が多い。柄巻痕の残る短

剣形石器が出土。

①信州新町教育委員会『長野県犀峡高等学校グランド

造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1990

2886 篠ノ井遺跡群
①長野市篠ノ井塩崎5283-1ほ か

②古墳～平安 ③昭和63年 12月 21日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀      ′

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 70ぽ

③竪穴住居址1(平安)⑨土器(古墳～平安)

⑩なし ※本調査2723参照

2887 雁塚遺跡

①更埴市桑原

②奈良～平安 ③昭和63年 12月 21日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 100nf

③なし ⑨土器小片 ⑩なし

2888 鷲森L跡
①更埴市桑原
②縄文 ③昭和63年 12月 22日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦60ポ

③なし ⑨石器(ピエス0エ スキーユ)、 黒曜石片等

⑩なし ※本調査2938参照

2889 1ヽ湾遺跡
①長野市松代

②中世 ③平成元年2月 7日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認(試掘)⑦ 80ぽ

③井戸1、 掘立建物跡1、 墓l ⑨土器・陶器(中世)

⑩なし ※本調査3048参照

2890 四ツ屋遺跡

①長野市松代町河原新田2643-1ほか

②弥生～平安 ③平成元年2月 9日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 55ぽ ③～⑩なし

2891 戦冨遺跡
①長野市松代町中ノ島1820ほか

②弥生 ③平成元年2月 6日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦50nf ③～⑩なし

2892 馨面B遺跡
①長野市若穂綿内7288-2ほか

②弥生～中世 ③平成元年1月 26日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 150ぽ

③竪穴住居跡2(弥生)、 溝1(弥生)

⑨土器・ 陶器(弥生～中世)、 太形蛤刃石斧

⑩なし ※本調査2933参照

2893 川田条里遺跡

①長野市若穂川田2132-1ほ か

②平安～中世 ③平成元年2月 4日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 200ポ ⑧水田跡

⑨土器 (中世)⑩ なし ※本調査2936参照

2894 Jヒ の脇遺跡

①長野市若穂綿内7152ほか

②中世 ③平成元年1月 25日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 40ポ ③土墳1以上(中世)

⑨土師器・ 内耳土器 ⑩なし

2895 新簡L遺跡
①長野市若穂綿内5346-2ほか

②中世 ③平成元年1月 27日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 50ぽ

③なし ⑨内耳土器 ⑩なし

2896 榎田遺跡

①長野市若穂綿内5213ほか

②弥生～平安 ③平成元年1月 31日

④長野県教育委員会 ⑤百瀬長秀

⑥範囲確認調査(試掘)⑦ 70ぽ

③竪穴住居跡2(弥生10平安1)、 溝1(平安)、 掘立建物

跡1(平安)⑩なし ※本調査2932参照
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2897 関口A遺跡

①小諸市大字森山字関口

②古墳～平安 ③昭和63年11月 21日～翌年3月 20日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦ ll,744ポ

③～⑪本調査2920参照

2898 蘭首B遺跡
①小諸市大字甲字東道木

②古墳～平安 ③昭和63年 11月 21日～翌年3月 20日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦ 2,451ぽ

③～⑪本調査2921参照

2899柏 原遺跡群

①小諸市大字森山字中柏原、字下柏原

②古墳～平安 ③昭和63年 11月 21日 ～翌年3月 20日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦ 8,614nf

③～⑪2922参照

2900 管翼遺跡
①小諸市大字森山字宮裏

②古墳～平安 ③昭和63年 10月 31日 ～翌年3月 20日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業 ⑦9,392♂

③住居址10(平安)⑨～⑩略 ※現状保存

2901 松本城西馬出し跡

①松本市城西2-1-10

②近世 ③平成元年1月 27日 ～2月 28日

④松本市教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥税務署建設 ⑦300ポ ③杭列、木樋

⑨木製品、鉄製品、陶器、獣骨 ⑩なし

①松本市教育委員会『松本市城西西馬出遺跡』1989

しみず

2902 清水遺跡

①諏訪市豊田3597-3

②縄文・平安～中世 ③平成元年3月 2日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥遺構の有無及び分布範囲の確認 ⑦237nf

③～⑩なし

2903 まわり場古境
①諏訪市四賀字桑原小字山崎通り(ま わり場)

②古墳 ③平成元年3月 3日 ～3月 11日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥市史編纂の資料整備 ⑦15ぽ ③古墳1

⑨須恵器、磁器、鉄鏃、刀装具、古銭、骨片

⑩なし ⑪諏訪市『諏訪市史上巻』1995

平 成 元 年 度

2904 寺家遺跡

①諏訪市大字四賀字砂田通684、 685、 字寺家通701-2

②縄文・平安～中世 ③平成元年2月 15日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥変電所建設(試掘)⑦ l,522ぽ ③小竪穴1(不明)

⑨縄文土器、土師器、須恵器、磁器、鉄製品、木製品

⑩中世頃までの諏訪湖岸の広がりを示す可能性のある

遺跡。

2905 大垣外遺跡

①上伊那郡箕輪町大字東箕輪3187-1ほ か

②縄文・平安 ③平成元年4月 20日 ～5月 26日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥町立箕輪東小学校体育館建設工事 ⑦950ぽ

③土坑32(縄文中期初310晩期1)、 土器集中遺構1(縄

文中期初)

⑨縄文土器(中期初・晩期)、 須恵器、打製石斧 ⑩なし

⑪箕輪町教育委員会『大垣外遺跡一箕輪町立箕輪東小

学校体育館改築に伴う緊急発掘調査報告書一』1990

2906 林原遺跡

①下伊那郡豊丘村大字神稲4160ほか3筆

②縄文～弥生・平安 ③平成元年4月 14日～16日

④豊丘村教育委員会 ⑤今村正次

⑥東洋大学セミナーハウス(試掘)⑦ 36nf ③なし

⑨縄文土器(中期)、 須恵器、近世陶器、石器(打石斧)

⑩段丘崖に沿った段丘先端部の調査 出土遺物は、遺跡
の中心部(東方の段丘中部)か らの流入と思われる。

⑪豊丘村教育委員会『林原(東洋大学研究施設地)遺跡

試掘調査報告書』1989

2907 小岩岳城跡

①南安曇郡穂高町大字有明字小岩岳3464-4

②中世 ③平成元年3月 25日 ～4月 10日

④穂高町教育委員会 ⑤三木弘

⑥町誌編纂のための調査 ⑦70ポ

③石積による石段(中近世 ?)等 ⑨なし

⑩虎口と思われる付近から、石段と周囲を石で囲んだ

池状の遺構等を発見したが、中世のものか後世に構

築したものか不明。

①穂高町『穂高町誌(歴史編上・民俗編)』 1991

2908 積遣辣遺跡
①岡谷市長地字栗木海戸8666-3(栗 木海戸地籍)

②平安 ③平成元年12月 6日 ～平成2年3月 17日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦44ポ ③なし ⑨土師器等

⑩以前、掘立柱建物跡群が発見された箇所から20数m
しか離れていない地点を調査。掘立柱建物跡群の範

囲を限定する上で、貴重な資料を得た。
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2909 榎垣外遺跡                      部が何処になるのか、新たな問題提起となった。

①岡谷市長地字スクモツカ南3136-1ほ か(ス クモツカ    ⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布

南地籍)②平安 ③平成元年7月 20日 ～31日        調査報告書一榎垣外0梨久保遺跡発掘調査報告書(概

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進               報)一』1990

⑥住宅建設 ⑦55ポ ③住居跡2(平安)            ぇ:きヵ
“
、と

⑨土師器、不明鉄塊 ⑩なし              2914 榎垣外遺跡

⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布    ①岡谷市長地字蟷靖塚3685-9(増靖塚地籍)

調査報告書一榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概    ②縄文～弥生 0平安 ③平成元年6月 13日 ～29日

報)一』1990                     ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦l10ぽ

2910 榎垣外遺跡                     ③掘立柱建物址1、 柱穴6、 小竪穴1(弥生)

①岡谷市長地字山道端2348ほか(山道端地籍)       ⑨縄文土器、石鏃、打製石斧 ⑩なし

②平安 ③平成元年4月 24日 ～6月 1日           ⑪岡谷市教育委員会 F平成元年度榎垣外遺跡ほか分布

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進               調査報告書一榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概

⑥住宅建設 ⑦188ポ                    報)一』1990

③住居跡5(平安)、 掘立柱建物址1
な しくば

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、土錘、石斧   2915 梨久保遺跡(1)
⑩刻書土器「十」、墨書土器「浄」が出±。        ①岡谷市長地字山之神下4443-5ほ か

⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布    ②縄文 ③平成元年10月 2日 ～11月 8日

調査報告書一榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概    ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

報)一』1990                     ⑥共同住宅建設 ⑦61ぽ ③住居跡2(縄文)、 小竪穴2

2911 榎垣外遺跡                     
⑨打製石斧、石錐、凹石、石鏃 ⑩なし

⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布

①岡谷市長地字山道端2339-1ほ か(山道端地籍)       調査報告書一榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概

②平安 ③平成元年5月 2日 ～7月 2日             報)一』1990

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進
な しくば

⑥住宅建設 ⑦168ポ                 2916 梨久保遺跡(2)
③住居跡5(平安)、 掘立柱建物址1、 柱穴22         ①岡谷市長地字上の平4595-2ほか

⑨土師器、須恵器、緑釉陶器、土錘、刀子、円面硯     ②縄文・平安 ③平成元年11月 10日 ～21日

⑩3間×3間の長方形の建物跡には、柱穴の中に拳大の    ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

礫を詰め込んだものあり。墨書土器「大」出±。      ⑥住宅建設 ⑦80ポ ③住居跡3(縄文10平安2)

⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布    ⑨縄文土器、土師器、石鏃、石錘、紡錘車 ⑩なし

調査報告書一榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概    ⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布

報)一』1990                      調査報告書―榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概

報)一』1990

2912 積整界遺跡
①岡谷市長地字片間丁2505-2(片 間丁地籍)       2917 梨久保遺跡(3)
②縄文・平安 ③平成元年4月 20日 ～26日         ①岡谷市長地字上の平4586

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進              ②縄文 ③平成元年12月 4日 ～28日

⑥住宅建設 ⑦70ぷ                   ④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

③住居跡1(縄文中期)、 月ヽ竪穴4              ⑥擁壁工事及び住宅工事 ⑦129ポ

⑨縄文土器、土師器、石鏃、石錘 ⑩なし         ③住居跡10(縄文)、 小竪穴22

⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布    ⑨縄文土器、石器 (打製石斧・磨製石斧・石鏃・ 石錐

調査報告書―榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書 (概     ・石匙・ 石錘・磨石 0穀摺石・ 凹石・ 石皿・砥石・

報)―』1990                      叩き石 。不定形石器)、 土製円板 ⑩なし

⑪岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布
えのきがいと

2913 榎垣外遺跡                      調査報告書一榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書(概

①岡谷市長地字下片間町2373-1(下片間町地籍)       報)一』1990

②平安 ③平成元年7月 4日 ～24日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進             2918 大祝屋敷遺跡

⑥住宅建設 ⑦234ぽ ③掘立柱建物址4 ⑨土器      ①諏訪市大字中洲字今橋1604-3、 1581

⑩4間 ×5間 (6m× 1lm)の 長方形の建物跡を検出。建    ②中世～近世 ③平成元年6月 5日 ～10月 27日

物跡群としてのまとまりが見られる、官衛域の中枢    ④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭
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⑥遺跡範囲確認の為の詳細分布調査 ⑦l,922nf

③なし ⑨土師質土器、須恵質土器 ⑩なし

2919 雫擬閃遺跡
①佐久市大字香坂字下茂内34-1ほか

②先土器時代末～近世 ③平成元年4月 1日 ～5月 22日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦1280ピ

③土坑8(縄文)、 集石炉3(縄文)、 配石1(縄文)、 住居

址1(平安)、 畝状遺構 ⑨～⑩2721参照

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会 0

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書 1-佐久市内その1(下茂内

養獣Lぶ)―』 1992

2920 蘭苗A遺跡
①小諸市大字森山字関口

②古墳～平安 ③平成元年4月 17日 ～8月 31日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業 ⑦6,100ぽ

③住居址7(古墳～平安)、 溝1、 土墳25、 掘立柱建物10

⑨土器・陶器(縄文・土師器・須恵器・奈良三彩・内

耳)、 石器(磨製石斧・石鏃・磨石等)、 鉄器(鉄鏃・

刀子等)、 砥石、土製紡錘車、銭貨 ⑩なし

⑪小諸市教育委員会『発掘調査報告書一関口A・ 関口

BO下柏原―』1991

2921 蘭苗Ё遺跡
①小諸市大字甲字東道木

②古墳γ平安 ③平成元年4月 1日 ～8月 31日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業 ⑦6,400nf

③住居址52(古墳～平安)、 溝8、 土墳3、.掘立柱建物62

⑨縄文土器、土師器、須恵器、鉄器・鉄製品(鉄鏃・

小札・毛抜き形鉄製品・刀子・工具・鉄製紡錘車・

馬具 0鎌 ?鉄鏃 :釘・用途不明品)、 砥石、石製紡

錘車、磨石、軽石製品、打製石鏃、布目瓦t銭貨、

金銅製品 ⑩なし            `
⑪小諸市教育委員会『発掘調査報告書一関口A・ 関口

B・ 下柏原一』1991

2922 柏原遺跡群

①小諸市大字森山字下柏原

②古墳～平安 ③平成元年4月 17日～8月 31日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥県営ほ場整備事業 ⑦1300nf

③竪穴住居址1(平安)⑨土師器、須恵器、墨書土器

、鉄製品(鎌の基部)、 鉄滓 ⑩なし

⑪小諸市教育委員会『発掘調査報告書一関口A・ 関口

B・ 下柏原―』1991

2923 花岡城tL

①岡谷市湊 1丁目2720ほか

②中世 ③平成元年7月 1日 ～平成2年3月 20日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥アパート建設 ⑦365坪 ③～⑩なし

2924 足畑山狼煙岳砦址

①下伊那郡下條村陽皐足畑

②中世 ③平成元年4月 10日～4月 25日

④下條村教育委員会 ⑤今村善興

⑥ゴルフ場開発 ⑦23,000ぽ  ③水場l ⑨～⑩なし

⑪下條村教育委員会『足畑山狼煙岳砦別 1990

2925 鉢塚古墳

①松本市大字里山辺

②古墳 ③平成元年6月 26日 ～12月 19日

④松本市教育委委員会

⑤熊谷康治、星龍象、柴暁彦、久保田剛

⑥山辺地区県営ほ場整備事業 ⑦約300ポ

③積石塚古墳1(古墳中期)

⑨土器・陶器等(縄文 0弥生・土師器
`須

恵器・ 中近

世陶器)、 鏡(内行八花文鏡)、 鉄器(鉄斧 0鉄鏃・刀

子等)、 佼具、紡錘車、ガラス小玉、石臼、銭貨

⑩鉢塚古墳は、5世紀第 3四半世紀に築造された積石

塚である。長野県内の積石塚で主体部が特定できた

のは初めてであり、墳丘 0主体部 0出土遺物など貴

重な資料が得られた。

2926 西赤座遺跡

①佐久市大字岩村田字大馬久保129-2ほか

②平安・中～近世・近代 ③平成2年5月 17日 ～6月 11日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤小林秀夫

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦2,500ぽ

③溝址10[流路含](不明)⑨土師器、須恵器 ⑩なし

⑪日本道路公団東京第二建設局・長野県教育委員会・

(財)長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋

蔵文化財発掘調査報告書2-佐久市内その2-』 1991

※2478参照

2927 島遺跡

①更埴市大字生萱字島58-1

②弥生・平成 ③平成元年4月 7日 ～5月 1日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥県営湛水防除事業 ⑦300ぽ以上

③住居址5(弥生中期1・ 平安5)

⑨弥生土器、平安時代土器、埴輪片、打製石斧、石皿

⑩遺跡は沢山川と金山川の合流地点に形成された三角

洲上の部分に位置しており、平安時代からの遺跡と

考えられていたが、弥生時代にはすでに集落として

利用されていたことが判明した。

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

2928 ]r岩遺跡群讐閃通赫。巌暮遺跡Ⅱ
①佐久市大字上平尾字腰巻620… 1ほか
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②弥生～中世 ③昭和63年 12月 10日 ～平成元年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤林幸彦 ⑥道路 ⑦l,000nf

③竪穴住居址2(弥生後期)、 竪穴状遺構2、 掘立柱建物

址2、 土坑2、 溝2

⑨弥生土器(後期)、 中・近世陶磁器 ⑩なし

2929 栗毛坂遺跡群西曽根遺跡

①佐久市大字岩村田字西曽根62番地ほか4筆

②縄文～近世 ③平成元年6月 26日 ～8月 11日

④佐久市教育委員会 ⑤翠川泰弘

⑥雇用促進住宅建設事業 ⑦7,000ぽ

③竪穴住居址2(平安)、 掘立柱建物17、 井戸1、 土坑5

⑨土師器、須恵器、石鏃 ⑩なし

⑪佐久市土地開発公社・佐久市教育委員会・佐久埋蔵

文化財調査センター『西曽側 1992

2930 石附遺跡

①佐久市大字根岸字荻原4089ほ か

②古墳～中世 ③平成元年5月 1日 ～7月 29日

④佐久市教育委員会

⑤竹原学、須藤隆司、林幸彦、羽毛田卓也

⑥県単道路改良事業 ⑦2,600ポ

③方形周溝墓1(古墳前期)、 須恵器窯址1(古墳後期)、

木炭窯址2(同後期)t土坑1(同後期)、 竪穴遺構2(同

後期)、 墓址1(中世)

⑨土師器、須恵器、窯滓、木炭、銭貨 ⑩なし

①佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『石附窯址群Ⅲ』1991

2931 岩村田遺跡群菅田遺跡Ⅳ

①佐久市大字岩村田字今宿542-1

②弥生～中世 ③平成元年4月 19日

④佐久市教育委員会 ⑤翠川泰弘

⑥浅麓水道企業団庁舎の建築 ⑦673ぽ

③溝l ⑨弥生土器、石臼 ⑩なし

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『東大門、菅田Ⅳ、中金井Ⅱ』1990

2932 覆百遺断
①長野市若穂綿内1592番地ほか

②弥生～近世 ③平成元年4月 14日 ～8月 12日 、同2年

4月 2日 ～同3年1月 31日、同3年4月 4日 ～7月 31日、

同3年 10月 21日～12月 20日、同4年4月 6日 ～12月 20日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦39,800ポ

③竪穴住居址1,115(弥生中期500弥生後期1290古墳

893・ 奈良平安43)、 掘立柱建物址105(古墳46・ 奈良

以降59)、 溝状遺構316(弥生66・ 古墳以降250)、 沼

状以降4(古墳)、 土墳多数(各時代)、 館跡(中世)

⑨土器。陶器(弥生・土師器 0須恵器 0灰釉陶器・ 中

世陶磁器)、 石器・石製品(打製石器・磨製石器・玉

類)、 木製品(農具・祭祀具多数)、 骨角器、鉄製品

⑩弥生時代中期の集落は3重の環濠と石器製作工房址

を有する。 3号沼(古墳中期～後期)か ら出土した大

量の木製品の中には、農耕具以外にも馬具・祭祀具
など国内の類例が少ないものが多い。他に、平安時

代の墨書土器、中世の豪族居館が発見されている。

2933 春山・春山B遺跡

①長野市大字若穂綿内字田中7486-1ほか

②縄文晩期～近世 ③平成2年4月 2日～同3年 1月 11日、

同4年4月 6日 ～9月 8日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤小林秀夫

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦25,300nf

③竪穴住居址47(弥生中期130同後期34)、 掘立柱建物

址6(弥生中期10同後期1・ 不明4)、 円形・方形周溝
墓20(弥生後期)、 土坑120(縄文晩期1・ 弥生中期20

・同後期600不明39)、 溝94(弥生中期80同後期80
0平安10近世3・ 不明2)、 水田跡(弥生)

⑨土器・陶器(縄文・ 弥生 0土師器 0須恵器・灰釉陶

器・中近世陶器)、 石器(石鏃・打製石斧・石庖丁・

偏平片刃石斧・太型蛤刃石斧・砥石)、 土製紡錘車

、鉄器(鉄刃)、 古銭、木製品(農具・ 器・舟)、 赤漆

付着布

⑩低地から微高地へかかる境界部の調査で、水田と集

落がセットで検出された。弥生中期～後期中頃まで

は集落、後期後半は墓域として占地された状況がう

かがえる。後期の井戸から丸木書J抜部材転用などの

井戸枠が出土し、約3.2mの丸木舟が復元された。

2934 松原遺跡

①長野市松代東寺尾字北堀3626-1ほ か

②縄文～中世 ③平成元年4月 12日 ～同2年2月 15日 、

同2年3月 5日 ～3年2月 14日 、同3年4月 4日～10月 11日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥止信越自動車道建設工事 ⑦47,000nf

③竪穴住居址750(縄文前期3・ 同前期末～中期初22・

同中期末～後期前半7・ 弥生中期240。 同後期240古
墳120古代442)、 平地式住居址171(弥生中期)、 掘

立柱建物址29(弥生中期150古代14)、 溝址344(弥生

中期1620弥生後期4・ 古代～中世178)、 焼土址239

(縄文前期36・ 同前期末～中期初1600弥生中期43)、

墓址115(弥生中期350古代～中世80)、 円墳3(古墳

後期)、 井戸址143(弥生中期10同後期10古代～中

世141)、 河川址3、 道址1(古代)、 柱穴列10(縄文後

期)、 ヤナ状遺構1(古代)

⑨土器・陶磁器(縄文 0弥生・土師器・須恵器 0灰釉

陶器・内耳鍋・カワラケ・ 青磁・近世陶磁器)、 人

面付土器(弥生中期)、 文字関係資料(墨書土器等)、

石器(石鏃・石匙・石斧 。石庖丁・石丈・石剣・砥

石等)、 石製品(装飾品 0サ イコロ等)、 土製品(土錘

・土製円板)、 鉄器・鉄製品(鉄剣・馬具・刀子)、

青銅製品(銭貨・皇朝十二銭・ かんざし等)、 木器・

木製品(竪櫛 0高杯・鋸 0人形 0斎串等)、 骨角牙製

品(鏃・装飾品)、 装身具(勾玉・ガラス玉 0金環・

銀環等)、 石塔、鍛冶・鋳造関係資料(鉄滓・銅滓・
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羽口・ 鋳型等)、 人骨、獣骨、植物・昆虫・員遺存体

⑩全時期 0時代を通じて基本的に居住域として利用さ

れた遺跡で、各文化層はそれぞれ間層(無遺物層)を

挟み、保存状況に恵まれている。縄文時代では、前

期中葉及び前期末～中期初頭の充実した土器群、中

期末～後期前半期の数10mに及ぶ柱穴列が検出され

ている。弥生時代中期には、中部山岳地帯の中核村

落となり、後期では箱清水土器の様相を明かにでき

る一括資料群が得られた。古墳時代のいわゆる「土

石混合墳」、古代の磐の
°
鋳型・ サイコロ・馬具・ 石

帯などの特徴的な遺物、中世の五輪塔群を伴う集団

墓なども注目される。

2935 将業J寧遺跡
①長野市松代町大字大室字村東山手233ほか

②縄文～中世 ③平成元年9月 1日 ～12月 25日 、平成2

年4月 5日 ～10月 12日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦18,000♂

③竪穴住居址16(縄文中期末～後期初12・ 奈良10平安

3)、 土坑90(縄文中期末～後期初65・ 弥生以降16)、

配石1(縄文中期末～後期初)t墳墓1(奈良)、 土墳墓

3(弥生)、 焼±16(縄文中期末～後期初9・ 弥生～古

代7)、 溝3(弥生ん古代3)

⑨縄文土器(草創期 0早期・ 前期・ 中期・ 後期)、 弥生

土器(後期)、 土師器・須恵器(古墳～平安)、 内耳、

石器 (石鏃・ 打製石斧・磨製石斧・ 石匙・石錐 0石

錘・ 凹石・ 磨石等)、 土偶、土製円板、石棒、人骨

⑩縄文時代中期末～後期初頭の集落は敷石住居を中心

に環状の構成をとり、中央に石棺墓などの墓域が認

められる。弥生時代の土坑墓は墓坑縁辺に礫を並べ

、鉄剣・ガラス玉を副葬する。奈良時代の墳墓は石

棺状の構造を備えている。

かわだ

2936 川田条里遺跡         `
①長野市若穂川田字寺前2990番地ほか ②縄文γ中世

③平成元年4月 28日 ～12月 27日 、2年4月 2日 ～12月 27日

④働長野県埋蔵文化財ャンター ⑤笹沢浩、小林秀夫

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦103,280ポ

③水田区画約3500(弥生3500古墳25000古代5800中

近世80他 )、 大畔・杭列68(弥生190古墳23・ 古代10

0中近世5他 )、 溝・ 流路46(弥生7・ 古墳120古代9

0中近世他)、 掘立柱建物址2(中近世)、 方形周溝墓

1(弥生後期)、 石垣・石列群(中近世)

⑨縄文土器(晩期)、 弥生土器(中・後期)、 土師器、須

恵器、灰釉陶器、内耳、陶磁器、石器 (打製石斧・

磨製石斧・石庖丁・ 石臼等)、 石製品(勾玉・ 管玉)

、木製品(農耕具・ 田下駄・ 建築部材・ 弓 0漆器・

曲物・杭等)、 金属製品(珠文鏡・銭貨等)

⑩弥生時代～近世まで連綿と続いた水田遺跡。全国的

に見ても、最大級の調査規模で、水田開発史・経営

史の視点からは最高級の資料である。また、大量の

木製品(農具・建築材)も注目される。

2937 鶴前遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字鶴前1583番地ほか

②縄文～中世 ③平成元年8月 1日 ～12月 22日

④ (財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦5,400 nf

③竪穴住居址15(縄文～弥生中期初頭1・ 弥生後期～古

墳前期20奈良～平安12)、 掘立柱建物址6(奈良～平

安5。 中世以降1)、 土坑12(縄文～弥生中期初頭3・

奈良～平安5。 中世以降4)t溝 5(弥生後期～古墳前

期1・ 奈良～平安4)

⑨土器 。陶器 (縄文早期～晩期・ 弥生後期・土師器 0

須恵器 0灰釉陶器・緑釉陶器 0内耳・瀬戸・ 山茶碗

・近世陶磁器等)、 石器 (ナ イフ形石器・ 石鏃 0打製

石斧 ι磨製石斧・ 石匙・敲石・ 石臼・砥石)、 石製

品(管玉)、 鉄・青銅製品(鉄鏃 0銭貨・ キセル等)、

その他 (人骨・ 土偶)

⑩弥生後期～古墳前期に集落が形成され、一旦衰退し

た後 8世紀と9世紀後半に再び展開が見られる。弥

生後期から古墳前期の北陸系土器の量の多さは、該

期の在地土器様式の成立を考える上で注目されるO

⑪日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 14-長野市内その2-(
鶴前遺跡)』 1994

2938 鳥林遺跡

①更埴市大字桑原字鳥林

②縄文・ 弥生～古墳・平安

③平成元年4月 10日 ～6月 9日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦4,000 nf

③竪穴住居址4(縄文早期20平安2)、 土坑8(縄文早期6

0弥生～古墳2)

⑨土器(縄文早～晩期 0弥生終末期・土師器・灰釉陶

器)、 石器(石鏃・石槍 0石錐・ 石錘 。石匙・打製石

斧・ 台石・ 磨石・ 特殊磨石 0ス タンプ形石器・ 磨製

石斧・ 刃器・砥石)

⑩縄文早期押型文期の住居址が検出された。出土 した

縄文土器の約90%を押型文系土器が占め、その内約

70%が立野式である。

⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会。(財)

長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 13-更埴市内・長野市内

その 1-』 1994

2939 三間沢川左岸遺跡(南野尻)

①東筑摩郡山形村4112番地

②縄文・平安 ③平成元年3月 22日 ～23日

④山形村教育委員会 ⑤神沢昌二郎

⑥工場団地 (試掘)⑦ 494ぶ ③なし

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、黒耀石片 ⑩なし

⑪山形村教育委員会『山形村工業団地予定地内遺跡確

認調査』1989
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2940 長土呂遺跡群聖原 I遺跡

①佐久市大字長土呂字上聖端145ほか

②縄文～近世 ③平成元年4月 7日～平成2年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤高村博文

⑥佐久流通業務団地整備事業 ⑦40,000ポ

③竪穴住居址396(古墳後期～平安)、 土坑188、 掘立柱

建物址242、 粘土坑15、 溝状遺構

⑨土器 0陶器 (縄文・土師器・ 須恵器・灰釉陶器・ 緑

釉陶器)、 石器 (打製石斧・ 打製石鏃 0磨製石斧)、

石製品(石印・ 紡錘車・砥石・ 臼玉・ 管玉)、 鉄製品

(鉄鏃 0刀子・ 鋤・ 鍬・ 鎌・ 紡錘車 0餃具・ 巡方・

鈴)、 銅製品(巡方・鈴)、 古銭、獣骨 ⑩なし

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『聖原遺跡 I発掘調査概側 1990

2941 平石遺跡

①北佐久郡望月町大字協和字平石3137

②縄文 ③平成元年5月 15日～平成2年3月 31日

④望月町教育委員会 ⑤福島邦男

⑥個人住宅建設 ⑦601nf

③竪穴住居址18(縄文中期17・ 同後期1・ 不詳1)(土坑

1(縄文中期)

⑨縄文土器 (早 0前 0中・ 後期)、 石器 (石鏃 0石錐・

打石斧・削器・掻器)         ′

⑩第 1次調査 (昭和62年度)に続き、柄鏡形敷石住居址

と敷石住居址(本来柄鏡か)が検出されている。早期

土器の出土も興味深い。

⑪望月町教育委員会『平石遺跡第 2次緊急発掘調査報

響彗是事』 1991

やなぎまた

2942 柳 又遺跡 C地点

①木曽郡開田村大字西野6513-1ほ か

②縄文 ③平成元年4月 29日 ～12月 31日

④開田村教育委員会 ⑤小林達雄

⑥道路 ⑦l,600ポ ③焼土坑2

⑨細石刃石器群、尖頭器石器群、ナイフ形石器群

⑩柳又遺跡一帯では旧石器時代の遺物が数多く出±。

⑪開田村教育委員会『柳又遺跡 C地点』1993

2943 熊野上遺跡

①上伊那郡箕輪町大字中箕輪2880-2

②縄文・中世 ③平成元年8月 22日 ～9月 7日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥国道153号線箕輪バイパス建設 ⑦l,000耐

③竪穴住居址1(縄文中期末)、 土坑12(縄文前期末1・

同中期初4・ 同中期後葉2・ 不明5)、 ピット群1(縄文

前期末)

⑨縄文土器 (前期末・ 中期初・ 中期後葉)、 石器 (打製

石斧・ 凹石)

⑩当調査地一帯は陪 城遺跡」とされてきたが、城跡と

しての痕跡はなく、遺物も出土していない。

⑪箕輪町教育委員会『熊野上遺跡―国道153号線箕輪
バイパス建設に伴う緊急発掘調査報告書―』1990

2944 丸山遺跡

①上伊那郡箕輪町大字中箕輪1098-5ほ か

②縄文 0奈良～平安 ③平成元年5月 29日 ～7月 30日

④箕輪町教育委員会 ⑤柴登巳夫

⑥国道153号線箕輪バイパス建設 ⑦l,200ピ

③竪穴住居址20(縄文中期中葉4・ 同後葉100奈良30

不明3)、 土坑40(縄文中期初70中葉2・ 中期後葉20

奈良40不明25)、 掘立柱建物址1(奈良～平安)

⑨縄文土器 (申期初頭 0同中葉・同後葉)、 土師器、須

恵器、石器 (石鏃・ 石錐・ 石匙・横刃型石器・ 打製

石斧・磨製石斧・ 凹石・ ピエス・エスキーュ・ 石皿

等)、 土製品(土偶 0土製円板 0腕輪)、 刀子

⑩当開発事業に伴う発掘調査は、平成 5年度に終了。

⑪箕輪町教育委員会『丸山遺跡一国道153号線箕輪バ

イパス建設に伴う緊急発掘調査報告書一』1990

2945 下原山南遺跡

①諏訪郡原村菖蒲沢

②縄文・平安 ③平成元年5月 25日 ～平成2年1月 9日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥諏訪南インター原村工業団地造成 ⑦2,463ピ

③縄文中期の竪穴住居址20小竪穴400集石7

⑨縄文土器、土師器、打製石斧等

⑩縄文時代中期末葉の小規模集落。住居址は、調査終

了後に埋め戻し、保存した。

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財 18・ 姥ケ原・

下原山南・ 下原山北遺跡 (第 2次発掘調査)一諏訪南

インター原村工業団地予定地内埋蔵文化財包蔵地発

掘調査概報二』1990

2946 雫蹟面][遺跡
①諏訪郡原村菖蒲沢

②縄文・平安 ③平成元年4月 1日 ～平成2年1月 9日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥諏訪南インター原村工業団地造成 ⑦l,644ぽ

③縄文中期の竪穴住居址3・ 小竪穴127

⑨縄文土器、土師器、打製石斧、凹石

⑩縄文時代中期末葉の小規模集落。ガヽ竪穴の発見も多

く、集落研究上の好資料。

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財 18 姥ケ原・

下原山南・ 下原山北遺跡 (第 2次発掘調査)一諏訪南
インター原村工業団地予定地内埋蔵文化財包蔵地発

掘調査概報―』1990

2947 出川南遺跡

①松本市芳野4-1

②古墳～平安 ③平成元年5月 8日～6月 7日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、新谷和孝

⑥南部社会教育関係施設建設事業 ⑦420ぽ

③住居址6(古墳後期～平安前期)③ 土師器、須恵器

⑩検出した住居址は旧市営住宅建設時に削平・ 破壊を

受けているが、前年の隣接地での調査結果を併せる

と、周辺には遺跡の展開が予想される。
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2948 大村遺跡                       査報告書』1990

①松本市大字浅間温泉307ほか

②平安 ③平成元年5月 1日 ～9月 5日          2953 下之郷古墳第70号墳

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚             ①上田市大字下之郷字上雲雀

⑥住宅 ⑦l,840ご ③略                ②古墳 ③平成元年4月 10日 ～5月 31日

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、古瓦、石器    ④上田市教育委員会 ⑤五十嵐幹雄

(磨石 。すり石等)、 獣骨、鉄器(刀子等)        ⑥上田リサーチパーク造成工事 ⑦50ピ

③古墳l ⑨土師器、須恵器 ⑩なし

2949 上宮原遺跡(近津遺跡群)              ①上田市教育委員会 。長野県土地開発公社『下之郷古

①佐久市大字長土呂字上宮原894-5ほか           墳群Ⅱ発掘調査報告書』1990

②弥生～平安 ③平成元年4月 1日～平成3年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤羽毛田卓也          2954 下之郷古墳第81号墳

⑥国道141号バイパスエ事 ⑦3,400ぶ           ①上田市大字下之郷字大平

③住居址1(平安)⑨土師器、羽釜 ⑩なし        ②古墳 ③平成元年4月 10日 ～5月 31日

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター     ④上田市教育委員会 ⑤五十嵐幹雄

『国道141号線関係遺跡』1992             ⑥上田リサーチパーク造成工事 ⑦50ポ ③～⑩略

⑪上田市教育委員会・長野県土地開発公社『下之郷古

2950 下蟹沢遺跡                      墳群Ⅱ発掘調査報告書』1990

①佐久市大字長土呂字下蟹沢267-1ほか
なまに

②弥生～平安 ③平成元年4月 1日～平成3年3月 31日    2955 生仁遺跡

④佐久市教育委員会 ⑤須藤隆司、羽毛田卓也、竹原学    ①更埴市大字雨宮字生仁1594-1ほか4筆

⑥国道141号線バイパスエ事 ⑦13,300♂ ③～⑨なし    ②奈良～平安 ③平成元年5月 8日 ～13日

⑩古代水田の検出を目的に調査を行ったが、近現代水    ④更埴市教育委員会 ⑤矢島宏雄

田以外の遺構は確認されなかった。           ⑥宅地造成 ⑦73ぽ ③住居址3(平安)、 溝址3(平安)

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター     ⑨土師器、須恵器、木杭及び小枝(溝の土留用か)

『国道141号線関係遺跡』1992             ⑩生仁遺跡の南端、更埴条里水田址の東端の地点であ

るが、それらを区画する明確な遺構の検出はない。

2951 長畑遺跡                     ⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

①大町市大字常盤938ほか                 査報告書』1990

②縄文～平安 ③平成元年6月 6日 ～9月 30日
あおい

④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎          2956 松本城 葵 の馬場

⑥常盤西県営ほ場整備事業 ⑦8,000ポ           ①松本市丸の内13-26～30ほか

③住居跡40(縄文中期3・ 弥生後期10平安36)、 建物跡    ②近世 ③平成元年5月 9日 ～31日

7(平安10中世6)、 柱穴群7(縄文前期末～中期初10    ④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、木下守

同晩期3・ 中世3)、 土坑86(縄文前期末～中期初300    ⑥都市計画道路(宮渕新橋土金井線)⑦ 約500nf

同後期4・ 同晩期36・ 中世16)、 炭焼き窯1(平安)、    ③木樋・木管・竹管による水道施設6(江戸中期)

製鉄関係遺構3(平安20中世1)、 河川跡 (縄文)、 列    ⑨銭 0鉄製品(釘等)、 土錘、獣骨、木製品、陶器、磁

石・集石群               `       器、瓦 ⑩なし

⑨縄文土器 (前期末～中期初 0後期・晩期)、 弥生土器

(後期)、 土師器、須恵器、灰釉陶器、中世陶器、青   2957 宮の前遺跡

磁、石器 (石鏃・ 石錘・打製石斧・磨製石斧 0砥石    ①小県郡丸子町大字藤原田字宮の前1019ほか

等)、 鉄製品(鎌 0刀子等)、 スラグ・鉄滓        ②不明 ③平成元年5月 1日 ～2日

⑩縄文時代晩期末の集落跡。平安時代 0中世の製鉄関    ④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬一

係集落跡。                      ⑥県営ほ場整備事業(藤原田地区)⑦ 348nf

.⑪大町市教育委員会『長畑・清水居館跡一埋蔵文化財    ③～⑨なし ⑩遺跡が存在 しないことが判明。

包蔵地緊急発掘調査報告書一』1991           ⑪丸子町教育委員会『長野県小県郡丸子町下久根・二

反田遺跡発掘調査報告書』1990

2952讐精Ψ遺跡
①塩尻市大字片丘10994番地              2958 二反田遺跡

②縄文 ③平成元年4月 12日～5月 9日           ①小県郡丸子町大字藤原田字二反田938ほか

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦             ②縄文・平安 ③平成元年5月 1日 ～13日

⑥農業関連 ⑦300ぽ ③～⑩略             ④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬一

⑪塩尻市教育委員会『長野県塩尻市竜神平遺跡発掘調    ⑥県営塩川沖ほ場整備事業(藤原田地区)⑦ 878ぽ
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③～⑪本調査3003参照

2959 下久根遺跡

①小県郡丸子町大字東内字下久根2258ほか

②縄文。平安 ③平成元年5月 1日 ～13日

④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬一

⑥県営東内ほ場整備事業(東内地区)⑦ l,466ポ

③～⑪本調査3002参照

2960 小原遺跡

①松本市大字芳川小屋

②奈良～中世 ③平成元年5月 23日 ～7月 29日

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚・高桑俊雄

⑥道路 ⑦1400ポ以上

③竪穴住居址29(奈良末～平安前半190平安中頃3・ 中

世6)、 竪穴状遺構4、 掘立柱建物址3(奈良末～平安2

・中世1)、 柵列3(中世)、 ピット130、 土坑54、 溝址5

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、円面硯 ⑩なし

⑪松本市教育委員会『松本市小原遺跡』1990

2961 宿遺跡

①更級郡上山田町大字上山田字住吉2934ほか5筆

②弥生 ③平成元年5月 25日 ～6月 4日

④上山田町教育委員会 ⑤森嶋稔      ・

⑥ゴルフ練習場 ⑦200ゴ以上

③住居址2(弥生中期後半)、 土墳1(古墳中葉)

⑨弥生土器(中期後半)、 石鏃、打製石斧、剥片等

⑩今回調査できなかった地点について、住居址等遺構

の存在の可育旨性が高い。

⑪上山田町教育委員会『更級郡上山田町宿遺跡緊急発

掘調査報告書』1989

2962 屋地遺跡

①長野市松代町東条字上屋地2657他

②弥生～平安 ③平成元年5月 29日 ～8月 17日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥河川(蛭川)改修 ⑦l,200ぽ

③竪穴住居66(弥生後期3・ 古墳29・ 奈良3・ 平安270

不明4)、 土墳12(古墳50平安7)、 溝(古墳1・ 平安2)

、集石3、 土墳墓1(平安)

⑨弥生土器(後期)、 土師器、須恵器、灰釉陶器、土製

紡錘車、獣骨、銭、帯金具、鉄製品、骨角製品各種

⑩口 |1扇状地における大規模集落跡。イヌ・ ウシ・ ウ

マなど家畜を含む平安時代獣骨が出土。

⑪長野市教育委員会『屋地遺跡Ⅱ』1990

2963 1ヽ題・聯芦L跡群竿模遺跡
①長野市大字柳原字一丁田2287ほか

②弥生～古墳 ③平成元年4月 3日 ～5月 16日 、平成2年

3月 1日 ～3月 20日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥(長野市中俣)土地区画整理事業 ⑦3800♂

③[B区]竪穴住居56(弥生中期18・ 同後期130古墳80

不明17)、 土墳64(弥生中期18・ 同後期130古墳80

不明45)、 溝18(弥生中期1・ 古墳3・ 不明14)、 畝状

遺構 (不明)

⑨弥生土器 (中～後期)、 土師器、石器 (打製石鏃・磨

製石鏃・扁平片刃石斧・ 石庖丁・太型蛤刃石斧・ 石

剣・ 環状石斧 。砥石 0不定型剥片石器等)

⑩ (区画整理に伴う第 2年次調査)弥生中期の良好な石

器群・弥生末～古墳初頭の外来系土器を大量に検出。

⑪長野市教育委員会『小島・柳原遺跡群中俣遺跡、浅

川扇状地遺跡群押鐘遺跡・檀田遺跡』1991

2964 丸谷地遺跡

①長野県上水内郡信濃町大字穂波字丸谷地

②平安 ③平成元年7月 11日 ～11月 30日

④信濃町教育委員会 ⑤中村由克

⑥町道「落合公園線」改良工事 ⑦l,080ぽ

③竪穴住居址跡1(平安)、 掘立柱建物跡1(平安)

⑨縄文土器 (早期等)、 土師器、灰釉陶器、石器 (石刃

・ スクレイパー。磨石等)、 鎌、鉄滓、羽口等

⑩鎌、鉄滓、お、いごの羽口が出土したことにより、住

居(10世紀末)内 で小規模の鍛冶が行われていたこと

が推測される。「マ割 と記された墨書土器が 9点出土

したことが特筆される。

⑪信濃町教育委員会 信濃町の埋蔵文化財第 1集『丸

谷地遺跡・大道下遺跡発掘調査報告書』1994

2965 大道下遺跡

①長野県上水内郡信濃町大字穂波字大道下

②縄文 ③平成元年9月 13日 ～11月 30日

④信濃町教育委員会 ⑤中村由克

⑥町道「落合公園線」改良工事 ⑦675ピ

③集石1(縄文早期)

⑨縄文時代土器 (早期等)、 石器 (石鏃 0ス クレイパー

・楔形石器・石斧・ 磨石類・凹石・ 砥石・敲石等)

⑩縄文時代早期の大規模遺跡。山形文を中心に押型文

土器が多く出土 しており、北信地方の基準資料の一

つとなるものである。

⑪信濃町教育委員会 信濃町の埋蔵文化財第 1集『丸

谷地遺跡・ 大道下遺跡発掘調査報告書』1994

2966 峯遺跡・ 白石遺跡

①更埴市大字八幡字峯、白石

②古墳～中世 ③平成元年5月 8日 ～6月 21日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之・ 山根洋子

⑥県営八幡工業団地 ⑦700nf

③住居址2(古墳)、 土墳2(古墳)、 柱穴200(平安以降)

⑨土器 (古墳～平安)、 木製品(曲物・柱痕)、 金属器 (

古銭・不明鉄器)

⑩峯遺跡は、古墳時代の集落址。白石遺跡では、柱穴

が多数検出されたが、規模 0時代を確認することは

できず、性格が不明である。

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990 ※昭和63年 に続く第 2次調査。
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2967 讐11・ 孫皆;|1嬌 。業撃嘗績造跡
①更埴市大字八幡宇宮りlk外西川原、東中曽根

②弥生～古墳 。中世 ③平成元年5月 8日 ～7月 27日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥県営ほ場整備事業西部沖地区 ⑦l,700ぽ

③住居址20(弥生180古墳2)、 掘立柱建物址1(中世 ?)

⑨土器(弥生～古墳)

⑩弥生時代の住居址が主体をなしており、川西地区で

は最大規模の集落址と思われる。

⑪更埴市教育委員会 F平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

2968 田井座遺跡

①飯田市鼎一色110-1

②縄文～弥生 0中世 ③平成元年4月 10日 ～4月 28日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春 ⑥店舗 ⑦略

③竪穴住居址5(弥生後期20中世10不明2)、 土坑44(

中世30不明41)、 竪穴7(不明)、 方形周溝墓2(弥生

後期)、 溝址11(中世1・ 不明10)、 溝状址3(不明)、

集石1(不明)

⑨縄文土器、弥生土器、中世・ 近世陶器、石器類、金

属製品(蹄鉄)⑩ なし

⑪飯田市教育委員会『店舗建設に先立つ緊急調査報告

書―田井座遺跡一』1992

2969 管の王遺跡群棋聾穀遺跡
①佐久市大字根々井字供養塚164-10

②縄文～弥生・奈良～平安

③平成元年5月 22日 ～平成2年 3月 31日

④佐久教育委員会 ⑤林幸彦

⑥中部電力変電所・鉄塔建設事業 ⑦l,683ポ

③なし ⑨弥生土器(後期)⑩ なし

2970 佐野遺跡

①長野県下高井郡山ノ内町大字佐野622-3

②縄文 ③平成元年8月 4日

④山ノ内町教育委員会 ⑤金井汲次  
｀

⑥防火水槽 ⑦24ぽ ③なし ⑨打製石斧 ⑩なし

2971 浅川扇状地遺跡群

①長野市大字稲田字本堀ほか、大字徳間字大南ほか

②弥生～中世 ③平成元年4月 3日 ～平成2年2月 28日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥土地区画整理事業・河川改修事業 ⑦16,000ポ

③竪穴住居址95(弥生中期1・ 古墳18b奈良12・ 平安55

・ 不明9)、 土墳121(古墳11・ 奈良50平安46・ 不明

59)、 溝74(弥生中期2・ 古墳110奈良3・ 平安21・ 中

世30不明34)、 掘立柱建物10(不明)

⑨弥生土器(中期)、 土師器、須恵器、灰釉陶器、陶磁

器、銭、石器類 ⑩なし

①長野市教育委員会『浅川扇状地遺跡群ニツ宮遺跡・

本堀遺跡 。柳田遺跡・稲添遺跡』1992

※稲田徳間区画整理に伴う第 2年次調査

2972 笙主色遺跡群菫芦缶遺跡
①北佐久郡御代田町大字御代田字聖原

②古墳～平安 ③平成元年6月 1・ 2日 、同7月 10日 ～26日

④御代田町教育委員会 ⑤堤隆

⑥倉庫 (試掘)⑦ 2000ぽ ③～⑪本調査3010参照

2973 古屋敷遺跡

①長野県塩尻市大字片丘6303-4ほ か

②縄文 ③平成元年5月 17日～7月 8日

④塩尻市教育委員会 ⑤鳥羽嘉彦

⑥西内田地区県営ほ場整備事業 ⑦800ポ

③住居址5(縄文前期末)、 小竪穴180(縄文前期末ほか)

⑨土器 (縄文前期)、 石器 (石鏃・ 石匙・ 打製石斧・ 凹

石 ⑩なし

⑪塩尻市教育委員会『両内田地区県営ほ場整備事業埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』1990

2974 芳筏L城遺跡
①長野県下伊那郡松川町元大島

②縄文・近世 ③平成元年1月 17日 ～3月 20日

④松り|1町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥県営広域営農団地伊那南部2期地区農道整備事業
⑦3,000ポ ③なし

⑨縄文土器(中期後葉)、 近世陶磁器、石器(打製石斧
・粗形石匙 。石錘・剥片類)、 土製円板 ⑩なし

⑪松川町教育委員会『長野県下伊那郡松川町万代屋敷
0西教寺跡・若宮・華厳寺畑 0鴨池遺跡埋蔵文化財
発掘調査報告書』1989

2975 苦毅等鏃遺跡
①長野県下伊那郡松川町元大島

②旧石器 0縄文・ 弥生・平安

③平成元年1月 17日 ～3月 20日

④松川町教育委員会 ⑤酒井幸則
・

⑥県営広域営農団地伊那南部 2期地区 ⑦3,000ポ

③ [A地点]住居跡2(縄文中期 0平安)、 土墳17(縄文早

期・ 中期ほか)、 竪穴状遺構1(縄文中期)、

土器集中区1(縄文前期)

[B地点]礫群1(平安)、 墓墳1(室町)、 土墳2(平安・

室町 ?)、 溝跡1(不明)

⑨縄文土器 (早期～後期)、 土師器、須恵器 (墨書土器

含む)、 灰釉陶器、内耳、山茶碗、かわらけ、天目

茶碗等、石器(有舌尖頭器・ 槍先形尖頭器・ 打製石

斧・ 横刃型石器・石錘 0石鏃 0石匙・ 剥片等)、 金

属器等(古銭 0鉄片・鉄滓)

⑩旧石器時代末～縄文時代初頭の尖頭器、縄文時代前

期の東海地方に分布の中心をおく土器、「申」字を記

した須恵器等の出土が注目される。室町時代の墓穴

も発見され、西教寺(現在飯田にある西教寺の前身)

に関連の遺構の一部と見られる。

⑪松川町教育委員会『長野県下伊那郡松り|1町万代屋敷

,西教寺跡・若宮・華厳寺畑 0鴨池遺跡埋蔵文化財

発掘調査報告書』1989
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2976 若宮遺跡

①長野県下伊那郡松川町元大島

②縄文～弥生・ 平安～中世

③平成元年1月 17日 ～3月 20日

④松川町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥県営広域営農団地伊那南部 2期地区 ⑦3,000ポ

③住居跡2(平安)、 配石土墳1(縄文中期)、 土墳1(縄文

中期)、 配石遺構1(室町)、 溝状遺構1(不明)

⑨縄文土器(中期初頭・ 同中葉・ 後期)、 弥生土器t土
師器、須恵器、灰釉陶器、常滑系陶器、天目碗、染

付他各種陶磁器、石器 (打製石斧等)、 金属器 (鉄片

・鉄滓)、 映状耳飾

⑩平安時代の住居跡 2軒検出。若宮遺跡から西教寺跡

遺跡にかけては相当な規模の平安時代の集落跡が分

布しているのと予測され、これらは古代名子郷の中

心部を構成する集落の一部と見られる。

⑪松川町教育委員会『長野県下伊那郡松川町万代屋敷

・西教寺跡・ 若宮・華厳寺畑・鴨池遺跡埋蔵文化財

発掘調査報告書』1989

2977 華厳寺畑遺跡

①長野県下伊刀Б郡松川町元大島

②縄文～弥生 0平安～中世

③平成元年1月 17日 ～3月 20日        ′

④松川町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥県営広域営農団地伊那南部 2期地区 ⑦3,000ポ

③ [A地区]石列 (中世以降)、 道路跡(近世以降)

[B地区]住居跡1(平安) [C地 区]石組 (江戸)

⑨縄文土器(中期後葉)、 弥生土器、土師器、灰釉陶器

、緑釉陶器、青磁、中近世陶磁器、石器(打製石斧
e石鏃等)、 鉄鎌、古銭、古瓦

⑩平安時代の住居跡から緑釉陶器、鉄鎌が出±。古瓦

は相当に古い時代のものと見られ、注目される。

①松川町教育委員会『長野県下伊那郡松川町万代屋敷

・西教寺跡 。若宮・華厳畑・鴨地遺跡埋蔵文化財発

掘調査報告書』1989

2978 鴨池遺跡

①長野県下伊男Б郡松り|1町元大島

②縄文～平安・ 中近世 ③平成元年1月 17日 ～3月 20日

④松川町教育委員会 ⑤酒井幸則

⑥県営広域営農団地伊那南部 2期地区 ⑦3,000ポ

③土器集中出土区1(弥生)、 唐沢川旧河岸(近世遺構)

⑨縄文土器(中期中葉・ 同後葉・後期・ 晩期)、 弥生土

器、土師器、須恵器、灰釉陶器、内耳、青磁、摺鉢

等、鉄釉香炉、打製石斧、剥片類

⑩唐測 ||に面 した低い部分の調査。弥生時代前期末か

ら中期初めの土器が集中する部分がある。平安時代

の土器や陶器、中世の陶器は、大島郷及び大島城の

城下町ともいえる「大嶋町」(現古町)と の関連を示す

資料でもある。

⑪松川町教育委員会『長野県下伊那郡松り|1町万代屋敷

・西教寺跡 。若宮・華厳畑・ 鴨地遺跡埋蔵文化財発

掘調査報告書』1989

2979 柳又遺跡A地点

①長野県木曽郡開田村西野6503-1

②旧石器 ③平成元年8月 27日 ～9月 5日

④國學院大学 ⑤小林達雄

⑥開田高原の旧石器文化の研究 ⑦100ぽ ③なし

⑨細石刃、細石刃核、細石刃素材、細石刃調整剥片、

槍先形尖頭器、ナイフ形石器、彫器、掻器、削器、

快入石器、石刃、石核、両面調整石器、二次調整剥

片、両端折り取り石器、揉錐器、敲石ほか

⑩表面採集資料と試掘調査を含め、4285点。その内石

器が387点、剥片3230点、礫・砕片668点である。

⑪國學院大学文学部考古学研究室『長野県木曽郡開田

村柳又遺跡A地点一第 1次発掘調査報告書―』1990

2980 木次原遺跡

①南佐久郡北相木村字木次原5609

②縄文 ③平成元年7月 5日

④北相木村教育委員会 ⑤井出正義

⑥北相木村県道改良事業(試掘)⑦ l,000ポ

③なし ⑨縄文土器 (前期)、 土師器 ⑩なし

⑪北相木村教育委員会『北相木村県道改良事業にかか

る埋蔵文化財の試掘調査結果報告書』1989

2981 古町遺跡群(大庭遺跡)

①北佐久郡立科町大字芦田字大庭616ほか

②縄文・古墳～平安 ③平成元年4月 10日 ～翌年3月 31日

④立科町教育委員会 ⑤島田恵子

⑥農業基盤整備事業 ⑦5,300ピ

③住居址34(縄文前期中葉2・ 同中期初頭10同中期後

半～最末期13・ 古墳末期～奈良平安18)、 土墳89(縄

文850古墳末期～奈良平安3)、 石棺墓2(縄文)、 月ヽ

竪穴状遺構3(縄文2・ 古墳末期～奈良平安1)、 掘立

柱建物址1(古墳末期～奈良平安)、 溝状遺構3(古墳

末期～奈良平安)

⑨縄文土器(前期中葉～後期初頭)、 土師器、須恵器、

石器(石鏃 0石錐・石匙・石斧・ 横刃型石器他)

⑩縄文・古墳・奈良・平安時代にわたる複合遺跡。

⑪立科町教育委員会『立科町文化財調査報告書第 2集
一大庭遺跡一』1990

2982 大村遺跡

①松本市大字南浅間482-2

②縄文・平安 ③平成元年6月 17日 ～7月 7日

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚、澤柳秀利

⑥住宅 ⑦約250ポ ③～⑩略

2983 訂西皆輩遺跡
①松本市大字岡田町500-1ほか

②奈良～平安 ③平成元年6月 21日 ～8月 10日

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚、新谷和孝

⑥岡田公民館建設 ⑦約2,500ボ
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③竪穴住居址18(奈良～平安)、 土墳 [ほ とんどが土師

器焼成坑]60(奈良～平安)、 土器捨て場2(奈良～平

安)、 溝1(奈良～平安)、 ピット30(奈良～平安)

⑨土師器、須恵器、鉄器、石鏃等、円筒埴輪片、粘土

⑩岡田西裏遺跡の第 4次調査。奈良～平安時代にかけ

ての土師器製作集団の営んだ集落址と推定されるな

2984 苦T遺跡・岩船氏居館跡・岩船岩水神社遺跡

①中野市大字西条1006ほか

②弥生～中世 ③平成元年7月 25日 ～8月 31日

④中野市教育委員会 ⑤関孝一

⑥都市計画事業、中野駅南区画整理事業 ⑦61,000nf

③住居跡9(弥生8・ 平安1)、 土坑7(弥生)、 小竪穴2(弥

生)、 溝9(弥生)、 ピット14(弥生7・ 平安7)、 ピット

群1(弥生)、 集石遺構2(平安)、 埋銭土坑1(中世)

⑨弥生土器、土師器、磨石鏃、石斧、木炭塊、銭箱、

古銭、石自 ⑩なし

⑪中野市教育委員会・ 中野市建設部区画整理事務所

『西条・岩船遺跡群発掘調査概報』1991

2985 立ケ花遺跡

①中野市大字立ケ花字西原96-2

②縄文・古墳・ 平安 ③平成元年6月 19日 ～7月 30日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥市道立ケ花20号線改良工事 ⑦約600ポ

③縄文前期の住居跡1・ 土墳l ⑨略 ⑩なし

2986 篠ノ井遺跡群 (聖 り|1堤防地点)

①長野市篠ノ井塩崎字北畑5245ほか

②弥生～中世 ③平成元年6月 12日 ～12月 13日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良 (

⑥河川 (聖川)改修事業 ⑦2,600ぽ

③ 《A・ B区》竪穴住居55(弥生中期12・ 同後期3・ 古

墳70平安33)、 溝11(弥生中期20同後期10古墳3・

平安5)、 方形周溝墓2(古墳)、 土墳27(弥生中期12・

古墳20平安7・ 不明6)、 掘立柱建物址6(古墳3・ 平

安3)、 石囲炉 (弥生前期)t水田遺構(平安)

⑨弥生土器 (前期～後期)、 土師器、須恵器、灰釉陶器

、石器各種、土偶

⑩聖川改修事業に伴う第 4年次調査(A・ B区 )。 弥生

時代中期の漆彩文土器が出±。古墳時代前期の大規

模な方形周溝墓を確認。

⑪長野市教育委員会『篠ノ井遺跡群 (4)』 1992

まつがささ

2987 松ケ崎遺跡

①更埴市大字屋代字松ケ崎1209ほか

②奈良～中世 ③平成元年6月 21日 ～9月 30日

④更埴市教育委員会 ⑤山根洋子

⑥市道建設 ⑦l,400ピ

③住居址38(奈良～平安)、 水田址1(平安)、 溝址19(平

安～中世)⑨ 弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶

器、内耳鍋、石製品(石自・ 石塔)、 古銭

⑩幅5m、 全長235mの調査区のため、各遺構が全て調

査できる状況ではなかった。

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

2988上野遺跡

①飯山市大字常盤字外和柳3921-1ほ か

②旧石器・弥生・平安 ③平成元年6月 13日～9月 19日

④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂

⑥一般国道117号線小沼湯滝バイパス建設 ⑦5,000ぽ

③竪穴住居址20(弥生80古墳1・ 平安11)、 掘立柱建物

址7(弥生20古墳1・ 平安4)、 方形周溝墓5(古墳)、

木棺墓4(弥生)、 土墳墓5(平安)、 溝状土墳17[Tピ
ット](縄文)、 遺物集中箇所5(旧石器)

⑨旧石器、縄文土器(前期・中期後葉・後期)、 弥生土

器(中期・後期)、 土師器、砥石、編物石、土錘、鎌

⑩旧石器時代の玉髄を主な石材とした、尖頭器を伴う

良好な石器群を検出した。弥生 ,古墳・平安の各時

代とも、広い範囲に大集落を形成していた

①飯山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘

調査報告Ⅱ』1990

2989 -本柳遺跡群東大門遺跡

①佐久市大字岩村田字東大門2060-1ほか

②弥生～中世 ③平成元年3月 6日 ～23日

④佐久市教育委員会 ⑤翠川泰弘

⑥市道2-287号線改良 ⑦800ぽ ③溝2(弥生後期)

⑨弥生土器(後期)、 土師器、須恵器、土師質土器、陶

磁器、石器(打製石斧・磨石等)⑩なし

⑪佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

『東大門・菅田Ⅳ・中金井Ⅱ』1990

2990 恒川遺跡

①飯田市座光寺

②弥生～中世 ③平成元年6月 21日 ～7月 11自

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春、馬場保之

⑥店舗 ⑦330ぽ

③竪穴住居址5(古墳後期)、 掘立柱建物址2(奈良)、 方

形周溝墓1(弥生後期)、 溝4(古墳10平安3)、 土坑2

(古墳)、 竪穴1(古墳)、 火葬墓1(中世)

⑨土器等(弥生～平安)、 青磁、銭他

⑩推定古代伊那郡衛の一画で、座光寺バイパスで調査

された奈良～平安期の溝址が確認された。2棟の掘

立柱建物址も検出され、古墳時代の集落に引き続く

郡衝址の中で、本地点の役割が注目される。

2991 古城遺跡

①大町市大字社6768-4ほか

②弥生～近世 ③平成元年6月 26日 ～7月 22日

④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎

⑥送電線77KV池田大町連絡線新設工事 ⑦181ポ

③住居跡10(弥生)、 古墳周溝1(古墳)、 柱穴10(中世)

⑨弥生土器(中・後期)、 土師器、須恵器、石器(石鏃

・打製石斧)、 鉄器(刀子 0鉄鏃)
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⑩弥生時代の集落址。

⑪大町市教育委員会『長野県大町市埋蔵文化財包蔵地

緊急発掘調査報告書一古城遺跡―』1991

2992 熊災繰遺跡
①東筑摩郡朝日村大字古見1308ほか

②縄文 ③平成元年度7月 16日 ～平成2年3月 31日

④朝日村教育委員会 ⑤樋口昇一

⑥歴史資料館建設 ⑦3,155ポ

③竪穴住居址28(縄文中期)、 土坑約30(縄文中期)

⑨縄文土器(中期)、 石器、土偶

⑩縄文時代中期の大集落の調査。

2993 出川遺跡

①松本市大字出川町字浦1841ほか

②弥生～古墳・中世 ③平成元年度7月 24日 ～9月 28日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、新谷和孝

⑥出川地区土地区画整理事業 ⑦l,000ポ以上

③住居址2(中世)、 ピット[建物址 。井戸含]623(中世)

、火葬墓4(中世)、 墓3、 溝5(中世)

⑨弥生土器(中 0後期)、 土師器、灰釉陶器、中世陶器

、管状土錘、鉄器、木製品(羽子板・柱材)、 古銭 (

渡来銭)、 人骨(火葬及び土葬)

⑩遺跡は、湧水の激しい沖積地にあたり、従来知られ

ていなかった中世の生活の跡を確認できた。検出さ

れた遺構には、建物や井戸に関する地鎮祭祀と思わ

れるものがある。中世の土葬墓からの棺や人骨の出

土は、県内初めての事例と思われ、貴重である。

⑪松本市教育委員会『松本市出川遺跡』1990

2994 千苅遺跡

①飯山市大字瑞穂155-2

②旧石器～縄文・ 中世 ③平成元年7月 24日 ～25日

④飯山市教育委員会 ⑤望月静雄 ⑥住宅 ⑦l15ご

③土坑2(平安)⑨ 旧石器、土師器

⑩テフラ層まで耕作が行われており、旧石器時代の包

含層は消滅 していた。

⑪飯山市教育委員会『千苅遺跡の研究』1990

2995 大倉崎遺跡

①飯山市大字常盤字外和柳3864-4

②縄文～弥生・平安～中世

③平成元年9月 8日 ～10月 5日

④飯山市教育委員会 ⑤高橋桂

⑥一般国道117号線小沼湯滝バイパス建設 ⑦2,500ポ

③竪穴住居址5(縄文前期)、 土墳2(縄文前期)、 土墳墓

14(E口刊壁)

⑨縄文土器 (前期)、 弥生土器 (後期)、 土師器、石器 (

石鏃・石錐・石匙・打製石斧・石槍・ 磨製石斧・凹

石・磨石・ 石皿)、 五輪塔、宝筐印塔、北宋銭

⑩縄文前期上原式期の集落。

⑪飯山市教育委員会『小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘

調査報告書Ⅱ』1990

2996 揮露遺跡
①岡谷市大字間下字ツク山2942-5ほ か

②縄文 ③平成元年8月 1日 ～11月 27日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥岡谷工業高校グランド造成 ⑦309ポ

③小竪穴3 ⑨縄文土器

⑩小高い山の尾根にある斧磨遺跡のかなり広い面積が

調査対象となり、急な斜面の中ほどでイヽ竪穴が検出
された。集落は山頂付近になるのではないかとの推

測も深まり、集落を限定する上で成果が得られた:

2997 荒神山おんまわし遺跡

①上伊那郡辰野町大字樋口2161ほか40筆

②弥生・平安 ③平成元年6月 15日 ～12月 28日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥団体営土地改良総合整備事業 ⑦4,200ぽ

③竪穴住居33(弥生80平安25)、 方形周溝墓10(弥生)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、石器(石鏃・石斧)、 鉄

器(鉄鏃 。刀子)

⑩方形周溝墓が多数検出された。

2998 選猫遺跡
①上伊那郡辰野町大字樋口2450ほか5筆

②縄文～弥生・平安 ③平成元年6月 15日 ～12月 28日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥団体営土地改良整備事業 ⑦3,500ポ

③竪穴住居址6(縄文中期20平安4)、 土坑7(縄文中期)

⑨縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石器(石斧
・石鏃)、 鉄器(刀子)⑩なし

⑪辰野町教育委員会『窪畑遺跡―団体営土地改良整備

事業樋口区下田に伴う緊急発掘調査報告書―』1992

2999 荒神社矢沢遺跡

①上伊那郡辰野町大字樋口2193-3ほ か7筆

②縄文～平安 ③平成元年6月 15日 ～12月 28日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥団体営土地改良総合整備事業 ⑦l,000ポ

③住居址1(弥生)、 土坑1(弥生)⑨弥生土器 ⑩なし

3000 御小屋之久保遺跡

①茅野市北山本道

②旧石器～縄文 ③平成元年7月 4日 ～8月 12日

④茅野市教育委員会 ⑤守矢昌文、月ヽ林深志

⑥詳細分布調査 ⑦184ポ ③小竪穴状遺構(不明)

⑨旧石器(ス クレイパー 0フ レイク・ コア・チップ・

ナイフ形石器・石刃・砕片 。原石・ コアファースト
フレイク0グ レイバースポール・エンドスクレイパ

ー0石核片・ コア調整剥片・ ブレイド・彫刻器・ コ

アの砕片・縦長フレイク0石刃状剥片・転石・細石
刃)、 縄文土器

⑩遺跡の広がりが、平坦部約24,000nf全 域に及ぶこと

が確認できた。包含層は3層に分離でき、層位的な

石器群の相違を把握できる可能性を示した。石器の
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3006 大室第185。 186:187018901900195号 墳出土状況は小規模なプロック状を呈し、石器製作の

①長野市松代町大字大室字大石3896、 字八丁3648状況を示し、貴重な所見が得られた。
②古墳 ③平成元年7月 20日 ～9月 8日⑪茅野市教育委員会『御小屋之久保遺跡―詳細分布調

④明治大学文学部考古学研究室 ⑤大塚初重査報告書―』1990

⑥学術研究 ⑦約1,000ポ

186号 横穴式石室③185号 合掌形石室3001 台御堂遺跡
                                189号  箱形石棺187号 横穴式石室①諏訪市大和2-15-16ほ か

195号 竪穴式(箱形)石室2基190号 横穴式石室②縄文 ③平成元年6月 1日 ～9日

⑨185号 土師器、須恵器④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭
186号 土師器、須恵器、小札⑦3,000ぽ ③なし⑥遺構等分布範囲確認
187号 土師器、須恵器、直刀、鉄鏃、轡、銀環、⑨縄文土器(早・前・中期他)、 弥生土器、土師器、須

鍔、刀子恵器、灰釉陶器、陶磁器、人形、石鏃、砥石、剥片
189号 土師器、須恵器⑩なし
190号 土師器、須恵器したくね

                        195号  土師器、須恵器、直刀、鉄鏃、鍔、刀子、3002 下久根遺跡
雲珠、鈴、丸玉、小玉①小県郡丸子町大字東内字下久根2258ほか

⑩昭和59年度開始の明治大学考古学研究室による第6②縄文・平安 ③平成元年7月 25日 ～8月 12日

年次調査。④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬一

⑥県営東内ほ場整備事業東内地区工事 ⑦l,466ポ

    3007 松代城跡③竪穴住居3(縄文中期20平安1)、 土墳8、 ピット群1

①長野市松代町松代字殿町跡18番地ほか62筆⑨縄文土器(中期)、 土師器、須恵器、灰釉陶器、石鏃

②中世～近世 ③平成元年7月 22日 ～9月 19日、石斧、黒耀石片
④長野市教育委員会 ⑤上代純一⑩ l号住居址(縄文中期初頭)は、長軸9m× 短軸7mの
⑥史跡(松代城跡附新御殿跡)整備 ⑦900ぽ大型住居址であり県下 トップクラスの規模である。

③本丸太鼓門礎石及び桝形石垣基部、北不明門・二の①丸子町教育委員会『長野県小県郡丸子町下久根・二

、橋脚列等近世城郭遺構門礎石及び石垣基部反田遺跡発掘調査報告書』1990

⑨土師質土器、瓦(平・丸・桟 0鬼
)、 陶磁器、釘

史跡整備事業第2年次調査。
にたんだ

                       ⑩昭和58年度に続く、3003 二反田遺跡
⑪長野市教育委員会『松代城跡―平成元年度発掘調査①小県郡丸子町大字藤原字二反田937-イ ほか

概報―』1989 ※史跡現状変更②縄文～古墳 ③平成元年7月 25日 ～8月 12日

④丸子町教育委員会 ⑤関孝一、滝沢敬-        3008 
史跡 森将軍塚古|墳⑥県営塩川沖ほ場整備事業藤原田地区 ⑦878ポ

①更埴市大字森字大穴山3122-28ほ か③ピット3(不明)

②古墳 ③平成元年8月 1日 ～9月 2日⑨縄文土器(前期)、 土師器、石鏃、黒耀石片

④更埴市教育委員会 ⑤岩崎卓也⑩水田の開拓によって遺構が破壊されていることが判

⑥史跡森将軍塚古墳保存整備事業 ⑦約300ぽ明。黒耀石片の出土量が多く、石器製作址の存在が
″
   ③墳丘内石積み10 ⑨埴輪片推測できる。

                               。昭和56年度から開始した史跡⑩前方部墳丘解体調査|⑪丸子町教育委員会『長野県小県郡丸子町下久根・二

整備事業に伴う発掘調査が今回で終了。反田遺跡発掘調査報告書』1990

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調
はなおか

                         査報告書』1990 ※史跡現状変更3004 花岡城跡

①北安曇郡池田町大字池田1879-333ほ か

3009 雪贅遺跡②中世 ③平成元年10月 6日 ～12日

①小県郡武石村大字下武石字富沢164-5ほか2筆④池田町教育委員会 ⑤篠崎健一郎
②平安～中世 ③平成元年5月 29日 ～7月 20日⑥送電線鉄塔新設 ⑦363ポ ③～⑩なし

④武石村教育委員会 ⑤塩入秀敏 ⑥道路 ⑦350ポ⑪池田町教育委員会『花岡城跡一長野県北安曇郡池田

③掘立柱建物址1、 土墳、ピット群、土師器、中国銭町埋蔵文化財包蔵地緊急発掘調査報告書一』1989

⑩出土した土師器(な いし土師質土器)は、全て同じ手

、その内幾つかは遺跡から100m
たかつな

                         法で製作されており、3005 高綱中学校遺跡
程の山腹で採取される土を使っていると思われる。①松本市大字島立4416

生産遺跡の可能性が高い。②奈良～平安 ③平成元年7月 24日 ～8月 12日

①上田建設事務所・武石村教育委員会『富沢遺跡緊急④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、高桑俊雄

発掘調査報告書』1990⑥学校 ⑦250ぽ ③～⑩略
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3010 買主亀遺跡群壁芦缶遺跡
①北佐久郡御代田町大字御代田字聖原

②古墳～平安 ③平成元年7月 10日 ～平成2年3月 31日

④御代田町教育委員会 ⑤堤隆 ⑥倉庫 ⑦2,000ぽ

③竪穴住居址6(古墳～平安)、 掘立柱建物址1(古墳～

平安)、 溝状遺構4(平安)

⑨古墳～平安時代土器 ⑩古墳～平安時代の小集落

⑪御代田町教育委員会『聖原Ⅱ遺跡』1990

3011 立ケ花遺跡

①中野市大字立ケ花字西原44ほか

②縄文～古墳 。中世 ③平成元年8月 21日～平成2年3月

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次 ⑥道路 ⑦2410ポ

⑪中野市教育委員会『新立ケ花橋取付道路用地内発掘

調査報告書』1991

3012 立ケ花表 山窯跡

①中野市大字立ケ花字表山736-1、 736-4

②平安 ③平成元年10月 9日 ～平成2年 1月 14日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥県営畑地帯総合土地改良事業(道路改良)⑦ 100ポ

③窯2(半地下式)、 溝状遺構1、 土墳2

⑨須恵器、窯滓 ⑩なし

3013 粟佐遺跡群北村遺跡

①更埴市大字屋代字上町裏2174ほ か

②古墳～平安 ③平成元年8月 17日 ～9月 9日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥都市計画道路粟佐橋線工事 ⑦l,020nf

③住居址4(古墳)、 馬骨集中区1(不明)

⑨古墳時代土器、馬骨

⑩ 4棟の住居址はいずれも古墳時代で、布留式土器の

影響を強く受けた土器も出土している。馬の骨は中

世以後のものと思われるが、須々岐水神社との関係
で注目される。

⑪更埴市教育委員会 F平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告』1990

3014 赤穂高校遺跡

①駒ヶ根市赤穂11041-4

②縄文 ③平成元年度9月 10日～平成2年3月 31日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤友野良一、気賀沢進

⑥学校 ⑦700nfな し ③～⑩なし

3015 有賀峠積石塚遺跡

①諏訪市豊田有賀

②縄文・近世 ③平成元年8月 28日 ～9月 2日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥主要地方道諏訪辰野線 ⑦2,000ポ

③石塚1、 路状遺構1

⑨縄文土器、陶器、黒耀石片、馬具(轡)

⑩古代からの峠路として有賀峠の様子を示す遺跡。

⑪諏訪市教育委員会『長野県諏訪市有賀峠積石塚遺跡

第 1次発掘調査報告書』1991

3016 若宮遺跡

①諏訪市上諏訪岡村

②縄文ん弥生・奈良～平安 ③平成元年7月 25日～27日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥県単道路改良事業諏訪白樺湖線(試掘)⑦ 400nf

③落ち込み(住居跡 ?)1、 小竪穴2、 集石遺構1

⑨縄文土器(早期～後期)、 弥生土器、土師器、須恵器

、灰釉陶器、磁器、石器(打製石斧・石鏃)⑩なし

⑪諏訪市教育委員会『若宮遺跡試掘調査報告』1989

3017 恒川遺跡

①飯田市座光寺4606-6、 4612、 4613-2

②古墳～平安 ③平成元年10月 12日 ～11月 15日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春、馬場保之

⑥店舗 ⑦l,526ぽ

③竪穴住居址37(弥生1・ 古墳230奈良30平安20不明
8)、 溝状址2、 溝2、 小竪穴1、 土坑5、 集石1

⑨弥生土器、土師器、須恵器、陶器、石器、鉄器

⑩奈良～平安時代の官街的遺構の分布が予想されたが

、今次調査の結果、該期の建物群と、それに先立つ

集落址の一端が明かにされた。

⑪飯田市教育委員会『恒川遺跡一田中倉垣外地籍―』
1991

ごん力で

3018 恒川遺跡

①飯田市座光寺4612

②弥生～中世 ③平成元年11月 13日 ～12月 20日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春、馬場保之

⑥住宅 ⑦960ポ

③竪穴住居址23(古墳13・ 奈良1・ 平安5・ 不明4)、 方

形周溝墓1(弥生)、 竪井戸1(不明)1掘立柱建物址 5

(中世2・ 不明3)、 礎石建物1(平安)、 溝状址3(不明)

⑨土師器、須恵器、鉄器、石器

⑩弥生時代から平安時代の遺構が密集。奈良～平安期
の官衛的諸遺構は幾度か建て替えられた状況を示し

ている。掘立柱建物址柱穴より二彩陶器盤 (な いし

壺の蓋)が出土するなどt調査地点周辺が「館」であ
った可能性が考えられる。

①飯田市教育委員会『恒川遺跡一田中倉垣外地籍―』
1991

ごんが

3019 恒川遺跡

①飯田市座光寺4619-1、 4622-1

②古墳～近世 ③平成2年2月 5日 ～3月 6日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春、馬場保之

⑥店舗 ⑦943ぽ

③竪穴住居址9(古墳10平安2・ 不明6)、 溝状址11(不

明)、 小竪穴6(不明)、 土坑20(不明)、 集石1(不明)

⑨土師器、須恵器、中近世陶磁器

⑩調査区は、古代伊那郡行の中枢部と推定された区域
の東端にあたり、遺構はやや疎らな状況を示す。東
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端部の段丘崖下から円面硯が出土したほか、近世の

まとまった陶磁器類が多量に出土した。

⑪飯田市教育委員会『恒川遺跡一田中倉垣外地籍一』

1991

てんが さわ

3020 天ケ沢遺跡

①南安曇郡奈川村1605

②縄文 ③平成元年10月 1日 ～平成2年8月 31日

④奈川村教育委員会 ⑤山田瑞穂

⑥学術研究(村誌発刊)⑦ l,660ぽ

③小竪穴住居址3(縄文前期末)、 集石炉1、 土墳1、 柱

穴状ピット2

⑨土器(縄文早期 。前期末・灰釉陶器)⑩なし

⑪奈川村教育委員会『天ケ沢遺跡発掘調査報告書』

3021 篠ノ井遺跡群(中部電カゴヒ信坂城線鉄塔地点)

①長野市篠ノ井塩崎字中田5138-1ほ か

②弥生～平安 ③平成元年8月 5日～24日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥送電用鉄塔建設 ⑦150nf

③溝2(弥生後期)⑨弥生後期土器 0土師器皓 墳)

⑩プラント・ オパール分析の結果から、弥生～平安時

代水田層の存在が指摘される。

⑪長野市教育委員会『篠ノ井遺跡群Ⅲ』1990

3022 皆蒲遺跡
①下伊那郡上郷町飯沼2750ほか

②不明 ③平成元年8月 18日 ～21日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一 ⑥町道新設

⑦28ピ ③なし ⑨打製石斧、近代陶磁器 ⑩なし

※昭和62・ 63年に続く第3次調査

3023 孫該遺跡
①上伊那郡辰野町大字横川3224

②縄文・平安 ③平成元年6月 17日 ～24日

④辰野町教育委員会 ⑤福島永 ⑥工場 ⑦60ポ

③竪穴住居跡1(平安末)、 集石1(縄文中期)

⑨縄文中期土器 ⑩平安時代の開墾系住居を検出。

つしだいらきた

3024 牛平北遺跡

①岡谷市2075-戊 一サほか

②縄文 ③平成元年8月 21日～24日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥工場建設 ⑦79ご ③なし ⑨石鏃1

⑩本調査区は集落とは考えにくい。しかし調査区外の

山頂から尾根になる平らな部分に、遺構の集中する

箇所がある可能性が高まり、集落を限定する上で重

要な成果を得ることができた。

なしく ば

3025 梨久保遺跡

①岡谷市長地4575-3先市道長地255号線

②縄文 ③平成元年8月 18日 ～11月 28日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥下水道埋設工事 ⑦68nf

③縄文時代住居跡8、 小竪穴20

⑨縄文土器(中期)、 凹石、石鏃、石錘、石匙、砥石、

磨製石斧、打製石斧等

⑩遺跡中央を縦断する道路に下水道を埋設する工事に

ともなう調査で、土墳墓や住居跡などの遺構の密度

、性格を知るうえで大きな成果を得られた。

3026 原勝間遺跡

①上伊那郡高遠町大字勝間1384-1ほ か

②縄文～平安 ③平成元年4月 12日 ～5月 31日

④高遠町教育委員会 ⑤友野良一

⑥原勝間地区団体営土地改良総合整備事業 ⑦700ポ

③住居跡2(平安)、 柱列跡3(平安)、 柱穴跡1(不明)

⑨土器・石器(縄文・平安)、 墨書土器、鉄器、磁器等

⑩縄文後・ 晩期の遺物が多く出土している。

⑪高遠町教育委員会『高遠町原勝間地区団体営土地改

良総合整備事業埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』19

90

3027 縮将場遺跡
①下高井郡木島平村大字穂高2975ほか

②縄文・平安 ③平成元年8月 26日 ～11月 22日

④木島平村教育委員会 ⑤高橋桂

⑥下高井農林高等学校校舎改築 ⑦l,400ポ

③敷石住居址1、 列石遺構1、 集石1(以上縄文)

⑨縄文土器、土師器、須恵器、土偶、石器(打製石斧
・磨製石斧・磨石・ 凹石・石棒・石鏃)⑩なし

⑪木島平村教育委員会『稲荷境遺跡Ⅳ』1990

3028 爆閃遺跡
①諏訪郡富士見町落合字藤内3722-16ほ か

②縄文 ③平成元年9月 5日 ～12月 20日

④富士見町教育委員会 ⑤小林公明

⑥町道改良工事 ⑦750ぽ

③縄文中期住居址9、 墓墳15 ⑨縄文中期石器、土器

⑩中期後半曽利I期の集落。住居内に墓が存在する。

3029 中原遺跡

①南佐久郡小海町大字千代里1556-1、 1557-1

②縄文 ③平成元年9月 21日 ～10月 23日

④小海町教育委員会 ⑤井出正義、島田恵子

⑥学術研究(町誌編纂)⑦ 3,960ポ

③竪穴住居跡址3、 小竪穴1、 積石墳墓6、 土坑13

⑨縄文土器(前期)、 石鍬、石錐、石匙、磨石、凹石、

石鏃、石皿、炭化クリ・クルミ

⑩直径100mの環状集落で、住居址の内側に墓坑群が

推定される。獣面把手イノシシが多数出土。

3030 筒畑遺跡群田端遺跡

①佐久市大字新子田端935-7ほか

②縄文～中世 ③平成元年7月 5日 ～平成2年3月 31日

④佐久市教育委員会 ⑤佐々木宗昭
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⑥宅地造成 ⑦l,826ポ                  ⑥国道153号線飯田バイパス建設 ⑦730ぽ

③竪穴住居址3(奈良2、 平安1)、 ピット群2         ③住居址8(弥生後期50中世3)、 溝址27(不明)、 方形

⑨土師器・土師器(奈良～平安)⑩なし           周溝墓2(弥生後期)、 土坑2(弥生後期)

⑨土器・石器(縄文・弥生)、 中世陶磁器

3031 大村遺跡                      ⑩一色神社から続く舌状の微高地上には弥生時代後期

①松本市浅間温泉408-1                  の住居址が点在。この台地北側は低湿地帯で、遺構

②奈良～平安 ③平成元年9月 3日 ～10月 31日         等の確認はできなかった。

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚、高桑俊雄       ⑪飯田市教育委員会『一般国道153号飯田バイパス建

⑥野球場建設 ⑦l,000ポ ③～⑩略            設に先立つ発掘調査報告書―田井座・一色 。名古熊

下遺跡―』1991
すすきまち

3032 薄町遺跡 た い ざ

①松本市大字里山辺                  3036 田井座遺跡

②平安～近世 ③平成元年8月 19日 ～12月 13日       ①飯田市鼎一色167ほか

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚             ②弥生後期 ③平成元年8月 1日 ～11月 4日

⑥県営ほ場整備事業 ⑦l,500〆以上           ④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

③竪穴住居跡10(平安9～ 12世紀)、 土坑61(中世～近世    ⑥国道153号線飯田バイパス建設 ⑦3,500nf

)、 溝1(平安～中世)、 礫面1(近世建物基礎と推定)   ③住居址6(弥生5・ 不明1)、 建物址5(中世)、 方形竪穴

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、中近世陶磁     3(中世)、 溝址12(近代)、 溝状址3(不明)、 方形周溝

器、鉄器、古銭、銅製品(キセル等)、 石臼、凹石      墓1(弥生)

⑩伝「古宮古墳」の周溝らしきものは検出できず、酒屋    ⑨弥生時代土器・石器、中世陶磁器、近世陶器

の稲荷(祝殿)の石積みは周囲に周溝がなく、古墳跡    ⑩一昨年、昨年に続く調査で、弥生時代後期集落の範

ではないと判断した。                  囲をある程度把握できた。

①松本市教育委員会『県営ほ場整備事業に伴う緊急発    ①飯田市教育委員会『一般国道153号飯田バイパス建

掘調査概報―薄町・石上・鎌田遺跡―』1991        設に先立つ発掘調査報告書一田井座・一色・名古熊

下遺跡一』1991

3033 筒暮遺跡「綾羨遺跡
しんの

⑩プラント・オパール調査のため遺構等の検出なし。    ④中野市教育委員会 ⑤田川幸生

⑪中野市教育委員会『中野市埋蔵文化財緊急発掘調査    ⑥市道日野4号線改良工事 ⑦l,554nf

①中野市大字安源寺字風巻、大字桜沢字山崎

②弥生 ③平成元年9月 ～平成2年3月 10日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

⑥土地改良工事 ⑦450ぽ ③～⑨なし

報告書一風巻 0桜沢遺跡一』1990

3034 名古熊下遺跡

①飯田市鼎名古熊下2209ほ か

①飯田市鼎一色418ほか

②弥生後期 ③平成元年8月 1日 ～11月 4日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春

3037 新野遺跡

①中野市大字新野字宮下481番地ほか

②旧石器～弥生・中世～近世

③平成元年9月 25日 ～同2年 1月 14日

③竪穴住居址2(縄文 1・ 古墳1)、 掘立柱柱穴(中世143
0近世26)、 ピット(弥生76、 古墳78)、 土墳(縄文30
0弥生200古墳15)、 焼土粘土の帯状遺構(古墳1)、

火床(中世1)、 礎石(中世1)

②縄文・平安 ③平成元年8月 7日 ～同2年 1月 9日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、竹内靖長

⑥中山地区県営ほ場整備事業 ⑦l、 000ぽ

②中世～近代 ③平成元年8月 1日 ～11月 4日        ⑨古銭6350余枚(中世)、 土器(縄文・弥生・土師器)

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春 ⑩なし

⑥国道153号線飯田バイパス建設 ⑦3:300ピ
あんげんじ

③建物址1(不明)、 方形竪穴4(中世1・ 不明3)、 竪穴7(   3038 安源寺遺跡

不明)、 横穴1(不明)、 土坑2(不明)、 溝址10(中世l    ①中野市大字安源寺字立道666-1ほか

・不明9) ②旧石器～古墳 。平安～近世

⑨縄文時代土器・石器、弥生時代石器、中近世陶磁器    ③平成元年9月 1日 ～平成2年1月 14日

⑩付近は中世の館があった場所といわれているが、段    ④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

丘崖直下であるためか遺構は極めて少なかった。     ⑥中野市西部公民館建設 ⑦10,000nf,

⑪飯田市教育委員会『一般国道153号飯田バイパス建    ③弥生後期の住居址2、 溝状遺構1、 柱穴群2

設に先立つ発掘調査報告書一田井座 。一色 。名古熊    ⑨土師器 ⑩なし

下遺跡一』1991

3039 称重罰遺跡
3035 -色遺跡                      ①松本市大字中山
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③縄文時代中期住居址30、 土坑273、 中世火葬墓3

⑨縄文中期土器・石器、中世土器・陶磁器・銭貨 0骨

片・骨粉、土偶

⑩縄文時代中期の一つの集落のほぼ全域を調査し、環

状集落を復元できた。敷石住居 4軒検出。

⑪松本市教育委員会『緊急発掘調査報告書一弥生前遺

励ホ……』 1991

3040 伊久間原遺跡(下原面)

①下伊那郡喬木村16913番地2ほか12筆

②縄文・中世 ③平成元年9月 7日 ～11月 20日

④喬木村教育委員会 ⑤佐藤甦信

⑥精神薄弱者総合援護施設 ⑦12,939ぽ

③竪穴住居跡38(縄文)、 集石炉2(縄文)、 土墳37(縄文

)、 柱列址2(中世)、 囲溝址1(中世)

⑨縄文土器 (早期～後期)、 中世陶器、石器(凹石・磨

石・磨製石斧・打製石斧・横刃形石斧・石匙 0石鏃
0敲打器)、 耳栓 ⑩なし

⑪喬木村教育委員会『伊久間原遺跡下原面』1991

3041 伊勢原第2号古墳

①小県郡東部町大字常田274-1

②古墳 ③平成元年7月 24日 ～10月 23日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏

⑥宅地造成 ⑦370ポ

⑧両袖式石室を有する横穴式古墳(古墳後期)

⑨轡1、 埴輪破片、人骨

⑩床面の状況から少なくとも2次にわたる埋葬が行わ

れたと思われる。周涅がほぼ一周する。

⑪東部町教育委員会『伊勢原遺跡・伊勢原第2号古墳

・薬師遺跡―緊急発掘調査報告書』1990

3042 七ツ石遺跡

①小県郡東部mT大字新屋3番地

②縄文・平安 ③平成元年9月 23日 ～12月 22日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、堀田雄ニ

⑥農業関連 ⑦l,700ポ

③竪穴住居址21(平安)、 土墳7(平安40中世3)《 ピッ

ト6(平安)、 溝址1(不明)

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、古銭(近世)、 砥石、磨

石、敲石

⑩S B17か らは多量の土師器杯・甕と灰釉陶器浄瓶破

片が出±。ピット群は掘立柱建物址の可能性あり。

⑪東部町教育委員会『七ツ石遺跡 0石原田遺跡・古賀

礼遺跡 0雁丸遺跡・小申田遺跡・沖田遺跡・清水田

遺跡一緊急発掘調査報告書一』1990

3043 石原田遺跡

①小県郡東部町大字新屋280ほか

②縄文～弥生 。平安 ③平成元年7月 17日 ～11月 1日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、西沢浩

⑥農業関連 ⑦l,900〆

③竪穴住居址28(縄文前期2・ 弥生20平安21他 )、 掘立

柱建物址1(不明)、 土墳85(縄文前期100古墳70平
安他不明68)、 ピット30余

⑨縄文土器 (前期末・後期)、 弥生土器(後期)、 土師器

、須恵器、灰釉陶器、石鏃、石匙、打製石斧

⑩耳皿、四耳壺、横瓶のほぼ完形品が出±。

⑪東部町教育委員会『七ツ石遺跡 0石原田遺跡・ 古賀

礼遺跡・ 雁丸遺跡・小申田遺跡・ 沖田遺跡 0清水田

遺跡一緊急発掘調査報告書』1990

3044 古賀礼遺跡

①小県郡東部町大字新屋

②縄文・平安～近世 ③平成元年10月 24日 ～11月 30日

④東部町教育委員会 ⑤塩入秀敏、保坂富男

⑥農業関連 ⑦l,000ぽ

③土墳27(ほ とんど中世の墓址、井戸址1)、 柱穴列2(

不明)、 溝状遺構1(不明)

⑨縄文土器、須恵器、土師質土器(内耳 0カ ワラケ)、

青磁、古銭、鉄製品、陶磁器、石日

⑩中世の墓址と思われる土壊がまとまって検出され、

内部から土師質土器、青磁、古銭、石自等と焼土、

炭化物が出土するものが多からた。

①東部町教育委員会『七ツ石遺跡・石原田遺跡・古賀

礼遺跡・雁丸遺跡・小申田遺跡・沖田遺跡・清水田

遺跡一緊急発掘調査報告書』1990

3045 大室古墳群

①長野市松代町大室字村東山手442ほか ②古墳

③平成元年9月 28日 ～12月 26日、同2年4月 16日～7月 21日

④明治大学考古学研究室、(財)長野県埋蔵文化財セン

ター ⑤大塚初重、笹沢浩、小林秀夫

⑥上信越自動車道建設工事 ⑦l,200ぽ ③古墳5基

⑨21号 刀子、佼具、鍔、鞘尻金具、土師器、須恵器

23号 鉄鏃、ガラス小玉、環状鉄製品、棒状鉄製品

、土師器、須恵器、縄文土器

24号 土師器、須恵器、人骨4体分

25号 管玉、棗玉t切子玉、ガラス小玉、埋木製小

玉、石製小玉、丸玉、練玉、日玉、耳環、直

刀剥片 ?、 鞘金具片、鉄鏃片 ?、 轡片、馬具

留金具、銘尾金具、刀子、須恵器、土師器、

人骨13体分以上、歯
三号 耳環、骨、歯、不明鉄器、土師器、須恵器

⑩大室谷扇状地の扇端部に位置する村東単位支群の6

基を調査。古墳と認められる5基は、石のみで築か

れたものは1基もなく、土で築かれた古墳であるこ

とが判明。築造時期は6世紀後半から7世紀後半。

⑪日本道路公団名古屋建設局。長野県教育委員会 0働

長野県埋蔵文化財センター『上信越自動車道埋蔵文

化財発掘調査報告書 3-長野市内その1-(大室古墳

君羊)』  1991

こさかにし

3046 小坂西遺跡

①更埴市大字桑原字小坂西2583-1ほか

②縄文～中世 ③平成元年9月 14日 ～11月 4日

―-69-―



④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩
⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦4,000ぽ

③竪穴住居址15(縄文50古墳2・ 奈良～平安3・ 中世5)

、土坑(縄文4・ 弥生2・ 古墳10奈良～平安1・ 中世
多数)、 遺物集中箇所3(縄文20奈良～平安1)、 火葬
施設2(中世)

⑨土器・陶磁器(縄文早～中期 。同晩期・弥生後期・
土師器・須恵器・灰釉陶器・かわらけ。内耳 0青磁
・瀬戸美濃系陶器)、 石器(石鏃・石槍・石錐・石錘
・石匙・打製石斧・磨石・特殊磨石・スタンプ形石
器・刃器・大型刃器 0磨製石斧・砥石)、 滑石製玉

、鉄製品、銭貨(開元通費ほか)

⑩平安時代の住居址に、屋外に延びる周溝が検出され
るなど、斜面立地の工夫がうかがえる。中世の7号
住居址は四壁に石積みを行っている。

①日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会・働
長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書 13-更埴市内・長野市内
その1-』 1993

3047 鶴萩七尋岩陰遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字白助866ほか

②縄文～近世 ③平成元年9月 11日 ～11月 2日

④(財)長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩 ′

⑥中央自動車道長野線建設工事 ⑦250ぽ

③土坑3、 薬師堂にかかわる石垣・土台
⑨土器・陶器(縄文前期・ 同中期・弥生中期・土師器

0須恵器・かわらけ。ほうろく・珠洲系橘鉢・天目
茶碗等)、 石器(打製石斧・凹石・特殊磨石 0石鏃・
大型蛤刃石斧)、 鉄製品(鈍・鉄鏃・刀子・釘・鎌)

、骨鏃、管玉、有孔円板、ガラス玉、銭貨(寛永通
費ほか)、 五輪塔、人骨

⑩弥生時代中期には葬送に関連した行為が行われ、古
墳時代中・後期には巨岩祭祀の場となった。出土し
た古代・中世の遺物も七尋薬師堂の前身にあたる信
仰関係の可能性がある。

⑪日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会・働
長野県埋蔵文化財センター『中央自動車道長野線埋
蔵文化財発掘調査報告書 13-更埴市内・長野市内
その1-』 1993

3048 小滝遺跡

①長野市松代町大室字小滝1909ほか

②縄文・平安 。中世・近世
③元年10月 9日～2年 1月 11日、4年5月 11日 ～7月 17日

④働長野県埋蔵文化財センター ⑤笹沢浩、小林秀夫
⑥上信越自動車道建設工事 ⑦8,000ポ

③竪穴住居址3(平安)、 竪穴建物址3(中世)、 掘立柱建
物址5以上(中世)、 土墳墓10(中世、内馬の墓1)、 柱
穴640(中世)、 土墳(中世40・ 平安以前3)、 溝(中～

近世10)、 柵列2(中世)、 建物基壇2以上、石列・石
垣19(中世 ?)、 井戸2(中世)、 焼土址8(平安以前)

⑨縄文土器(後期 ?)、 土師器、中近世陶磁器、石臼、

石鉢、砥石、五輪塔、銭貨、鉄鏃
⑩遺跡の主体は中世(室町時代後半)である。遺跡背後

にある山城との関係も注目される。

3049 榎垣外遺跡

①岡谷市長地2992-3、 2992-4(鎮守東地籍)

②平安 ③平成元年9月 5日 ～22日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進
⑥派出所建設 ⑦45ポ

③住居址1(平安)⑨土師器等 ⑩なし

3050 四日市遺跡

①小県郡真田町大字長7174-1、 -7、 7172-7

②縄文・古墳・平安 ③平成元年8月 21日 ～12月 2日

④真田町教育委員会 ⑤宇賀神恵
⑥役場庁舎建設 ⑦l,180nf

③竪穴住居址34(縄文中期末250古墳後期10平安8)、

土坑59(縄文前期10中期末540晩期末4)、 集石土坑
1(縄文中期末)、 屋外埋甕2(縄文中期末)

⑨縄文土器(前・中・晩期)、 土師器、須恵器、石器(

打製石斧・石鏃 0磨製石斧)、 軽石製品、墨書土器
⑩縄文中期末葉の集落址。加曽利E式・ 唐草文系が主
体、圧痕隆帯文系・曽利系土器等が若干見られる。

⑪真田町教育委員会『長野県小県郡真田町埋蔵文化財
調査報告書一四日市遺跡一』1990

3051 石川条里遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字枡下ほか

②弥生～近世 ③平成元年8月 21日～10月 19日、
11月 20日 ～28日、12月 14日～1月 29日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良
⑥県営ほ場整備事業(篠ノ井西部地区)⑦ 4,000nf

③土墳3(古墳)、 溝2(古墳)、 集石遺構(古墳)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、石庖丁、砥石、石釧、
勾玉、管玉  ・           ・

⑩篠ノ井西部地区ほ場整備に伴う第3年次調査。桝下
地籍において、古墳時代中期の居住域の一画が検出
され、多量の遺物が出土した。

①長野市教育委員会『石川条里遺跡(6)』 1992

3052 田中沖遺跡

①長野市稲里町田牧字南大下1140ほか、篠ノ井西寺尾
②古墳～中世 ③平成元年9月 20日 ～11月 8日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良
⑥土地区画整理事業(神明広田)⑦ 2,300ポ

③竪穴住居56(古墳320奈良50平安190不明2)、 土墳
21(古墳2・ 平安150中世4)、 溝22(古墳6・ 平安10・

不明6)

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、中世陶磁器、ノ`稜鏡、
鉄製品各種(馬具等)

⑩区画整理事業に伴う第2年次調査。川中島扇状地に
おいて古墳～中世の大規模集落を初めて検出。和名
抄記載の「池」郷との関係を想定させる。
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⑪長野市教育委員会『田中沖遺跡Ⅱ』1991

しみず

3053 清水氏居館跡

①大町市大字常盤356

②縄文・中～近世 ③平成元年9月 18日～11月 16日

④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎
⑥常盤西県営ほ場整備事業 ⑦7,000ポ

③住居跡9、 建物跡10、 竪穴30、 土墳30、 火葬墓1、 外
堀跡、内堀跡、焼土跡30、 柱穴500、 配石3(以上全
て中世の遺構)

⑨縄文土器(中期)、 土師器、内耳鍋、陶器、青磁、白
磁、中世石製品(石臼・砥石 0火打ち石等)、 銭貨、
中世鉄製品(釘・刀子・ 火打ち金具)

⑩中世の清水氏と推定される居館跡の全体を調査。
⑪大町市教育委員会『長畑・清水氏居館跡一埋蔵文化

財包蔵地緊急発掘調査報告書―』1991

3054 和田城跡

①下伊刀F郡南信濃村大字和田1198 ②近世
③平成元年7月 31日 ④南信濃村教育委員会

⑤宮沢恒之 ⑥郷土館建設 ⑦2,200ポ ③～⑩なし

3055 目切遺跡・榎垣外遺跡・清水田遺跡

①岡谷市長地4253番地イほか

②縄文～平安 ③平成元年9月 1日～平成2年3月 14日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥長地山の手土地区画整理事業(試掘)⑦ 460nf

③住居跡4(縄文10平安3)、 小竪穴15

⑨縄文土器(中期)、 土師器、灰釉陶器、石鏃 ⑩なし

①岡谷市教育委員会『平成元年度榎垣外遺跡ほか分布

調査報告書一榎垣外0梨久保遺跡発掘調査報告書(概

幸風)』  1990

たかなし

3056 高梨氏城跡

①中野市小館1070-6ほ か

②中世 ③平成元年9月 11日～平成2年3月 26日

④中野市教育委員会 ⑤金井汲次
⑥公園造成・住宅 ⑦600ぷ ③柱穴建物址  `
①中野市教育委員会 F高梨氏城跡発掘調査(概報)J1990

※史跡現状変更

3057 鎌田遺跡

①松本市大字里山辺

②縄文～古墳 ③平成元年9月 11日 ～12月 13日

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚

⑥県営ほ場整備事業 ⑦l,100ポ以上

③竪穴住居址7(縄文前期末10同晩期20弥生20古墳
中期2)、 溝5(縄文晩期1・ 古墳中期10同中期以降2

・ 不明1)、 土坑1

⑨土器(縄文・弥生 0土師器)、 石器(石鏃・打製石斧
・凹石等)、 炭化材

⑩松本市内では珍しい弥生中期と古墳中期の住居が検

出された。なお、古墳中期の第2号住は、焼失住居

で、炭化材のほが良好な土器セットが出土した。
⑪松本市教育委員会『県営ほ場整備事業に伴う緊急発
掘調査概報一薄町・石上・鎌田遺跡二』1991

3058 県町遺跡

①松本市県2-1-1

②平安 ③平成元年9月 12日 ～25日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治
⑥松本県ケ丘高校倉庫建設 ⑦約100ピ

③竪穴住居址2(平安)、 ピット1(不明)

⑨土師器、須恵器、灰釉陶器、石器 ⑩なし

⑪松本県ケ丘高等学校・松本市教育委員会『松本市県
町遺跡一緊急発掘調査報告書―』1990

3059 南中島遺跡

①松本市大字中山

②縄文・平安 ③平成元年8月 30日 ～10月 31日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、高桑俊雄、新谷和孝
⑥道路 ⑦約1,000nf ③γ⑩略

3060 星雲L跡
①松本市大字中山

②縄文～中世 ③平成元年10月 12日 ～12月 13日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、高桑俊雄
⑥県営ほ場整備事業 ⑦約750ぽ

③住居址8(縄文5・ 弥生10不明2)、 土墳200(縄文・古
墳 0平安)、 水田址1(中世)、 溝址1(中世以降)

⑨縄文土器、弥生土器、古墳～平安の土器・陶器、中
世及び中世以降の陶器、土製品 ⑩なし

⑪松本市教育委員会『松本市生妻遺跡』1991

3061 苦竿鴛L跡
①松本市大字中山
②縄文 ③平成元年9月 21日 ～平成2年1月 9日

④松本市教育委員会 ⑤熊谷康治、新谷和孝、高桑俊雄
⑥中山地区県営ほ場整備事業 ⑦約2,000nf

③住居址33(縄文中期)、 土坑約1200(縄文早期・ 同中
期)、 建物址2、 配石墓

⑨縄文土器(早期・前期・中期)、 石器
⑩早期の押型文土器、中期住居址から出土した彫刻の

ある石皿、同じく中期の建物址などが注目される。
①松本市教育委員会『松本市南中島遺跡』1991

3062 島崎遺跡

①伊那市大字手良沢岡1377

②縄文 ③平成元年11月 20日～12月 25日

④伊那市教育委員会 ⑤友野良一

⑥県営ほ場整備事業 ⑦700ぽ

③竪穴住居址13(縄文)、 土墳17(縄文)

⑨縄文土器(中期)、 石器(打製石斧 0磨製石斧 0石匙
・石鏃・横刃型石器・凹石・石皿等)⑩なし

⑪上伊那地方事務所・伊那市教育委員会『島崎遺跡一

埋蔵文化財緊急発掘調査報告書一』1990
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3063 上の山遺跡 (第 4次)

①上伊那郡辰野町大字伊那富3644-2

②縄文・平安～中世 ③平成元年10月 2日 ～11月 30日

④辰野町教育委員会 ⑤友野良一

⑥辰野高等学校校舎改築 ⑦l,055ぽ

③竪穴住居跡2(縄文)、 半地下式住居跡1(中世)、 半地

下式建物址2(中世)、 掘立柱建物址2(中世)、 土坑5(

縄文中期)、 だヽ竪穴6(縄文中期)

⑨縄文土器 (中期)、 陶磁器、内耳土器、石器 (菰手石)

、刀子、古銭

⑩「天白の古城」としての遺構が確認された。

①辰野町教育委員会『上の山遺跡Ⅲ一長野県辰野高等

学校校舎改築に伴う第 4次埋蔵文化財発掘調査報告

雇蒙』 1990

いけ  たいら     こまでいけ

3064 池の平遺跡群駒出池遺跡

①南佐久郡八千穂村大字八郡八ヶ岳下2049

②旧石器 ③平成元年10月 7日～10日

④八千穂村池の平遺跡発掘調査団 ⑤中村由克

⑥学術研究(尖頭器文化の研究)⑦ 60ピ

③プロック1(旧石器)、 礫群1(旧石器)

⑨尖頭器、スクレイパー、黒耀石剥片・砕片

⑩本遺跡は、池の平遺跡群の中でも、尖頭器製作址で

あった大反・塩くれ場とは異なり、キャンプサイト

的要素の強い遺跡と思われる。

①八千穂村池の平遺跡発掘調査団『埋蔵文化財発掘報

告書一池の平遺跡群駒出池遺跡一』1990

3065 篠ノ井遺跡群(長野市営塩崎体育館地点)

①長野市篠ノ井塩崎字北畑5281番地ほか

②弥生～平安 ③平成元年10月 2日 ～28日

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良

⑥市営体育館建設 ⑦800〆

③竪穴住居1(古墳)、 土墳6(弥生前期)、 土器棺墓1(弥

生前期)、 溝4(古墳)、 掘立柱建物址1(古墳)

⑨弥生土器(前期～後期)、 土師器、打製石斧、石鏃

⑩弥生波及期。千曲川自然堤防集落遺跡において、遺

構の存在がはじめて確認された。土器棺内部からは

焼人骨が検出され、再葬墓として位置づけられた。

①長野市教育委員会『篠ノ井遺跡群Ⅲ』1990

3066 清水遺跡

①諏訪市大字豊田字平林3631-4、 3632-3

②縄文～弥生 ③平成元年8月 22日 ～26日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥住宅 ⑦204」 ③小竪穴3

⑨縄文土器(前・ 中0晩期)、 弥生土器(中・後期)、 土

師器、須恵器、灰釉陶器、陶磁器、石器(石鏃等)

⑩縄文晩期末～弥生中期の資料を出±。

⑪諏訪市教育委員会『長野県諏訪市清水遺跡第 3次発

掘調査報告書』1990

3067 土田遺跡

①諏訪郡下諏訪町5582番地

②旧石器～弥生・中世 ③平成元年8月 21日～10月 10日

④下諏訪町教育委員会 ⑤宮坂清

⑥墓地造成 ⑦251ぽ

③竪穴住居址1(弥生)、 土坑8(縄文・ 中世)、 ピット

⑨旧石器(ナイフ形石器・尖頭器・剥片等)、 縄文土器

、弥生土器、かわらけ、石器(石鏃・ 打製石斧等)、

古銭、人骨

⑩今まで知られていなかった旧石器時代の遺物出±。

3068 -本構造跡

①茅野市塚原 1丁 目4202-1

②縄文～弥生・中世～近世 ③平成元年9月 1日～10月 4日

④茅野市教育委員会 ⑤守矢昌文

⑥宅地造成 ⑦385ぽ

③竪穴住居址2(弥生10不明1)、 掘立柱建物址2(中世)

、埋設土器1(縄文)、 竪穴状遺構1(中世)

⑨縄文土器(早期末～中期)、 弥生土器(後期)、 陶磁器

(中世)、 石器類

⑩斜面から弥生時代後期の住居址が検出され、本遺跡
が弥生時代の集落址であることが捉えられた。

3069 麗与脈遺跡
①諏訪郡原村10838

②縄文 ③平成元年12月 7日 ～平成2年1月 9日

④原村教育委員会 ⑤平出一治

⑥諏訪南インター原村工業団地造成 ⑦132ぽ

③敷石住居址1(縄文後期)、 小竪穴1(縄文)

⑨縄文土器、打製石斧等

⑩道路幅の調査で、縄文時代後期前半の柄鏡形敷石住

居址 1棟を発見。周辺への広がりが予想される。

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財18-姥ケ原・

下原山南・下原山北遺跡(第 2次発掘調査)一諏訪南
インター原村工業団地予定地内埋蔵文化財包蔵地発

掘調査概判 1990

3070 梨の木沢遺跡他

①諏訪郡原村中新田14926-1ほ か

②縄文 0平安・近世 ③平成元年6月 20日 ～9月 27日

④原村教育委員会 ⑤五味一郎

⑥県営畑地帯総合土地改良(御射山地区)⑦ l,140ぽ

③住居址2(平安)、 溝状遺構1(平安)、 小竪穴4(不明)

⑨縄文土器(早期・中期)、 土師器、須恵器、鉄鏃、打

製石斧 ⑩なし

⑪原村教育委員会『原村の埋蔵文化財17-梨の木沢
・中道通・御射山沢・梨の木沢西遺跡一御射山地区
県営畑地帯総合土地改良事業に伴う緊急発掘調査報
宅彗是蒙』 1990

すなはらだ

3071 砂原田遺跡

①下伊那郡上郷町黒田557-8ほか

②縄文～古墳・平安～中世 ③平成元年10月 21日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠―
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⑥町道拡幅工事 ⑦20nf ③～⑩なし            師器を焼生したと思われる土墳等を確認

3072 渡場遺跡                     3076 北村遺跡

①下伊那郡上郷町別府493-4ほ か             ①東筑摩郡明科町大字光401-1他

②奈良～平安・近世他 ③平成元年10月 16日 ～11月 15日   ②奈良～平安 ③平成元年10月 2日 ～12月 26日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一             ④明科町教育委員会 ⑤大沢哲 ⑥道路 ⑦約500ぽ

⑥町道拡幅工事 ⑦20ぽ ③溝址l            ③奈良時代の竪穴住居址1、 溝2、 ピット3

⑨須恵器、灰釉陶器、近世・近代陶磁器 ⑩なし      ⑨土師器・須恵器、縄文土器 ⑩なし

3073 開善寺境内遺跡                  3077 古町遺跡・館ノ内居館跡

①飯田市上川路                     ①大町市大字社5834-1ほ か

②縄文 0古墳・中世～近世                ②弥生～近世 ③平成元年10月 16日～12月 5日

③平成元年8月 21日 ～9月 29日               ④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春             ⑥農業水田確立小規模廃水対策特別事業 ⑦3,300nf

⑥集会施設 ⑦560ぽ                  ③住居跡6(平安5。 中世1)、 建物跡5(中世)、 配石1(中

③竪穴2(不明)、 土坑6(不明)、 溝状址2(不明)       世)、 製鉄跡1(中世)、 ピット・ 柱穴 [建物の柱穴含

⑨縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、中世以降の     む]・ 土墳150(中世)

陶磁器、布目瓦                    ⑨弥生土器、土師器、中世陶磁器、鉄器(釘・刀子等)

⑩中・近世の遺物から、本地点は該期の寺院の一画と     、炭化物・炭化材、鉄滓

して機能していたと考えられ、隣接して現存する開    ⑩中世仁科氏居館跡に附属する武家屋敷を調査。

善寺との関係など重要な問題を投げかけた。       ⑪大町市教育委員会『長野県大町市埋蔵文化財包蔵地

⑪飯田市教育委員会『上川路公民館建設に先立つ緊急     緊急発掘調査報告書一古町遺跡―』1991

発掘調査報告書一開善寺境内遺跡一』1991
あらたのひら

3078 新田平遺跡

3074 石上遺跡                      ①長野県諏訪郡富士見町境字滝坂7288ほか

①松本市大字里山辺2629ほか               ②縄文 ③平成元年11月 20日～平成2年6月 30日

②縄文・古墳・平安～中世                ④富士見町教育委員会 ⑤小林公明

③平成元年9月 12日 ～12月 23日              ⑥町道改良工事 ⑦470ぽ

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚             ③縄文中期～後期の住居址6、 墓墳5

⑥県営ほ場整備事業 ⑦約1,000ポ            ⑨縄文中期～後期の石器と土器 ⑩縄文後期の集落址

③竪穴住居址39(縄文前期末30平安33・ 不明3)、 古墳 はざま

周溝1(古墳)、 土墳98(縄文前期末97・ 平安1)、 火葬   3079 硲城跡

墓3(中世)、 ピット群2(縄文前期)、 溝1(平安)      ①小諸市大字耳取字硲272(273-1、 276、 277ほか、大
｀
⑨土器(縄文土器・土師器 0須恵器・灰釉陶器)、 石器     字耳取字塩川157

(石鏃・打製石斧・凹石・石匙等)、 鉄器・鉄製品(   ②中世 ③平成元年11月 1日～11月 2日

釘・刀子等)、 土製紡錘車、古銭            ④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑩平安時代の墓(第 3号土坑)は、木炭敷の上に木棺を    ⑥千曲川左岸広域農道(試掘)⑦ 4,932ぽ

置いたままの形で釘が長方形に並んで出土した。灰    ③～⑩なし ※現状保存

釉長頸瓶1点・ 内黒土師器13点が完形で遺存した。

墓墳は、3.7m× 2。 Om、 深さlmで、県内最大。     3080 和田原遺跡群

⑪松本市教育委員会『県営ほ場整備事業に伴う緊急発    ①小諸市大字和田字古屋敷468-3ほか9筆

掘調査報告書一薄町。石上・鎌田遺跡―』1991      ②縄文・古墳～平安 ③平成元年10月 12日 ～11月 30日

④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

3075 岡田西裏遺跡                    ⑥和田工業団地造成[第 4次](試掘)⑦ 3,000ポ

①松本市大字岡田町504-1ほか              ③古墳～平安時代の竪穴住居址21、 掘立柱建物址4

②奈良～平安 ③平成元年10月 16日 ～同2年 1月 6日     ⑨～⑩なし

④松本市教育委員会 ⑤直井雅尚、三村竜一

⑥保育園 ⑦約1,000ぽ以上              3081 町浦遺跡

③竪穴住居址37(縄文中期50古墳2・ 奈良～平安30)、    ①更埴市大字雨宮字町浦336-1

土壊60(縄文～平安)、 集石遺構 [墓址か]2(平安)     ②平安 ③平成元年10月 3日 ～10月 4日

⑨縄文土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、石器(石斧    ④更埴市教育委員会 ⑤山根洋子
0玉等)、 鉄器(小刀・紡錘車等)            ⑥ガソリンスタンド ⑦120ポ

⑩土師器を製作した工人達の集落の一部、工房址、土    ③水田址(平安)⑨土師器、須恵器
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⑩更埴条里水田址の水田面のみの調査。

①更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

3082 差K遺跡群苦造・轟葎・五年生遺跡
①更埴市大字屋代字古道772-6ほ か

②弥生・奈良～平安

③平成元年10月 30日 ～同2年 1月 5日

④更埴市教育委員会 ⑤山根洋子

⑥中部電力鉄塔建設 ⑦130ポ

③住居址2(弥生)、 水田址 (平安)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器

⑩部分的な調査のため詳細は不明であるが、郷津遺跡

において弥生時代住居址の存在が明らかになった。

①更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

3083 筒躍遺跡
①飯山市大字常郷字岡峰85番地ほか

②縄文～弥生・ 平安 ③平成元年9月 5日 ～11月 10日

④飯山市教育委員会 ⑤望月静雄

⑥住宅団地 ⑦3,000耐

③平安時代の竪穴住居址8、 掘立柱建物址2、 土墳 1、

土墳墓1、 溝址7             イ

⑨縄文土器(前期～晩期)、 土師器、須恵器、石器

⑩住居址は明確ではない。土墳墓は、土師器 3点を並

置しており、平安時代墓制の好例。

⑪飯山市教育委員会『岡峰遺跡Ⅲ』1990

3084 荒井遺跡

①更埴市大字屋代字荒井1198ほか ②弥生～中世

③平成元年9月 18日 ～10月 24日、12月 13日 ～12月 21日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥高速道関連事業松代電子工場建設 ⑦l,200ポ

③住居址6(弥生中期3・ 古墳10平安 1)、 溝8(中世6・

不明2)⑨弥生～中世の土器、弥生 。中世の石器

⑩当該地は城ノ内遺跡に隣接 し、居館址と関係すると

思われる堀状の溝が検出されており注目される。

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

3085 佐野遺跡

①長野県下高井郡山ノ内町大字佐野616番地

②縄文 ③平成元年11月 28日 ～12月 20日

④山ノ内町教育委員会 ⑤金井汲次

⑥住宅建築(試掘)⑦ 6ご ③～⑩略

3086 芥沢遺跡

①長野県茅野市金沢1602-1

②縄文 。中世・ 近世 ③平成元年6月 21日 ～6月 26日

④茅野市教育委員会 ⑤守矢昌文

⑥諏訪南インター林間工業団地上水道施設 ⑦64♂

③集石遺構1(近世)、 溝1(近世)

⑨縄文土器(早期末～前期初頭)、 土師質土器、近世陶

磁器、砥石、石器類

⑩縄文早期末～前期初頭の良好な包含層が部分的に確

認された。条痕文系・東海系・縄文系土器が豊富に

が出土しており、貴重な所見が得られた。

①茅野市教育委員会『芥沢遺跡』1990

3087 烏苗造跡
①更埴市屋代1000

②平安 ③平成元年11月 18日 ～12月 18日

④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥屋代高校管理混合教室棟建設 ⑦l,526 nf

③住居址3(平安)、 水田址(平安)⑨平安時代土器

⑩調査により検出された畦畔は、昭和60年の調査によ

り検出された1号畦畔と同一のものであり、この地

の地割が半折型であることを裏付けた。水田面下よ

り検出された平安時代の住居址は、馬口遺跡内では

最も東側に位置するものであり、水田址の年代を考

える上で重要な資料となった。

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

3088 吉野町館跡

①長野県南安曇郡豊科町大字豊科3043ほか

②中世 ③平成元年11月 20日 ～11月 27日

④豊科町教育委員会 ⑤山田真一

⑥県営ほ場整備事業豊科南部(試掘)⑦ 20ポ

⑧堀跡 ⑨内耳土器、陶磁器

⑩調査地周囲に掘が巡ることを確認。翌年本調査。

⑪豊科町教育委員会『吉野町館跡遺跡』1992

3089 ほうろく屋敷遺跡

①東筑摩郡明科町大字南陸郷

②縄文・弥生・平安・中近世

③平成元年8月 7日 ～12月 7日

④明科町教育委員会 ⑤大澤哲

⑥農業関連 ⑦4,000ポ

③竪穴住居址32(縄文中期180同後期20弥生後期10

平安12)、 敷石住居址2(縄文中期1・ 同後期1)、 土器

棺再葬墓1群4基 (弥生中期初頭)、 土墳、建物址3(平

安1・ 中近世2)

⑨縄文土器(中期初頭～後期)、 弥生土器(中期初頭 0

後期)、 土師器、灰釉陶器、近世陶器、石器(打製石

斧・磨製石斧・石鏃 0横刃・石匙 0石錘・ スクレイ
パー・玉類・玉砥石・垂飾・石棒・凹石・磨石 。石

皿・石包丁)、 鉄製紡錘車、刃子、鎌

⑩昭和63年度からの継続調査。土墳から長さ110clnの

大石棒が出±。

⑪明科町教育委員会『り|1西地区県営ほ場整備事業に伴

う緊急発掘調査報告書』1991

3090 後安遺跡

①長野県更埴市大字桑原字後安125、 126-1
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②奈良～平安 ③平成元年10月 3日 ～10月 4日

④更埴市教育委員会
・
⑤矢島宏雄

⑥工場 ⑦l,202ポ

③住居址2(古墳後期)、 土坑1(不明)⑨土師器

⑩石組みカマドを設けた住居址が検出された。部分的

な調査のため詳細は不明。

⑪更埴市教育委員会『平成元年度更埴市埋蔵文化財調

査報告書』1990

3091 堂垣外遺跡

①長野県下伊那郡上郷町飯沼1031ほか

②縄文～中世 ③平成元年10月 5日 ～平成2年3月 30日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥農村基盤総合整備事業(集落型)⑦ 6,081nf

③竪穴住居址1(中世)、 掘立柱建物址3(中世2・ 不明1)

、土器棺墓1(弥生)、 竪穴状遺構2(近世 0近代)、 溝

址18(弥生～古墳100平安～中世3。 近世以降30不

明2)、 土坑15(中世13・ 近世以降2)、 井戸址1(不明)

⑨弥生土器、土師器、須恵器、中世陶磁器、近世 0近

代陶磁器、石器 (打製石斧・有肩扇状形石器・磨製

石斧)、 鉄器

⑩用水路と考えられる古墳前期の溝址を調査。中世の

掘立柱建物址、竪穴住居址、住穴、土坑が集中する

箇所を確認した。

⑪飯田市教育委員会『農村基盤総合整備事業(集落型)

丹保地区工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一堂

垣外遺跡 `橋爪遺跡・藪上遺跡・長橋遺跡』1994

3092 謀重遺跡
①北佐久郡御代田町大字塩野

②縄文 ③平成元年11月 20日 ～27日

④御代田町教育委員会 ⑤堤隆

⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦不明 ③～⑩なし,

3093 城之腰遺跡

①北佐久郡御代田町大字塩野

②縄文・奈良～平安 ③平成元年11月 20日 ～27日

④御代田町教育委員会 ⑤堤隆       `
⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦不明

③竪穴住居址5(縄文)、 土墳4(縄文)、 溝3(中世)

⑨試掘のため採取せず。 ⑩なし

3094 細尾根遺跡

①北佐久郡御代田町大字塩野

②縄文 ③平成元年11月 20日 ～27日

④御代田町教育委員会 ⑤堤隆

⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦不明 ③～⑩なし

3095 笠皆L遺跡
①北佐久郡御代田町大字塩野

②縄文 ③平成元年11月 20日 ～27日  .
④御代田町教育委員会 ⑤堤隆

⑥県営ほ場整備事業(試掘)⑦不明 ③～⑩なし

3096 穀正遺跡
①下伊那郡上郷町飯沼403-1ほか

②弥生～古墳 ③平成元年10月 9日 ～12月 25日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥農村基盤総合整備事業(集落型)⑦ l,143ポ

③竪穴住居址2(古墳前期)、 土石流7(古墳前期)

⑨土師器、中近世陶器、弥生時代打製石器

⑩遺跡北西側の深い位置から住居を検出。上層に数回

の土石流が認められ、絶えず洪水の危険にさらされ

ていた様子がうかがえる。

①飯田市教育委員会『農村基盤総合整備事業 (集落型)

丹保地区工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一堂

垣外遺跡・ 橋爪遺跡・藪上遺跡・ 長橋遺跡―』1994

3097讐顎遺跡
①大町市大字社6756-1ほ か

②縄文～近世 ③平成元年11月 6日 ～12月 25日

④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎

⑥送電線77KV池田大町連絡線(第203期分)⑦ 675ぽ

③住居跡22(弥生)、 土墳2(中世1・ 平安1)、 古墳周溝?

1(古墳)、 竪穴1(中世)、 土塁1(中世)

⑨縄文土器(後期)、 弥生土器(中・後期)、 土師器、石

器(磨製石斧・石鏃・勾玉等)、 鉄製品(釘)

⑩弥生時代の拠点的集落。

①大町市教育委員会『長野県大町市埋蔵文化財包蔵地

緊急発掘調査報告書一古城遺跡一』1991

3098 L輩 11貰遺跡
①飯山市大字静間字四林2171-1

②弥生～古墳 ③平成元年11月 16日 ～24日

④飯山市教育委員会 ⑤望月静雄 ⑥店舗 ⑦200ぽ

③竪穴住居址1(平安)、 井戸址1(中世)、 土墳1(不明)

⑨土器(弥生・古墳)、 珠洲焼、青磁

⑩遺跡の中心地より離れた外郭地帯と思われる。

①飯山市教育委員会『地下に遺跡があった 1田草川尻

遺跡Ⅳ』1991          :'

3099 年麓韻柱遺跡
①諏訪市豊田有賀3906-1

②縄文・平安 0近世 ③平成元年12月 6日 ～13日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭 ⑥住宅 ⑦422ピ

③小竪穴2(縄文)、 配石遺構

⑨縄文土器(前・中・後期)、 土師器、須恵器、灰釉陶

器、石器(石鏃・凹石・石匙等)⑩なし

⑪諏訪市教育委員会『長野県諏訪市千鹿頭社遺跡第4

次発掘調査報告書』1990

3100 神送り遺跡

①上伊那郡辰野町大字平出2099-6、 2100-4

②平安 ③平成元年11月 13日 ～12月 11日

④辰野町教育委員会 ⑤福島永 ⑥道路 ⑦75ぽ

③竪穴住居跡2(平安)⑨土師器、須恵器

⑩以前の構造改善によって削られ、痕跡のみ残存。
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⑪辰野町教育委員会『特定交通安全事業伊那辰野 (停)   ②古墳 ③平成元年11月 13日 ～12月 28日

線の拡幅事業に伴 う発掘調査報告書』1990        ④望月町教育委員会 ⑤福島邦男

⑥県単道路改良 (雨境望月線)⑦ l13nfしばざき

3101 芝崎遺跡                      ③古墳1(古墳)

①下伊那郡上郷町飯沼2390ほか              ⑨直刀ヾ刀子、留め金具、鉄鏃、勾玉、金環、轡、円
②弥生～古墳・平安・近世                 頭大刀柄頭、辻金具、土師器、須恵器、手捏土器
③平成元年12月 25日 ～平成2年 1月 10日           ⑩一部調査区外のため完掘せず。遺物量多い。
④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一             ⑪望月町教育委員会『緊急発掘調査報告書―山ノ神A
⑥町道(通称平畑前縦線)新設 ⑦48ゴ            遺跡・山ノ神第3号古墳・第4号古墳―』1991

③溝址1(不明)、 土坑1(不明)
じおぎき

⑨土師器、近世 。近代陶器、打製石器          3106 塩崎遺跡群 (市道篠ノ井南253号線地点)

①段丘崖下で、古墳時代・平安時代の包含層を確認。    ①長野市篠ノ井塩崎字松節2431ほか

②弥生～中世 ③平成元年11月 20日 ～平成2年 1月 30日どうがいと

3102 堂垣外遺跡                     ④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良
①下伊那郡上郷町飯沼1263-1ほ か             ⑥道路(市道)改良 ⑦l,200ポ

②弥生・平安・近世 ③平成元年12月 6日 ～8日       ③竪穴住居58(弥生中期4・ 同後期14・ 古墳20奈良8)

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一              、土墳12(弥生後期2・ 平安7・ 中世3)、 溝15(弥生後
⑥町道(通称堂垣外線)の拡幅改良 ⑦35ご          期50平安6・ 不明4)、 方形周溝墓4(弥生末～古墳)、

③竪穴住居址1(平安)、 竪穴状遺構1(平安)         土器棺墓(古墳)

⑨弥生土器、平安時代土器(須恵器等)、 近世・近代陶    ⑨弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄製品
磁器、打製石器                    ⑩市道改良事業に伴う第 1年次調査。塩崎遺跡群最南

⑩遺跡南側の窪地では、調査区が狭く、水田址の存在     端での発掘調査。
について確証を得られず。               ⑪長野市教育委員会『塩崎遺跡群(6)・ 石川条里遺跡

やまのかみ                         `           (5)』 1991

3103 山ノ神A遺跡
バ、きのはら

①北佐久郡望月町大字協和字上吹上3006ほか、字山ノ   3107 吹野原遺跡

神河原3050-1ほ か ②縄文・ 古墳            ①上水内郡信濃町大字古間1438番地

③平成元年11月 13日 ～平成2年3月 31日           ②旧石器・平安 ③平成元年8月 1日 ～9月 30日

④望月町教育委員会 ⑤福島邦男             ④信濃町教育委員会 ⑤中村由克

⑥県単道路改良 (雨境望月線)⑦ l,840ぽ ③なし     ⑥生コン製造プラント建設 ⑦不明 ③なし

⑨縄文土器(早・前・ 中・ 後期)、 須恵器、石器 (石鏃    ⑨縄文土器、磨石 ⑩調査地点は遺跡の中心部からは
・ 掻器 0両極石器 0打製石斧・磨製石斧・ 凹石・磨     ずれていることが判明。
石 0有孔石製円板・石棒)

みつこ づか          .
⑩縄文時代の遺跡であるが、山ノ神古墳群が存在 し、 1  3108 三子塚遺跡群

築造時に縄文の遺構を破壊 した可能性がある。      ①小諸市大字平原字大下原、字西下原、字穴の前
①望月町教育委員会『緊急発掘調査報告書一山ノ神A    ②古墳～平安 ③平成元年11月 25日～平成3年 12月 11日

遺跡・ 山ノ神第 3号古墳 0第 4号古墳―』1991      ④小諸市教育委員会 ⑤花岡弘

⑥国道141号線バイパスエ事 ⑦14,000ぽやまの かみ

3104 山ノ神第 3号古墳                  ③ [大下原]竪穴住居址13、 掘立柱建物址8、 溝6

①北佐久郡望月町大字協和字山ノ神             [東 下原]竪穴住居址6、 掘立柱建物址5、 溝 1、 土坑1

②古墳 ③平成元年11月 13日 ～12月 28日           [竹 花]竪穴住居址117、 掘立柱建物址95、 溝6、 井戸
④望月町教育委員会 ⑤福島邦男                  址3、 土坑5

⑥県単道路改良 (雨境望月線)⑦ 103ポ           [大 塚原]竪穴住居址35、 掘立柱建物址51、 溝3、 土
③古墳1(古墳)                           坑2

⑨直刀、勾玉、切子玉、丸小玉、ガラス玉、日玉、金     [舟 窪]竪穴住居址21、 掘立柱建物址32、 井戸址1

環、鉄鏃、雲珠、辻金具多数、轡、冑片、帯金具     ⑨略 ⑩なし

⑩半地下式構造を持つ石室。山ノ神古墳群の古墳は、    ①小諸市教育委員会『東下原・大下原・竹花・舟窪 0

各遺構ごとの出土遺物量が多いという傾向がある。     大塚原』1994

⑪望月町教育委員会『緊急発掘調査報告書一山ノ神A
えんまんいん       ば ん ば

遺跡・山ノ神第 3号古墳・ 第 4号古墳一』1991     3109 円満院跡遺跡(番場遺跡)

①東筑摩郡本城村大字西条2585やまの かみ

3105 山ノ神第4号古墳                  ②近世 ③平成元年12月 7日 ～12月 20日
・

①北佐久郡望月町大字協和字山ノ神            ④本城村教育委員会 ⑤大澤哲
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⑥本城村農村総合整備モデル事業 ⑦150ご

③建物址1、 土坑墓 (火葬墓含む)10

⑨近世陶器、古銭、キセル吸口

⑩坂北村岩殿山に関係する堂の跡地と考えられる。

⑪本城村教育委員会『円満院跡 (番場遺跡)村営ほ場整

備事業に伴う緊急発掘調査報告書』1990

3110 上手屋敷遺跡

①東筑摩郡明科町大字中川手2694-1

②縄文～奈良・ 中世 ③平成元年6月 2日 ～7月 31日

④明科町教育委員会 ⑤大澤哲

⑥学校 ⑦約2,000ポ

③竪穴住居址22(縄文前期100平安12)、 土墳17(縄文

前期30平安20不明12)、 建物址2(中世)、 集石炉2(

縄文前期)

⑨縄文土器 (前期初頭)、 土師器、須恵器、石器 (石鏃

・打製石斧・ 凹石・石匙 0石錐・ スクレイパー)、

円面硯、装飾品(垂飾・ 扶状耳飾)

⑩縄文前期初頭の中越式より若干下がる時期の集落址

は、中信地方では少ない。

3111 讐差遺跡0省鎧妹遺跡
①下伊那郡上郷町別府1678-1ほ か

②弥生～古墳・ 平安～近世 ③平成2年 1月 8日 ～12日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥町道 (通称高屋線)の拡幅改良 ⑦38ポ

③土坑3(不明)、 ピット1(不明)

⑨土師器、近世・近代陶磁器、打製石斧

⑩両遺跡とも土石流が検出された。高屋遺跡の土坑は

掘立柱建物址の可能性がある。

3112 丸山遺跡

①南佐久郡臼田町大字下小田切字勝間530、 545、 549

②弥生 0奈良 ③平成元年12月 13日 ～平成2年 1月 14日

④臼田町教育委員会 ⑤島田恵子

⑥南佐久地域振興センター進入道路 ⑦l,680ぷ

③住居址5(弥生40奈良1)、 墓6(弥生50不明1)、 掘立

柱建物址1(奈良)、 特殊遺構2(弥生1・ 奈良1)

⑨縄文土器(後期)、 弥生土器 (中期・ 後期)、 土師器、

須恵器、石器 (敲石 0磨石)

⑩昭和62年度に調査した勝間原遺跡の弥生時代後期後

半の集落は、隣接する本遺跡まで広がっていること

が明かになった。日本一標高の高い地域に稲作を開

始した、弥生時代後期の南限にあたる集落として注

目される。掘立柱建物址は南佐久郡下所見である。

⑪日田町教育委員会『臼田町埋蔵文化財調査報告書一

丸山遺跡一』1991

3113 バ斐齢新遺跡
①飯田市下殿岡745-1

②縄文～弥生 ③平成2年 1月 10日

④飯田市教育委員会 ⑤小林正春 ⑥工場 ⑦500ぽ

③竪穴住居址4(縄文中期10平安3)、 土坑37(縄文8他

不明)、 方形竪穴1(不明)、 竪穴2(不明)、 溝2(不明)

⑨縄文土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、石器(打製

石斧・敲打器・台石・砥石)

⑩縄文時代のかなり規模の大きな集落が形成されてい

た可能性が高い。平安時代の住居址は、 9世紀代に

属すると判断される。

⑪飯田市教育委員会『工場建設に先立つ埋蔵文化財包

蔵地緊急調査報告書―公文所前遺跡―』1991

3114 高屋下遺跡

①下伊那郡上郷町別府66-1

②不明 ③平成2年1月 25日 ～2月 6日

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥宅地造成 ⑦40ぽ ③なし ⑨木器10(不明)

⑩全面が湿地帯であり、多量の湧水がみられた。

3115 鐘鋳原 B遺跡

①下伊那郡高森町牛牧2468-7ほ か

②縄文・近世 ③平成元年11月 1日 ～11月 13日

④高森町教育委員会 ⑤今村善興

⑥老人保健施設 (試掘)⑦ 400ポ

③住居址6～8(縄文中期)、 土器集中地1(縄文後期)、 土

墳30(縄文中期・ 同後期)、 溝状遺構3(不明)

⑨土器 (縄文中期・ 同後期)、 近世陶器、石器類

⑩北側一帯に住居址群、その南西側に土墳群が分布。

3116 千早原遺跡

①下伊那郡高森町山吹2343-52、 2346-3、 出原512-90

②縄文～弥生 0平安 ③平成元年10月 1日 ～10月 29日

④高森町教育委員会 ⑤今村善興

⑥道路 (試掘)⑦ l,800ゴ

③竪穴住居址5(縄文中期10同中期末10同後期20平
安1)、 ピット群5(縄文早期10同後期4)、 石器集中

地点 1、 集石炉1(縄文前期)、 土墳180、 焼±9、 溝状

遺構4、 ロームマウンド4

⑨旧石器 (ス クレイパー・ ナイフ)、 縄文土器 (早期～

後期等)、 弥生土器 (後期)、 土師器、石器類、鉄滓

⑩北東に接する正木原遺跡とともに、旧石器・縄文早

期の主要遺跡として知られ、縄文・弥生 。平安時代

の複合遺跡として注目されてきたが、それが実証さ

れ、縄文後期の濃厚さも判明した。祭祀的な竪穴・

墓墳的な土墳が集中する。また、当遺跡の西上方の

傾斜面にも有力な遺跡の存在が予想される。

3117 城山城跡

①下伊那郡高森町吉田700-2、 700-3ほか

②中世～近代 ③平成元年9月 18日 ～11月 2日

④高森町教育委員会 ⑤今村善興

⑥公園造成 ⑦5,383ぽ

③旧吉田学校校舎礎石跡列・ 群、竪穴状遺構2(明治以

降)、 土墳1(中世末)、 石列遺構1(中世末)、 城跡一

の堀1(土橋2・ 集石を持つ掘り込み遺構を含めて)、

焼土を持つピット列 1、 小ピット群1他
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⑨縄文土器(中期)、 中世以降の陶器、石器(砥石等)、    ⑨カワラケ、内耳土器、中世陶磁器類 (古瀬戸・ 灰釉

釘、鉄片                       系陶器・ 輸入陶磁器・ 摺鉢・ 火鉢他)、 石日、石鉢

⑩最大の成果は「一の堀」の検出であり、特に 1/Jヽ 口(虎     、硯、砥石、鉄釘、銭
口)」 の発見・検出は特筆される。堀全体の様相が推    ⑩栗田(堀 ノ内)城跡の主郭部を発掘調査。15世紀前半
測され、小日周辺の構造・ 機能が把握できた。       に廃城されたと考えられる。

①高森町教育委員会『高森町埋蔵文化財発掘調査報告    ①長野市教育委員会『栗田城跡・下宇木遺跡・三輪遺

書第 7集一吉田城山城跡―』1990            跡 (3)』 1991

3118 大原遺跡                     3123 草間城跡

①下伊那郡下條村陽皐3057-l               ①中野市大字草間556

②縄文 ③平成元年11月 24日 ④下條村教育委員会     ②中世 ③平成2年2月 21日 ～2月 22日

⑤今村善興 ⑥工場 ⑦100ポ ③～⑩なし        ④中野市教育委員会 ⑤金井汲次

①下條村教育委員会『大原遺跡試掘調査報告書』1989    ⑥住宅建築 ⑦200ぽ ③なし ⑨中世陶器 ⑩なし

3119 川原田B遺跡                   3124 立が鼻遺跡

①木曽郡山口村大字山口1357、 1358ほか          ①上水内郡信濃町大字野尻字海端地先、野尻湖底

②縄文～弥生・奈良～近世                ②旧石器 ③平成2年3月 22日 ～4月 5日

③平成元年11月 10日 ～11月 27日              ④野尻湖発掘調査団 ⑤小野昭、織笠昭

④山口村教育委員会 ⑤伊深智              ⑥学術研究 (旧石器文化と古環境)⑦ 560ぽ ③なし

⑥農業関連(試掘)⑦ 6,253nf ③配石遺構3(縄文)    ⑨旧石器 (石刃・ くさび形石器・石核 0剥片・ 交互剥

⑨縄文土器、須恵器、土師器、中世陶器 (灰釉・天日)    離のある石片等)、 骨製スクレイパー、骨製剥片、

、近世～近代陶器、石器 (石鏃・石斧等)⑩ なし      スパイラル剥片、角の剥片、加工痕のある材等
①山口村教育委員会『山口村川原田遺跡試掘調査結果    ⑩第11次野尻湖発掘。「カロエ痕のある材」は国内で旧石

報告書』1989 ※本調査は平成2年度に実施。        器時代の木製品としては4例目にあたり、重要なも
のである。自然遺物として、ナウマンゾウの足跡化たかや した

3120 高屋下遺跡                      石が確認された。

①下伊那郡上郷町別府182-1ほ か             ⑪野尻湖発掘調査団『野尻湖博物館研究報告第 1号―

②古墳・ 近世他 ③平成2年2月 16日 ～2月 19日        野尻湖の発掘 6-』 1993

④上郷町教育委員会 ⑤山下誠一

⑥町道拡幅改良 ⑦60ポ ③なし            3125 城ノ内遺跡

⑨土師器、近世磁器                   ①更埴市大字屋代1371ほか

⑩調査地点は湿地帯で、湧水があり、遺物は流れ込み    ②弥生～中世 ③平成2年3月 5日 ～3月 28日

と判断された。                    ④更埴市教育委員会 ⑤佐藤信之

⑥長野電子工業(株)工場建設 ⑦300ぽ以上こうしんやまにし

3121 荒神山西遺跡                    ③住居址5(弥生1・ 古墳2・ 奈良～平安2)、 溝3(中世)

①上伊那郡辰野町大字樋口字北原2313-1ほ か34筆      ⑨土器(弥生～平安)

②縄文～弥生 ③平成2年 1月 8日 ～2月 28日         ⑩城ノ内にあったと考えられる中世館の堀と思われる
④辰野町教育委員会 ⑤友野良一              溝を検出。平成2年度にも調査

⑥公園造成 ⑦940ぷ                  ①更埴市教育委員会 F城ノ内遺跡Ⅲ・荒井遺跡ⅡJ 1991

③竪穴住居跡4(弥生)、 土坑6(縄文)
てんしょうじ

⑨縄文土器、弥生土器、石器 (石斧 0石鏃)       3126 天正寺遺跡

⑩段丘の山側が対象であったため、遺構の遺存状態は    ①大町市十日町4730-口 号-1ほか

良好でなかった。                   ②中世 ③昭和57年 10月 15日 ～平成2年2月 26日

①辰野町教育委員会『荒神山西遺跡一平成元年度国庫    ④大町市教育委員会 ⑤篠崎健一郎

補助事業町民プール敷地造成事業に伴う発掘調査報    ⑥市道拡張工事 ⑦120ポ ③堀1(中世～近世)

告書』1992                      ⑨内耳ほうろく鍋、中世陶磁器、砥石

⑩北側の外堀が確認された。
くりた

3122 栗田城跡

①長野市栗田字東番場472-1              3127 宮ノ上遺跡

②中世 ③平成2年5月 7日 ～6月 11日            ①上伊那郡南箕輪村宮ノ上5378-1

④長野市教育委員会 ⑤矢口忠良             ②平安 ③平成元年12月 21日

⑥マンション建設 ⑦不明                ④南箕輪村教育委員会 ⑤柴登巳夫

③土墳74(中世)、 溝2(中世)、 柱穴群(中世)        ⑥農業関連 ⑦10ポ
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③石組墓墳1(平安)⑨埋骨壺、灰釉陶器

⑩人頭大の石を53個組合わせてあり、非常にしっかり

した埋葬墓である。蔵骨器(灰釉陶器短頸壺)は完形
で、中に1体分の焼骨が埋納されていた。

①南箕輪村教育委員会『宮の上遺跡内臓骨壺発掘調査

囃死幸風』 1990

3128 フネ古墳

①諏訪市湖南大熊字船1723、 1724

②縄文・古墳 ③平成2年 3月 19日 ～4月 10日

④諏訪市教育委員会 ⑤宮坂光昭

⑥学術研究(市史編纂)⑦ 548ぽ

③古墳1基 ⑨土師器(5C後半)

⑩墳丘山側に周浬を確認した。

①諏訪市『諏訪市史 上巻』1995

3129 梨久保遺跡

①岡谷市長地字上の平4574-1、 4573-1、 4575-2

②縄文 ③平成2年 4月 25日 ～8月 31日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥駐車場建設 ⑦589ざ

③竪穴住居址跡30(縄文)、 小竪穴52(縄文)

⑨縄文土器、石器 (石鏃 0石錐・石匙・打製石斧 0磨

製石斧 0す り石・凹石・石皿・蜂の巣石 0穀摺石・

石錘・砥石・敲石・不定形石器等)、 石棒、土偶、

装飾品、顔面把手、土製円盤、石製円板、古銭

⑩かなり密度の高い縄文時代中期後半の集落群が確認

された。小竪穴から古梨久保式土器の復原完形土器
が出土し、注目される。

3130 広畑遺跡

①岡谷市川岸山神上1549-1ほか

②縄文 ③平成2年 4月 26日 ～8月 5日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦l19。 5ぽ

③縄文中期住居跡9、 小竪穴6

⑨縄文土器、石鏃、石錘、石匙、打製石斧、磨製石斧

、凹石、敲石、石皿、不定型石器、石製円板、土製

円板、台石、蜂の巣石

⑩ベンガラが付着した小型土器が出土。打製石斧が飛
び抜けて多く出土し、注目される。 6号住居址のピ

ット内から黒耀石原石が17個まとまって発見され、

黒耀石を貯蔵した穴と推測される。

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・広畑 0新井南遺跡発掘

調査報告書(概報)一平成 2年度榎垣外遺跡ほか発掘

調査報告書―』

3131 新井南遺跡

①岡谷市湊5丁 目305-1ほか

②古墳 ③平成2年 10月 12日 ～11月 1日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦52ポ

③住居跡1(古墳)⑨土師器、紡錘車 ⑩なし

①岡谷市教育委員会『榎垣外 0広畑・新井南遺跡発掘

調査報告書 (概報)一平成 2年度榎垣外遺跡ほか発掘

調査報告書―』

3132 積覆界遺跡
①岡谷市長地字金山2934-4ほ か(金山地籍)

②平安 ③平成2年 10月 17日 ～11月 2日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥駐車場建設 ⑦81ぽ ③住居跡1(平安)

⑨土師器、須恵器、刀子、鉄滓、輔の口 ⑩なし

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・ 広畑 0新井南遺跡発掘

調査報告書(概報)一平成 2年度榎垣外遺跡ほか発掘

調査報告書一』

3133 榎垣外遺跡

①岡谷市長地下片間町2373-3(下 片間町地籍)

②縄文・平安 ③平成2年12月 3日 ～12月 23日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥倉庫建設 ⑦180ポ

③住居跡4(縄文中期10平安3)、 掘立柱穴3

⑨縄文土器 (顔面把手付深鉢形土器)、 土師器、須恵器

、円面硯片、打製石斧、鉄滓、骨片、石皿、砥石

⑩顔面把手付蛇体文深鉢形土器は稀に見る優品。

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・ 広畑・新井南遺跡発掘

調査報告書(概報)二平成 2年度榎垣外遺跡ほか発掘

調査報告書一』

3134 榎垣外遺跡

①岡谷市長地字蟷蜻塚3685-14ほ か(蟷蜻塚地籍)

②縄文・平安 ③平成2年 7月 30日 ～12月 28日

④岡谷市教育委員会 ⑤会田進

⑥住宅建設 ⑦l,056ポ

③掘立柱建物跡4(平安)、 小竪穴1(縄文)

⑨縄文土器、凹石、打製石斧、石鏃、輔の日、古銭

⑩57年調査の官衛跡に隣接する地籍の調査。 4棟の建

物跡が確認できた。

⑪岡谷市教育委員会『榎垣外・ 広畑 。新井南遺跡発掘

調査報告書(概報)一平成 2年度榎垣外遺跡ほか発掘

調査報告書一』

3135 佐野遺跡

①下高井郡山ノ内町大字佐野616-1

②縄文 ③平成2年 4月 9日 ～4月 12日

④山ノ内町教育委員会 ⑤金井汲次

⑥史跡佐野遺跡隣接地に住宅兼店舗建築 ⑦150ぽ

③集石址1(縄文晩期)、 土墳1(縄文晩期)

⑨縄文土器 (晩期)、 石鏃、石錘

⑩伊測 ||の氾濫により、攪乱された状態であった。

⑪山ノ内町教育委員会『佐野遺跡緊急発掘調査報告書
―佐野遺跡 (第 9次)』
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遺 跡 の 発 見 届 一 覧

①所在地 ②種別・時代 ③発見期日

日召 和 6 2 年 度                     ④発見者 ⑤発見の動機

⑥概要(発見された遺構・遺物)

334 豊原古墳                      ②古墳 ③平成元年2月 14日

①上田市緑ヶ丘2丁目7-13                ④松本地方事務所長 ⑤土木工事中(ほ場整備)

②古墳 ③昭和62年 3月 27日               ⑥金環1、 太刀3、 ガラス小玉2、 土師器・須恵器片少量

④上田市長 ⑤土木工事中(下水道)

⑥直刀(74cln、 49cIIl、 85cln、 56m、 91cm)        340 丸谷地遺跡

①上水内郡信濃町大字穂波字丸谷地

335 菖蒲沢窯跡                     ②散布地、平安 ③昭和55年 10月 16日

①塩尻市大字片丘字新林9683               ④信濃町教育委員会 ⑤分布調査

②散布地・生産遺跡、奈良～平安 ③昭和62年 5月 8日    ⑥土師器片

④長野県土地開発公社理事長

⑤土木工事中(山林伐採)               341 大道下遺跡

⑥瓦塔、須恵器                     ①上水内郡信濃町大字穂波字大道下

②散布地、縄文 0平安 ③昭和63年 11月 3日

336 観音寺跡_                     ④信濃町教育委員会 ⑤分布調査

①須坂市大字日滝字郷原413番地4外            ⑥縄文時代早期押型文土器片、平安時代土師器片

②社寺跡、近世 ③昭和62年 8月 25日

④須高行政事務組合長                 342 下原山北遺跡

⑤土木工事中(広域流水プール)             ①諏訪郡原村菖蒲沢

⑥近世社寺観音寺脇、五輪塔約15基            ②散布地、縄文 ③昭和63年 11月 22日

④原村教育委員会

337 未定                        ⑤試掘調査(工業団地造成に先立つ遺跡確認調査)

①南佐久郡川上村大字御所平225             ⑥縄文土器、打製石斧

②墓、中世 ③昭和63年 2月 24日

④川上村教育委員会 ⑤拾得              343 下原山南遺跡

⑥墓、五輪塔2基                    ①諏訪郡原村菖蒲沢

②散布地、縄文 ③昭和63年 11月 22日

④原村教育委員会

⑤試掘調査(工業団地造成に先立つ遺跡確認調査)

⑥縄文土器、打製石斧

昭 和 63年 度
344 坪ノ内遺跡

①駒ヶ根市中沢4967番地外6筆

338 岩陰遺跡[鶴萩七尋石岩陰遺跡]            ②集落跡、縄文 0平安 ③元年3月 3日

①長野市篠ノ井塩崎字白助866              ④駒ヶ根市教育委員会 ⑤水田補修中

②古墳ほか ③昭和63年 6月 15日             ⑥縄文時代後期土器、平安時代土師器・須恵器・灰釉

④綿田弘実 ⑤踏査中                   陶器

⑥土師器、管玉、骨片
345 白山城跡

①駒ヶ根市中沢城畑4960～ 4964、 4951

②城館跡、中世 ③平成元年3月 5日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤表採

平 成 元 年 度         ⑥青磁、中世陶器、近世陶器

346 -本柿遺跡

339 南方古墳                      ①駒ヶ根市中沢4890～ 4892

①松本市大字入山辺513～ 515番地            ②集落跡 0生産遺跡、平安・ 中世 0近世
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③平成元年3月 5日 ④駒ヶ根市教育委員会

⑤石垣修理中

⑥中世陶器、青磁、土師器、灰釉陶器等

347 香花社城跡

①駒ヶ根市中沢中割香花社境内

②城館跡、中世 ③平成元年3月 3日

④駒ヶ根市教育委員会 ⑤表採

⑥灰釉陶器、古瀬戸橘鉢

348 堂平遺跡

①上田市大字小泉字堂平

②散布地、平安 ③昭和63年 9月 29日

④上田市教育委員会 ⑤分布調査

⑥須恵器、土師器

349 深沢南遺跡

①南安曇郡堀金村大字三田字田多井

②集落跡、縄文～弥生、奈良～中世

③昭和63年3月 25日 ④堀金村教育委員会

⑤土木工事中(ほ場整備中)⑥土器・石器

350 田多井古城下遺跡

①南安曇郡堀金村大字三田2384周辺

②集落跡、中世 ③昭和62年 10月 31日

④堀金村教育委員会 ⑤試掘調査

⑥住居址3、 堀立柱建物址1、 溝址、縄文土器、土師器(

須恵器、灰釉陶器

351 田多井北本寸遺跡

①南安曇郡堀金村亜字三田字田多井

②集落跡、縄文 。中世 ③昭和63年3月 25日

④堀金村教育委員会 ⑤土木工事中(ほ場整備中)

⑥土器・石器

352 小倉AOB遺跡

①北佐久郡軽井沢町大字発地972、 980他

②散布地、縄文～古墳 ③元年8月 31日

④軽井沢町教育委員会 ⑤分布調査

⑥縄文中期から古墳時代に至る間の土器片

353 ジャコッパラB遺跡(ジ ャッコバラNO,2)

①諏訪市大字四賀7718-29

②散布地、旧石器 ③元年11月 11日

④諏訪市教育委員会 ⑤分布調査

⑥石錐、石器片、黒耀石剥片

354 上町遺跡

①東筑摩郡本城村大字乱橋1251-3

②散布地 ③昭和63年6月 28日

④西澤徳江 ⑤農作業中に拾得
⑥石斧2点

355 高遠城跡外遺跡

①上伊那郡高遠町大字東高速2049-1

②城館跡、近世 ③元年12月 9日

④伊那警察署長 ⑤土木工事中 ⑥井戸址
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177 釜ノロ遺跡 ③神社改築 ④昭和62年6月 12日～11月 30日

①下伊那郡上郷町飯沼1647-3、 1644 ②奈良～平安

③町道改良工事 ④昭和62年 4月 30日 ～6月 30日 189 北野遺跡

①更埴市大字雨宮732-2 ②弥生～平安

178 宮ノ上遺跡

①佐久市大字横和字宮の上 ②縄文～弥生 0奈良～平ゴ    
③住宅建設 ④昭和62年7月 1日 ～11月 30日

で

③道路 ④昭和62年度中(未定) 190 寺畑遺跡群

①佐久市大字猿久保字下原658-1他

179 梶海渡遺跡周辺部 ②弥生～平安 ③事務所等建設

①南安曇郡豊科町大字豊野4207-1他 ②平安 ④昭和62年 8月 1日～12月 20日

③中部電力営業所建設 ④昭和62年6月 10日 ～1月 31日

191 土井合遺跡

180 浅川扇状地遺跡群 ①更埴市桜堂561-2 ②古墳

①長野市吉田2丁目12-9 ②弥生～古墳・奈良～近世 ③店舗建設工事 ④昭和62年 7月 7日～9月 20日

③自転車置場建設工事 ④昭和62年 7月 1日 ～9月 30日

192 矢出川遺跡

181 お供平遺跡 ①南佐久郡南牧村 ②旧石器

①上水内郡信州新町下市場69-l ②縄文 ③テニスコート ④昭和62年 4月

③校舎等建設 ④昭和62年 7月 20日 ～63年 10月 20日

193 南沖遺跡

182 宮崎遺跡 ①更埴市大字粟佐1595 ②古墳～平安

①長野市松代町西条4065 ②縄文 ③遊技場建設 ④昭和62年9月 1日～11月 30日

③音楽室等建設 ④昭和62年 7月 1日 ～63年 9月 30日

194 小島遺跡

183 金比羅山遺跡 ①更埴市大字桜堂488-2 ②古墳～平安

①埴科郡坂城町6727-l ②平安      ,「  | ‐ ③店舗併用住宅 ④昭和62年 7月 15日ん10月 15日

③グランド造成 ④昭和62年 10月 1日～63年 1月 31日

195 高屋遺跡

184 無台遺跡                      ①下伊那郡上郷町別府1007-l ②縄文～中世

①小県郡東部町県276 ②縄文～平安 ③河川改修 ④昭和62年8月 15日 ～63年 2月 29日

③敷地造成他 ④昭和62年6月 25日～63年 9月 30日

196 今村遺跡

185 蘇南高校遺跡 ①下伊那郡上郷町黒田1378-13他 ②縄文・平安以降

①木曽郡南木曽町読書2937-45 ②縄文～平安 ③町道拡幅工事 ④昭和62年 8月 30日～12月 28日

③混合教室棟建設 ④昭和62年 9月 1日～63年8月 31日

197 藤塚遺跡

186 長性寺跡遺跡 ①佐久市大字塚原字藤塚 ②弥生～平安

①大町市大町3691-2 ②中世～近世 ③工場進入道路 ④昭和62年6月 20日 ～11月 30日

③体育館等建設 ④昭和63年3月 1日 ～12月 20日

198 小島遺跡

187 道前遺跡 、 ①更埴市大字桜堂511-6 ②古墳～平安

①更埴市大字生萱299 ②弥生 ③店舗併用住宅建設 ④昭和62年9月 5日 ～9月 30日

③建築基礎工事 ④昭和62年6月 ～12月 1日

199 屋代遺跡群

188 小諸城跡 。本丸跡 ①更埴市大字屋代字五十里673-2 ②奈良～平安

①小諸市丁 懐古園内 ②中世 ③住宅造成 ④昭和62年8月 26日～10月 20日

昭 和 62年 度

工 事 立 会 二 覧

①所在地   ②遺跡の時代

③開発事業名 ④開発予定期間
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200 諏訪宮沖遺跡 ①佐久市岩村田字赤座指 外 ②弥生～中世

①更埴市大字粟佐字諏訪宮1237他 ②古墳～平安      ③道路建設 ④昭和62年 11月 ～未定

③住宅造成 ④昭和62年 10月 1日～11月 10日

201 松葉遺跡                     214
岩村田遺跡群

①佐久市岩村田字荒町 ②弥生～中世

①小県郡丸子町大字塩川字松葉 ②縄文ち古墳～中世    ③道路拡幅 ④昭和63年 1月 ～3月

③県営ほ場整備 ④昭和62年10月 1日～63年 3月 10日

202 反表遺跡                     215
湯の入B遺跡

①佐久市大字志賀字湯の入 ②平安

①南安曇郡堀金村大字三田 ②縄文 ③道路拡幅 ④未定

③県営ほ場整備 ④昭和62年 8月 20日～63年 3月 10日

216

203 栗尾元・北垣外遺跡                   
前田遺跡群

①佐久市大字塚原 ②弥生～平安

①下伊那郡上郷町黒田45他 ②縄文～弥生・平安以降    ③道路拡幅 ④昭和62年 10月 ～未定

③町道改良工事 ④昭和62年 10月 20日 ～63年 2月 10日

217

204 芦田遺跡                        
二子塚古墳

①上田市中央北 3丁目 ②古墳

①北佐久郡立科町大字芦田2516-1他 ②平安 ③下水道管埋設 ④昭和62年 12月 18日～63年 2月 10日

③区画整理・農業 ④昭和62年 11月 ～63年3月 30日

218 替佐城跡

205 染屋台条里遺跡 ①下水内郡豊田村大字豊津字城山850 ②中世

①上田市大字住吉字諏訪田 ②平安 ③遺跡整備 ④昭和62年 11月 10日 ～63年3月 15日

③道路改良工事 ④昭和62年 10月 1日～元年3月 31日

206 恩膳西遺跡                     219
唐崎遺跡

①更埴市大字雨宮918-l ②弥生～平安

①諏訪郡原村7024 ②縄文 ③工場増築 ④昭和62年 12月 14日 ～63年 1月 15日

③ライスセンター建設工事 ④昭和63年8月 ～10月

220 大楢遺跡

207 福正寺跡遺跡 ①木曽郡南木曽町読書 ②縄文

①諏訪市大字沼目字ゴヒ沖 ②近世 ③区画整理 ④昭和63年6月 1日 ～元年3月 10日

③下水道施設工事 ④昭和62年9月 ～63年5月

208 宮沖遺跡他                     221
野瀬遺跡

,                    ①木曽郡南木曽町読書 ②縄文

①更埴市大字桑原字宮沖 ②奈良～平安 ③農業関連 ④昭和63年6月 1日 ～元年3月 10日

③中電鉄塔建設 ④昭和62年 11月 ～63年3月

222 大野遺跡

209 更埴条里水田址遺跡 ①木曽郡南木曽町田立・大野 ②縄文

①更埴市大字屋代返町481-l ②奈良～平安 ③農業関連 ④昭和63年6月 1日 ～元年3月 10日

③宅地造成 ④昭和62年 10月 8日 ～63年9月 末
223

210 八幡遺跡群                       
大妻氏居館跡

①南安曇郡梓川村大字倭 ②中世

①須坂市金井原1578-2 ②縄文～平安 ③県営ほ場整備大妻地区 ④昭和63年 1月 ～3月 20日

③校舎建築 ④昭和62年 12月 10日 ～63年3月 10日

211 湯屋遺跡                     224 
堂河原遺跡

①更埴市大字杭瀬下807 ②平安・近世

①更埴市大字桑原字湯屋1684-l ②奈良～平安 ③鉄骨ビル建設 ④昭和63年5月 30日

③送電線鉄塔他 ④昭和62年 11月 20日 ～63年3月 31日

212 小池遺跡                     225
西王子遺跡

①更埴市大字寂蒔字西王子1058-1他

①佐久市大字新子田小池 ②弥生～平安                           
②古墳・奈良

③宅地造成 ④昭和63年3月 20日 ～4月 30日

③道路建設 ④昭和62年 11月 ～未定
226 小島遺跡

213 岩村田遺跡群 ①更埴市大字桜堂523-7 ②古墳～平安
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③店舗建築 ④昭和63年 2月 ～5月             ③道路 ④昭和63年 8月 ～平成3年3月

227 粟佐遺跡群                    239 鶉ヲネ遺跡

①更埴市大字屋代字本町2008-1番地 ②弥生～平安     ①佐久市大字香坂鶉ヲネ592 ②縄文

③住宅併用店舗 ④昭和63年 3月 10日 ～8月 10日       ③道路 ④昭和63年 3月 14日 ～3月 30日

228 宮裏遺跡                     240 Jヒ 上寺・橋ヶ窪遺跡

①更埴市大字屋代1887-l ②弥生～平安          ①佐久市大字下平尾字北山寺2613-l ②平安

③店舗建築 ④昭和63年 2月 13日 ～5月 25日         ③道路 ④昭和63年 9月 ～12月

229 竜王遺跡                     241 窪,可原遺跡

①更埴市大字屋代字高畑1476-146 ②奈良～平安      ①更埴市大字雨宮字窪河原663-10他  ②奈良～平安

③工場建設 ④昭和63年 3月 2日 ～5月 26日         ③工場 ④昭和63年 5月 6日 ～9月 5日

230 松尾 。南の原遺跡                 242 中城原遺跡

①飯田市松尾 ②中世 ③工場 ④昭和63年 2月 ～9月    ①大町市大字大町5908他 ②縄文～中世

③公営住宅 ④昭和63年9月 1日～平成3年 11月 30日

243 丸山遺跡

①飯田市今宮町2丁 目6155他 ②縄文～中世

口召 和 6 3年 度    :       ③月ヾ 校体育館他 ④昭和63年5月

244 洞入遺跡

231 恒川遺跡                      ①須坂市大字書F字洞入字中田2602他 ②縄文 0古墳

①飯田市座光寺3709-1他 ②縄文～中世          ③宅地造成 ④昭和63年6月 6日 ～6月 31日

③店舗・駐車場 ④昭和63年 3月 25日～8月 25日

245 栗屋元遺跡

232 石川条里遺跡                    ①下伊那郡上郷町黒田30-1、 31-l ②縄文～中世

①長野市篠ノ井塩崎四之宮 ②弥生～近世         ③貸住宅建設 ④昭和63年10月 1日 ～平成元年3月 15日

③道路 0歩道工事 ④昭和63年8月 ～平成4年12月

246 長窪城遺跡

233 浅川扇状地遺跡群                  ①小県郡長門町大字古町字深入 ②中世

①長野市大字稲田、大字徳間 ②弥生～平安        ③遺跡整備 ④昭和63年5月 15日～8月 31日

③区画整理 ④昭和63年 10月 1日 ～平成3年3月 31日

247 浅川扇状地遺跡群       ・

234 前の原遺跡                     ①長野市大字稲田及び徳間 ②弥生～平安

①飯田市桐林378 ②古墳                ③河川 ④昭和63年 10月 1日 ～平成3年3月 31日

③保育園移転改築 ④昭和63年5月 1日 ～元年2月 31日

248 堂,可原遺跡

235 小島柳原遺跡                    ①更埴市大字杭瀬下762-2 ②奈良～平安・近世

①長野市大字柳原 ②弥生～古墳             ③総合文化施設 ④昭和63年9月 ～平成元年11月

③区画整理 ④昭和63年8月 1日～平成2年12月 31日

249 田井座・下伊那農業高校・―色・地蔵面遺跡

236内 山遺跡                       ①飯田市鼎 。一色・名古熊 ②縄文・中世

①飯田市桐林1036-1他  ②弥生～古墳           ③道路 ④昭和63年 5月 ～平成元年3月

③その他の建物(銀行)④昭和63年5月初～9月 末
250 堂河原遺跡

237 中平遺跡                      ①更埴市大字杭瀬下762-2 ②奈良～近世

①下伊那郡松り|1町上片桐4230他 ②縄文          ③文化会館 ④昭和63年 5月 9日 ～5月 31日

③宅地造成 ④昭和63年6月 1日 ～8月 31日

251 湯川・山田遺跡

238 勝負平遺跡                      ①飯田市山本 ②縄文0中世

①下伊那郡豊丘村大字河野他2246-3 ②縄文        ③道路 ④昭和63年 5月 ～6月
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252 南沖遺跡 ①下伊那郡上郷町飯沼1067-l ②縄文～中世
①更埴市大字杭瀬下84番地 ②古墳・ 奈良～平安 ③道路 ④昭和63年 6月 ～8月

③市庁舎 ④昭和63年 7月 1日 ～平成元年3月 15日

253 松代中学校遺跡(仮称)               266 
菖蒲沢遺跡

①小諸市大字山浦字菖蒲沢1073-1

①長野市松代町松代207 ②弥生～平安 ③道路             
②縄文

④昭和63年 8月 ～12月

③学校 ④昭和63年 6月 7日 ～平成元年3月 15日

254 八幡遺跡                     267 
石川条里遺跡

①長野市篠ノ井塩崎字中田5138-1

①上田市緑ヶ丘一丁目3309の 1他 ②縄文・平安
③公営住宅

③鉄塔建設 ④昭和63年 8月末～12メ

②弥生～奈良

④昭和63年9月 1日～平成5年 11月 30日

1末

255 花岡城遺跡                    268 
院下遺跡

①下伊那郡上郷町飯沼 ②奈良～平安
①北安曇郡池田町大字池田1879-162他 ②中世 ③道路 ④昭和63年 6月 30日 ～8月 10日

③送電用・鉄塔建設 ④昭和63年9月 1日 ～12月 20日

256榎垣外遺跡                     269小
島遺跡

①更埴市大字小島 ②古墳～平安
①岡谷市長地字金山東2883-2 ②奈良～平安 ③道路
③工場 ④昭和63年 6月 末～9月末                 

④昭和63年 7月 ～9月

257 -の釜遺跡                    270 
粟佐遺跡群

①更埴市大字屋代本町1899-2他 ②古墳～平安
①諏訪郡下諏訪町社7233他15筆 ②縄文 ③道路
③道路 ④昭和63年 8月 1日 ～12月 20日               

④昭和63年 7月 ～9月

258 千鹿頭社遺跡                   271 
馬口遺跡

①更埴市屋代1000 ②平安
①諏訪市豊田3962-l ②縄文～弥生・古墳～平安 ③学校(テニス場)④昭和63年 10月 1日～12月 31日

③住宅 ④昭和63年 5月 17日～12月 31日

259 西の原遺跡                    272 
お供平遺跡

①上水内郡信州新町下市場69-l ②縄文
①大町市常磐字奥清水7197他 ②縄文・平安～近世 ③学校(格技室他)④昭和63年5月 10日 ～7月 31日

③道路 ④昭和63年6月 10日～10月 20日

260 雁頭沢遺跡                    273 
宮崎遺跡

①長野市松代町西条4065 ②縄文～古墳  ::
①諏訪郡原村11795-1他 ②縄文

③宅地造成

③学校(外便所)④昭和63年8月 1日 ～10月 31日

④昭和63年6月 1日

261 大明神原遺跡                   274 
水汲古墳群

①松本市美須 2々-l ②古墳
①下伊那郡上郷町黒田2474-24 ②縄文～弥生・平安
③農業関連

③学校(部室)④昭和63年 9月 1日～12月 31日

④昭和63年8月 1日～11月 30日

262 狐山遺跡1                     275 
南安曇農校遺跡

①小県郡武石村大字下武石                
①南安曇郡豊科町豊科4537 ②平安

②中世 ③学校体育館 ④昭和63年 11月 1日～平成元年8月 31日

③博物館施設 ④昭和63年 6月 25日～平成2年 11月 30日

263 上ノ平遺跡                    276 
長性寺跡遺跡

①大町市大町3691-2

①小県郡長門町大字古町字上ノ平 ②平安                   
②二子塚古墳

③学校(自転車置場)

③道路 ④昭和63年6月 1日 ～平成元年1月 15日                  
④昭和63年9月 1日 ～12月 31日

264 城ノ内遺跡                    277 
込山E遺跡

①埴科郡坂城町大字坂城6276番地他
①更埴市大字屋代字城ノ内1376他 ②古墳・奈良。平安 ③学校(校庭拡張)④昭和63年8月 17

②平安

③工場 ④昭和63年6月 8日 ～7月 31日

日～9月 20日

265 堂垣外遺跡

278 上の山遺跡

①伊那市伊那570-3 ②平安
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292 湯屋遺跡③学校 ④昭和63年 9月 1日 ～平成元年1月 31日

①更埴市大字桑原字湯屋1651他 ②奈良～平安

③宅地造成 ④平成元年2月初旬～4月末279 蘇南高校遺跡

①木曽郡南木曽町読書2937-45 ②平安
293 北垣外遺跡③学校 ④昭和63年 9月 1日～12月 31日

-5、 -6 ②縄文・ 中世～近世①上郷町別府2674-3、

③住宅(アパート)④平成元年1月 8日 ～280 下伊那農業高校遺跡

②平安①飯田市鼎名古熊2366-4

294 榎垣外遺跡③学校 ④昭和63年 9月 1日～平成元年1月 31日

①岡谷市長地字小田野汐下3164-1他

②奈良～平安 ③駐車場281 御弊平A遺跡
④昭和63年 11月 8日 ～平成元年1月 31日①諏訪市清水1-10-l ②奈良～平安

③学校 ④昭和63年 5月 1日～平成元年3月 31日

295 小島遺跡

282 藤内遺跡 ①更埴市大字桜堂字桜田498-7 ②古墳～平安

①富士見町境字新道9505-28、 9506-2 ②縄文       ③店舗 ④平成元年1月 11日～5月 31日

③道路 ④昭和63年 10月 15日 ～平成2年3月 15日

283 高見原横山地点遺跡

296 西大久保遺跡群

①佐久市大字上平尾 ②縄文～平安

①駒ヶ根市中沢中割下間地区第151区37-l ②縄文     ③道路 ④平成元年2月 ～3月

③テニスコート場等 ④昭和63年 10月 10日 ～12月 30日

284 粟佐遺跡群

297 稲沢遺跡

①下水内郡豊田村大字穴田字稲沢2400-1他 ②縄文

①更埴市大字桜堂字桜田488-6 ②平安          ③農業関連、土砂採取

③店舗併用住宅 ④昭和63年 9月 25日 ～12月 25日       ④平成元年1月 17日 ～12月 31日

285 水引遺跡 298 平畑遺跡

①更埴市桜堂水引218、 219-2(220-l ②奈良～平安    ①上郷町黒田3125-7他 ②縄文～弥生 0奈良 0中世

③店舗建設 ④昭和63年 10月 下旬～平成元年1月 20日    ③道路 ④平成元年1月 25日～3月 30日

286 榎垣外遺跡 299 平畑遺跡

①岡谷市長地上の原2802 ②奈良～平安          ①上郷町黒田3116-1他 ②縄文～弥生・奈良 0中世

③駐車場 ④昭和63年11月 8日～平成元年1月 31日      ③道路 ④平成元年1月 30日 ～3月 30日

287 小島遺跡 300 離山遺跡

①更埴市大字小島字大門下3146-l ②古墳～平安      ①須坂市大字豊丘字下原1597-4 ②縄文 0平安

③住宅 ④昭和63年 11月 15日 ～平成元年3月 10日      ③水道 ④平成元年3月 1日～8月末

③住宅 ④昭和63年 11月 15日 ～平成元年3月 10日       ③宅地造成 ④平成元年4月 1日～10月 31日

289 久米ヶ崎遺跡 302 福島遺跡

①飯田市久米2339番地ほか3筆 ②中世          ①下伊那郡上郷町黒田1304-1番地 ②平安

③公園造成 ④昭和63年9月 20日 ～11月 30日        ③シメジ栽培施設 ④平成元年5月 1日～8月 30日

290 島軒割遺跡 303 赤澤城址遺跡

①中野市草間地先 ②弥生～古墳・平安～中世       ①長野市篠ノ井塩崎字城山525-1他 ②中世

③河川 ④昭和63年 11月 18日 ～平成3年3月         ③鉄塔建設 ④平成元年4月 1日 ～6月末

288 小島遺跡

①更埴市大字小島2816 ②古墳～平安

291 生萱古墳

①更埴市生萱但馬497 ②弥生 。平安

301 北堀遺跡

①更埴市八幡字北堀2023外 ②奈良～平安

304 八刃遺跡

①更埴市土口527-1、 527-3 ②中世

③資材倉庫 ④昭和63年12月 1日 ～12月 20日        ③工場 ④平成元年2月 20日～4月 30日
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305 北中原遺跡 ①更埴市大字桑原字後安125、 126 ②奈良～平安

①更埴市大字屋代902 ②奈良～平安 ③工場 ④平成元年4月 1日 ～4月 10日

③宅地 ④平成元年2月 16日 ～5月 16日

317 小島遺跡

306 小島遺跡 ①更埴市大字桜堂字桜田513-l ②弥生～平安

①更埴市桜堂桜田511-1他 ②弥生～平安 ③貸店舗 ④平成元年4月 10日 ～4月 30日

③テナントビル ④平成元年2月 15日 ～5月 30日

318 土口北山古墳群
307 T本柳遺跡群福王寺遺跡 ①更埴市大字土口字北山17-1外3筆 ②古墳

①佐久市大字岩村田2207番地他 ②弥生～近世 ③宅地造成 ④平成元年4月 20日 ～6月 30日

③宅地造成 ④昭和63年 11月 5日 ～平成2年

319 上西原遺跡群
308 屋敷遺跡群 ①小諸市大字滝原字中西原1524-1他  ②平安～中世

①更埴市大字森字一丁田461-1、 459-4 ②縄文～弥生 ③農業関連 ④平成元年5月 末～12月 末

③工場 ④未定

320 東沖遺跡

309 川上村立石遺跡 ①更埴市杭瀬下2-2 ②古墳～平安

①南佐久郡川上村大字樋沢266-l ②縄文 ③宅地 ④平成元年7月 1日 ～12月 20日

③電気 ④平成元年4月 20日 ～6月 30日

321 上之段城

310 石行遺跡 ①木曽郡木曽福島町4659-2他 ②中世

①飯田市座光寺3349 ②縄文～古墳、平安以降 ③土砂採取 ④平成元年5月 22日 ～平成2年 1月 31日

③学校(敷地造成)④ 平成元年6月 1日 ～9月 30日

`    322 沖遺跡

①長野市大字田子吉 ②縄文

③農業関連 ④平成2年 3月 31日

323 小机原遺跡

平 成 元 年 度 ①高森町山吹7225、 7227他 ②縄文～弥生

③道路 ④平成元年2月 20日 ～3月 31日

311 寺家遺跡周辺 324 田沢遺跡

①諏訪市大字四賀字砂田通684～ 685、 寺家通701-2 ①高森町山吹2392-1、 2396-1他 ②縄文～弥生
②中世 ③電気 ④平成元年2月 13日 ～3月 31日 ③道路 ④平成元年2月 20日～3月 31日

312 高見原遺跡(横山B地点) 325 上ノ段遺跡

①駒ヶ根市中沢菅沼 ②縄文 ①北佐久郡望月町大字望月276-l ②平安  ・

③道路 ④平成元年1月 28日 ～2月 28日 ③学校 ④平成元年9月 1日～平成2年6月 30日

313 台御堂遺跡 326 蘇南高校遺跡

①諏訪市大和二丁目15番16号 ②縄文 ①木曽郡南木曽町読書2937-45 ②縄文～弥生・平安
③住宅 ④平成元年2月 2日 ～3月 6日 ③学校 ④平成元年9月 1日～平成2年7月 31日

314 上手木戸遺跡 327 東丸山遺跡

①南安曇郡豊科町大字南穂高318-1外 26筆 ①小諸市大字菱平字東丸山105-1、 107-3

②平安 0中世 ③土砂採取 ②縄文～平安 ③宅地造成
④平成元年5月 10日 ～平成2年3月 31日 ④平成元年7月 3日 ～8月 10日

315 鈴岡城跡 328 長性寺遺跡
①飯田市駄科1691-3、 1783、 1716-9 ②中世 ①大町市大字大町3691-2 ②縄文～平安
③道路 ④平成元年1月 5日 ～3月 20日 ③学校 ④平成元年7月 1日～11月 30日

316 後安遺跡 329 東部中学校遺跡
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①長野市古野1001 ②弥生～平安             ②旧石器～平安 ③工場 ④平成元年7月 31日～

③学校 ④平成元年6月 ～平成2年3月 31日

343 小島柳原遺跡群
①長野市大字南堀字大道北382-3他 ②弥生～平安330 小島遺跡

①更埴市大字小島3136-6 ②古墳～平安          ③鉄塔建設 ④平成元年9月末～平成2年5月末

③宅地 ④平成元年6月 25日 ～11月 末
344 城跡

①下伊那郡南信濃町村大字和田1198 ②近世331 四ツ屋遺跡

④平成元年10月 1日 ～平成2年6月 30日①長野市松代町大字清野 ②弥生～平安          ③郷土館

③農業関連(ほ場整備)④平成元年7月 ～平成2年3月

345 更埴条里水田tL遺跡

①更埴市大字屋代字細越408-2 ②平安332 宮ノ坂遺跡

①小諸市大字御影町新田字池尻1310-7 ②古墳～平安    ③宅地造成 ④平成元年9月 20日 ～10月 10日

③宅地造成 ④平成元年7月 15日 ～7月 31日

346 大池南遺跡

①更埴市大字八幡字ノ`幡芝山2-617 ②縄文333 三宅城跡

①小諸市大字滋野甲壱騎場 ②中世            ③管理棟建設 ④未定

③工場 ④平成元年9月 1日 ～平成2年3月

347 深沢遺跡群

①小諸市大字滋野甲字金卸70、 71-l ②縄文～平安334 近津遺跡群宮浦遺跡

①佐久市大字長土呂字宮浦1065-12外  ②古墳～中世    ③ トラックターミナル建設

④平成元年11月 1日 ～平成2年3月 31日③農業関連 ④平成元年6月 ～

348 宮の前遺跡335 自山遺跡群

①佐久市大字三河田字下原506-1他 4筆          ①小県郡丸子町大字藤原田 ②奈良～平安

④平成元年8月 ～平成2年3月②弥生～近世 ③宅地造成 ④平成元年8月 末～9月末   ③農業関連

349 土口遺跡336小島遺跡群

①更埴市大字小島字琵琶島3147-2他  ②弥生～平安     ①更埴市大字土口字北沖376-2 ②縄文～平安

③道路 ④平成元年7月 下旬～11月 上旬          ③宅地 ④平成元年10月 30日 ～平成2年 3月 31日

_350 宮の西遺跡・松の木遺跡・隣接地337 元町遺跡

①更埴市大字桑原字湯之崎1956=16'② 縄文・平安     ①佐久市大字岩村田下塚本1349-1～ 2

③宅地 ④平成元年8月 10日 ～10月 20日          ②弥生～中世 ③宅地造成

④平成元年10月 下旬～12月 初旬
338 小池遺跡

①佐久市大字新子田字原宿 ②弥生～平安        351 ジャコッパラ遺跡
`     ①諏訪市大字四賀字霧ヶ峰7718-39他③道路 ④平成元年7月 ～10月

②旧石器～縄文 ③研修施設

④平成元年11月 20日～平成2年 10月 31日339 万助久保遺跡 0木田橋遺跡

①佐久市大字下平尾 ②平安

③道路 ④平成元年10月 ～平成2年 12月         352 更埴条里水田址遺跡

①更埴市大字屋代字細越401-1外 8筆
②平安～中世 ③宅地造成340 平賀中屋敷遺跡

①佐久市大字平賀字荒神 ②弥生～平安          ④平成元年11月 15日 ～11月 30日

③道路 ④平成元年9月 ～12月

353 小島遺跡

①更埴市大字小島3055-21他  ②奈良～平安341 箕輪遺跡

①上伊那郡南箕輪村大字東田3965～3967 ②縄文～近世    ③自転車駐車場 ④平成元年12月 13日～平成2年

③工場 ④平成元年9月 5日 ～12月 20日

354 窪河原遺跡

①更埴市大字雨宮字窪河原6501 ②縄文～平安342 吹野原遺跡

④平成元年12月 23日 ～12月 31日1437-1他         ③貸駐車場①上水内郡信濃町大字古間1438、
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355 田草川尻遺跡                    ②弥生～中世 ③道路

①飯山市大字静間字四本木2143-1、 2144他         ④平成2年2月 ～平成4年3月 31日

②縄文～古墳・ 平安 ③砂利等の資材置場及び通路

④平成2年4月 1日 ～6月 30日               368 下小平遺跡

①佐久市大字岩村田字上駒喰 ②弥生～平安

356 垣外遺跡                       ③道路 ④平成2年 1月 ～3月 31日

①下伊那郡上郷町黒田1707-1他

②縄文～弥生・ 奈良・中世               368 細久保遺跡 。周辺部

③河川 ④平成2年2月 20日 ～3月 20日           ①諏訪市上諏訪科ノ木 ②縄文～弥生

③道路 ④平成2年2月 1日 ～3月 20日

357 八幡原遺跡

①下伊那郡上郷町黒田3384-1              369 琵琶坂遺跡

②縄文～弥生・ 奈良～平安                ①佐久市大字岩村田991 ②弥生～平安

③道路 ④平成2年 1月 5日 ～3月 20日            ③学校 ④平成2年2月 10日 ～3月 20日

358 諏訪神社上社遺跡                 370 屋代遺跡群

①諏訪市大字中州字宮山1番地 ②中世～近世       ①更埴市大字雨宮字町浦508 ②奈良～平安

③公衆便所 ④平成2年2月 1日 ～5月 30日          ③工場(えのき)④ 平成2年3月 ～5月

359 小島遺跡                     371 岩村田遺跡群

①更埴市大字小島大門下3145-l ②古墳～平安       ①佐久市大字岩村田池畑349他3筆 ②弥生～中世

③店舗併用住宅 ④平成2年 1月 20日 ～5月 20日       ③住宅 ④平成2年6月 ～12月

360 西大久保遺跡群             `    372 栗毛坂遺跡群

①佐久市大字下平尾字六間475-1外 ②縄文～平安     ①佐久市大字岩村田字西芝間3805-1外  ②弥生～平安

③道路 ④平成2年 1月 ～3月 31日             ③道路 ④平成2年2月 末～3月 末

361 潰石遺跡                     373 松原遺跡

①佐久市大字上平尾字潰石574外 ②弥生～平安      ①長野市松代町東寺尾高畑3554 ②弥生～平安

③道路 ④平成2年～3月 末                ③工事用作業用地 ④平成2年3月 5日～平成4年7月 31日

362 万助久保遺跡                   374 竹の城跡

①佐久市大字下平尾万助2265-1外 ②平安         ①須坂市大字井上字藤山3136-2 ②中世

③道路 ④平成2年 1月 ～3月 末              ③電気(鉄塔建設)④ 平成2年4月 30日 γ7月 10日

363 真田氏館跡

①小県郡真田町大字本原2965-口他 ②中世

③水道 ④平成元年12月 1日 ～12月 10日

364 大堀遺跡

①佐久市大字前山字大堀 ②縄文

③高校グランド造成 ④平成2年 1月 20日 ～7月 31日

365 川田条里遺跡

①長野市若穂川田字清水265-8、 字八反田266-3

②弥生～中世 ③電気 ④平成2年3月 15日 ～7月 10日

366 岩村田遺跡群

①佐久市大字岩村田字池畑黒地蔵地籍 ②弥生～中世

③道路 ④平成2年2月 ～平成3年 3月 31日

367 岩村田遺跡群・枇杷坂遺跡群

①佐久市大字岩村田字木戸在家枇杷坂 。上木戸
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各 tにわたるもの他

長野県教育委員会

長野県史刊行会

長野県教育委員会・助長

野県埋蔵文化財センターほか

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

長野県歴史大年表刊行会

働八十二文化財団

毎日新聞社

柏原区

上山田小学校

川路村誌刊行会

岸野村誌刊行会

殿島城跡遺跡発掘調査団

松川村誌刊行会

三岳村誌編纂室

矢出川遺跡保存対策特別

委員会

阿智村教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

伊那市教育委員会

伊那市教育委員会

大町市教育委員会

大町市教育委員会

岡谷市教育委員会

上郷町教育委員会

上郷町教育委員会

更埴市教育委員会ほか

更埴市教育委員会

小諸市教育委員会

駒ヶ根市教育委員会

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

F埋蔵文化財質疑応答剣

F長野県史考古資料編全 1巻 4(遺構・遺物)J

F中央自動車道長野線埋蔵文化財調査報告書2-塩尻

市内その 1-J
F長野県埋蔵文化財センター年報 4J

F長野県埋蔵文化財センター紀要 lJ

F長野県埋蔵文化財ニュースJ

F昭和62年度中央道長野線 。関越道上越道関連の発掘

調査の概要と整理作業状況

F昭和62年度長野県埋蔵文化財センター発掘調査の概

ヨ

F昭和62年度長野県下主要遺跡発掘調査速判

F長野県歴史大年表(上・ 下)J

F長野県の文化財J

F古代史を歩く9-信濃・ 越J

F柏原町区調

F上山田の風土一資料編 人物編J

Fり |1路村誌 J

F岸野村誌J

F殿島城跡・ 宮場間様十三塚遺跡J

F松川村誌歴史編J

F三岳村誌 (上)J

「矢出川遺跡保存対策推進についての確認事剰

F申原遺跡ⅢJ・・

:飯田垣外遺跡つ火振原遺跡 0梅 ヶ久保遺跡J

F丸山遺跡J

F田井座遺跡J

F釜渕・北顔戸遺跡J

F田草川尻遺跡VJ

F奈良尾・ 宮の原遺跡緊急発掘調査報告書J

F山の田遺跡緊急発掘調査報告書J

F大町の遺跡一詳細分布調査報告書J

F来見原遺跡ⅡJ

F岡谷市における埋蔵文化財保護行政の現状と課題J

F矢崎遺跡J

F平畑遺跡・八幡原遺囲

F五輪堂遺跡VJ

F屋代遺跡群・更埴条里水田址詳細分布調査報告書J

F中原J

F反 目南遺跡J

F栗毛坂遺跡群中曽根遺跡J

F中原遺跡群梨ノ湘

F西祢ぶたJ

F信濃考古J1030104

F長野県埋蔵文化財ニュース122

F長野県埋蔵文化財ニュース123

F信濃考古J102

F長野県埋蔵文化財ニュース122
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78

79

80

81

82
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84

85

塩尻市教育委員会

塩尻市教育委員会

須坂市教育委員会

須坂市教育委員会

諏訪市教育委員会

辰野町教育委員会

東部町教育委員会

中野市教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

堀金村教育委員会

丸子町教育委員会

丸子町教育委員会

松川町教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

箕輪町教育委員会

青木和明

浅沼馨

五十嵐幹雄

上野佳也

江坂輝弥

江坂輝弥

大沢和夫

岡田正彦

菊地雅美

小山岳夫

笹沢浩

佐々木春蔵

島田恵子

島田哲男

関俊彦

竹原学

檀原長則

高見俊樹

堤隆

戸沢充則

戸沢充則

花岡弘

羽毛田伸博

堀田雄二

F和手遺跡J

F一般国道20号 (塩尻バイパス)改築工事埋蔵文化財包

蔵地発掘調査報告書J

F須坂市の指定文化財J      ・

Fふ るさと須坂一歴史と文化財J

F武居畑ⅡJ

F樋口五反田遺跡J

F鍛冶屋遺跡J

F栗林Ⅲ・ 浜津ヶ池

F浅川扇状地遺跡群浅川端遺跡J

F東番場遺跡J

F殿屋敷遺跡J

F横田遺跡群富士宮遺跡J

F塩崎遺跡群V殿屋敷遺跡J

F神沢遺跡 0田多井古城下遺跡・ そり表遺跡J

F寺開土遺跡J

F虚空蔵東遺跡J

F寺屋敷遺跡発掘調査報告書J

『松本市向畑遺跡 IJ

F松本市島立条里的遺樹
『松本市島立三の宮遺跡J

F中山遺跡J

「昭和62年度長水更埴地区調査研究の概要」
「埋文と学会に寄せて」
「八幡一郎の期待」

「八幡一郎先生を偲ぶ」
「八幡一郎先生をしのびて」
「八幡一郎先生略歴」
「昭和61年下伊那考古学界」
「飯田市北田遺跡公園の復元経過と保存問題」
「高原に吹く観光開発の風一八ヶ岳山麓はどう変わっ
たか」

「昭和62年度佐久地区(北部)における調査・研究の動

向」
「昭和62年度県内全般を総括する」
「井戸尻の収穫祭に参加して」
「昭和62年度佐久地区(南部)の発掘調査及び研究の概

到
「昭和62年度中信地区遺跡調査・研究の概到
「藤森栄一先生と学習院大学考古学研究会」

「昭和62年度松本市発掘調査から」
「昭和62年度高水地区遺跡調査と埋文保護の働き」
「昭和62年度諏訪地区の発掘調査概要」
「新人類 。旧人類の考古学御
「諏訪史第一巻と考古地域史」
「先土器・縄文時代の時期区分と時代区分」
「ゴーランドと信濃と古墳」
「長峯の稜」
「昭和62年度上小地区遺跡調査の概要」

F考古学ジャーナルJ287

F考古学ジャーナルJ287

F伊那J35-5

F信濃考古J1030104
『朝日ジャ́=ナル別冊J

「信濃考古J103.104

F信濃考古J103.104

F佐久考古通信J42043

F信濃考古J103.104

F信濃考古J1030104

F■粒の籾 0定期講演会講演

錮 2

F信濃考古11030104

F信濃考古11030104

F信濃考古J1030104

F佐久考古通信J44

F諏訪郡史研究紀要J ll

F考古学研究J34-2

陛久考古通信J44

F佐久考古通信J42043

F信濃考古J1030104
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861増田精一  ・

871真野恵介
881宮下健司・青木歳幸・

月ヽ松芳郎・ 福沢昭司

891宮下健司 。笹本正治・

古川貞雄・ 松本衛士

901宮下健司

911宮坂光昭

921向山雅重ほか

931村上和夫

941八幡一郎

951八幡一郎

先土器時代

國學院大学文学部考古学

研究室

野尻湖発掘調査団

野尻湖発掘調査団

松本市立考古博物館

安蒜政雄

大井今朝太・ 堤隆

織笠昭

角張淳一

栗島義明

中村由克

中村由克

中村由克・ 八ヶ岳人類考

古グルTプ
宮沢由起子

吉沢靖

1101綿貫俊-0堤隆
縄文時代

1111井戸尻考古館

1121長野市立博物館

1131王滝村教育委員会

1141大桑村教育委員会

1151大桑村教育委員会

1161駒 ヶ根市教育委員会

1171下条村教育委員会

1181塩尻市教育委員会

1191塩尻市教育委員会

1201高山村教育委員会

1211中川村教育委員会

1221長野市教育委員会

1231原村教育委員会

1241原村教育委員会

1251原村教育委員会

1261日義村教育委員会

1271松本市教育委員会

1281松本市教育委員会 :松本市林山腰遺跡J

恩膳遺跡J

弓振日向遺跡J

木曽最大の日義村マツバ リ縄文遺跡」

松本市前田木下遺跡J

考古学雑誌J73-3

湘南考古学同好会会報129

信濃J39-6

河出書房新社)

F信濃J40-2

F信州自樺J

F古代文化J39-5010、 40-1.3

F野尻湖博物館だより114

F野尻湖博物館だより114

:古代史を歩くJ9
『佐久考古通信J42.43

F佐久考古通信J44

F佐久考古通信J41

団 埼玉県埋蔵文化財調査事

業団研究紀要J4

F野尻湖博物館だより115

F野尻湖博物館だより113
『地団研専報J340F八 ヶ岳山

麓の第四系J

F野尻湖博物館だより115

F佐久考古通信J44

F長野県考古学会誌J54

F木曽J20

追憶八幡一郎先生」

初めての野尻湖発掘」

長野県地方史研究の動向」

９６

　

９７

９８

９９

‐００

‐０１

‐０２

‐０３

‐０４

　

‐０５

‐０６

‐０７

　

‐０８

‐０９

F図説長野県の歴史J

「信濃における江戸時代の考古学史」 「信濃J40-2
「諏訪の古代・考古の現状と(仮称)諏訪史第一巻編纂 |『諏訪郡史研究紀要Jll

の方向」

F図説上伊那の歴史 (上)J

F鋸歯文と三角形の研究J

「畏友岡正雄兄」
「来し方の記(1～ 4)」

F小馬背遺囲

「野尻湖文化またひとつ明かに」
「大成功におわった第 10次野尻湖発掘」

F中信地方の旧石器一松本平のあけぼのJ

「信濃・ 越の先土器時代遺跡」
「表採に思う・ 矢出川の細石刃文化」
「石の故郷N
「石器群の構造と編年に関する覚え書き」
「神子柴文化をめぐる諸問題」

「信濃町瑞穂出土の石器」
「小学生が見つけた 1万年前の石器」
「八ヶ岳山麓の旧石器時代遺囲

「ゾウの歴史をときあかす信州のゾウの化石」
「川上村立石採集の有舌尖頭調
「荒屋遺跡の細石刃文化資料」

出版社)

F井戸尻第 6剰
森の文化J

田中洞J

木曽郡大桑村のぞきど遺跡発掘調査報告書J

大明神遺跡J

F辻沢南遺跡J

F細野原J

F竹ノ花遺跡J

F山ノ神遺囲

F黒部遺跡J

F谷田遺跡J

F宮崎遺跡J

F判の木東遺跡J
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1291飯田朝治 遺跡 (資料)紹介霧ヶ峰ジャコッパラ遺跡」    |「 諏訪郡史研究紀要Jll
1301鵜飼幸雄 茅野市棚畑遺跡」               |「 長野県埋蔵文化財ニュースJ21
1311岡本東三 押型紋土制                   IF季 刊考古学J21
1321神村透 木曽の縄文時代剥片石器原材にみる地域l■l F木曽教育J63

F木曽J21

F須高J24

F東京考古J5

1331神村透 「開田村下原開拓地採集の土器」
1341桐原健 「炉に見られる千曲川流域の縄文中期様相」

「縄文土器の大きさ」

F八ヶ岳の三万年一黒曜石を追ってJ

「縄文時代の居住空間」
「大町市一津遺跡」
「縄文作物としての四国稗とその周辺」

1351黒岩隆
1361小泉袈裟勝 法政大学出版局)

1371小林達雄 F國學院大学文学研究科J19

F長野県埋蔵文化財ニュースJ22

F須高J24

1381島田哲男

1391霜田厳

1401関孝一 「須坂市高橋遺跡の確認調査と山岸勝之助翁の所蔵遺 IF須高J25

1411寺内隆夫

物」
「五領ヶ台式土器から勝坂式土器へ」 F長野県埋蔵文化財センター

紀要Jl
1421寺内隆夫 「勝坂式土器成立期に見られる差異の顕在化」   IF下総考古学J9
1431寺内隆夫 「俎原遺跡出土土器の検討」           IF平 出遺跡考古資料館歴史民

俗資料館紀要J5
1441寺村光晴 「日本先史時代の琥珀」

F縄文人との対話―私の考古学手帖J

「縄文時代の葬制の研究 (1)」

「成立遺跡発掘調査について」

「凹石研究のために(1)学史」

IF和洋女子大学紀男
1451戸沢充則 名著出版)

1461徳竹雅之 F須高J25

F上田小県誌(考古編)編集室

だよりJ27

F長野県埋蔵文化財センター

紀要Jl

1471西沢浩

1481野村一寿

1491能登健 「縄文農耕論」                 IF論 争 0学説日本の考古学J3
1501平出一治 「八ヶ岳南麓出土の石皿二例」          IF長 野県考古学会誌J54
1511福島邦男 「蓼科山北麓の押型文土器の諸段階」       IF佐 久考古通信J41
1521福島邦男 「柄鏡形敷石住居址が検出された平石遺跡」    IF佐 久考古通信J42043
1531武藤雄六 隅文の酒調              1地 域分イロ案内号
1541宮下健司 「信濃の縄文文化―クリ帯文化の提唱」      IF古 代史を歩くJ9
1551宮下健司 「長野県佐久地方の土偶」            IF佐 久考古通信J44
1561宮下健司 IF飲食産業新聞i

1571宮下健司 疇番岳[12量告[:曇暑」
卜型  際含馬羹「甲

1581宮沢恒之 「特異な立地をもつ縄文遺跡の性格」       IF伊 那J35-5
1591三上徹也 「梨久保式土器再利                IF長 野県埋蔵文化財センター

紀要Jl
1601百瀬忠幸 「埋甕と境界性について」            IF長 野県埋蔵文化財センター

紀要Jl
1611本橋恵美子      |「縄文時代の柄鏡形敷石住居址について」     IF佐 久考古通信J42043
1621渡辺誠        |「 ドングリ食について」             IF長 野市立博物館考古学講座

講演J

1631綿田弘実       |「長野県上高井郡高山村坪井遺跡の敷石住居址と出土 IF須高125
遺物」

弥生時代

1641上郷町遺跡発掘調査団  IF垣外遺跡の発掘調査進むJ

1651塩尻市平出遺跡考古博物 IF中信平の弥生文化J

館

1661長野市立博物館    IF稲 を伝えた人 J々

1671日田町教育委員会   IF勝間原遺跡』
1681上郷町教育委員会   1陳 田遺跡J
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1691佐久市教育委員会ほか

1701長野市教育委員会

1711松川町教育委員会

1721青木和明・ 飯島克己・ 若

狭徹

1731五十嵐幹雄

1741五十嵐幹雄

1751今村善興
1761日田武正

1771神村透

1781神村透

1791神村透

1801小山岳夫
1811小山岳夫

1821小山岳夫

1831笹沢浩

1841清水芳裕

1851高村博文

1861中村友博

1871紅村弘

1881山下誠一

1891矢 口忠良

古墳時代

1901長野県教育委員会

F北西ノ久保一南部台地上の調査J

「町川田遺囲
F垣外遺跡J

「箱清水式と樽式土器」

「稲のきた道」

「磨製石鏃二点」

「上郷町南条棚田遺跡弥生時代水田跡検証について」
「弥生時代の金属調

信濃の弥生遺跡」

塩尻からみた松本平の弥生文化」

中部の弥生石器」

佐久地方における弥生中期後半の土器」
「弥生土器編年の確立にむけて(そ の 1)」

「弥生土器編年の確立にむけて(その 2)」

「中部高地型の櫛描文土器」
「土器の動き」
「弥生時代の墓制」
「水神平式土器」
「寄道式と欠山式土器」

距外遺跡」
「弥生文化波及期の遺囲

lt瀬双子塚古墳J

「偉容を見せ始めた太古の大豪族の墓」
F大室ニュースJ13～ 16

岩崎先生の講演から」

太刀鍔の銀象眼」

素環頭内反太刀 0内反太刀」

新林遺跡の発掘」

豊原古墳J

五霊西拾弐号古墳J

F森将軍塚古墳一第7年次発掘調査概判

長峯古墳群J`
一時坂J

地附山古墳群」

源波古墳J

「諏訪における古墳出現期の土器様相」

創置の信濃国府跡推定地の確認をめざしてJ

永明山麓古墳群を歩いて」

尾張型須恵器の提唱」

信濃の古墳を歩く」

田野口地区の台地と古墳」
「東部町和西曽根出土の土師器」
「伊那谷における子持勾玉四例」
「中野平の古墳概観」
「畿内系暗文を有する土師器琢について」
「長野市小田切馬神古墳の測量調劃

F弥生文化の研究J4

1■田小県誌(考古編)編集室
だよりJ20

1■田小県誌(考古編)編集室
だより120

F伊那J35-5

随久考古通信J42043

陪代史を歩くJ9

F中信平の弥生文イロ
『考古学ジャーナノИ290
「佐久考古通信J41

陛久考古通信J42043

F佐久考古通信J44

F弥生文化の研究J4

F弥生文化の研究J7

F佐久考古通信J42043
F弥生文化の研究J4

F弥生文化の研究J4

F長野県埋蔵文化財ニュース123
F季刊考古学J19

F長野県指定文化財調査報告

第12剣
「ながのけんJ205

F下伊那考古J34

F須坂新報J507

F長野市立博物館だよりJ7

:穂高町郷土資料館館報J9

F諏訪郡史研究紀要J ll

F千曲154

F諏訪郡史研究紀要111

F信濃J39-4

陪代史を歩くJ9

F佐久考古通信J44

F信濃考古J100

F信濃139-4

IF高井J79

F佐久考古通信」41

F信濃」39-4
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３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４
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６

７

８

９

０

１

２

３

４

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

長野県広報文書課

大室古墳群調査団

下伊那考古学会

須坂新報社

長野市立博物館

穂高町郷土資料館

上田市教育委員会

臼田町教育委員会

更埴市教育委員会

佐久市教育委員会ほか

諏訪市教育委員会

長野市教育委員会

箕輪町教育委員会

青木一男

五十嵐幹雄

伊藤洋児

岩崎直也

大塚初重

黒岩忠男

小林真寿

桜井弘人

檀原長則

堤隆

西田正規 0東憲章
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2151平岡千秋

2161松野千枝子

2171松尾昌彦

2181松尾昌彦

2191三木弘・ 寺島俊郎 0

西山克己

2201三石宗一

2211山田昌久・赤堀徹

2221山田昌久 ,矢中隆

奈良・平安

2231東京国立博物館編

2241名古屋大学文学部考古学

研究室

2251飯田市教育委員会

2261飯田市教育委員会

2271上田市教育委員会

2281更埴市教育委員会ほか

2291更埴市教育委員会ほか

2301更埴市教育委員会ほか

2311佐久市教育委員会ほか

2321佐久市教育委員会ほか

2331諏訪市教育委員会

2341長野市教育委員会

2351松川村教育委員会 『岡海道遺跡確認調査報告書J

2361松本市教育委員会 松本市島立北栗遺跡ⅢJ

北方遺跡Ⅱ・北中遺跡J

十二遺跡J

2371松本市教育委員会

2381御代田町教育委員会

F須坂市における積石塚の研究」
「積石塚研究略史」

F善光寺平南部の飾り馬具」
「長野県における古墳編年基礎資料(二)一頭椎大刀関

係資料―」
「長野県南安曇郡穂高町所在魏磯城窟古墳について」

「瀧峯古墳群について」
「長野市上松地附山古墳の測量調査」
「長野市田野口大塚古墳の測量調劃

F経塚一関東とその周辺J

F考古資料ソフテックス写真集J

F恒川遺跡群一昭和62年度範囲確認調査概報一J

F恒川遺跡 (田中・倉垣外地籍)』

F訳口上遣跡J

「屋代遺跡群北中原遺跡ⅡJ

F大境遺跡J

F屋代遺跡群馬口遺跡ⅢJ

F菅田Ⅲ O新町Ⅲ・ 宮の上・ 中曽根・藤塚J

F莉沢 0蔦石J

Fジ ャコッパラ造跡第 1次調査報告書』

F南川向遺跡J

甲斐型不について」

土と水から歴史を探る一古代・中世の用水路を軸と

としてJ

「高森町附近東山道考」
「信濃の国分寺を掘る」
「東山道日理駅考」

F伊那の古道を探る」
「古代塩尻の氏族」

「古代松本平に見られる東西問題」

F東山道調査の基本的立場とその方法J

東山道調査の進行とその成果」

将軍道 (下野国東山道)を訪ねる」

諏訪地方における様相」

上小地方における様相」

F平出一古代の村を掘る一J

伊那谷における様相」

信濃における奈良時代を中心とした土器編年J

北信地方における様相」
「東山道深沢駅家についての一考察」
「八ヶ岳崩壊の仁和四年説に関する考察」
「伊那谷南部における在地生産須恵器の実劇
「ある須恵器の蓋をめぐって」

「須高J25

F須高J25

:比較考古学試論J

F信濃J39-12

F信濃J39-5

『佐久考古通信J42.43

F信濃J39-4

F信濃J39-4

『佐久考古通信J41

信毎書籍出版センター)

F伊那J36-2

F古代史を歩 くJ9

F文化財信濃J14-4

F伊那路J31-9

F平出遺跡考古博物館 0歴史

民俗資料館紀要J5
『信濃139-8

F文化財信濃J14-3

:信濃J39-5
『千曲J54

F長野県考古学会誌J55056

F長野県考古学会誌J55056

信毎書籍出版センター)

F長野県考古学会誌J55.56

F長野県考古学会誌J54
『長野県考古学会誌J55056
「文化財信濃114-3

F千曲J56

F長野県考古学会誌J55056

F佐久考古通信141

2391井出正義

2401小穴喜一

2411大桐紀元

2421川上元

2431春 日学

2441唐木日出男

2451桐原健

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

桐原健

黒坂周平

黒坂周平

黒坂周平

小林深志

小林真寿

小林康男

小平和夫

笹沢浩
‐

佐藤信之

柴登巳夫

島田恵子

遮那藤麻呂

田中正治郎
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４
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６

７
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２

２

２

２

２

２

堤隆

出河裕典

直井雅尚・ 原明芳

服部敬史

原明芳

原明芳

花岡弘

林和男

「佐久地方における様相」
「俎原遺跡の平安時代土器」

「松本平における様相」
「東国における奈良時代前半の須恵器生産とその意義」
「松本平における平安時代の食膳具」
「信濃における食器の系調
「土師器長頸瓶について」
「平安時代の住居」

「養老厩牧令の考古学的考察」
「上伊那の古代東山道(I延喜式J所載)について」
「信濃の古代牧をたずねて」
「信濃善光寺創建に関する一研究 (1)」

「東山道再稿J

F東 日本における中世土器研究の現渕

F矢嶋城跡一第 2曲輪部の建築遺構一J

F古城南遺囲

F高遠城跡ニノ丸門発掘調査報告書J

F小柴見城囲

F松本市宮の下遺跡J

F松本市杵坂遺跡・松本市本郷小学校敷地遺跡J

「寺平遺跡出土の梵鐘竜頭鋳型について」
「新発見の佐久の城館跡J

「大井城跡の竪穴状遺樹
「川路坊垣外の五輪塔と宝筐印塔」
「長野県北佐久郡の中世城朝
「小金平の備蓄銭」

「長野県考古学会誌J55056

F平出遺跡考古資料館歴史民

俗資料館紀要J5

F長野県考古学会誌155● 56

F信濃139-7
「信濃139-4

F文化財信濃114-3

F長野県考古学会誌J54

F上田小県誌 (考古編)編集室

だよりJ26

F信濃J39-4

F伊那路J31-7

F伊那路131-11
「千曲J56

F伊那136-2

2681松井章

2691松崎岩男

2701宮下慶正

2711村上和夫

2721村沢武夫

中世以降
2731東国土器研究会・中世土

器研究会

2741浅科村教育委員会

2751駒 ヶ根市教育委員会

2761高遠町教育委員会

2771長野市教育委員会

2781松本市教育委員会

2791松本市教育委員会

2801伊藤修 F長野県考古学会誌J54

:千曲J54

F長野県考古学会誌J54

F伊那J35-5

F國學院雑誌188-9

F佐久考古通信J42043

2811菊地清人

2821小山岳夫

2831佐藤甦信

2841宮廻夏穂
2851森泉かよ子
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tにわたるもの他

長野県教育委員会・働長

野県埋蔵文化財センターほか

長野県教育委員会・働長

野県埋蔵文化財センターほか

長野県教育委員会・働長

野県埋蔵文化財センターほか

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

ω長野県埋蔵文化財センター

阿南町教育委員会ほか

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯山市教育委員会

飯山市教育委員会

伊那市教育委員会

自田町教育委員会

臼田町教育委員会

大桑村教育委員会

上郷町教育委員会

更埴市教育委員会

更埴市教育委員会

更埴市教育委員会

更埴市教育委員会

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

書斤村教育委員会

東部町教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

堀金村教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

箕輪町教育委員会ほか

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

御代田町教育委員会

「中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 3-
塩尻市内その2-吉田川西遺跡J

F中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 5-
松本市内その2-神戸遺跡。上二子遺跡 0中二子遺跡J

『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 10-
松本市内その7・ 豊科町内一南中遺跡・北中遺跡・北

方遺跡・上手木戸遺跡J

「長野県埋蔵文化財センター紀要2J

F長野県埋蔵文化財センター年報 5J

F長野県埋蔵文化財ニュースJ24～ 27

F国道151号線改良工事に伴う早稲田遺跡調査概報J

F昭和63年度範囲確認調査概報一恒川遺跡群一J

F下原遺跡J

F六反畑遺跡J

F高野遺跡J

F小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告 1-概要編-1

F元宮地籍造成に伴 う埋蔵文化財確認調査報告書J

「鍛冶垣外遺跡J

F臼田町遺跡詳細分布調査報告書J

F原遺跡J

F大明神遺囲

Fツ ルサシ遺跡・ ミカ ド遺跡・ 増田遺跡・ 垣外遺囲

1/Jヽ島遺跡J

F城 ノ内遺跡Ⅱ。大境遺跡ⅢJ

F城 ノ内遺跡ⅢJ

F宮川・ 峰遺跡J

F鋳師屋遺跡群前田遺跡(第 I・ ⅡoⅢ次)J

F腰巻 。西大久保Ⅱ。曲尾ⅡJ           I
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411大沢和夫 「考古学日記一昭和62年度下伊那考古学用     IF伊刀剛36-4

421岡沢秀紀 「報告書作成に関する遺物撮影について」     |『 長野県埋蔵文化財センター

431神村透 「考古学雑片想(一)～ (六)J

紀要12

F伊男剛36-5～8011012
441桐原健 「考古学における予測              IF伊 刀剛36-4

451佐々木文吉      |「考古学資料館よりみた下伊那考古学利       IF伊男剛36-4

461中村由克 「昭和62年度に野尻湖博物館によせられた考古資料」 IF信濃考古J105

471宮下健司・青木歳幸・後 |「長野県地方史研究の動向」 F信濃J40-6

藤芳孝 0小松芳郎・ 田多

井幸視
481森嶋稔 「北村遺跡 とその提起する課調

「塩田平の原景観」

昧 し方の記(5)」

F信濃考古J105

F長野県考古学会誌J57

陪 代文化J40-8

491八幡一郎
501八幡一郎

先土器時代

51

52

53

54

55

56

57

長野県旧石器文化研究交 |「第 1回長野県旧石器文化研究交流会の報告」   IF旧石器考古学137
流会事務局

信濃町立野尻湖博物館  |「骨でつくった道具」 F博物館第4回特別展資料集J

F信濃J40-4

F佐久考古通信J47.48

F信濃考古1108

長門町教育委員会   IF鷹山遺跡群 IJ

堤隆

堤隆

堤隆

中村由克

随状剥離痕を有する石器の再確認
「佐久市下平尾採集の柳葉形尖頭器」
「第 1回旧石器研究部会の報割
「第 1回長野県旧石器文化研究交流会の報告」   IF信濃考古J105

縄文時代

581國學院大学考古研究室 IF小馬背遺跡J

591上郷町教育委員会   IF中島遺跡・矢崎遺囲

601上郷町教育委員会   IF原の城A遺囲

611上郷町教育委員会   IF日 影林遺跡J

621駒ヶ根市教育委員会ほか IF辻沢南遺跡(第 2次調査)J

631小諸市教育委員会   IF西城遺跡J

641塩尻市教育委員会   IF三嶽西遺跡J

651塩尻市教育委員会   IF五輪堂遺馴
661下諏訪町教育委員会  IF一の釜遺跡J 。
671原村教育委員会    IF金芳遺跡J

681原村教育委員会    IF開慮沢遺珈
691原村教育委員会    IF恩膳西遺跡J

701原村教育委員会    IF原村工業団地内遺跡確認調査概報
711原村教育委員会    1雁 頭沢遺跡(第 3次)J

721富士見町教育委員会  IF唐渡宮一八ヶ岳南麓における曽利文化期の遺跡群発

発掘報告J

731松川町教育委員会   IF中平遺跡J

741箕輪町教育委員会   IF長岡新田関係遺跡(第 5次)一落合BO羽場垣外一J

751望月町教育委員会

霧1雷;寓謳藝亀 1駆募[朧蒻謂F酬肯割
771会田進        |「 中部山岳地方押型文文化の様相」        IF縄 文早期を考える一押型文

文化の諸問題―J帝塚山考
学研究所編

781阿部芳郎       |「堀ノ内1式土器の構成と変遷」 F信濃J40-4

791上野佳也       |「環状集落 。環状員塚についての一研劉       IF長野県考古学会誌157

801神村透 「下伊那の縄文中期文化」 IF平出遺跡考古博物館ノ
「

卜12

811桐原健        |「 生業 I(狩猟・ 採集)」             IF季 刊考古学123

821桐原健        |「縄文のコピー感覚」 IF信濃J40-7
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831黒岩隆

841小池孝

851児玉卓文

861島田哲男

871鈴木保彦

881助川朋広

891寺村光晴

901戸沢充則

911戸沢充則

921長崎元廣

931原田政信

941平林彰

951堀田雄二

961三上徹也

971翠川泰広

981宮下健司

991本橋恵美子

1001百瀬新治

1011山本暉久

1021綿田弘実

弥生時代

「縄文土器の大きさ(2)一深鉢形土器の容量とその夕 IF長野県埋蔵文化財センター

103

104

105

106

107

108

109

110

阿南町教育委員会

飯山市教育委員会

上郷町教育委員会

上郷町教育委員会

松本市教育委員会

飯島克己 ,若狭徹

市沢英利

神村透

イプー」
「中越遺跡の凹石・ 磨石・ 叩石をみて」
「武石村上平遺跡出土の縄文早・ 前期の土器」
「松本平の縄文中期文イロ

随 形的集落の成立と墓域の確立」
「縄文土器の補修孔について」
「八幡一郎先生と硬玉研究」
「縄文集落研究の[原点]」

「縄文農耕論」

縄文時代集落論の系調

幅田遺跡群・ 円光房遺跡の晩期 (前葉)住居出

信濃の縄紋後期文化」
「国指定史跡 0成立遺跡をめぐって(1)」
「縄文時代における石器の性別分有に関する一試論」
「長門町六反田遺跡出土の表採資料」
「縄文世界を動かす道具」
「縄文時代における柄鏡形住居址の研究(一)。 (二)」

「長野県内の諸磯 b式土器一新資料の整理と編年的検

討一J

「中部山地における柄鏡形 (敷石)住居の成立をめぐっ

て」   `
「北信濃における縄文中期後葉土器群の概観」

F富草中釣根遺跡J

「小泉遺跡群調査概男

F一丁田遺跡・ ヒエ田遺跡J

F丹保遺跡J

「松本市宮渕本村遺跡ⅢJ

樽式土器編年の再構劇

帰牛原南原 。中原遺跡にみる弥生時代後期集刻

浮線渦巻文土器」

「稲の貯蔵法をめぐって」
「箱清水式土器について」

F豊原古墳J

F和田原遺跡群・ 中原遺跡群鎌田原J

F森将軍塚古墳―保存整備事業第 8年次発掘調査報告―
J

F坂田遺跡緊急発掘報告書:

lt瀬古墳群 。田麦中畝古墳群J

F松本市出川南B遺囲
「長野県内における古墳時代前期の地域的動向」

「八幡町 1号墳」
「松尾砂前大塚古墳出土の眉庇付胃について」
「信濃国渡来氏族への賜姓」
「子持勾玉覚割

紀要J2

F伊那路J32-7

:千曲J57

F平出遺跡考古博物館ノートJ2

F長野県考古学会誌J57

陛 久考古通信J47148
『長野県考古学会誌J57

F考古学ジャーナルJ291

F日 本考古学を学ぶJ2(有斐

閣)

F考古学ジャーナル1291

F信濃考古J108

F平出遺跡考古博物館ノートJ2

F信濃考古J106

F信濃J40-5

陛 久考古通信J47.48

F古代史復元J3

F信濃J40-809

F長野県埋蔵文化財センター

紀要J2

F長野県考古学会誌J57

F長野県埋蔵文化財センター

紀要J2

F信濃140-9

F伊那:36-4

条痕文系土器をめぐる諸問
題J愛知考古学談話会編
F長野県考古学会誌J57 1
F古代J86

「長野県埋蔵文化財センター

紀要J2
『伊那‖6-11

:伊那J36-4

F高井J82

F考古学叢制 中巻 斎藤忠先

生頌寿記念論文集刊行会編

1111木下正史

1121笹沢浩

古墳時代

1131上田市教育委員会

1141小諸市教育委員会

1151更埴市教育委員会

1161須坂市教育委員会

1171中野市教育委員会

1181松本市教育委員会

1191宇賀神誠司

1201大沢和夫

1211木下正利

1221桐原健
1231桐原健
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３３

３４

３５

３６

３７

３８
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奈

１

１

１

１

１

１

１

１

１

124

125

126

127

128

129

130

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

桐原健

柴登己夫

白石太一郎

滝沢誠

滝沢誠ほか

西山克己

増田精L

今村善興

大沢洋三

岡田正彦

岡田正彦

菊地清人

桐原健

桐原健
倉沢健郎

倉沢健郎

黒坂周平

小林康男

島田哲男

。平安時代

鋤長野県文化財保護協会

上田市教育委員会

上田市教育委員会

上田市教育委員会

大町市教育委員会

岡谷市教育委員会

岡谷市教育委員会

上山田町教育委員会

上郷町教育委員会

更埴市教育委員会

更埴市教育委員会

更埴市教育委員会

小海町教育委員会

佐久市教育委員会ほか

塩尻市教育委員会

塩尻市教育委員会

下條村教育委員会ほか

下諏訪町教育委員会

辰野町教育委員会

茅野市教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

松本市教育委員会

丸子町教育委員会

箕輪町教育委員会

御代田町教育委員会

源波古墳の風土」

源波古墳とその概ヨ

伊那谷の横穴式石室(一)0(二 )」

長野県松本市桜ヶ岡古墳の再調劃

飯田市南部における古墳の実測調査」

信濃国で須恵器が用いられ始めた頃」

古代鞍の系調

「東山道サミット特集号」

F琵琶塚Ⅱ一琵琶塚遺跡ほか発掘調査報告書―J

F信濃国分寺囲

F林之郷J

F小海戸J

F榎垣外・ 志平・ 清水田遺跡発掘調査報告書J

F榎垣外・志平・清水田遺跡発掘調査報告書硼 報)J

F力石条里遺構群一新六ヶ郷用水路地点一J

F高松原遺跡ⅣJ

F生仁遺跡ⅢJ

F馬口遺跡ⅣJ

F大境遺跡ⅣJ

F弥左衛門屋敷遺跡J

F莉沢Ⅱ・ 琵琶坂Ⅵ・梨の木Ⅱ・宮の上ⅡJ

F吉田向井・千本原遺跡J

F吉田向井遺囲

F東光山遊林寺跡 (下條村西遺跡)J

F旧御射山遺囲

F上の山遺跡ⅡJ

F山寺遺跡J

F長野市塩崎鶴前遺跡・ 塩崎城跡J:
F石川条里遺跡(4)J

F三間沢川左岸遺跡(1)J

松本市島立条里的遺構ⅢJ

松本市神田遺跡J

松本市下神遺跡J        ・

松本市島内遺跡群高松遺跡J

F松本市島立三の宮遺跡ⅢJ

F古免遺跡・芝宮遺跡J

F一之沢遺跡J

F根岸遺跡J

「昭和62年度の上郷町発掘調査の概要」

佐久の東山道」

鎌倉権五郎景政伝説と製鉄遺跡」

長野県下の製鉄遺跡の様相」

仁和四年八ケ岳の水蒸気爆発」
「阿智祝部私考」
「中央道の発掘調査」
「小野の原始・古代」
「春日街道制
「東山道 (近江)の実証的研究」
「片丘地区の考古学的調査 (1)」
「一津遺跡 2次調査概略」

F伊那路132-10

F伊那路132-6

F信濃J40-708

F信濃J40-10

F信濃J40-12

F信濃J40-4

F長野県考古学会誌J57

F文化財信濃J15-3

F伊那‖6-4

F千曲J57

F伊那J36-6

F伊那‖6-4

F千曲158

F伊那‖6-7
「伊那路J32-6
「伊那路J32-6

F伊那路132-5

F信濃J40-5

F平出遺跡考古博物館紀要J6
「信濃考古1107
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1741遮那藤麻呂 竜丘宮洞における奈良時代須恵器窯跡の調劃
信濃における平安時代後期以降の土器様相」

F伊那‖6-4

F東国土器研究 lJ

陛 久考古通信J47048

F伊那路132-5

F平出遺跡考古博物館紀要J6

F長野県考古学会誌J57

F信濃J40-4

F信濃Hl-2

F信濃J40-4

1751鋤柄俊夫

1761高村博文 佐久地方の古代土器様相について」
1771田中清文 東山道伊那谷ルー トの調査」

遺跡の地形環境」1781鳥羽嘉彦

1791戸沢充則 八幡一郎先生とF郷土考古学論J」

1801直井雅尚 松本平における内黒ロクロ土師器の出現と展開」
1811中沢悟・ 春山秀幸 0関口 「(矢田遺跡)と その周辺」

功一

1821花田勝広 「律令制の確立にみる葬地の変革」
「長野県の 9世紀後半から12世紀の食膳具の様相」

「伊那のコモデ石」
「二〇グラムの土から」
「富県出土」の 1/Jヽ形鉄周 について
「小黒川における古道遺構について」
「信濃善光寺創建に関する一研究 (一)・ (二)」

「信濃と武蔵の高句麗人」
「東山道三稿」

肺 町村における文化財保護の課題」

F若松城内濠跡J

F福島古窯跡(第 2次発掘調査概報)J

F赤須城跡 (第 2次調査)J

F金井城跡J

F松本市城西西馬出遺囲

F史跡松本城黒門枡形内発掘調査報告書J

F史跡松本城北外堀外側土塁発掘調査報告書J

F矢筒城館跡(第 2次発掘)J

「中世梵鐘鋳造跡の一研究」
「臼田町における城館跡の保調
「信濃の山鯛
「小岩嶽城・岩原城の縄張と地域史への試論」
「佐久市金井城跡の調劃

「佐久市金井城跡の調査状況」

F武田氏三代と信濃J

「根羽村の中世後半の遺跡」
「信州における近世城館跡出土陶磁を中心とした産地

構成と流通」
「信濃における江戸時代の考古

HFl

「諏訪地方の城館跡の現状と保存について」

1831原明芳
.IF長

野県埋蔵文化財センター

1841林茂樹

紀要J2

F伊那‖2-9

F伊那‖6-4

F伊那路J32-6

F伊那路J32-9

F千曲156057

F上田盆地J27

F伊那J36-5

F文化財信濃J15-4

1851葉賀七三男
1861本田秀明

1871御子柴泰正

1881村上和夫

1891村上和夫

1901村沢武夫

1911矢崎孟伯

中世以降
1921池田町教育委員会

1931木曽福島町教育委員会

1941駒 ヶ根市教育委員会

1951佐久市教育委員会ほか

1961松本市教育委員会

1971松本市教育委員会

1981松本市都市開発部

1991牟礼村教育委員会
2001伊藤修 F信濃」40-5

F文化財信濃J15-4

F信濃史学会研究叢書J2

F信濃Hl-2
F長野県埋蔵文化財ニュース1250

26

F信濃考古J107

2011井出正義

2021小穴芳実

2031小穴芳実

2041小山岳夫

０

　
０

０

　
０

　

　

　

０

　
１

　
１

２

　
２

２

　
２

　

　

　

２

　
２

　
２

小山岳夫

笹本正治

佐藤甦信

竹内一徳

宮下健司

宮坂武男

山田真一 「豊科町における城館跡の保護と課題」

(郷土出版社)

F伊那‖6-4
「マージナル19

F信濃J40-4

F文化財信濃J15-4

F文化財信濃J15-4
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平 成 元 年 度

区分・NO/編   著   者 目題 雑 誌 名 0発 行 所

時

１

　

２

　

３

４

５

６

７

８

９

‐０

各

13

14

15

16

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

　

　

　

６

７

８

９

０

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

　

　

　

３

３

３

３

４

こにわたるもの他

働長野県埋蔵文化財セント

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センタニ

働長野県埋蔵文化財センター

働長野県埋蔵文化財センター

長野市立博物館

長野市立博物館

長野郷土研究会

平出遺跡考古博物館・歴

史民俗資料館

松本市立考古博物館

阿南町教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯田市教育委員会

飯山市教育委員会

大町市教育委員会

岡谷市教育委員会

上郷町教育委員会

上郷町教育委員会

更埴市教育委員会

駒ヶ根市教育委員会

真田町教育委員会

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会ほか

佐久市教育委員会

信州新町教育委員会

諏訪市教育委員会

諏訪市教育委員会

立科町教育委員会

高速町教育委員会

茅野市教育委員会

戸倉町教育委員会

東部町教育委員会

東部町教育委員会

中野市教育委員会

長野市教育委員会

長野市教育委員会

原村教育委員会

「平成元年度の発掘調査から一更埴市 0長野市塩崎地

区の遺跡」

F信濃路を掘る 長野自動車道 0上信越自動車道発掘

調査出土品展J

「遺跡は語る 中央道自動車道長野線を掘るJ

F長野県埋蔵文化財センター年報J6

F長野県埋蔵文化財センター紀要J3

F長野県埋蔵文化財ニュース』28～30

F信濃の馬J

F年報17
「史跡めぐり特集一佐久 。中南信 。隣県一」
「片丘地区の考古学的調査(2)一塩尻市北熊井地籍に

所在する26遺跡の概到

F田川流域の原始・古側

F国道151線改良工事に伴う埋蔵文化財包蔵地発掘調

査概報一早稲田遺跡一J

F日 向田遺跡ⅡJ

F恒川遺跡群一平成元年度範囲確認調査概報告一J

F前の原遺跡J

F小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告書Ⅱ一上野

遺跡・大倉崎遺跡一J

F一津J

F榎垣外・梨久保遺跡発掘調査報告書 (概報)J

F柏原 C・ 栗屋元・橋爪遺囲

F中島遺跡 。矢崎遺跡J

F平成元年度 更埴市埋蔵文化財調査報告書J

F反 目 0遊光・ 殿村・ ガヽ林遺跡J

F四 日市遺囲

F聖原遺跡 I(概報)J

F東大門・菅田Ⅳ・ 中金井ⅡJ

F内西浦遺跡 IJ

F佐久市埋蔵文化財 年報Jl

Fお供平遺跡ⅡJ

F千鹿頭社Ⅲ(第 4次)J

F清水 I(第 3次)J

F大庭遺跡J

F原勝間遺脚

F狐塚遺跡J

F円光房遺囲

F七ツ石 0石原田・古賀礼・ 雁丸・ 小申田 0沖田・清

水田遺跡J

F伊勢原遺跡・ 伊勢原第 2号墳 0薬師遺跡J

F風巻 0桜測

F篠ノ井遺跡群ⅢJ

F屋地遺跡ⅡJ

F梨の木沢・ 中道通 0御射山沢・ 梨の木沢西遺跡J

F長野県埋蔵文化財ニュースJ29

F長野J143

F平出遺跡考古博物館 e歴史

民俗資料館紀要J7
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411松川村教育委員会 F万代屋敷・ 西教寺跡 。若宮・ 華厳寺畑・ 鴨池

F松本市向畑遺跡ⅢJ

F松本市大塚古墳・南方古墳・ 南方遺跡J

F松本市三の宮遺跡ⅣJ

F松本市県町遺跡J

F下久根・二反田遺跡J

「長野県地方史研究の動向」

「上田市林之郷・八千原遺跡」
「1988年度下伊那考古学年報」
「考古学雑片想 (七)下伊那の遺跡・遺物との出会い」
「考古学雑片想 (八)下伊那の遺跡・遺物との出会い」
「考古学雑片想 (十)石器のあれこ初

F最新年表 信濃の歩みJ

「遺跡の整理におけるコンピューター利用について」

「石川条里遺跡における珪藻化石を通しての古環境復

復元の試み」
「夏目一平先生と下伊那」
「原遺跡一古墳～平安時代の集落址の調査」

「埋蔵文化財の保護に向けて」
「考古学的にみたみち」
「最近の松本平の発掘調査」

:信濃先史文化の研究J

F長野市若穂の史跡・ 文化財から地域の歴史を探るJ

F柳又遺跡A地点一第 1次発掘調査報告書J

F柳又遺跡発掘調査概細

Fシ ンポジウム資料集 中部高地の尖頭器文化資料J

「野尻湖遺跡群の旧石器・縄文文化 2(1987～ 1989)」

F池の平遺跡群駒出池遺跡J

『御小屋之久保遺跡詳細分布調査報告書J

F鷹山遺跡群 IJ
「石槍文化と地域の構造」

421松本市教育委員会

431松本市教育委員会

441松本市教育委員会

451松本市教育委員会

461丸子町教育委員会

471青木歳幸・ 小松芳郎・ 中 F信濃J41… 6

F長野県埋蔵文化財ニュースJ30

F伊那J37-5

F伊那J37-4

F伊那J37-5

F伊那J37-12

(信濃毎日新聞社)

F長野県埋蔵文化財センター

紀要J3

F長野県埋蔵文化財センター

紀要J3

F伊那J37-5

F第 2回佐久地方遺跡発掘調

査報告会発表要旨J

F佐久考古通信J49

F文化財信濃J16-2

F長野県埋蔵文化財ニュースJ28

村利彦

481岩佐今朝人

491市沢英利

501神村透

511神村透

521神村透

531小林英一・ 青木歳幸・宮

下健司

541小林秀行・ 近藤尚義

551越川長治

561佐藤甦信

571島田恵子

581高村博文

591戸沢充則

601直井雅尚

611藤沢宗平 藤沢宗平著作集刊行会)

621宮下健司

先土器時代

631國學院大学文学部考古学

研究室

641國學院大学・ 開田村教育

委員会発掘調査団

651長野県考古学会・ 旧石器

研究部会

661野尻湖人類考古グループ F野尻湖の発掘J2

671八千穂村池の平遺跡発掘

調査団

681茅野市教育委員会

691長門町教育委員会

701安蒜政雄 F長野県考古学会誌J59.60

711伊藤恒彦 際田石刃石器群の成立と尖頭器石器群の関連について」IF長野県考古学会誌J59060

721伊藤健
「樋状剥離を有する尖頭器と彫器」
「原石産地遺跡における諸問題」
「尖頭器文化と遺跡群の形成」
「尖頭器文化の展開」
「尖頭器文化とは何か」
「後期更新世の哺乳動物相」
「槍先形尖頭器出現の問題」
「尖頭器の出現と石刃技法の変化」

朧 状剥離を有する尖頭器雑感」
「尖頭器を包含する地層」

F長野県考古学会誌J59.60
『考古学ジャーナルJ316

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

:長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌159160

731岡村道雄

741大竹幸恵

751大竹憲昭

761織笠昭

771大島浩

781樫田誠

791角張淳一

801川 口潤

811河西学
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821栗島義明

831近藤洋一

841酒井潤一

851白石浩之

861鈴木正男

871鈴木次郎

881須藤隆司

891高見俊樹

901高見俊樹

911堤隆

921堤隆

931堤隆

941堤隆

951戸沢充則

961中村由克・ 野尻湖発掘調

査団

971中村由克

981藤野次史

991藤野次史

1001堀田雄ニ

1011保坂康夫

1021宮坂清

1031森嶋稔

1041森山公一

縄文時代

1051飯山市教育委員会 F岡峰遺跡ⅢJ

1061伊那市教育委員会

1071上郷町教育委員会

1081上郷町教育委員会

1091木島平村教育委員会

1101佐久市教育委員会ほか

1111塩尻市教育委員会

1121塩尻市教育委員会

1131下諏訪町教育委員会

1141茅野市教育委員会

1151原村教育委員会
1161松本市教育委員会

1171箕輪町教育委員会

1181箕輪町教育委員会

1191箕輪町教育委員会

1201宮田村教育委員会

1211望月町教育委員会

1231鵜飼幸雄・守矢昌文

1241岡本東三

1251小池孝

1261小熊博史

槍先形尖頭器の発生と展開」

尖頭器を包含する地層について」

中部高地における後期更新世末～完新世の古気候」

尖頭器文化とは何か」

三沢遺跡の黒曜石の分桐

槍先形尖頭器石器群と細石刃石器群の時間的関係」

中部槍先形尖頭器文化の成立」

上ノ平遺跡発見の尖頭器新資料」

中部高地における尖頭器の研究史と研究方向」

樋状剥離を有する石器の再認識 (下 )」

臼田町井上遺跡の神子柴型石斧」

尖頭器の形態的把握とその製作について」

有樋尖頭器をめぐる評価」

石槍文化研究の碇喋劇

野尻湖立が鼻遺跡の旧石器文化と古環境」

「尖頭器の石材」
「槍先形尖頭器の地域差について」
「中部高地における出現期槍先型尖頭器の制作技術に

関する一考察」
「尖頭器の出土層位の把握」
「礫群からみた尖頭器文化出現の様相」

尖頭器石器群の石器組成」

中部高地の尖頭器文化をめぐって」

尖頭器の製作と折れ」

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

長野県考古学会誌J59060

佐久考古通信J50

長野県考古学会誌J59.60

長野県考古学会誌J59.60

F諏訪市史研究紀要J2

長野県考古学会誌J59060

信濃J41-5

佐久考古通信J50

長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F第四紀研究J28-4

F長野県考古学会誌J59.60

F長野県考古学会誌159060

F旧石器考古学J39

限 野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59.60

IF長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59060

F長野県考古学会誌J59.60

F考古学雑誌J75-1

F先史考古学研究J2

長野県考古学会誌J58

F信濃J41-4

:長野県考古学会誌J58

1221伊藤慎二・小倉和重・贄 「上水内郡信濃町字上ノ原 。大道下採集資料に付いて」IF長野県考古学会誌J58

田明

島崎遺跡J

大明神原遺跡ⅢJ

日影林遺囲

稲荷境遺跡ⅣJ

F鶉 ヲネ遺跡J

F竜神平遺跡J

F古屋敷遺跡J

F一の釜遺跡(2)J

F芥沢遺跡J

F姥 ヶ原・下原山南・下原山北遺跡(概報)J

F坪ノ内遺跡J

F大垣外遺跡J

F丸山遺跡J

F熊野上遺跡J

F中越遺跡発掘調査報告書J

F上吹上遺跡J

「長野県茅野市棚畑遺跡出土の大型土偶」
「立野式土器の出自とその系統をめぐって」
「縄文時代前期初頭の打製石錘」
「縄文時代早期終末における絡条体圧痕文土器の一様

相」
「長門町平沢遺跡出土の尖底土器二例」1271児玉卓文
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小林真寿

小林康男

五味裕誌

近藤尚義

関全寿

寺内隆夫

寺内隆夫・ 野村一寿

戸沢充則

1401綿田弘実

上山田町教育委員会

今村善興

御堂島正

御堂島正

御堂島正

会田進

神村透

神村透

笹沢浩

1531穂高町郷土資料館

1541松本市立考古博物館

1551飯田市教育委員会

1561上田市教育委員会

1571穂高町教育委員会

1591木下正利

1601桐原健

1611桐原健

1621桐原健

「長野県における縄文中期中葉の土器群」

「出尻土偶」
「大安時遺跡出土の顔面付土器片」
「下茂内遺跡一縄文時代草創期の石器群の調劃

「松本盆地東縁河岸段丘面における埋積過程の一様相
一北村遺跡の発掘を通して一」

「長野県塩尻市北原遺跡第 1号住居址出土土器から派

生する問題」
「
[縄文土器大観]の勝坂式土器関連の解説を読んで」

「市民と創る考古学、よみがえる縄文人骨一長野県北

村遺跡の集団墓一」
「長野県栃原岩陰遺跡における層位的調査結果の検討」
「上吹上遺跡一縄文時代中期前半を中心とする集落址
の調劃

「土器片式と縄文土器の移動
「縄文時代の有溝砥石の研究J

「長野県東北信地方の縄文中期末葉土器群」

F宿遺囲
「阿南地方最初の方形周溝墓発見とそれに示唆される

もの」
「扶入打製石庖丁の使用痕分析」
「快入打製石庖丁の使用法」
「横刃型石庖丁の使用痕分桐
「長野県橋原遺跡」

「長野県北原遺跡・ 出早神社付近遺囲

「考古学雑片想 (九)弥生土器いくつか」
「長野県栗林遺跡」

「千曲川水系における後期弥生式土器の変遷」
「和田原遺跡一弥生終末期の集落址の調査」

「長野県塩崎遺跡群」

F魏石鬼窟古墳を利用した修験道J

F松本平の古墳文化J

F高岡遺跡・ 高岡 3・ 4号墳J

F下之郷古墳群ⅡJ

F穂高町の古墳群とその人 J々

「古墳出現期の土器様相」

「下伊那郡松川町一ノ坪古墳小考」
「爪と缶」
「穂高町の古墳」

F積石塚と日本人J

F第 3会縄文セミナー縄文中

期の諸問題J

F季刊考古学J30

F諏訪市誌研究紀要J2

第2回佐久地方遺跡発掘調
査報告会発表要旨J

F田中邦雄教授退官記念論文

剣
「信濃J41-4

F下総考古学J ll

:歴史手帖J17-6

F利根り|‖ 10
『第 2回佐久地方遺跡発掘調

査報告会発表要旨J

F佐久考古通信J50

:東国史論J4

F第 3回縄文セミナー縄文中

期の諸問題J

F伊那J37-5

F古代文化J41-6

陪 代文化J41-7

F古代文化J42-1

F探訪弥生の遺跡、畿内東日

本編J

F探訪弥生の遺跡、畿内東日

本編J

F伊那J37-8

F探訪弥生の遺跡、畿内東日

本編J

「信濃J41-4

F第 2回佐久地方遺跡発掘調

査報告会発表要旨J

F探訪弥生の遺跡、畿内東日

本編J

F長野県埋蔵文化財センター

紀要J3

F伊那J37-5

F信濃J42-1
『穂高町の古墳群とその人 J々
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1631小林正春 「飯田市物見塚古墳」
「長野県における横穴式石室の受容(伊那谷)」

「上聖端・下聖端遺跡一古墳時代中・ 後期の拠点的集

落址の調査」
「長野県における横穴式石室の受容」

「信州における須恵器出現の剰
「長野県における黒色土器の出現とその背景」
「清水窪古墳出土の鉄刀と鉄鋼

F中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4-
松本市内その1-総論編J

F中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 6-
松本市内その3-下神遺跡J

F中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 7-
松本市内その4-南栗遺跡J

F中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 8-
松本市内その5-北栗遺跡』

F中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 9-

:長野県埋蔵文化財ニュース130
「第 10回三県シンポジウム

東日本における横穴式石室

の受容J

F第 2回佐久地方遺跡発掘調

査報告会発表要旨」

F第 10回三県シンポジウム

東日本における横穴式石室

の受容J

F考古学ジャーナルJ316
『東国土器研究J2

F諏訪市史研究紀要J2

1641小林正春

1651須藤隆司

1661土屋積

16? ltrLLHe
1681原明芳

1691宮坂光昭

奈良 。平安時代

1701長野県教育委員会 。働長

野県埋蔵文化財センター

1711長野県教育委員会・働長

野県埋蔵文化財センター

1721長野県教育委員会 00長

野県埋蔵文化財センター

1731長野県教育委員会 Om長

野県埋蔵文化財センター

1741長野県教育委員会・働長

野県埋蔵文化財センター 松本市内その6-三の宮遺跡』

F力石条里遺構群第 1次・ 第 2次調査報告J

F特定交通安全事業伊那辰野線の拡幅事業に伴う発掘

調査報告書J

F立 ヶ花表山窯跡J

F松本市小原遺跡J

F松本市北栗遺跡Ⅳ・ VJ

F松本市大村遺跡一古瓦を出土する平安時代集落址の

発掘調査概報一J

F聖原Ⅱ遺跡J

「伊豆木別曾と産鉄遺跡(上),(下 )」

「続 高森町上段の産鉄遺跡」

「古代水田跡調査の実践と問題点」

「韓竃雑感」
「安曇郡四郷の考古学的同定」
「筑摩と京師」

「東山道通過地点を巡って」

1751上山田町教育委員会

1761辰野町教育委員会

1771中野市教育委員会

1781松本市教育委員会

1791松本市教育委員会

1801松本市教育委員会

1811御代田町教育委員会

1821大桐紀元 l伊那‖7-4・ 6

F伊那J37-9

F長野県埋蔵文化財センター

紀要J3
「伊那J37-5

:信濃J41-10

F平出遺跡考古資料館ノート

ー筑摩の古代文化J3

F文化財信濃J16-3.4

i長野J146.147

i佐久考古通信149

F須高J28

1831大桐紀元

1841河西克造

1851桐原健

1861桐原健

1871桐原健

1881黒坂周平

1891小林増巳 富士見町の古代製鉄遺跡の研究(1)0(2)」

所謂北信型の甕を考える」1901小林真寿

1911小林宇壱 須坂市坂田遺跡の

伊那谷南部におけ

春日街道再剤

調劃

る在地生産須恵器の実態」 長野県考古学会誌J581921遮那藤麻呂

1931田中清文 伊那路133-5

1941高村博文 佐久市聖原遺跡 I」

軽井沢の地形と東山道」

長野県埋蔵文化財ニュース130

千曲1631951土屋吉衛
「平出遺跡考古資料館ノート

ー筑摩の古代文化J3
1961直井雅尚 古代の暮らし」
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1971羽場睦美 「杉ノ木平遺跡の見直しについて(一)～ (四)」

「東山道調査とその成果一阿智村を中心にして」
「阿智村における東山道」
「古代の家と村」

F伊刃FJ 37-7.9010012

F伊那:38-2

F文化財信濃J15-3

F平出遺跡考古資料館ノート

1981原隆夫

1991原隆夫

2001原明芳

一筑摩の古代文化J3
2011原明芳 「信濃の緑釉陶器」               IF緑 釉陶器の流れJ

2021葉賀七三男 「金属関連上郷矢崎・久米高野遺跡」       IF伊 那J37-5

2031峯村今左夫 「佐久の古東山道―望月から東行して千曲川を渡る道―」IF千曲J63

中世以降

2041飯 田市教育委員会 F鈴岡城址J

F花岡城跡J

F足畑山狼煙岳砦跡J

F殿村・東照寺址J

F吉田城山城跡J

F富沢遺跡J

F上の山遺跡ⅢJ

F高梨氏城館跡発掘調査概細

2051池 田町教育委員会

2061下条村教育委員会

2071下諏訪町教育委員会

2081高森町教育委員会

2091武石村教育委員会ほか

2101辰野町教育委員会
2111中野市教育委員会

2121長野市 史跡松代城跡附新御殿跡修理工事報告書J

松代城跡―平成元年度発掘調査概報一J

長野市松代城跡史跡整備計画に伴う発掘調査」

2131長野市教育委員会

2141長野市教育委員会 F文化財信濃J16-1

2151本城村教育委員会 円満院跡 (番場遺跡)J

2161松本市教育委員会 F松本市出川遺跡J

2171松本市教育委員会 F史跡松本城本丸黒門枡形二の門同袖塀復元工事報告

書J

「中世遺跡での消費生活復元へ向けて」
「戦国時代の山小屋考」
「南北朝期山城の一形態―長野市篠ノ井ニツ柳城につ

いて」
「中世墳墓の地域的様相」
「金井城跡―中世城郭の本格的大規模調査」  ・′

「城館跡の時代的変遷について」    l
「再び戦国時代の山小屋について」
「大町市清水氏居館跡」 :
「中世戦国期における峰火台の特質と史的位置」
lt五三掛城と与良城」
「丹生子城をめぐって」
「武居城をめぐって」
「城館跡の調査・保存上の問題点」
「中世掘立柱建物址の検討」

８

９

０

　

　

　

１

２

２

２

２

　

　

　

２

２

市川隆之

小穴芳実

小穴芳実

河西克造

小山岳夫

F信濃J41-4

F信濃J42-3

F信濃J41-7

F考古学ジャーナルJ304

F第 2回佐久地方発掘調査報

告会発表要割

F信濃J41-11

F信濃J41-11

F長野県埋蔵文化財ニュースJ30

F信濃J41-11

F中世城郭研究J3

F信濃J41-11

F中世城郭研究J3

F文化財信濃J16-1

2231郷道哲章

2241笹本正治

2251島 田哲男

2261萩原三雄

2271松岡進

:::|二昌玉丘
2301峰岸純夫

2311百瀬新治 F信濃J41-4
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あ

鮎沢大塚遺跡

赤木山遺跡

赤木山南城跡

赤沢城跡

赤須城跡

県町遺跡

赤穂高校遺跡

聞慮沢遺跡

莉沢遺跡

浅川扇状地遺跡群

〃   浅川端遺跡

足畑山狼煙岳砦址

穴場遺跡

荒井遺跡

新井南遺跡

新田平遺跡

新屋敷遺跡

有尾遺跡

有賀峠積石塚遺跡

粟佐遺跡群五輪堂遺跡
〃  北村遺跡

安源寺遺跡

: い

鋳揚げ遺跡

飯田城跡

伊久間原遺跡

池の平遺跡群駒出池遺跡

石川条里遺跡

石上遺跡

石附遺跡

石原田遺跡

伊勢原遺跡

伊勢原第 2号墳

居平遺跡
一の釜遺跡

索

一之沢遺跡
一色遺跡
一丁田遺跡

一津遺跡

一本梅遺跡
一本柳遺跡群東大門遺跡

出川遺跡

出川南遺跡

稲荷境遺跡

今村遺跡

今村東遺跡

鋳師屋遺跡群根岸遺跡
〃  前田遺跡

岩船岩水神社遺跡

岩船氏居館跡

岩村田遺跡群菅田遺跡Ⅲ
〃       〃  Ⅳ

院下遺跡

成立遺跡

つ

上野遺跡

上の山遺跡

上ノ山窯跡群

牛平北遺跡

内山遺跡

鶉ヲネ遺跡

姥ケ原遺跡

上向遺跡

え

榎垣外遺跡

榎田遺跡

円正坊遺跡群蔦石遺跡

円満院跡遺跡 (番場遺跡)

お

大垣外遺跡

大倉崎館跡

大境遺跡
〃

大塚古墳

大妻兼澄居館跡

大原遺跡

大祝屋敷遺跡

大星尻古墳群

大道下遺跡

大村遺跡

大室古墳群

岡海道遺跡

岡田西裏遺跡

岡峰遺跡      |
小川的場遺跡

御小屋之久保遺跡

オシバ遺跡

小島遺跡

落合B遺跡

お供平遺跡  ■

小原遺跡

恩膳遺跡

恩膳西遺跡

御幣平A遺跡

か

開善寺境内遺跡

垣外遺跡

弓|

10

12

12

43

22

47

19

49

71

66

11

17

45

61

11

55

38

74

79

13

73

46

13

66

7

66

44

68

47

17

48

69

72

14

20

34

37

40

45

70

73

56

69

49

69
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30
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梶垣外遺跡

鍛冶垣外遺跡

鍛冶屋遺跡

柏原遺跡群(小諸市)

〃
   (  

〃
  )

柏原 C遺跡(上郷町)

風巻遺跡

雁頭沢遺跡

勝間原遺跡 [原遺跡]

鐘鋳原B遺跡

金芳遺跡 [前沢遺跡]

兼田遺跡

構えの墓館跡

釜ノロ遺跡

鎌田遺跡

鎌田原遺跡

釜蓋遺跡

釜渕遺跡

神送り遺跡

上中原遺跡

上西田遺跡

上吹上遺跡

上宮原遺跡

上屋敷遺跡

鴨池遺跡

雁塚遺跡

川底遺跡

川田条里遺跡

川原田B遺跡

河原林遺跡

神田遺跡

貫ノ木遺跡

き

北垣外遺跡

北栗遺跡

北顔戸遺跡 [顔戸第 5遺跡]

北中遺跡

北の脇遺跡

北村遺跡

北山寺遺跡

木次原遺跡

木戸平A遺跡

杵坂遺跡

木下遺跡

50

51

38

14

53

55

18

68

45

7

77

44

21

49

8

71

42

33

7

75

33

75

28

59

28

38

50

26

62

52

50

52

57

78

48

49

38

50

15

24

43

7

4

52

4

73

30

35

62

34

27

22

旧射的場西遺跡

く

草間城跡

棚林遺跡

窪畑遺跡

熊久保遺跡

熊野上遺跡

公文所前遺跡

栗毛坂遺跡群赤座頭遺跡
″  中曽根遺跡
〃  西曽根遺跡
〃  東赤座遺跡

栗田城跡

栗の木下遺跡

栗林遺跡

栗屋元遺跡

黒部遺跡

け

華厳寺畑遺跡
″

源波遺跡・源波古墳

後安遺跡

小泉遺跡

小泉条里水田跡遺跡

小岩岳城跡

荒神社矢沢遺跡

荒神山おんまわし遺跡

荒神山西遺跡

高呂添遺跡

小海戸遺跡

古賀礼遺跡

虚空蔵東遺跡

小坂西遺跡

古司遺跡

小柴見城跡

腰巻遺跡

小島・柳原遺跡群中俣遺跡

五社神社跡

小滝遺跡

小林遺跡

小馬背遺跡

小丸山古墳

芥沢遺跡

五輪堂遺跡

恒川遺跡

恒川遺跡群

〃  薬師垣外遺跡

さ

西教寺跡遺跡

坂田遺跡

酒屋前遺跡

桜沢遺跡

佐野遺跡

三の宮遺跡

し

塩川遺跡

塩崎遺跡群
〃  殿屋敷遺跡

塩崎城跡

寺家遺跡

地蔵面遺跡

科ノ木遺跡

篠ノ井遺跡群

下久根遺跡

芝崎遺跡

芝宮遺跡(丸子町)

芝宮遺跡群下芝宮遺跡 I

〃  南上中原遺跡
〃  南下中原遺跡

志平遺跡

島遺跡

14

36

44

74

31

39

50

51

63

66

7

12

28

39

25

26

62

9

74

39

14

53

9

64

9

64

78

41
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69

14

69
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21

6

16

55

44

60
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42
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25

31

31

31

28

55



島内(高松)遺跡

島崎遺跡

島立条里的遺構

清水遺跡 (辰野町)

〃 (諏訪市)

″   (  ″  )

清水郷倉跡

清水氏居館跡

清水田遺跡

下蟹沢遺跡

下神遺跡

下之郷古墳

下原遺跡

下原山北遺跡

下原山南遺跡

下茂内遺跡

ジャコッパラNO.1遺 跡

十二遺跡

宿遺跡

城遺跡

生妻遺跡     _
城の口遺跡

城之腰遺跡

菖蒲沢窯跡

勝負平遺跡

菖蒲平窯跡群

城ノ内遺跡

城山城跡

新野遺跡

新林遺跡

新町大原遺跡

新町原田北遺跡

新町原田南遺跡

す

薄町遺跡

硯岩遺跡

砂原田遺跡

せ

関口A遺跡

関口B遺跡

千苅遺跡

千本原遺跡

そ

外畝遺跡

外西川原遺跡

そり表遺跡

反目遺跡

反目南遺跡

た

大安寺遺跡

田井座遺跡

台御堂遺跡

大明神原遺跡

高綱中学校遺跡

高梨氏城跡

高野遺跡

高松原遺跡

高屋遺跡

高屋下遺跡

鷹山遺跡群

田草川尻遺跡

竹ノ花遺跡

田多井氏居館跡

田多井神沢遺跡

立が鼻遺跡

立ケ花遺跡

立ケ花表山窯跡

館ノ内居館跡

田中沖遺跡

丹保遺跡

ち

千鹿頭北遺跡

千鹿頭社遺跡

千早原遺跡

中条遺跡

直刀原遺跡

つ

塚田古墳

辻沢北遺跡

辻沢南遺跡

土田遺跡

筒畑遺跡群田端遺跡

潰石遺跡群高内遺跡
〃  腰巻遺跡Ⅱ

坪ノ内遺跡

ツルサシ遺跡

鶴萩七尋岩陰遺跡

鶴前遺跡

て

寺開土遺跡

寺海戸遺跡

寺屋敷遺跡

天ケ沢遺跡

天正寺遺跡

と

道海戸遺跡

堂垣外遺跡

堂河原遺跡

東山道遺跡

堂地遺跡

藤内遺跡

堂林遺跡

殿島城跡

殿村遺跡(下諏訪町)

〃 (駒ヶ根市)

渡場遺跡

富沢遺跡

巴松遺跡
′樋口遺跡

豊原古墳

鳥林遺跡

21

71

9

19

16

53

72

23

23

71

10

40

71

59

48

59

24

50

58

58

34

55

10

33

60

46

71

5

75

11

39

10

26

78

77

68

26

16

39

16

16

47
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な

中畝古墳 1号・ 2号
中金井遺跡群荒田遺跡

〃  金井城跡
〃  上金井遺跡
〃  中金井遺跡

中久保田遺跡

長窪城跡
なかじま遺跡

中城原遺跡

中平遺跡

長田県営苗圃遺跡

長土呂遺跡群上大林遺跡
〃  上聖端遺跡
〃  下聖端遺跡
〃  聖原 I遺跡
〃  聖原Ⅱ遺跡

長畑遺跡

中原遺跡(小海町)

〃   (  〃  )
〃

  (  〃  )
″ (小諸市)

中原遺跡群梨ノ木遺跡 I

中道遺跡

長峰古墳群

名古熊下遺跡

梨久保遺跡

梨の木沢遺跡

七瀬古墳群

七ツ石遺跡

生仁遺跡

奈良尾遺跡

に

西遺跡

西赤座遺跡

西浦遺跡

西大久保遺跡群
〃   西大久保遺跡

西垣外遺跡

西城遺跡

西条遺跡

西条・岩船遺跡群

西祢ぶた遺跡

西の原遺跡

西林遺跡

西山遺跡

西山居館跡
二反田遺跡

ね

子尾入遺跡

の

野口遺跡

は

馬口遺跡

硲城跡

橋ケ窪遺跡

橋爪遺跡

八幡原遺跡

花岡城址(岡谷市)

花岡城跡(池田町)

羽場垣外遺跡

浜津ケ池遺跡

林之郷遺跡

林原遺跡

林山腰遺跡

原の城A遺跡

原勝間遺跡

針塚古墳

春宮境内遺跡

春山遺跡

春山B遺跡

判の木東遺跡

半平蔵遺跡

ひ

ヒエ田遺跡

日影林遺跡

東大久保遺跡

東中曽根遺跡

東祢ぶた遺跡

東林遺跡

東番場遺跡

干車場遺跡

樋口五反田遺跡

日向田遺跡

百姓地遺跡

日焼遺跡

平石遺跡      :
平畑遺跡

蒜田遺跡

広畑遺跡(御代田町)

〃 (岡谷市)

〃   (  〃  )
〃   (  〃  )

枇杷坂遺跡群

琵琶塚遺跡

′)ヽ

吹野原遺跡

福島遺跡

福島古窯跡

福与大原遺跡

普済寺遺跡

富士浅間遺跡

藤塚遺跡

吹付遺跡

不動坂遺跡群
フネ古墳

古城遺跡 (駒 ヶ根市)

〃 (大町市)

〃   (  〃  )

古城南遺跡

古町遺跡(大町市)   ″

〃   (  〃  )

古町遺跡群大庭遺跡 (立科町)

古免遺跡

古屋敷遺跡 (塩尻市)

古屋敷遺跡群(東部町)

ほ

北条屋敷遺跡

焙烙上遺跡
ほうろく屋敷遺跡

細尾根遺跡

本郷小学校遺跡

ま

前の原遺跡

前山田遺跡

曲尾遺跡Ⅱ

47

63

51

5

16

30

5

49

49

59

65

23

5

9

24

51

47

40

58

11

46

11

22

37

79

18

14

22

37

74

73

30

18

11

37

55

65

42

13

41

53

15

41

67

55

16

56

52

56

15

51

76

26

40

23

44

51

12

13

33

31

79

13

63

75

11

50

73

62

38

61

31

49

47

39

74

75

27
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牧島遺跡

増田遺跡

町浦遺跡

町り|1田遺跡

松尾南の原遺跡

松ケ崎遺跡

松代城跡      :
松本城葵の馬場

〃 西馬出し跡

松原遺跡
マツバリ遺跡

丸谷地遺跡

丸山遺跡 (飯田市)

〃   (  〃  )

〃 (佐久市)

〃 (箕輪町)

〃 (自田町)

丸山古墳群 0丸山Ⅱ遺跡

まわり場古墳

万代屋敷遺跡

み

ミカ ド遺跡

三嶽西遺跡  ・

三子塚遺跡群

弥堂遺跡

南沖遺跡

南方遺跡

南方古墳

南中島遺跡

南原遺跡

三間測 |1左岸遺跡 (松本市)

〃      (  ″  )
・

〃   (山 形村)

宮上遺跡

宮裏遺跡

宮垣外遺跡

宮崎遺跡

宮ノ上遺跡

宮の上遺跡群供養塚遺跡
〃  湯の上遺跡
〃  宮の上遺跡 I

宮の下遺跡

宮の原遺跡 (伊那市)

〃 (日義村)

宮の前遺跡

宮場間様十三塚遺跡

宮渕本村遺跡

52

9

73

25

28

63

65

59

53

56

6

60

13

36

33

58

77

6

53

26

61

向畑遺跡

向六工遺跡

村東山手遺跡

め

目切遺跡

も

旧御射山遺跡

物見塚古墳

森将軍塚古墳

や

屋株遺跡

矢崎遺跡

屋敷遺跡

矢嶋城跡

弥生前遺跡

屋代遺跡群北中原遺跡
〃  古道遺跡
〃  郷津遺跡
〃  五十里遺跡

谷田遺跡

屋地遺跡

柳又遺跡  .

藪上遺跡・

山田遺跡

山寺遺跡

山ノ神遺跡 (塩尻市)

山ノ神A遺跡(望月町)

山ノ神304号墳

山の田遺跡

八幡遺跡群石原A遺跡

〃  白石遺跡

〃  峯遺跡

〃  宮川遺跡

八幡下遺跡

八幡原遺跡

ゆ

遊光遺跡

湯川遺跡

湯倉洞窟遺跡

よ

斧磨遺跡
ヨケ遺跡

横田遺跡群富士宮遺跡

横川上ノ原遺跡

吉田向井遺跡

吉野町館跡

四日市遺跡

四ツ屋遺跡

リ

竜神平遺跡

ろ

六反田遺跡

六反畑遺跡

わ

若松城跡

若宮遺跡 (松川町)

〃   (  ″  )

″ (諏訪市)

訳口上遺跡

早稲田遺跡

和田城跡

和田原遺跡群

和手遺跡

上手屋敷遺跡
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